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開
教

6 

沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
各
宗
派
寺
院
の
現
状
と
展
望

は
じ
め
に

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
浄
土

宗
寺
院
の
開
教
の
現
状
を
調
査
分
析
す
る
目
的
で
、

二
O
O
四

(
平
成
十
五
)
年
末
の
三
月
の
予
備
調
査
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
以

後
十
六
年
度
と
十
七
年
度
に
当
た
る
今
期
末
ま
で
の
二
年
間
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
卜
期
間
で
、

「教
化
研
究
」
第
十
五
号
と
同
第
十
六
号

で
浄
土
宗
寺
院
の
現
況
と
展
望
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
に
基
づ
い

た
報
告
と
分
析
を
行
っ
た
。

本
号
、
第
十
七
号
で
行
う
報
告
は
、
浄
土
宗
寺
院
の
そ
の
後
の

活
動
内
容
と
、
今
期
に
お
い
て
行
っ
た
浄
土
宗
寺
院
以
外
の
他
宗

派
寺
院
の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
た
報
告
と
分
析
で
あ
る
。

浄
土
宗
寺
院
の
二

O
O
五

(平
成
十
七
)
年
度
の
開
教
の
展
開

沖
縄
で
の
浄
土
宗
寺
院
の
開
教
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

ま
ず

一
つ
め
は
、

『教
化
研
究
」
第
十
五
号
で
報
告
し
た
寺
院
の

な
か
で
、
沖
縄
県
の
宗
教
法
人
認
証
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
阿
弥

陀
寺
と
観
音
寺
の
二
寺
が
二
O
O五
(
平
成
十
七
)
年
に
認
証
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
寺
は
活
動
期
間
が
比
較
的
短
い
う
え

に
こ
れ
ま
で
多
く
の
他
県
で
認
証
の
欠
格
条
件
と
さ
れ
て
き
た

借
入
金
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
認
証
さ
れ
た
。
こ
れ
は
画
期
的

な
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
。
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
以
来
、
宗
教
法
人

法
の
改
正
に
よ
る
活
動
内
容
に
対
す
る
規
制
や
認
証
の
厳
格
化
が

各
地
で
報
告
さ
れ
る
な
か
、
沖
縄
県
総
務
部
総
務
私
学
課
係
の
担
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当
者
の
交
代
と
い
う
事
情
が
あ
る
と
も
聞
く
が
、

い
か
に
浄
土
宗

寺
院
を
含
む
仏
教
寺
院
が
沖
縄
の

一
般
社
会
の
信
頼
を
得
て
い
て

沖
縄
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
背
景
に
は
、
浄
土
宗
の
社
会
国
際
局
の
国
内
開
教
使
を
発

掘
育
成
す
る
担
当
職
員
が
、
現
地
で
担
当
部
署
の
職
員
と
根
強
く

認
証
の
た
め
の
交
渉
や
相
談
を
行
う
な
か
で
、
強
い
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
き
た
努
力
に
よ
っ
て
浄
土
宗
が
信
頼
を
得
た
こ
と
に
負

う
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

二
つ
め
は
、

二
つ
の
寺
院
の
開
山
法
要
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ

る

一
寺
め
は
、
山
形
県
天
童
市
に
生
ま
れ
、
菩
提
寺
の
住
職
に

師
事
し
た
佐
藤
賢
樹
師
の
東
林
寺
で
あ
る
。
東
林
寺
は
二

O
O五

(
平
成
十
七
)
年
五
月
に
浄
土
宗
と
包
括
関
係
を
結
ん
だ
。
そ
し

て
同
年
十
二
月
に
「

一
向
山

東
林
寺
開
山
法
要
」
を

等
覚
院

奉
修
し
た
。
式
次
第
は
沖
縄
組
の
青
年
憎
ら
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

法
要
に
は
、
長
年
作
務
を
続
け
た
菩
提
寺
の
師
僧
の
他
総
代
二
名、

信
徒
登
録
を
し
て
い
る
信
者
五
人
、
ま
た
注
目
す
べ
き
は
地
区
の

住
民
二
十
名
以
上
が
参
加
し
て
寺
の
開
山
を
祝
っ
て
く
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
第
十
六
号
で
は
、
佐
藤
師
が
開
教
地
に
根
付
く
に
は
時

聞
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
と
報
告
し
た
が
、
師
の
日
頃
の
地
道
な

地
域
活
動
が
わ
れ
わ
れ
の
予
想
よ
り
早
く
実
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
二
寺
め
は
、
第
十
六
号
で
報
告
し
た
、

二
O
O五
(
平
成
十

沖縄本島都市部における各宗派寺院の現状と展望

七
)
年
十

一
月
に
浄
土
宗
と
包
括
関
係
を
結
ん
だ
、
尼
僧
の
玉
城

善
智
師
の
三
宝
寺
沖
縄
布
教
所
で
、
認
証
を
機
に
「
九
品
山
往

生
院
安
徳
寺
」
と
改
称
し
た
。
そ
し
て
二
O
O
六
(
平
成
十
八
)

年
三
月
、
「
安
徳
寺
開
所
式
法
要
」
を
奉
修
し
た
。
維
那
と
式
衆

を
沖
縄
組
の
青
年
憎
が
勤
め
、
来
賓
と
し
て
組
寺
住
職
が
参
集
し

た
。
開
山
に
当
た
っ
て
「
安
徳
寺
興
隆
促
進
会
」
と
い
う
檀
信
徒

会
も
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
安
徳
寺
の
躍
進
は
め
ざ
ま
し
い
。
両
寺

の
今
後
の
展
開
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

浄
土
宗
寺
院
の
展
開
の
最
後
に
、
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
こ
と
を

開教

報
告
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、

二
O
O
六
(
平
成
十
八
)
年
二
月

一
日
か
ら
五
日
に
わ
た
っ
て
、
沖
縄
組
で
「
五
重
相
伝
会
」
が
開
催

総合研究プロ ジェクト

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の

「五
重
相
伝
会
」
開
鍾
の
き
っ
か
け

は
、
浄
土
宗
宗
務
庁
の
教
学
局
に
お
い
て
、

二
O
O五
(
平
成
十
六
)

年
六
月
に
聞
か
れ
た
第
二
回
五
重
相
伝
・
授
戒
会
推
進
検
討
会
で
あ

る
。
こ
の
際
、

一
宗
の
企
画
す
る
「
五
重
相
伝
会
」
を
開
催
し
て
い

7 



く
に
当
た

っ
て
、
ま
ず
全
く
行
わ
れ
た
こ
と
の
無
か
っ
た
地
域
、
特

に

「沖
縄
」
と
「
北
海
道
」
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
五
重
」
不
毛

地
域
へ
の
推
進
の
起
爆
剤
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
。
こ
う
し
て
、

二
O
O五
(
平
成
十
六
)
年
十
月
の
「
北
海
道
第

二
教
区

南
組

法
性
寺
」
に
次
い
で
、

「袋
中
寺
」
で
の
開
催
が

決
定
さ
れ
た
。
宗
門
と
三
州
教
区
の
主
導
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
も

の
の
、
沖
縄
組
「
五
重
相
伝
会
」
は
大
成
功
の
裡
に
修
了
し
た
。
檀

家
制
度
が
な
い
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
沖
縄
に
あ
っ
て
、
受
者
は
七

十

一
人
に
達
し
た
。
こ
の
う
ち

一
名
は
他
県
の
受
者
で
あ
る
。
多
く

の
苦
労
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
沖
縄
問
教
の
今
後
の
展
開

の
タ
l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
重
要
な
開
鐘

と
な

っ
た
こ
と
が
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
五
重
相
伝
会
の
持
つ
重
要
性
の

一
つ
は
、
本
土
か
ら
渡

っ
た
袋
中
寺
中
心
の
寺
院
僧
侶
た
ち
と
地
元
出
身
の
新
た
に
開
教

を
開
始
し
た
僧
侶
た
ち
と
そ
の
後
継
青
年
憎
た
ち
が
、
沖
縄
組
と

し
て
ひ
と
つ
に
な

っ
て
融
合
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
寺
院
は
葬
式
の
執
行
役

と
し
て
の
意
昧
が
強
く
、
葬
儀
ご
と
に
僧
侶
が
変
わ
る
こ
と
に
何

の
抵
抗
も
な
か

っ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
沖
縄
の
人
々
に
、
「
五
重

8 

相
伝
会」

を
受
け
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
ら
の
宗
教
意
識
に
変
化

が
起
き
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
ど
う
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
「
五
重
相
伝
会
」

の
重
要
な
点
は

受
者
に
大
き
な
宗
教
的
転
換

・
回
心
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
き
た
。
沖
縄
の
よ
う
な
仏
教
不
毛
地
域
の
人
た
ち
の

心
に
、
浄
土
宗
の
教
え
と
宗
教
的
な
感
動
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ

た
か
、
そ
し
て
教
え
が
今
後
寺
院
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
ど
の
よ

う
に
繋
が

っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

今
回
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
受
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
た
。
幸
い
寺
院
方
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
こ
の
研
究
の

一
環

と
し
て
、
受
者
の
受
け
る
前
と
そ
の
後
の
宗
教
観
や
宗
教
意
識
の

変
化
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。

各
宗
寺
院
の
現
状
と
展
望

こ
れ
ま
で
、
沖
縄
に
展
開
す
る
各
宗
派
寺
院
へ
の
聞
き
取
り
調

査
は
三
十
二
寺
院
を
数
え
る
。
沖
縄
の
寺
院
数
は
、
伽
藍
を
構
え
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て
い
な
い
ア
パ
ー
ト
寺
院
も
含
め
る
と
百
近
く
あ
る
と
い
わ
れ
る

が
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
い
た
だ
き
、
聞
き
取
り
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
の
が
こ
の
数
で
あ
る
。
寺
院
の
存
在
を
確
認
し
簡
単
な

お
話
を
い
た
だ
い
た
数
を
加
え
る
と
さ
ら
に
増
え
る
。

今
回
掲
載
す
る
寺
院
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
現
在

唯

一
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
教
団
が
主
導
し
て
沖
縄
開
教
を
推
進

し
て
い
る

「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
」
の
全
体
像
を
と
り
上
げ
る
。

本
願
寺
派
は
、
以
下
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
琉
球
王
朝
の
庇
護
を

受
け
た
臨
済
宗
や
真
言
宗
と
異
な
る
も
の
の
、
明
治
以
来
の
沖
縄

開
教
の
永
い
伝
統
を
持
つ
。
し
か
も
本
土
復
帰
後
、
教
団
と
し
て

着
々
と
地
歩
を
築
い
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

願
寺
派
も
全
て
が
本
山
主
導
の
開
教
使
派
遣
と
い
う
わ
け
で
も
な

く
、
沖
縄
地
元
の
出
身
の
開
教
使
が
寺
院
を
建
立
す
る
例
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
多
様
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の

報
告
で
は
、
具
体
的
な
個
別
寺
院
の
聞
き
取
り
で
は
な
く
、
本
願

寺
派
の
沖
縄
問
教
の
歴
史
と
開
教
方
針
の
大
き
な
流
れ
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
。
こ
の
報
告
は
、
我
が
浄
土
宗
と
し
て
も
学
ぶ
と
こ

ろ
が
極
め
て
大
き
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

次
の
本
願
寺
派
西
信
寺
の
報
告
は
、
本
願
寺
派
の
具
体
的
な
事

例
と
し
て
報
告
す
る
。
海
外
で
も
、
新
宗
教
系
仏
教
を
除
い
て
伝

統
仏
教
で
は
も
っ
と
も
積
極
的
な
開
教
を
進
め
て
き
た
本
願
寺
派

沖縄本島都市部における各宗派寺院の現状と展望

の
具
体
的
な
布
教
活
動
の
実
態
と
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
我
わ
れ
に
と
っ
て
極
め
て
参
手
勺
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

次
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寿
光
院
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
琉
球
王

朝
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
ほ
ど
の
歴
史
的
に
も
重
要
な
寺
院
で
あ

り
、
現
在
も
「
首
里
十
二
ヵ
所
巡
り
」
の
拝
所
で
も
あ
る
。
こ
の
報

告
で
は
、
沖
縄
伝
統
仏
教
寺
院
の
沖
縄
的
あ
り
方
の
特
徴
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
寺
院
で
さ
え
、
現
在
ま
で
多
く
の

苦
難
を
乗
り
越
え
て
現
在
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
は
、
高
野
山
真
言
宗
の
報
開
主
守
で
あ
る
。
こ
の
寺
も
琉
球

関教

王
朝
の
庇
護
を
受
け
た
沖
縄
仏
教
の
中
心
的
な
寺
で
あ
る
。
寿
光

院
も
含
め
、
明
治
維
新
後
の
大
変
革
の
中
で
、
教
え
が
民
衆
の
も

総合研究プロジェクト

の
に
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
、
沖
縄
の
寺
院
は
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
沖
縄
社
会
の
変
化
と
仏
教
寺
院
の

置
か
れ
た
状
況
の
変
化
は
、
や
は
り
本
土
復
帰
が
大
き
な
転
機
に

9 



な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

二
O
O六
(
平

成
十
八
)
年
度
を
国
内
開
教
研
究
の
第
二
期
沖
縄
寺
院
研
究
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
他
宗
派
寺
院
の
聞
き
取
り
も
含
め
、
墓
や
葬
祭

総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
教

の
状
況
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

10 

ぉ

委
中
の
袋

専
を
除

寺
署
お
よ
び
人
名

仮
名
で
あ
る(

武
田
道
生
)

沖
縄
に
お
け
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
開
教

現
在
、
沖
縄
に
お
い
て
は
、
百
ヶ
寺
程
度
の
仏
教
寺
院
が
活
動

し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
宗
派
別
に
見
る
と
臨
済
宗
妙
心
寺

派
、
古
義
真
言
宗
(
高
野
山
真
言
宗
、
東
寺
真
言
宗
)

の
寺
院
の

占
め
る
割
合
が
多
い
。
こ
れ
は
琉
球
王
朝
時
代
か
ら
の
歴
史
を
持

ち
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
古
義
真

言
宗
に
続
き
多
い
の
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
(
以
下
、
本
願
寺
派
と
略
す
)

の
沖
縄
へ

の
開
教
は
、
明
治
後
期
よ
り
宗
門
の
主
導
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

我
が
浄
土
宗
は
二
O
O
一
年
に
国
内
開
教
規
定
に
よ
り
沖
縄
を
開

教
指
定
地
域
と
し
、
宗
門
が
戦
略
的
に
開
教
を
お
こ
な
う
制
度
を

確
立
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
宗
門
ま
た
は
本
山
が
統
括

し
て
沖
縄
開
教
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
唯

一
本
願
主
リ
派
で
あ
っ
た
。

本
願
寺
沖
縄
問
教
事
務
所
に
よ
る
と
、
現
在
十
九
の
寺
院
が
沖
縄

で
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
も
寺
院
を
有
さ
ず
に
活

動
す
る
権
数
名
の
僧
侶
が
い
る
と
い
う
。
沖
縄
の
仏
教
寺
院
数
か

ら
鑑
み
る
と
、
こ
れ
は
非
常
に
多
い
数
で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
二
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0
0四
年
に
は
本
願
寺
派
は
、
国
内
開
教
に
関
す
る
宗
規
を
改
正

す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
に
別
院
を
設
け
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、

こ
れ
は
本
願
寺
派
が
都
市
開
教
を

一
層
強
化
し
て
い
く
と
の
方
針

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
う
な
ら
ば
、
沖
縄

を
含
め
都
市
開
教
に
現
在
最
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
教
団

が
本
願
寺
派
で
あ
り
、
本
願
寺
派
の
沖
縄
開
教
の
歴
史
と
展
開
は

我
々
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
願
寺
派
の
信
仰
の
始
ま
り

沖
縄
で
の
仏
教
は

三一
八
O
年
英
祖
の
時
代
、
宋
の
僧
、
禅

鑑
が
来
島
し
浦
添
に
極
楽
寺
を
建
立
し
た
の
を
始
ま
り
と
す
る
。

沖
縄
で
の
仏
教
の
歴
史
的
展
開
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
鷲
見
論

文

(
「教
化
研
究
」
第
十
五
号
)
に
譲
る
が
、
本
願
寺
派
の
沖
縄

で
の
信
仰
の
始
ま
り
と
大
き
く
関
係
す
る
の
は

一
六

O
九
年
に

琉
球
が
薩
摩
藩
島
津
の
侵
攻
に
よ
り
征
服
さ
れ
、
寺
院
の
建
立

修
復
、
布
教
活
動
が
制
限
さ
れ
、
そ
の
後
の

一
六
五
九
年
か
ら

八
七
九
(
明
治
十
二
)
年
ま
で

一
向
宗
が
禁
制
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

本
願
寺
派
の
沖
縄
で
の
信
仰
の
由
来
は
明
確
に
は
わ
か
っ
て
い

な
い
。
最
も
古
い
文
献
で
は

一
七
八
九
年
に
第
六
代
能
家
職
・
功

存
が
沖
縄
の
隠
れ
念
仏
講
に
あ
て
た
「
寛
政
元
年
配
十
月
所
贈
於

琉
球
国
功
存
師
消
息
示
尼
講
中
」
が
あ
り
、

一
七
0
0年
代
後
半

に
は
念
仏
講
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

沖縄における浄土真宗本願寺派の関教

一
般
的
に
は
、
西

本
願
寺
の
末
寺
、
京
都
に
あ
る
正
光
寺
よ
り
薩
摩
久
志
浦
の
中
村

家
へ
贈
ら
れ
た
本
尊
と
経
典
が
、
中
村
家
の
子
孫
で
あ
る
那
覇
泉

な
か
お

じ

崎
の
仲
尾
次
政
隆
(
一
八
一
O
i
一
八
七

一
)
に
伝
え
ら
れ
た
の

が
そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
仲
尾
次
政
隆
は
十
七
l
八
歳
の
頃
よ

り
正
光
寺
住
職
の
八
木
正
蔵
と
の
文
通
に
よ

っ
て
教
化
を
受
け
、

本
山
か
ら

「了
覚
」
と
い
う
法
名
を
与
え
ら
れ
た
。
彼
は
、
念
仏

禁
止
の
取
り
締
ま
り
の
な
か
、
カ
メ
と
い
う
遊
女
の
家
に
本
尊
を

関教

安
置
し
、
集
八
一云
を
密
か
に
行
っ
て
い
た
。
や
が
て
信
者
の
数
が
増

総合研究プロジェク卜

え
カ
メ
の
家
で
は
手
狭
に
な
る
と
、
会
所
を
政
隆
の
家
に
移
し
五

年
間
ほ
ど
集
会
を
行
な

っ
た
。
し
か
し
、
政
隆
の
身
内
の
密
告
か

ら
こ
の
集
い
が
発
覚
し

一
八
五
三
年
に
政
隆
は
囚
わ
れ
、

人

五
五
年
八
重
山
に
無
期
徒
刑
に
処
せ
ら
れ
た

(第

一
次
真
宗
法
難

事
件
)
。
ま
た
、

11 

一
八
七
七
(
明
治
十
)
年
十
月
か
ら
翌

一
八
七



八
(
明
治
十

一
)
年

一
月
に
か
け
て
は
、
再
び
真
宗
の
信
者
三
六

九
名
が
検
挙
さ
れ
た

(第
二
次
真
宗
法
難
事
件
)
。
と
の
事
件
の

中
心
人
物
は
本
土
か
ら
き
た
僧
、
田
原
法
水
(
一
八
四
三
l
一
九

二
七
)

で
あ
っ
た
。
信
徒
が
検
挙
さ
れ
る
と
、
田
原
は
政
府
に
働

き
か
け
、
処
分
の
解
除
と
真
宗
信
仰
の
自
由
の
獲
得
の
た
め
に
働

き

一
八
七
九
(
明
治
十
二
)
年
に
信
仰
の
自
由
と
布
教
活
動
が

認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

2 

明
治
期
か
ら
終
戦
ま
で
の
開
教

一
八
七
九
(
明
治
十
二
)
年
に
信
仰
の
自
由
と
布
教
活
動
が
認

め
ら
れ
る
と
、
同
年
、
大
河
内
正
念
(
宮
崎
県
出
身
)
が
渡
沖
し

本
格
的
な
布
教
活
動
を
始
め
た
。
ま
た

一
八
九
八
(
明
治
三
十

二

年
に
は
亀
井
慈
雲

(
鹿
児
島
県
出
身
)
が
渡
沖
し
、
十
三
年
間
に

わ
た
る
布
教
活
動
を
し
た
。

本
願
寺
派
の
宗
門
と
し
て
の
沖
縄
問
教
は
、

一
九

一
O

(明
治

四
十
三
)
年
に
菅
深
明
(
鹿
児
島
県
出
身
)
が
本
山
の
任
命
に
よ

り
渡
沖
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
菅
深
明
は
那
覇
上
ノ
倉
に
{
不
を
借

り
布
教
活
動
を
開
始
し
た
が
、

九

(
明
治
四
十
四
)
年
に

は
説
教
所
を
那
覇
松
下
町
に
移
転
、
内
地
の
寄
留
商
人
や
官
吏
を

12 

対
象
に
布
教
し
た
。
そ
の
後
、
那
覇
市
松
山
町
の
本
堂
庫
裏
の
建

設
に
着
手
し
た
。

一
九
一
八
(
大
正
七
)
年
に
完
成
し
、
大
典
寺

と
名
づ
け
た
。
本
山
よ
り
大
谷
光
瑞
門
主
を
迎
え
入
仏
・
落
慶
法

要
を
修
し
た
。
戦
前
ま
で
は
こ
の
大
典
寺
が
中
心
と
な

っ
て
沖

縄
で
の
教
線
を
拡
大
し
て
い
く
。

沖
縄
本
島
で
は
、

一
九

一二

(
明
治
四
十
五
)
年
に
中
城
湾
布

教
所
(
現
・
与
那
原
町
、

九

一
九
=
二

年
に
光
照
寺
と
改
称
)
、

よ

み

た

ん

か

で

(
大
正
十

一
)
年
に
読
谷
村
嘉
手
納
に
嘉
手
納
布
教
所
、

く

に

が

み

も

と

ぷ

(
昭
和
士
二
)
年
に
国
頭
郡
本
部
町
に
本
部
説
教
所
を

九

八

開
設
(
後
の
本
照
寺
)
し
た
。
離
島
に
お
い
て
は
、

い
り
む
も
て

(
大
正
八
)
年
西
表
島
に
西
表
説
教
所
を
開
所
、

一
九

一
九(大

九

正
十
)
年
石
垣
島
に
八
重
山
布
教
所
を
開
所
(
藤
井
深
遠
が
専
任

勤
務
)
し
た
。

戦
前
の
本
願
寺
派
は
、
布
教
活
動
だ
け
で
な
く
、
教
育
活
動
も

展
開
し
た
。

一
九

一二

(
明
治
四
十
五
)
年
に
私
立
沖
縄
感
化
院

を
開
設

一
九

一
八
(
大
正
七
)
年
に
は
私
立
沖
縄
家
政
女
子
学

校
を
設
立
し
て
い
る
。



し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
て
い
く
と
、
本
願
寺
派
の
僧

侶
も
召
集
さ
れ
、

一
九
四
四
(
昭
和
十
九
)
年
四
月
に
は
与
那
原

光
照
寺
、
本
部
説
教
所
、
嘉
手
納
布
教
所
が
閉
所
、
同
年
十
月
に

は
米
軍
に
よ
る
那
覇
大
空
襲
に
よ
り
沖
縄
問
教
の
本
拠
地
で
あ
っ

た
大
典
寺
も
灰
蟻
と
帰
し
た
。
そ
し
て

一
九
四
五
(
昭
和
二
十
)

年
四
月
の
米
軍
上
陸
に
よ
り
全
島
が
戦
場
と
な
り
、
す
べ
て
の
布

教
活
動
が
停
止
し
た
の
で
あ
る
。

3 

戦
後
の
活
動

一
九
四
五
(
昭
和
二
十
)
年
六
月
に
沖
縄
戦
が
終
結
し
た
が
、

本
願
寺
派
は
戦
火
に
よ
り
、
寺
院
・
布
教
所
の
多
く
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
典
寺
が
す
ぐ
さ
ま
活
動
を
再
開
、

か

み

せ

ど

ま
た
上
瀬
頭
亨
が
、

一
九
四
九
(
昭
和
二
十
四
)
年
に
竹
富
島
で

布
教
を
開
始
(
一
九
五
七
(
昭
和
三
十
二
)
年
に
喜
宝
院
布
教
所
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(
昭
和
三
十

一
)
年
、
ハ
ワ
イ
か
ら
出
身

な

か

が

み

か

つ

れ
ん

よ

か

っ

地
へ
帰
っ
て
き
た
大
城
秀
顕
に
よ
り
、
中
頭
郡
勝
連
町
に
輿
勝
寺

を
開
設
)
、

一
九
五
六

が
建
立
さ
れ
る
な
ど
、
段
々
と
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

戦
後
、
本
願
寺
派
の
教
線
拡
大
が
活
発
化
す
る
の
は
、
昭
和
一

十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

一
九
五
八
(
昭
和
三
士

二
)
年

に
は
大
谷
光
照
門
主
を
迎
え
、
日
米
琉
合
同
の
慰
霊
祭
を
開
催
し

た
。

一
九
六
O

(昭
和
三
十
五
)
年
に
は
、
沖
縄
開
教
の
本
拠
地

で
あ
り
、
空
襲
で
灰
燈
に
帰
し
た
大
典
寺
が
本
堂
を
建
立
す
る
。

そ
し
て
、

(
昭
和
三
十
六
)
年
二
月
、
海
外
開
教
規

一
九
六

程
に
基
づ
い
て
、
沖
縄
問
教
指
定
条
例
が
定
め
ら
れ
、
海
外
部

(
後
に
国
際
部
)

の
所
管
と
し
て
、
沖
縄
諸
島
、
宮
古
群
島
お
よ

び
八
重
山
群
島

円
が
沖
縄
問
教
地
と
指
定
さ
れ
た

開
教
事
務

所
を
大
典
寺
に
お
き
、
大
典
寺
住
職
藤
井
深
忍
を
沖
縄
開
教
事
務

所
長
に
任
命
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
宗
門
が
主
導
す
る
形
で
の
沖
縄

開
教
が
再
開
し
、

宗
門
の
任
命
す
る
開
教
使
に
よ
っ
て
開
教
が
は

じ
ま
っ
た
。

一
九
六
六
(
昭
和
四
十
二
年
、
与
世
盛
智
朗
が
開

教
使
と
し
て
久
米
島
に
着
任
し
、
親
戚
宅
で
法
務
を
開
始
(
久
米

島
出
張
所
)
し
た
。

一
九
六
九
(
昭
和
四
十
四
)
年
に
は
、
ハ
ワ

イ
・
ワ
イ
パ
フ
で
開
教
使
を
し
て
い
た
蹄
依
宗
信
が
沖
縄
駐
在
を

命
ぜ
ら
れ
、
読
谷
村
に
読
谷
布
教
所
(
後
の
真
常
寺
)
を
開
設
、

翌

一
九
七

O

(昭
和
四
十
五
)
年
に
沖
縄
市
山
里
に
移
り
コ
ザ
真

宗
寺
を
建
立
し
た
。
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な
お
、
宗
門
の
任
命
以
外
で
は

一
九
六
七
(
昭
和
四
十
二
)

年
、
小
玉
大
誠
が
渡
沖
し
浦
添
市
仲
間
で
開
教
を
始
め
て
い
る

(
浦
添
布
教
所
、
後
の
浦
添
本
願
寺
)
。

4 

本
土
復
帰
以
降
の
開
教

一
九
七
二

(
昭
和
四
十
七
)
年
五
月
十
五
日
の
本
土
復
帰
は

沖
縄
の
仏
教
に
お
い
て
も
大
き
な
転
機
で
あ
っ
た
。
戦
前
よ
り
沖

縄
で
活
動
し
て
い
た
寺
院
の
多
く
は
、
本
土
返
還
を
機
に
宗
教
法

人
格
を
取
得
し
た
。
ま
た
、
本
土
よ
り
多
く
の
僧
侶
が
渡
沖
し

そ
れ
に
伴
い
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
契
機
と
も
な
っ
た
。

本
願
寺
派
は
、
本
土
復
帰
に
伴
い
「
沖
縄
開
教
地
規
程
」
(
宗

則
第
二
号
)
を
施
行
し
、
浦
添
市
に
本
願
寺
沖
縄
開
教
事
務
所
を

設
置
し
た
。

一
九
七
四
(
昭
和
四
十
九
)
年
五
月
に
は
大
谷
光
真

新
門
を
迎
え

て
開
教
事
務
所
の
開
所
式
が
干丁
わ
れ

翌
年

は
大

谷
光
照
門
主
、
光
真
新
門
、
嬉
子
お
裏
方
が
渡
沖
し
、
開
教
地
を

巡
回
し
て
い
る
。

本
土
復
帰
以
降
、
多
く
の
本
願
寺
派
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い

っ

た
。
以
下
に
本
土
復
帰
以
降
に
建
立
さ
れ
た
主
な
本
願
寺
派
寺
院

を
略
記
す
る
。

14 

石
川
本
願
寺
布
教
所
(
本
島
・
う
る
ま
市
)

一
九
七
六
(
昭
和
五
十

二

年

、
大
分
に
あ
る
真
宗
寺
院

の
衆
徒
で
あ
る
宿
利
孝
麿
が
縁
あ
っ
て
コ
ザ
真
宗
寺
に
寄
宿

し
、
そ
の

一
ヶ
月
後
に
当
時
の
石
川
市
に
浄
勝
寺
石
川
布
教

所
を
開
設
し
、
布
教
を
行
っ
た
。
宿
利
か
ら
教
え
を
受
け
た

元
小
学
校
校
長
・
伊
波
善
治
は
、
一
九
八
三

(
昭
和
五
十
八
)

年
に
中
央
仏
教
学
院
(
京
都
市
右
京
区
)
に
入
学
し
、
教
師

資
格
を
取
得
す
る
。
そ
の
後
、
伊
波
は
沖
縄
に
戻
り
宿
利
孝

麿
と
と
も
に
布
教
活
動
に
従
事
し
た
。一

九
九

O
(平
成
二
)

年

宿
利
が
逝
去
し

浄
勝
寺
石
JII 
布
教
所
は
閉
所
と
な
っ

た
。
伊
波
は
そ
の
志
を
継
ぐ
べ
く
、
浄
勝
寺
石
川
布
教
所
の

本
尊
を
迎
え
、
自
宅
を
改
造
し

一
九
九
二

(
平
成
四
)
年
に

石
川
本
願
寺
布
教
所
を
開
所
し
た
。

誓
願
寺
(
石
垣
島
・
石
垣
市
)

一
九
七
七
(
昭
和
五
十
二
)
年
か
ら
沖
縄
開
教
事
務
所
に

勤
務
し
、
後
に
久
米
島
布
教
所
で
勤
務
し
て
い
た
谷
口
隆
信
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カ5

一
九
七
九
(
昭
和
五
十
四
)
年
に
出
身
地
で
あ
る
石
垣

島
に
帰
り
伝
道
教
化
に
あ
た
っ
た
の
が
誓
願
寺
の
始
ま
り
で

あ
る
。

-
西
念
寺
(
本
島
・
中
頭
郡
西
原
町
)

徳
島
の
本
願
寺
派
寺
院
の
五
男
に
生
ま
れ
た
森
井
正
則

は
、
中
央
仏
教
学
院
卒
業
後
に
宗
門
の
職
員
と
な
り
、
函
館

別
院
、
帯
広
別
院
に
勤
務
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
八

O

(昭

和
五
十
五
)
年
に
沖
縄
開
教
事
務
所
に
開
教
使
補
と
し
て
着

任
、
そ
の
後
久
米
島
布
教
所
の
主
任
と
し
て
七
年
間
勤
務
し

た
。
沖
縄
本
島
で
の
布
教
を
志
し

一
九
八
七
(
昭
和
六
十

一一
)
年
に
宗
門
の
職
員
を
退
職
し
て
翌
年
に
現
在
地
に
西
念

寺
を
開
設
し
た
。

今
帰
仁
円
浄
寺
布
教
所
(
本
島
・
国
頭
郡
今
帰
仁
村
)

大
阪
の
本
願
寺
派
寺
院
で
真
宗
の
教
え
に
帰
依
し
、
教
師

資
格
を
と
っ
た
玉
城
栄
土
口
が
、
出
身
地
で
あ
る
今
帰
仁
の

人
々
に
も
教
え
を
伝
え
た
い
と

一
九
九
O

(平
成
二
)
年
に

域
指函 b. 

等吊

言i
1!布
堕教
ヰ~ き 所
4ig両
城す設
村、し
'-../ 1:.こ

群
馬
県
の
本
願
寺
派
の
門
徒
の
家
に
生
ま
れ
た
芝
田
祐
正

は
、
高
校
時
代
に
仏
教
に
興
昧
を
持
ち
、
そ
の
後
、
中
央
仏

教
学
院
で
勉
強
し
た
。
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
友
人
の
紹
介
で

渡
沖
し

コ
ザ
真
宗
寺
で
十

一
年
間
法
務
に
携
わ
っ
た
。
そ

の
後
の

一
九
九
二

(
平
成
田
)
年
、
現
在
地
に
北
中
布
教
所

を
開
所
し
、
後
に
城
徳
寺
と
改
称
し
た
。

-
平
安
寺
名
護
布
教
所
(
本
島
・
名
護
市
)

九
九

(
平
成
三
)
年
よ
り
沖
縄
問
教
事
務
所
書
記
、

そ
の
後

一
年
半
久
米
島
布
教
所
に
勤
務
し
た
田
川
秀
平
が
、

一
九
九
二

(
平
成
四
)
年
十
月
に
現
在
地
に
平
安
寺
名
護
布

教
所
を
開
設
し
た
。

本
土
復
帰
後
に
、
沖
縄
で
寺
院
を
開
基
し
た
僧
侶
は
、
そ
の
開

基
ま
で
の
経
緯
に
よ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
つ
目
は
、
沖
縄
の
一
般
家
庭
に
生
ま
れ
た
が

沖
縄
も
し
く
は
本
土
で
本
願
寺
派
の
教
え
に
出
会
い
、
憎
侶
資
格

を
取
得
し
、
自
分
の
出
身
地
で
開
教
を
は
じ
め
寺
院
を
開
基
す
る

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
石
川
本
願
寺
布
教
所
の
伊
波
と
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今
帰
仁
円
浄
寺
布
教
所
の
玉
城
が
当
て
は
ま
る
。
二
つ
目
は
、
本

土
出
身
者
が
個
人
的
な
つ
な
が
り
で
沖
縄
に
や
っ
て
き
て
、
開
教

を
始
め
寺
院
を
開
基
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
城
徳

寺
の
芝
田
が
当
て
は
ま
る
。
三
つ
目
は
、

宗
門
の
命
で
沖
縄
問
教

事
務
所
に
赴
任
し
た
開
教
使
が
、
そ
の
ま
ま
沖
縄
に
根
付
き
寺
院

を
開
基
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

誓
願
寺
の
谷
口
、

西
念
寺
の
森
井
、
平
安
寺
名
護
布
教
所
の
田
川
で
あ
る
。
特
に
、

三
つ
目
の
パ
タ
ー
ン
は
、
宗
門
が
主
導
し
て
沖
縄
開
教
を
お
こ
な

っ
て
い
る
、
本
願
寺
派
独
自
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
教
線
拡
大
と

い
う
点
か
ら
見
て
も
、
沖
縄
開
教
事
務
所
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

5 

よ
本
願
寺
沖
縄
問
教
事
務
所
の
役
割

現
在
、
沖
縄
で
は
十
九
ヶ
寺
の
本
願
寺
派
の
寺
院
が
活
動
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
寺
院
と
宗
門
を
つ
な
ぐ
役
割
を
し
て
い
る
の

が
本
願
寺
沖
縄
問
教
事
務
所
で
あ
る
。
本
願
寺
沖
縄
問
教
事
務
所

は
本
土
復
帰
直
後
の

一
九
七
二

(
昭
和
四
十
七
)
年
に
、
そ
れ
以

前
か
ら
浦
添
市
で
活
動
し
て
い
た
浦
添
布
教
所
に
事
務
所
を
設
置

し
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
で
も
信
徒
か
ら
は
浦
添
布
教
所
と
呼
ば

16 

れ
る
こ
と
が
多
く
、
法
務
も
行
っ
て
い
る
。
所
長
ほ
か
職
員
は
宗

門
か
ら
の
任
命
に
よ

っ
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
(
沖
縄
出
身
者
も

い
る
)
、
こ
れ
は

一
九
八
六
(
昭
和
六
十

一
)
年
に
開
教
規
程
が

改
正
・
施
行
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
開
教
規
程
で
は

事
務
所
内
に
沖
縄
問
教
推
進
会
議
を
置
く
こ
と
を
定
め
た
。
沖
縄

開
教
推
進
会
議
は
、
沖
縄
県
に
所
在
す
る
寺
院
関
係
者
で
組
織
さ

れ
、
沖
縄
に
お
け
る
法
要
儀
式
の
執
行
、
教
義
の
宣
布
、
基
幹
運

動
の
推
進
、
そ
の
ほ
か
開
教
に
か
か
る
事
項
を
協
議
す
る
機
関
で

φ

の
4
h
v

。
本
願
寺
開
教
事
務
所
の
主
な
役
割
は
、
沖
縄
で
の
伝
道
教
化
活

動
の
立
案
を
お
こ
な
い
、
住
職
・
主
任
に
対
し
て
年
十
回
程
度
の

研
修
会
を
行
う
こ
と
、
ま
た
各
寺
院
が
本
山
へ
提
出
す
る
諸
手
続

き
を
取
り
纏
め
て
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
寺
院

を
持
た
ず
に
独
自
に
活
動
し
て
い
る
本
願
寺
派
僧
侶
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
も
役
割
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
彼
ら
に
対
し
て
は
、

寺
院
を
建
て
て
、
包
括
関
係
を
結
ぶ
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
沖
縄
問
教
は

一
九

一
O

(明
治
四
十

一二
)
年
に
本
山
の
任
命
に
よ
り
菅
深
明
を
渡
沖
さ
せ
て
以
来
、
宗

門
の
指
導
・
管
轄
の
下
で
展
開
し
て
き
た
。
沖
縄
開
教
に
関
す
る

宗
規
定
は

(
昭
和
三
十
六
)
年
、

一
九
七
二

(
昭
和

一
九
六

四
十
七
)
年
、

一
九
八
六
(
昭
和
六
十

一
)
年
と
改
正
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
正
に
は
、
沖
縄
開
教
地
域
を
宗
門
の
直
接

的
な
管
轄
に
お
き
、
開
教
を
強
化
し
て
い
く
と
の
一
貫
し
た
意
図

が
問
え
る
。

二
O
O四
(
平
成
十
六
)
年
十
月
十
九
日
か
ら
の
第
二
七
四
回

定
期
宗
会
に
お
い
て
、
都
市
開
教
に
関
し
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、

二
O
O
一
年
十

一
月
に
築
地
別
院
内
に
設
置

さ
れ
た
「
首
都
圏
宗
務
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
「
本
願
寺
宗
務
首
都

圏
セ
ン
タ
ー
」
と
改
称
し
、
従
来
の
東
京

・
首
都
圏
の
都
市
開
教

に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
伝
道
社
会
部
が
所
掌
し
て
い
た
京
阪
神
、

中
京
の
各
都
市
開
教
対
策
、
お
よ
び
沖
縄
、
北
海
道
の
開
教
区
に

関
す
る
事
項
、
過
疎
対
策
も

括
し
て
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
「
沖
縄
県
開
教
規
程
」
が
改
正
さ
れ
、
「
沖
縄
県
宗
務
推

進
特
別
措
置
規
程
」

(
宗
則
十
二
号、

二
O
O
四
(
平
成
十
六
)

年
十
二
月

一
日
施
行
)
と
な
り
、
沖
縄
県
は
宗
務
特
別
区
と
し
て

設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

二
O
O四
(
平
成
十
六
)
年
十
二

月

日

は

沖
縄
開
教
事
務
所
は
開
教
事
務
所
の
機
能
を
残
し

た
ま
ま
、
本
願
寺
沖
縄
別
院
と
な
り
、
開
教
事
務
所
長
が
輪
番
を

務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
現
在
、
沖
縄
の
中
心
都
市
で
あ
る

那
覇
市
に
土
地
を
購
入
し
、
別
院
・
開
教
事
務
所
を
建
設
す
る
計

画
が
進
行
中
で
あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
沖
縄
に
お
い
て
、
本
願
寺

派
の
活
動
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
予
想
で
き
よ
う
。

(
名
和
清
隆
)

(
な
お
、
文
中
で
表
記
す
る
地
名
は
、
現
在
で
の
地
名
で
あ
る
)
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献
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縄
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縄
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縄
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職
が
口
頭
発
表
。
(『中
外
日
報
」

二
O
O
四
年
十

一
月
二
十
日
)

2
当
時
琉
球
で
は
真
宗
が
禁
制
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
名
は
偽
名
で
あ
る
。

沖縄における浄土真宗本願寺派の関教開教総合研究プロジェク卜17 



西
信
寺

宗
派
一
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

本
尊
一
阿
弥
陀
仏

歴
史
的
経
緯

傘
か
が
み
き
た
な
か
ぐ
す
く

中
頭
郡
北
中
城
村
に
所
在
す
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
信
寺
は
、

沖
縄
自
動
車
道
の
北
中
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
望
む
高
台
に
堂
宇

を
構
え
て
十
年
に
な
る
。
寺
院
の
壁
面
に
は
、
高
速
道
路
に
向
か
っ

て
寺
名
を
大
き
く
掲
げ
て
い
る
た
め
、
走
行
車
両
か
ら
は
目
視
す
る

こ
と
が
で
き
、
寺
院
の
宣
伝
と
し
て
は
極
め
て
効
果
的
で
あ
る
。

西
信
寺
を
閉
山
し
た
住
職
の
高
橋
良
孝
氏
(
真
宗
で
は
「
師
」

と
記
す
習
慣
が
な
い
た
め
、
以
下
「
氏
」
と
表
記
す
る
)
は

九
六
O

(昭
和
三
十
五
)
年

一
月
二
十

一
日
、
群
馬
県
桐
生
市
の

一
般
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
市
内
に
あ
る
浄
土
宗
関
係
の
高
等
学
校

に
通
っ
た
。
中
学
時
代
か
ら
花
に
興
味
が
あ
り
華
道
を
習
っ
て
い

18 

た
こ
と
か
ら
、
学
費
の
た
め
高
校
生
の
時
に
は
、
高
橋
家
の
菩
提

寺
で
あ
る
桐
生
市
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
専
徳
寺
の
門
前
で
生
花

を
売
っ
て
い
た
。
高
校
二
年
生
秋
の
文
化
祭
で
は
所
属
し
て
い
た

仏
教
研
究
会
の
出
し
物
の
た
め
、
学
校
長
の
自
坊
で
あ
る
市
内
の

浄
土
宗
龍
雲
寺
に
木
魚
を
借
り
に
行
っ
た
こ
と
を
機
縁
と
し
て
、

学
校
長
と
寺
庭
婦
人
、
子
患
で
あ
る
現
住
職
と
知
遇
を
得
て
仏
教

に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
高
校
三
年
時
に
は
龍
雲
寺
に
住
み
込
ん
で

手
伝
い
を
し
た
。
高
橋
氏
は
得
度
に
際
し
て
は
、
曹
洞
宗
僧
侶
で

も
あ
っ
た
高
校
の
仏
教
研
究
会
顧
問
か
ら

一
字
を
取
っ
て
い
る
。

高
校
を
卒
業
後
は
、
実
家
が
熱
心
な
真
宗
門
徒
で
あ
っ
た
た
め

中
央
仏
教
学
院
へ
入
学
し
、

(
昭
和
五
十
三
)
年
九
月

一
九
七
八

十
五
日
に
得
度
を
受
け
た
。
二
年
間
修
学
し
た
が
、
前
向
き
で
は

な
い
学
生
が
多
い
こ
と
に
や
や
幻
滅
を
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
と

い
う
。一

九
七
九
(
昭
和
五
十
四
)
年
に
初
め
て
沖
縄
を
訪
れ
た
。

同
学
院
の
同
級
生
で
、
高
橋
氏
よ
り
三
歳
年
上
で
あ

っ
た
京
都
の

永
田
了
秀
氏
か
ら
の
誘
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
永
田
氏
は
、

沖
縄
市
に
あ
る
光
泉
寺
住
職
の
大
島
隆
元
氏
の
甥
で
あ
り
、
在
家
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出
身
の
高
橋
氏
の
た
め
に
光
泉
寺
を
紹
介
し
た
。
高
橋
氏
は
、
在

学
中
か
ら
し
ば
し
ば
沖
縄
へ
通
っ
た
。
中
央
仏
教
学
院
を
卒
業
し

て
教
師
資
格
を
得
た
二
十

一
歳
の
時
、
沖
縄
へ
赴
任
し
た
。
以
後

の
十

一
年
間
は
沖
縄
市
の
光
泉
寺
に
衆
徒
と
し
て
勤
め
な
が
ら

ま
だ
布
教
所
で
あ

っ
た
中
頭
郡
読
谷
村
の
龍
光
院
で
の
布
教
に
従

事
し
た
。

一
九
九
二

(
平
成
四
)
年
四
月
に
は
、
北
中
城
村
に
て
北
中
布

教
所
を
開
設
し
た
。
翌
年
に
は
本
尊
入
仏
慶
讃
法
要
を
契
機
と
し

て
、
西
信
寺
布
教
所
と
改
称
し
た
。

一
九
九
六
(
平
成
八
)
年
に

現
在
地
へ
移
転
し
た
。

一
九
九
八
(
平
成
十
)
年
十
月
十
三
日
に

沖
縄
県
よ
り
宗
教
法
人
の
認
証
を
受
け
た
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

西
信
寺
は
、
住
職
で
あ
る
高
橋
良
孝
氏
の
ほ
か
、
女
性
の
事
務

員
が
二
名
、
運
転
手

一
名
、
お
よ
び
境
内
の
草
刈
な
ど
を
行
う
ア

ル
バ
イ
ト
二
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
西
信
寺
の
本
堂
正

面
上
部
に
は
「
西
信
寺
念
仏
道
場
」
の
文
字
が
あ
り
、
本
堂
は
打

ち
放
し
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
広
い
ガ
ラ
ス
引
一戸
の
た

め
、
開
放
的
な
印
象
を
受
け
る
。
本
堂
入
口
横
の
「
西
信
寺
」
の

寺
号
額
に
は
、
高
橋
家
菩
提
寺
の
住
職
の
筆
に
よ
る
。
本
堂
内
の

欄
間
画
や
天
上
画
、
襖
絵
は
高
橋
氏
の
手
に
よ
る
ほ
か
、
戸
外
に

あ
る
鐘
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
改
造
し
た
氏
の
手
製
で
あ

る
。
他
に
庫
裡
、
会
館
、
納
骨
堂
(
約
七
百
基
)
を
有
し
、
二
平

方
米
タ
イ
プ
の
本
土
式
墓
石
を
分
譲
し
て
い
る
境
内
墓
地
(
六
十

区
画
)
が
あ
る
。

3 

宗
教
活
動
の
特
徴

の
葬
儀
・
法
要

西
信
寺
が
執
り
行
う
葬
儀
の
場
所
は
、
寺
、
自
宅
、
民
間
斎
場

が
そ
れ
ぞ
れ
三
割
で
、
残
り
の

一
割
が
西
信
寺
に
あ
る
納
骨
堂
の

仏
間
で
行
わ
れ
る
。
月
間
の
葬
儀
件
数
は
、
多
い
時
で
五
、
六
件

あ
り
、
年
間
で
は
六
十
件
程
度
に
な
る
。
喪
家
か
ら
の
直
接
依
頼

が
八
割
で
、

二
割
が
葬
儀
社
か
ら
で
あ
る
が
、
特
定
の
葬
儀
業
社

と
の
繋
が
り
は
な
い
。
葬
儀
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
段
々
と
派
手

西信寺

に
な
っ
て
い
る
と
高
橋
氏
は
見
て
い
る
。
以
前
は
遺
骨
や
供
物
を

安
置
す
る
た
め
に
座
卓
を
使
用
し
て
い
た
の
が
、
最
近
で
は
本
土

19 



式
の
祭
壇
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
改
善
運
動
の
影
響
か
ら

香
典
の
金
額
が

一
定
額
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
氏
は
葬

儀
で
「
僧
侶
が
人
間
に
な
る
」
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
こ
れ
は

人
々
と
僧
侶
は
同
等
で
あ
る
べ
き
と
い
う
姿
勢
か
ら
で
あ
る
。
葬

儀
で
は
、
時
聞
を
か
け
て
遺
族
の
心
が
癒
さ
れ
る
よ
う
努
め
、
枕

経
か
ら
納
骨
ま
で
の
問
、
な
る
べ
く
喪
家
と
近
い
距
離
で
接
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
喪
家
で
の
枕
経
で
は
、
通
夜
と
葬
儀
の
打
ち

合
わ
せ
を
す
る
が
、
そ
の
際
に
儀
式
の
意
味
合
い
を
説
明
す
る
。

通
夜
で
は
、

「阿
弥
陀
経
』
の
読
経
と
法
話
を
含
め
て

一
時
間
ほ

ど
行
い
、
終
了
後
は
茶
を
飲
ん
で
遺
族
と
懇
話
す
る
。
法
話
は
教

え
る
の
で
は
な
く
「
共
に
学
ぶ
」
と
い
う
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
と

い
う
。
自
分
は
「
在
家
の
人
間
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、
喪
家
の

側
か
ら
「
僧
侶
」
と
し
て
特
別
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
好
ま
ず
、

場
合
に
よ
っ
て
は
普
段
着
で
葬
儀
の
準
備
を
手
伝
う
こ
と
も
あ

る
。
葬
儀
で
は
、
喪
家
か
ら
の
送
り
迎
え
は
受
け
て
い
な
い
。
専

属
の
運
転
手
を
雇
用
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

年
忌
な
ど
の
追
善
供
養
に
つ
い
て
は
、
昨
今
で
は
、
四
十
九
日

一
周
忌
、

三
回
忌
、
七
回
忌
、
十
三
回
忌
ま
で
実
施
す
る
家
庭
は

増
え
た
が
、
供
物
に
豚
を
捧
げ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
っ
た
と
見
て
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い
る
。
葬
式
を
務
め
た
家
庭
の
九
割
以
上
が
西
信
寺
に
法
事
を
直

接
依
頼
す
る
が
、
新
盆
に
あ
た
る
家
庭
は
依
頼
が
な
く
と
も
棚
経

を
行
い
、
そ
の
意
昧
を
伝
え
て
い
る
。
他
の
寺
院
で
葬
儀
を
行
つ

た
が
、
西
信
寺
に
報
恩
供
養
を
依
頼
す
る
家
庭
も
多
い
。

②
追
善
供
養
以
外
の
法
事

西
信
寺
は
、
葬
儀
よ
り
も
法
事
の
件
数
が
多
い
。
主
な
も
の
と

し
て
、
起
工
式
、
新
築
祝
、
開
脂
式
、
墓
の
新
築
や
墓
の
築
三
十

三
年
の
祝
い
な
ど
が
あ
る
。
八
月
二
十
五
日
に
本
堂
に
て
戦
没
者

の
慰
霊
を
行
う
。
高
橋
氏
に
は
、
「
お
級
い
」
や
霊
能
的
な
相
談

も
受
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
読
経
は
せ
ず
「
問
診
」
と
称
し
て
じ

つ
く
り
と
話
を
聞
く
。
「
ヌ
ジ
フ
ア
」
(
遺
骨
や
遺
体
を
移
す
場
合

に
霊
魂
を
移
す
民
俗
儀
礼
)
も
依
頼
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
は
「
魂

を
抜
く
行
為
」
で
は
な
く
、
方
便
と
し
て
「
儀
式
を
通
じ
て
仏
教

の
真
実
を
聞
く
」
と
説
明
す
る
。

③
年
間
行
事
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西
信
寺
の
「
新
年
参
拝
」
は
、
地
元
紙
へ
の
広
告
や
ラ
ジ
オ
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
通
し
て
呼
び
か
け
て
い
る
。
く
じ
引
き
な
ど
の

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
旅
行
や
玩
具
な
ど
の
景
品
を
多
く
用
意
し
、
料

理
や
屠
蘇
を
振
舞
う
た
め
、
周
辺
地
域
よ
り
多
く
の
人
々
が
参
集

す
る
。
そ
の
目
的
は
西
信
寺
の
知
名
度
を
上
げ
、
人
々
の
寺
院
へ

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
が
主
眼
に
あ
る
。
氏
は
「
そ
う
で
も

し
な
い
と
人
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
。
も
う
檀
家
制
度
で
云
々
と
い

う
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
話
す
。
そ
の
効
果
が
上
が
り
、
こ
こ
数

年
で
参
J

拝
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

二
O
O六
(
平
成
十
八
)
年

は
約
八
千
人
(
う
ち
大
晦
日
は
約
二
千
人
)
が
集
ま
っ
た
。
駐
車

場
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
十
八
年
末
は
広
告
を
出
さ
な
い
方
針
で

あ
る
。
ほ
か
に
は
報
開
話
時
、
春
秋
の
彼
岸
会
、
物
故
者
追
悼
法
要
、

お
盆
の
法
要
、
成
道
会
を
行
い
、
沖
縄
県
仏
教
会
合
同
の
花
ま
つ

り
に
参
加
す
る
。
多
く
の
年
中
行
事
は
夕
刻
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
会
社
勤
め
の
人
で
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
の

配
慮
か
ら
で
あ
る
。
本
山
へ
の
団
参
は
、
沖
縄
県
内
の
本
願
寺
派

寺
院
と
共
同
で
、

三
年
に

一
回
程
度
行
っ
て
い
る
。
米
軍
基
地
か

ら
も
近
い
た
め
、
日
系
人
の
米
軍
関
係
者
の
参
J

拝
も
あ
る
。

④
信
徒
活
動

西
信
寺
に
は
、
信
徒
費
を
徴
収
す
る
よ
う
な
組
織
は
な
い
が
、

行
事
ご
と
に
集
ま
る
三
十
名
程
の
門
信
徒
が
い
る
。
女
性
を
中
心

に
門
信
徒
の
十
名
程
度
が
集
ま
り
懇
談
の
場
を
持
つ

「
研
修
会
」

と
称
す
る
会
合
や
、

一
緒
に
食
事
を
作
り
懇
親
を
深
め
る
「
茶
話

会
」
が
あ
る
。
氏
は
、
草
月
流
い
け
ば
な
師
範
で
あ
る
た
め
、
西

信
寺
で
「
草
月
生
花
教
室
」
が
不
定
期
で
月
間
約
七
回
行
わ
れ
る
。

門
信
徒
以
外
に
約
二
十
五
名
が
参
加
す
る
が
、
宗
教
は
基
本
的
に

問
わ
な
い
た
め
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
葬
儀
や
法
事
に
よ
る
機
縁
も
あ
る
が
、
高
橋
氏
の
社
会
活
動
や

地
域
活
動
と
の
結
び
つ
き
か
ら
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
た
。

高
橋
氏
の
活
動
は
幅
広
く
、
僧
侶
と
し
て
は
本
願
寺
派
布
教
使
、

沖
縄
県
仏
教
会
の
青
年
部
で
あ
る
「
れ
ん
げ
会
」
会
長
を
務
め
る
。

氏
が
地
域
に
根
付
い
て
十
余
年
に
も
な
り
、
地
元
の
自
治
会
や
子

供
会
の
顧
問
を
務
め
、

コ
ザ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
、
北
中
城

村
文
化
協
会
理
事
、
沖
縄
県
教
詩
師
、
沖
縄
女
子
学
園
篤
志
面
接

西信寺

委
員
な
ど
の
公
的
役
職
に
あ
る
。
か
つ
て
氏
は
、
琉
球
放
送
の
ラ

ジ
オ
番
組
で
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
を
務
め
、
結
婚
式
の
司
会
役
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を
引
き
受
け
る
な
ど
の
タ
レ
ン
ト
活
動
を
し
て
い
た
た
め
、
話
術

に
長
け
て
い
る
。
現
在
で
は
、
県
内
各
地
の
公
立
高
等
学
校
か
ら

情
操
教
育
の
た
め
の
講
演
依
頼
も
あ
り
、
通
仏
教
的
な
内
容
を
話

す
と
い
う
。
ま
た
年
間
二
十
名
程
度
、
不
登
校
や
問
題
の
あ
る
子

供
達
を
西
信
寺
で
預
か
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
J

加
さ
せ
て

い
る
。
こ
う
し
た
高
橋
氏
の
活
動
の
背
景
に
は
、
寺
院
や
住
職
は

社
会
や
地
域
に
対
し
て
貢
献
す
べ
き
、
と
い
う
姿
勢
が
常
に
あ
る

か
ら
と
い
え
よ
う
。

①
沖
縄
の
民
間
信
仰
と
の
関
わ
り

高
橋
氏
に
は
、
沖
縄
の
民
間
宗
教
者
で
あ
る
「
ユ
タ
」
の
知
り

合
い
も
い
る
と
い
う
。
「
良
い
ユ
タ
は
僧
侶
と
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
言
い
、
悪
い
ユ
タ
は
脅
す
よ
う
な
こ
と
を
号一
守
つ
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。
西
信
寺
の
納
骨
堂
に
預
骨
し
て
い
る
人
が

ユ
タ
を
連
れ

て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
納
骨
堂
の
参

J

拝
は
容
認
し
て
い
る
が
、
儀

礼
等
は
認
め
て
い
な
い
と
い
う
。
本
堂
に
来
る
の
は
自
由
だ
か
ら

拒
ま
な
い
が
、
そ
の
意
図
を
聞
い
て
い
る
。
ま
た
高
橋
氏
の
も
と

-』+品、

ユ
タ
の
紹
介
で
相
談
に
来
る
人
も
い
る
。
高
橋
氏
は
「
沖

縄
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
こ
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と
。
状
況
に
よ
っ
て
は
仏
教
の
話
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
の
場
合
は
人
間
関
係
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
。

沖
縄
の
人
々
に
仏
教
を
説
く
方
便
と
し
て
、
死
ん
で
か
ら
の
崇

り
は
、
「

一
切
心
配
要
ら
な
い
と
阿
弥
陀
仏
は
説
く
。
そ
れ
を
言

葉
に
し
た
の
が
お
経
で
、
お
経
を
読
ん
だ
な
ら
崇
り
な
ど
心
配
な

い
」
と
い
う
。
高
橋
氏
は
仏
教
儀
礼
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

古
く
か
ら
の
風
習
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
仏
教
儀
礼
の
意
昧

を
沖
縄
の
人
々
の
感
覚
に
合
う
よ
う
に
方
便
と
し
て
説
明
を
す

る
。
高
橋
氏
は
、

一
般
の
人
々
に
対
し
て
は
相
手
の
立
場
に
た
ち

寛
容
だ
が
、
同
じ
僧
侶
に
は
厳
し
い
眼
差
し
を
向
け
て
い
る
。
経

文
を
唱
え
る
だ
け
の
僧
侶
や
ユ
タ
の
よ
う
に
霊
能
的
な
活
動
を
す

る
僧
侶
が
存
在
す
る
状
況
を
憂
慮
し
て
い
る
。

4 

今
後
の
展
望

西
信
寺
で
は
、
本
島
南
部
の
南
城
市
(
旧
・
島
尻
郡
玉
城
村
)

に
お
い
て
、
沖
縄
式
と
本
土
式
の
墓
石
を
備
え
た
霊
園
墓
地
を
計

画
が
あ
り
、
近
い
う
ち
に
分
譲
が
開
始
さ
れ
る
。
う
る
ま
市
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(
旧
・
中
頭
郡
勝
連
町
)

で
の
霊
園
事
業
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

鐘
楼
堂
を
建
立
し
、
人
々
が
集
ま
る
よ
う
な
憩
い
の
場
所
(
例
え

ば
精
進
料
理
の
届
)
を
作
り
た
い
と
考
え
、
さ
ら
に
高
橋
氏
は
、

親
の
い
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
に
仏
教
精
神
に
基
づ
く
社
会
福
祉

法
人
施
設
を
設
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名
・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。

(
大
、
津
広
嗣
)

寿
光
院

宗
派
一
臨
済
宗
妙
心
寺
派

本
尊
一
阿
弥
陀
如
来

歴
史
的
経
緯

寿
光
院
は
、
那
覇
市
に
あ
る
二
ハ

一
年
に
開
制
さ
れ
た
臨
済

宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
首
里
城

跡
の
近
隣
に
あ
る
同
寺
は
、
古
く
か
ら
「
首
里
十
二
ヵ
所
巡
り
」

(
「
教
化
研
究
」
十
五
号
、
大
雲
院
の
項
参
照
)

の
拝
所
の
ひ
と
つ

と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
近
年
は
安
産
祈
願
や
水
子
供
養
の
寺
と

し
で
も
知
ら
れ
、
日
中
で
も
老
若
男
女
の
参
詣
者
が
絶
え
な
い
。

現
在
は
、
川
口
宗
休
師
が
住
職
を
務
め
て
い
る
。

川
口
師
に
よ
れ
ば
、
開
創
時
の
寿
光
院
は
現
在
の
那
覇
市
首
里

儀
保
町
に
あ
り
、
そ
の
土
地
は
尚
寧
王
か
ら
拝
領
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
現
在
軍
用
地
と
な
っ
て
い
る
宜
野
湾
市
の

一
角

に
移
転
し
、
明
治
の
中
初
期
に
は
現
在
地
に
移
転
し
た
と
師
は
推

定
し
て
い
る
。
戦
前
の
伽
藍
は
平
屋
で
、
本
堂
兼
庫
裡
を
あ
わ
せ

て
三
十
五
坪
く
ら
い
の
規
模
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
戦
前
ま

で
の
寿
光
院
の
史
料
の
大
半
は
、
戦
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
。

川
口
宗
休
師
は
、

一
九
二
三
(
大
正
十
二
)
年

一
月
、
臨
済
宗

妙
心
寺
派
僧
侶
の
長
男
と
し
て
沖
縄
県
に
誕
生
し
た
。
当
時
の
沖

縄
の
臨
済
宗
寺
院
は
四
年
ご
と
に
住
職
の
交
代
が
行
わ
れ
る
輪
番

制
で
あ
っ
た
た
め
、
師
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
石
垣
島
の
桃
林
寺
に

寿光院

家
族
で
移
住
し
た
。
や
が
て
、
父
が
第
二
尚
氏
王
家
の
菩
提
寺
で

あ
っ
た
首
里
の
円
覚
寺
の
住
職
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
学
校
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年
生
の
時
に
は
本
島
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
輪
番
制
が
廃
止
さ
れ
、

寿
光
院
が
父
の
自
坊
と
な

っ
た
。

一
九
三
五
(
昭
和
十
)
年
三
月
、
師
が
小
学
校
六
年
生
の
時
に
、

父
が
四
十
四
歳
で
死
去
し
た
。
寿
光
院
の
経
済
状
況
は
悪
化
し

生
活
は
師
の
母
が
苦
労
し
て
支
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め

に
、
師
は
、
家
族
の
扶
養
と
住
職
を
継
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
、
強
く

意
識
し
は
じ
め
た
。
師
は
、
沖
縄
県
立
第

一
中
学
校
(
現
・
沖
縄

県
立
首
里
高
等
学
校
)
に
入
学
し
、
四
年
生
ま
で
進
級
す
る
が

「
い
つ
ま
で
も
寿
光
院
を
無
住
に
は
で
き
な
い
」
と
い
う
事
情
か

ら
退
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

京
都
に
渡
航
し
た
師
は
、
は
じ
め
に
京
都
府
八
幡
市
に
あ
る
円

福
寺
専
門
道
場
で
約
三
年
間
修
行
し
た
。
そ
の
後
、
兵
庫
県
西
宮

市
に
あ
る
海
清
寺
(
現
・
海
清
寺
専
門
道
場
)
に
入
り
、
同
時
に

京
都
市
の
臨
済
学
院
中
学
部
(
現
・
花
園
高
等
学
校
)
に
編
入

二
年
間
通
学
し
終
戦
の
年
に
卒
業
し
た
。
卒
業
後
は
、
海
清
寺
に

寄
宿
し
て
い
た
検
事
に
強
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
か
ら
法
律
を
志

し
、
修
行
を
し
な
が
ら
関
西
大
学
専
門
部
法
学
科
に
入
学
し
た
。

や
が
て
、
大
学
卒
業
後
し
ば
ら
く
た

っ
た

一
九
五
四
年
十

一
月
に

沖
縄
へ
帰
郷
し
た
。
教
師
資
格
は
、

一
九
六
二
年
九
月
に
取
得
し
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て
い
る
。

師
が
、
法
律
の
道
へ
進
ん
だ
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
当
時

寺
院
の
収
入
だ
け
で
は
生
活
が
成
り
立
た
な
か

っ
た
と
い
う
事
情

が
あ
っ
た
。
師
は
、
寿
光
院
の
十
七
世
住
職
と
し
て
活
動
し
な
が

ら、

二
十
八
年
間
裁
判
官
を
務
め
た
。
平
日
は
母
が
寺
を
守
り
、

土
日
に
師
が
法
務
を
行
っ
て
い
た
。
公
務
員
の
兼
職
は
禁
止
で
あ

る
た
め
裁
判
所
か
ら
は
「
衣
を
着
て
歩
い
て
は
い
け
な
い
」
と
注

意
を
さ
れ
た
が
、
僧
侶
と
し
て
の
活
動
自
体
は
非
営
利
活
動
で
あ

る
と
し
て
黙
認
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

一
九
八
四
(
昭
和
五
十
九
)
年
十
二
月
十
九
日
に
沖
縄
県
よ
り

宗
教
法
人
の
認
証
を
受
け
た
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

寿
光
院
に
は
住
職
の
ほ
か
に
三
名
の
僧
侶
が
所
属
し
て
い
る
。

副
住
職
で
あ
る
川
口
宗
深
師
は
、
法
嗣
で
あ
る
。
師
の
妹
婿
で
あ

る
川
口
正
念
師
は
、
沖
縄
出
身
の
元
技
師
で

一
九
九
三
年
よ
り
僧

籍
に
入
っ
て
い
る
。
将
来
は
建
立
計
画
中
の
南
城
分
院
を
任
せ
る
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予
定
で
あ
る
と
い
う
。

三
人
目
は
、
住
職
の
弟
子
で
あ
る
友
利
正

道
師
で
あ
る
。

住
職
婦
人
は
、
沖
縄
出
身
で
あ
る
。
師
に
よ
れ
ば
「
お
お
ら
か

な
性
格
で
あ
り
、
純
真
そ
の
も
の
で
住
職
婦
人
向
き
の
性
格
を
し

て
お
り
、
信
徒
か
ら
も
人
気
が
あ
る
」
と
の
こ
と
で
、
信
徒
と
の

交
流
に
あ
た
っ
て
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

寿
光
院
の
信
徒
組
織
と
し
て
は
「
花
園
会
」
が
あ
る
。

時
期

は
五
百
名
ほ
ど
が
所
属
し
て
い
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
や
、
所
属

し
で
も
継
続
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、
会
員
の
数
は
減
少
し
た
。
ま

た
近
年
で
は
、
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
き
ら
い
、
入
会
し
た
が
ら
な

い
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
師
は
言
う
。
し
か
し
、
現
在
で
も
百
五
十

名
ほ
ど
の
会
員
が
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。
な
お
、
会
員
で
あ

つ
で
も
所
属
意
識
が
希
薄
で
あ
る
た
め
、
他
寺
院
で
葬
儀
を
行
う

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
寿
光
院
「
花
園
会
」
会
員
の
八
割
は
、
沖

縄
の
民
間
宗
教
者
で
あ
る
ユ
タ

(
シ
ャ

l
マ
ン
)
で
あ
る
。
こ
れ

は、

寿
光
院
「
花
園
会
」

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
「
花
園
会
」

の
主
な
活
動
と
し
て
は
御
詠
歌
の
会
が
あ
る
。
ま
た
、
年
に
春
秋

二
回
、
本
山
の
布
教
師
に
よ
る
巡
教
法
話
会
を
開
い
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
に
年
に

一
回
本
山
参
り
を
行
っ
て
い
る
。

寿
光
院
に
は
、
主
な
施
設
と
し
て
本
堂
、
庫
裡
、
納
骨
堂
、
水

子
地
蔵
堂
、

二
尊
堂
、
駐
車
場
が
あ
る
。
本
堂
は
木
造
二
階
建
て

で、

一
階
が
納
骨
堂
と
駐
車
場
、

二
階
が
寺
務
所
、
庫
裡
と
な
っ

て
い
る
。
本
堂
に
は
ユ
タ
が
供
物
や
祭
具
を
広
げ
る
た
め
の
平
机

が
置
か
れ
て
い
る
。
納
骨
堂
は
、

ほ
ぼ
満
杯
で
千
基
ほ
ど
が
預
け

ら
れ
て
い
る
。
三
十
年
以
上
連
絡
が
な
い
遺
骨
は
ま
と
め
で
あ
り
、

将
来
的
に
は
中
部
分
院
か
南
城
霊
園
に
無
縁
塔
を
建
て
て
納
め
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
二
尊
堂
に
は
、
奈
良
県
在
住
の
篤
志
家
が

沖
縄
戦
の
犠
牲
者
の
慰
霊
の
た
め
に
彫
っ
た
仏
像
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、

当
初
糸
満
市
摩
文
仁
に
安
置
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
が
、
県
が
管
理
で
き
な
い
と
の
こ
と
か
ら
寺
院
で
預
か

っ

た
も
の
で
あ
る
。

寿
光
院
に
は
分
院
と
霊
園
が
あ
る
。
中
部
分
院
は
、
業
者
と
共

同
で
開
発
さ
れ
た
沖
縄
市
に
あ
る
霊
園
内
に
あ
り
、

一
九
九
三

(平

成
五
)
年
に
建
立
さ
れ
た
。
南
城
分
院
は
、
寺
院
で
運
営
し
て
い

寿光院

る
南
城
市
の
南
城
霊
園
内
に
二
O
O七
年
に
建
立
予
定
で
あ
る
。

25 



3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
葬
犠
・
法
要

月
間
の
葬
儀
件
数
は
三
件
ほ
ど
で
、
本
堂
で
行
な
う
こ
と
が
大

半
で
あ
る
。
沖
縄
で
は

一
般
的
に
、
戦
前
は
自
宅
葬
の
み
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
葬
祭
業
社
が
増
加
し
は
じ
め
、

特
に
こ
こ
五
、
六
年
は
民
間
斎
場
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
、

と
師
は
述
べ
て
い
る
。

葬
儀
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
師
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
沖
縄
で
は
戦
前
、
枕
経
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
葬
祭
業
社
が

本
土
式
の
式
次
第
を
学
ん
だ
か
ら
か
、
枕
経
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と

も
最
近
で
は
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
戦
前
は
葬
列
を
行
な
っ
て
い

た
が
、
戦
後
い
つ
か
ら
か
葬
列
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
葬
列
の
順
番
は
、
造
花
を
持
っ
た
者
が
五
対
並
び
先

導
を
行
う
。
そ
の
後
に
香
炉
持
ち
と
位
牌
持
ち
が
続
き
、
そ
の
う

し
ろ
に
僧
侶
が
続
い
た
。
僧
侶
は
鉦
や
太
鼓
を
叩
い
た
。
そ
の
次

に
喪
家
が
続
き
、
棺
を
入
れ
た
骨
闘
が
続
く
。
さ
ら
に
泣
き
女
が
後

に
続
い
た
。
知
人
な
ど
は
最
後
尾
で
あ
っ
た
。

師
は
、
葬
祭
業
社
に
よ
る
儀
式
が
長
す
ぎ
る
と
考
え
て
い
る
。

司
会
者
が
長
々
と
故
人
の

一
生
を
述
べ
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
は
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師
が
法
話
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
寿
光
院
で
は
葬
祭
業
社

に
多
く
を
語
ら
せ
な
い
と
い
う
。

沖
縄
で
は
、
戦
後
に
火
葬
が
普
及
す
る
ま
で
は
、
遺
体
を
そ
の

ま
ま
墓
に
入
れ
、
七
回
忌
に
洗
骨
し
て
埋
め
な
お
し
て
い
た
。
近

年
は
、
四
十
九
日
法
要
ま
で
遺
骨
を
自
宅
に
安
置
す
る
喪
家
も
あ

る
が
、
戦
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
穣
れ
の
思
想

の
変
化
が
関
連
し
て
い
る
の
で
は
司
と
師
は
昔一
早つ
。

師
が
海
清
寺
で
修
行
を
終
え
帰
郷
し
た
直
後
に
、
引
導
を
渡
す

際
に
「
喝
」
と
言
っ
て
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
「
あ
の
坊
さ
ん
は
怒
っ

て
い
る
」
と
喪
家
に
言
わ
れ
た
と
い
う
。
沖
縄
の
臨
済
宗
僧
侶
の

間
で
は
昔
か
ら
引
導
を
渡
す
際
に
「
喝
」
と
言
う
習
慣
は
無
か
っ

た
が
、
師
は
昔
か
ら
ず
っ
と
「
喝
」
と
言
っ

て
引
導
を
渡
し
て
い

る
。
ま
た
、
沖
縄
の
人
々
は
蝋
燭
を
、
香
に
火
を
つ
け
る
道
具
と

勘
違
い
し
て
い
る
の
で
、
供
養
に
際
し
て
三
具
足
を
大
事
に
す
る

こ
と
を
師
は
強
調
し
て
い
る
と
い
う
。

寿
光
院
へ
の
年
忌
法
要
な
ど
の
追
善
法
要
の
依
頼
は
多
い
。
師

は
、
戦
前
に
は
す
で
に
年
思
法
要
の
際
に
喪
家
の
自
宅
で
読
経
を
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す
る
慣
習
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
位
牌
の
切
り
替
え
が
あ
る

の
で
四
十
九
日
法
要
は
僧
侶
に
依
頼
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、
同
時
に
ユ
タ
に
依
頼
を
す
る
喪
家
も
多
い
と
い
う
。
師
は
、

そ
の
よ
う
な
喪
家
に
対
し
て
は
、
僧
侶
が
法
要
を
つ
と
め
た
後
に

ユ
タ
を
呼
ぶ
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
師
に
よ
れ
ば
、

ユ
タ
は
年

忌
法
要
の
際
に
必
ず
「
首
里
十
二
ヵ
所
巡
り
」
を
行
う
と
い
う
。

②
年
間
行
事

初
詣
、
修
正
会
、
彼
岸
会
、
釈
尊
降
誕
会
、
孟
蘭
盆
会
、
地
蔵
盆
、

達
磨
大
師
会
、
開
山
忌
、
成
道
会
な
ど
の
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
特
筆
す
べ
き
も
の
は
地
蔵
盆
で
あ
る
。
旧
盆
の
直

後
の
日
曜
日
に
お
こ
な

っ
て
お
り
、

二
百
名
ほ
ど
が
参
加
し
て
い

る
。
乙
れ
は
、
四
ヶ
月
未
満
の
胎
児
の
遺
体
を
ゴ
ミ
処
理
施
設
に

捨
て
て
処
理
す
る
際
に
、
腐
臭
が
問
題
と
な
り
、
沖
縄
県
か
ら
遺

骨
を
納
め
て
供
養
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
が
発

端
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
七
三
年
七
月
に
は
、
水
子
供
養
の
来
山

が
多
い
こ
と
か
ら
水
子
地
蔵
堂
を
建
立
し
、
以
後

「水
子
供
養
の

寺」

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
遺
骨
が
な
い
水
子
の
場
合

は
、
童
地
蔵
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
現
在
五
百
体
以
上

で
あ
る
。

③
個
別
活
動

寿
光
院
は
、
干
支
に
ち
な
ん
だ
「
首
里
十
二
ヵ
所
巡
り
」

の

卯
・
成
・
亥

・
午
の
拝
所
で
も
あ
り
、
生
ま
れ
年
の
干
支
の
厄
払

い
、
健
康
祈
願
、
安
産
祈
願
な
ど
の
祈
願
が
多
い
。
干
支
の
厄
払

い
は
、
若
者
の
場
合
、
親
に
連
れ
ら
れ
て
来
る
者
が
多
い
と
い
う
。

近
年
で
は
不
妊
治
療
の
祈
願
に
訪
れ
る
者
も
あ
る
。
達
磨
大
師
の

縁
起
か
ら
、
福
寿
関
連
祈
願
、
合
格
祈
願
も
多
く
、
境
内
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
願
い
が
記
さ
れ
た
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

寿
光
院
の
本
堂
で
は

ユ
タ
が
参
詣
者
を
伴
い
、
と
も
に
祈
願

す
る
姿
が
絶
え
な
い
。
沖
縄
で
は
祭
杷
に
使
用
す
る
酒

・
盃

・

米
・
線
香
な
ど
を
納
め
た
祭
具
を
「
ピ
ン
シ
1
」
と
呼
ぶ
が
、

二L

タ
が
引
退
す
る
際
に
、

「ビ
ン
シ

l
」
を
寿
光
院
に
納
め
に
来
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

寿光院

師
の
も
と
に
、

「子
供
が
神
懸
か

っ
た
の
で
霊
を
は
ら

っ
て
ほ

し
い
」
と
言
う
相
談
が
来
る
こ
と
は
、

昔
か
ら
あ
る
。
そ
の
際
、
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ユ
タ
の
手
に
負
え
ず
、
最
終
的
に
師
を
頼
っ
て
く
る
場
合
が
多
い

と
い
う
。
師
は
、
ま
ず
医
学
的
に
異
常
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
医
者
に
行
く
こ
と
を
す
す
め
る
。
し
か
し
、
長
い
経
験
か

ら
そ
れ
以
外
の
原
因
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は

い
わ
ゆ
る

「
除
霊
」
と
し
て
祈
祷
を
行
っ
て
い
る
。
す
る
と
、
そ
の
霊
は

時
的
に
せ
よ
「
外
れ
」
、
そ
の
症
状
は
劇
的
に
改
善
す
る
。
こ
の

よ
う
な
現
象
は
、
人
間
の
弱
い
心
の
問
題
か
ら
発
す
る
も
の
だ
が
、

沖
縄
独
特
の
感
覚
や
習
俗
が
確
か
に
あ
る
た
め
に
起
こ
る
こ
と
で

も
あ
る
、
と
師
は
解
釈
し
て
い
る
。
師
は
、
悩
ん
で
沈
み
が
ち
な

沖
縄
の
人
間
の
心
を
、
明
る
い
ほ
う
へ
と
向
け
た
い
と
い
う
「
慈

悲
心
」
か
ら
、
「
窮
す
れ
ば
転
ず
る
、
転
ず
れ
ば
通
ず
る
」
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
状
態
を
み
て
、
「
除
霊
」
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

④
そ
の
他

寿
光
院
の
所
在
す
る
地
域
で
は
、
昭
和
初
期
ま
で

「ミ

ル
ク

(
弥
勅
)
ウ
ン
ケ

l
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
旧
暦
七
月
十
六
日
に
、

弥
勅
菩
薩
の
化
生
と
し
て
布
袋
和
尚
の
扮
装
を
し
、
行
列
し
な
が

ら
繁
栄
を
祈
願
す
る
祭
り
で
あ
る
。
こ
の
行
事
に
つ
い
て
は
文
献

28 

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、

三
百
年
ほ

ど
前
に
寿
光
院
の
北
谷
長
老
が
中
国
か
ら
弥
勅
の
掛
軸
を
も
た
ら

し
た
こ
と
が
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
行
事
は

九
九
四
(
平
成
六
)
年
に
復
興
さ
れ
た
。
師
は
「
ミ
ル
ク
」
を
納

め
る
桐
堂
の
必
要
性
に
つ
い
て
助
言
し
、
同
年
、
公
民
館
内
に
堂

が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。

師
は
教
諦
師
で
も
あ
り
、
受
刑
者
の
家
族
か
ら
依
頼
さ
れ
て
年

忌
法
要
を
行
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
刑
務
所
で
死
亡
し

た
家
族
の
い
な
い
死
者
の
供
養
も
行
な
っ
て
い
る
。

他
宗
教

・
他
教
団
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
沖
縄
県
仏
教
会
」

「
般
若
の
会
」

(『教
化
研
究
」
十
五
号
、
大
雲
院
の
項
参
照
)
、

「
沖
縄
宗
教
者
の
会
」
な
ど
に
参
加
し
、
積
極
的
に
吏
流
を
促
進

し
て
い
る
。

4 

今
後
の
展
望

川
口
師
は
、

ユ
タ
の
活
動
や
俗
信
は
沖
縄
の
長
い
歴
史
に
基
づ

い
て
い
る
の
で
、
否
定
は
せ
ず
黙
認
す
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
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い
る
。
し
か
し
、
ユ
タ
に
依
頼
し
て
ユ
タ
と
と
も
に
祈
願
を
行
う
、

と
い
う
沖
縄
に
根
強
く
あ
る
習
慣
に
対
し
て
は
、
不
満
を
も
っ
て

い
る
。
本
来
は
、
祈
願
者
が
本
当
の
信
心
を
こ
め
て
自
分
で
祈
願

す
る
べ
き
で
あ
り
、
師
は
そ
う
す
る
よ
う
に
説
い
て
い
る
が
、
な

か
な
か
改
ま
ら
な
い
と
い
う
。

師
に
よ
れ
ば
、
島
津
藩
の
布
教
禁
止
の
政
策
か
ら
沖
縄
で
は
未

だ
仏
教
の
教
え
が
浸
透
し
て
お
ら
ず

ユ
タ
の
活
動
が
活
発
で

何
か
あ
れ
ば
ユ
タ
に
相
談
に
行
く
習
慣
が
根
強
い
。
沖
縄
の
人
々

は
普
段
、

ユ
タ
の
言
う
こ
と
を
聞
き
僧
侶
の
言
う
こ
と
は
聞
か
な

2

2
、

L
.ヵ

ユ
タ
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
た
時
に
僧
侶
の
も
と

を
訪
れ
る
と
い
う
佃
「
向
が
あ
る
と
師
は
言
う
。

師
は
、
沖
縄
に
は
祖
先
崇
拝
や
「
拝
み
」
を
離
れ
た
「
純
仏
教

的
」
な
信
仰
者
が
数
少
な
い
の
で
、
人
々
に
も
う
少
し
本
当
の
仏

教
の
教
え
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
痛
感
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
坐
禅
会
や
法
話
会
な
ど
で
集
ま
っ
て
も
ら
う
機
会
を
多
く
し

た
い
と
い
う
。
ま
た
、
こ
こ

一
、
二
年
に
な
っ
て
、
本
来
ユ
タ
に

依
頼
す
る
「
グ
ソ

i
ノ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
」

(
後
生
の
正
月
、
旧
暦
十

六
日
に
家
族
で
墓
に
ま
い
り
祖
先
を
ま
つ
る
習
俗
)

の
法
要
依
頼

が
、
寿
光
院
に
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
以
前
に
は

な
か
っ
た
僧
侶
へ
の
宗
教
的
な
求
め
で
あ
る
。「
沖
縄
に
も
少
し

ず
つ
だ
が
、
仏
教
が
根
付
き
は
じ
め
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
」

と
師
は
述
べ
て
い
る
。

*
な
お
、
本
文
中
の
寿
光
院
、
中
部
分
院
、
南
城
分
院
、
南
城
霊
園
お
よ
び
人

名
は
仮
名
で
あ
る
。

(
中
村
憲
司
)

報
恩
寺

宗
派

一
高
野
山
真
言
宗

本
尊
一
聖
観
世
音
菩
薩

歴
史
的
経
緯

報
恩
寺
は
沖
縄
に
お
い
て
有
数
の
歴
史
を
誇
る
寺
院
で
あ
る
。

報恩寺

今
か
ら
お
よ
そ
六
五
十
年
前
、
琉
球
国
王
察
度
に
よ
る
勅
願
寺
と

し
て
創
建
さ
れ
た
。
開
山
は
、
現
在
の
鹿
児
島
県
坊
津
に
あ
っ
た
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一
乗
院
(
明
治
初
年
に
焼
失
し
て
お
り
、
現
存
し
て
い
な
い
)
の

真
言
宗
僧
侶

・
頼
重
と
さ
れ
て
い
る
。
頼
重
は
真
言
宗
を
布
教
す

る
た
め
坊
津
を
離
れ
渡
琉
し
布
教
を
開
始
し
た
が
、
時
の
国
王
察

度
の
信
頼
を
得
て
、
現
在
の
地
に
報
恩
寺
を
建
立
し
た
。
以
来
、

報
恩
寺
は
勅
願
寺
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。
最
も

有
名
な
行
事
と
し
て
国
王
即
位
の
参
詣
訪
問
が
あ
る
。
武
寧
王
以

来
、
歴
代
の
国
王
は
即
位
の
際
に
家
臣
三
十

一
人
と
と
も
に
報
恩

寺
を
参
詣
し
、
本
堂
に
お
い
て
王
と
家
臣
の
間
で
臣
従
の
契
り
と

し
て
盃
を
取
り
交
わ
し
て
い
た
。
ま
た
毎
年

一
月
八
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
七
日
間
、
宝
酢
延
長
・
万
民
豊
楽
の
祈
願
法
要
が
首
里

城
内
に
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
報
昭
主
す
住
職
以
下
、
末
寺
住
職

十
数
名
が
そ
の
法
要
に
出
仕
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
報
恩
寺
は

王
家
で
あ
る
尚
氏
と
の
繋
が
り
が
強
か
っ
た
の
だ
が
、
明
治
に
入

り
廃
藩
置
県
・
琉
球
処
分
が
行
わ
れ
る
と
王
家
の
保
護
を
望
め
な

く
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
報
恩
寺
は
、
寄
留
商
人
や
本
土
で
秩

禄
処
分
を
受
け
沖
縄
に
渡
っ
て
き
た
武
士
層
の
篤
信
を
受
け
、
本

土
式
の
檀
家
組
織
に
類
し
た
寺
院
形
態
を
維
持
し
て
い
た
。

一
九
四
五
(
昭
和
二
十
)
年
五
月
二
十
七
日
、
沖
縄
地
上
戦
の

戦
火
に
あ
い
、
山
内
の
全
施
設
と
と
も
に
本
尊
や
過
去
帳
は
言
う

30 

ま
で
も
な
く
、
王
家
と
の
繋
が
り
を
示
す
貴
重
な
史
料
な
ど
が
全

て
焼
失
し
た
。
現
住
職
に
よ
る
と
、
終
戦
後
、
報
恩
寺
跡
(
那
覇

市
)
に
戻
っ
て
み
る
と
た
だ
の
更
地
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

九
四
八
(
昭
和
二
十
三
)
年
那
覇
市
開
南
地
区
に
仮
復
興
し
、
そ

の
後
、
先
代
住
職
並
び
に
多
く
の
信
者
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て

復
帰
後
の

一
九
七
三

(
昭
和
四
十
八
)
年
八
月
三
十
日
に
宗
教
法

人
格
を
取
得
し
、
そ
の
二
年
後
に
は
現
在
地
に
本
堂
再
建
を
果
た

し
て
い
る
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

住
職
・
比
嘉
法
道
師
と
と
も
に
長
男

・
副
住
職
で
あ
る
恒
道
師

が
報
恩
寺
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
当
寺
に
は

役
僧
と
し
て

与
那
嶺
智
JII 
師
と
島
袋
清
道
師

現
住
職
の
も
と

得
度
・
出
家
)
が
所
属
し
て
お
り
、
法
務
や
年
中
行
事
、
信
徒
会

な
ど
の
行
事
に
関
わ
っ
て
い
る
。
所
有
施
設
と
し
て
は
、
本
堂

納
骨
堂
、
庫
裏
の
他
に
、
講
堂
と
鐘
楼
門
を
有
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
歴
史
と
由
緒
の
あ
る
報
恩
寺
は
、
幕
末
に
は
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欧
米
諸
外
国
公
使
接
見
の
公
館
と
し
て
使
用
さ
れ
た
り
、
キ
リ
ス

ト
教
布
教
の
た
め
来
沖
し
た
英
国
人
宣
教
師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が

八
年
間
滞
在
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
境
内
に
は
、
そ
の

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
碑
や
小
桜
の
塔
(
第
二
次
世
界
大
戦
下
疎
開

中
の
船
を
爆
撃
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
約
七
百
名
の
児
童
の
霊
を
杷

る
慰
霊
碑
)
が
建
立
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
へ
の
観
光
・
参
拝
が
あ
る
。

一
方
、
信
徒
組
織
と
し
て
は
、
明
治
以
前
は
王
家
や
上
層
階
級
、

明
治
以
後
は
寄
留
商
人
や
元
士
族
階
級
の
帰
依
を
集
め
、
檀
家
組

織
に
準
じ
る
よ
う
な
組
織
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
急

激
な
社
会
変
化
で
そ
の
よ
う
な
組
織
も
徐
々
に
解
体
し
て
い
き
、

現
在
で
は
他
の
沖
縄
県
内
寺
院
と
同
様
に
確
固
た
る
檀
家
組
織
は

存
在
し
て
い
な
い
。
戦
前
か
ら
続
く
信
徒
は
残
つ
て
は
い
る
も
の

の
、
葬
儀
や
法
事
の
多
く
は
、
葬
祭
業
社
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
納
骨
堂
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
が
契
機
と
な
り
、
法
事
を
依
頼
し
て
く
る
人
が
徐
々
に
増
え
て

い
る
。
比
嘉
師
は
「
こ
の
よ
う
な
ご
縁
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
沖

縄
に
お
け
る
宗
教
活
動
で
は
大
事
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。

3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
一
葬
儀
・
法
要

月
間
葬
儀
数
は
平
均
し
て
十
回
程
度
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分

は
葬
儀
社
か
ら
の
依
頼
で
あ
る
。
葬
儀
の
場
所
も
現
在
で
は
自
宅

が

一
割
、
本
堂
が
二
割
、
後
の
七
割
は
斎
場
で
あ
る
と
い
う
。
比

嘉
師
は
「
今
後
は
斎
場
で
の
葬
儀
が
九
割
以
上
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
予
測
し
て
い
る
。
近
年
、
沖
縄
に
お
け
る
葬
祭
業
社
の
所
有
す

る
斎
場
で
の
葬
儀
・
告
別
式
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
逆
に

寺
院
で
行
う
割
合
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
傾
向
を
受
け
、
葬
儀
の
実
態
も
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。

比
嘉
師
は
「
棺
桶
や
式
場
飾
り
が
派
手
に
な

っ
て
き
た
」
「
花
輪

が
造
花
か
ら
生
花
に
な
っ
て
き
た
」
「
死
に
装
束
は
ほ
と
ん
ど
白

無
垢
で
あ
り
、
紅
形
装
束
は
ほ
ぼ
見
な
く
な
っ
て
き
た
」
な
ど
伝

統
的
な
葬
儀
形
態
の
変
化
が
こ
こ
二
十
年
で
著
し
い
と
感
じ
て
い

る
葬
儀
を
依
頼
し
て
き
た
遺
族
か
ら
、
四
十
九
日
法
要
は
ほ
ぼ
十

報恩寺

割
の
確
率
で
依
頼
さ
れ
る
が
、
初
七
日
法
要
は
一二
、
四
割
、
そ
の

他
の
七
日
法
要
は
あ
ま
り
依
頼
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
そ
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れ
に
比
べ

一
周
忌
法
要
は
か
な
り
の
割
合
で
依
頼
さ
れ
る

一
方

葬
儀
を
他
の
寺
院
で
行
っ
た
遺
族
か
ら
も
一
周
期
法
要
を
依
頼
さ

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
戦
没
者
慰
霊
祭
に
は
六

月
二
士

二
日
に
限
ら
ず
年
間
七
、
八
回
ほ
ど
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

②
追
善
供
養
以
外
の
法
事

基
本
的
に
沖
縄
の
習
俗
・
風
習
に
理
解
を
示
す
比
嘉
師
は
葬

儀

・
法
事
以
外
の
依
頼
も
受
け
て
い
る
。
地
鎮
祭
は
月
間
三
回
ほ

ど
、
家
の
お
蔽
い

(
新
築
ま
た
は
購
入
に
際
し
て
)

は
月
間
五
回

ほ
ど
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
車
の
お
誠
い
の
依
頼
も
受
け
た

こ
と
が
あ
る
。

③
信
徒
活
動

報
恩
寺
で
は
、
「
般
若
の
会
」

(「教
化
研
究
」
十
五
号
、
大
雲

寺
の
項
参
照
)

と
は
別
に
信
徒
会
も
月
に
二
、
三
回
程
度
開
催
し

て
い
る
。
信
徒
会
は
、
報
恩
寺
に
帰
依
す
る
信
徒
が
主
体
と
な
っ

て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
土

に
比
べ
沖
縄
で
は
仏
教
的
な
下
地
が
薄
い
。
そ
れ
は
報
開
主
寸
の
信

徒
内
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ゆ
え
に
少
し
で
も
仏
教
に
馴
染
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ん
で
も
ら
お
う
と
、
比
嘉
師
は
年
に

一
度
、
信
徒
三
、
四
十
人
を

連
れ
て
県
内
の
仏
教
寺
院
参
拝
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
真
言

宗
と
い
う
枠
は
考
え
ず
に
、
各
宗
派
の
寺
院
を
参
拝
し
て
い
る
。

ま
た
、

二
年
に

一
度
信
徒
と
と
も
に
四
国
遍
路
を
行
っ
て
い
る
。

二
O
O四
(
平
成
十
六
)
年
に
は
二
十
人
程
の
信
徒
と
も
に
、

三
月
と
十
月
の
二
度
に
分
け
て
遍
路
を
行
い
、
無
事
成
満
を
果
た

し
て
い
る
。

現
住
職
で
あ
る
比
嘉
法
道
師
は
沖
縄
に
お
け
る
代
表
的
な
宗
教

的
指
導
者
の

一
人
で
あ
る
。
「
沖
縄
県
仏
教
会
」

の
会
長
を
務
め

る
と
と
も
に
、
「
沖
縄
宗
教
者
の
会
」

(
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト

教
、
新
宗
教
な
ど
の
背
景
を
有
す
る
有
志
ら
が
参
加
)

へ
の
参
加

ゃ
「
般
若
の
会
」
主
催
者
の
ひ
と
り
と
な

っ
て
い
る
な
ど
、
沖
縄

に
お
け
る
宗
教
状
況
に
つ
い
て
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
比
嘉
師
は
社
会
活
動
に
非
常
に
活
発
に
取
り
組
ん
で
き

た

れ
ま
で

沖
縄
刑
務
所

教
詩
師
を
長
年

わ
た
っ
て
務

め
る
か
た
わ
ら
、

「沖
縄
県
更
生
保
護
協
会」

評
議
員
、
「
沖
縄
県

社
会
教
育
委
員
会
」
委
員
な
ど
も
務
め
、
僧
侶
と
し
て
の
社
会
的
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役
割
を
担
っ
て
き
た
。
そ
の
他
で
は
、
「
ゅ
う
な
協
会
」
(
元
・
沖

縄
県
ハ
ン
セ
ン
病
予
防
協
会
)
理
事
、
「
那
覇
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
」
会
長
、
「
青
年
会
議
所
」
会
長
な
ど
も
歴
任
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
作
り
上
げ
た
人
間
関
係
は
、
現
在
の
報
開
主
寸
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
比
嘉
師
の
実
母
が
沖
縄
に
お
け
る
初
の
表
千
家
の
指
導

者
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
比
嘉
師
の
妻
は
現
在
で
は
池
坊
流
と

表
千
家
の
指
導
者
で
あ
る
。
沖
縄
に
お
け
る
華
道
・
茶
道
の
普
及

に
尽
力
し
て
い
る
。

④
沖
縄
の
民
間
信
伸
と
の
関
わ
り

比
嘉
師
は
沖
縄
の
民
間
信
仰
に
対
し
て
は
柔
軟
な
態
度
を
と
っ

て
い
る
。
十
二
箇
所
巡
り
に
つ
い
て
は
、
報
恩
寺
は
番
外
で
は
あ

る
が

ユ
タ
と
供
に
参
拝
す
る
人
々
は
後
を
絶
た
な
い
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
人
達
と
比
嘉
師
は
直
接
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
実
態
は
よ
く
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
参
拝
を
断
る
こ
と
は

し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
迷
信
を
助
長
す
る
よ
う
な
際
に

お
い
て
ユ
タ
と
は
対
立
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
今
で
は
ま
れ
に

し
か
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
が
、
「
出
棺
時
に
茶
碗
を
割
る
」

「
辻
々
で
塩
を
撒
く
」
な
ど
の
在
来
の
習
俗
に
対
し
て
は
、
比
嘉

師
は
そ
れ
ほ
ど
否
定
的
な
態
度
は
取
っ
て
い
な
い
。
沖
縄
に
は
沖

縄
の
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
を
承
知
し
た
上
で
の
宗
教
活
動
を
心
が

け
て
い
る
と
い
う
。

4 

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

沖
縄
で
は
、
こ
こ
二
十
年
で
葬
祭
業
社
が
激
増
し
た
こ
と
は
先

に
も
触
れ
た
。
そ
の
結
果
、
寺
院
と
葬
祭
業
社
と
の
間
で
い
く
つ

か
の
問
題
が
で
て
き
た
。
沖
縄
県
仏
教
会
に
加
盟
し
て
い
な
い

一

部
寺
院
と
葬
祭
業
社
社
員
と
の
癒
着
問
題
や
僧
侶
の
モ
ラ
ル
低
下

な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
打
開
策
と
し
て
沖
縄
県
仏
教
会
と
葬

祭
業
社
と
の
間
で
数
回
の
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
、
互
い
に
意
見

交
換
を
し
て
よ
り
よ
い
葬
儀

・
法
事
の
あ
り
方
を
議
論
し
た
。
今

後
も
、
そ
の
取
り
組
み
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

沖
縄
で
は
本
土
に
比
べ
、
仏
教
的
な
慣
行
が
浸
透
し
て
い
な
い

報思寺

こ
と
が
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
比
嘉
師
は
、
沖
縄

で
の
寺
院
活
動
で
は
宗
派
色
を
あ
ま
り
出
さ
な
い
ほ
う
が
良
い
と
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考
え
て
い
る
。
宗
派
的
な
説
教
よ
り
も
、
通
仏
教
的
な
説
教
を
信

34 

徒
側
が
聞
き
た
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え

に
信
徒
と
の
付
き
合
い
の
中
で
は
難
解
な
仏
教
教
義
や
経
典
に
関

す
る
話
を
す
る
よ
り
、
よ
り
身
近
で
、
毎
日
送
っ
て
い
る
生
活
の

延
長
線
上
で
、
仏
教
的
な
法
話
を
行
う
よ
う
に
と
努
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
沖
縄
県
仏
教
会
を
中
心
と
し
て
宗
派
を
超
え
た

連
携
を
よ
り
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
比
嘉
師
は
述
べ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
と
と
も
に
「
沖
縄
の
民
族
感
情
に
留
意
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
い
い
、
沖
縄
の
文
化
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
重
視
し
て
い
る
。

*
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名
・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。

(
江
島

尚
俊
)
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総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
教

は
じ
め
に

開
教
研
究
班
に
お
け
る
研
究
内
容
は
、
圏
内
開
教
と
海
外
開
教

と
に
分
け
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
活

動
を
報
告
す
る
。

〔圏
内
閲
教
〕

本
年
度
、
圏
内
開
教
研
究
で
は

て

沖
縄
寺
院
調
査

二
、
国
内
開
教
情
報
シ
ス
テ
ム

(
P
C
)
の
進
化
と
有
効
活
用

に
む
け
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
実
施
し
た
。

36 

一
、
沖
縄
寺
院
調
査

本
研
究
は
、
仏
教
寺
院
の
極
端
に
少
な
か
っ
た
沖
縄
に
お
い
て

近
年
、
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
開
教
の
現
状
と
課
題
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
圏
内
、
海
外
を
含
め
た
浄
土
宗
未
開

教
地
へ
の
開
教
を
考
え
る
う
え
で
の
示
唆
を
え
る
た
め
の
調
査
研

究
で
あ
る
。

沖
縄
寺
院
調
査
は
平
成
時
年
度
よ
り
継
続
し
て
い
る
調
査
で
あ

る
。
現
地
の
仏
教
寺
院
に
赴
き
、
寺
院
の
歴
史
と
活
動
の
持
徴

僧
侶
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
日
年
度
末
に
袋
中
祭
の
調
査
を
兼
ね
て
、
予

備
調
査
を
実
施
し
た

(『教
化
研
究
』
日
号
参
照
)
。
平
成
時
年
度
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は
、
沖
縄
に
お
け
る
浄
土
宗
寺
院
、
包
括
関
係
は
結
ん
で
い
な
い

も
の
の
盛
ん
に
活
動
し
て
い
る
浄
土
宗
系
寺
院
、
沖
縄
県
仏
教
会

所
属
の
他
宗
派
寺
院
の
調
査
を
行
っ
た

(『教
化
研
究
」
日
号
参

閉
山
)
。平

成
口
年
度
は
、

2
回
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、
他
宗
派
寺
院

を
中
心
と
し
て
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
葬
儀
社
、
墓

石
業
者
、
仏
具
庖
へ
の
調
査
も
併
せ
て
行
い
、
各
寺
院
が
開
教
に

お
い
て
直
面
し
て
い
る
状
況
を
総
合
的
に
把
握
し
た
。
な
お
、
本

年
度
ま
で
に
計
三
十
二
ヶ
寺
に
対
し
て
、
調
査
を
完
了
し
て
い
る
。

現
地
調
査
の
ほ
か
に
、

m回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
基
礎
的
情

報
の
収
集
・
収
集
資
料
の
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
平
成
時
年
度

浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
で
、
武
田
道
生
が

「
沖
縄
の
人
口
動
態
と

寺
院
の
展
開
」
、
名
和
清
隆
が

「
沖
縄
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
歴

史
と
布
教
展
開
」
と
題
し
て
発
表
を
行
っ
た
。

本
年
度
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
研
究
ノ
l
ト
」
に

報
告
し
た
。

二
、
圏
内
開
教
情
報
シ
ス
テ
ム

(
P
C
)
 の
進
化
と
有
効
活

用
に
む
け
て

囲
内
開
教
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
具
体
的
に
は
全
国
地
域
で
の
寺

院
の
分
布
状
況
(
過
疎
・
過
密
状
況
)
、
全
国
市
町
村
の
人
口
数

の
推
移
、
今
後
初
年
間
の
将
来
人
口
予
測
数
な
ど
を
図
示
し
、
人

口
数
と
寺
院
数
を
掛
け
合
わ
せ
て
偏
差
値
化
し
、
日
本
国
内
の
各

地
域
の
寺
院
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
機
能
を
備

え
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
に
よ
り
新
た
な
開
教
候

補
地
を
選
定
す
る
た
め
の
情
報
、
お
よ
び
全
国
各
地
の
寺
院
の
今

後
の
運
営
方
針
を
考
え
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し
て
き
た
。

今
年
度
は
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
進
化
と
有
効
活
用

を
目
指
し
て
研
究
会
と
業
者
と
の
折
衝
を
重
ね
た
。
具
体
的
に
は

シ
ス
テ
ム
の
使
い
勝
手
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
と
、
平
成
大
合
併
(
市
町
村
合
併
)
に
よ
っ
て
生
じ
る
デ
l
タ

変
更
(
平
成
時
年
度
に
導
入
予
定
)
に
関
し
て
の
準
備
作
業
を
行

っ
た
。

開教総合研究プロジェク ト37 



【実
施
研
究
会
】

沖
縄
寺
院
調
査
関
係
研
究
会
十
回
実
施

圏
内
開
教
シ
ス
テ
ム
関
係
研
究
会
六
回
実
施

【沖
縄
調
査
】

第

一
回
沖
縄
調
査
H
平
成
町
年
目
月
白
日
l
n月
4
日

第
二
回
沖
縄
調
査
H
平
成
時
年
2
月
四
i
日
日

露

外
聞
教
〕

海
外
開
教
研
究
は
、
他
教
団
の
海
外
開
教
に
関
す
る
情
報
収
集

を
行
い
、
本
宗
の
海
外
開
教
施
策
の
基
礎
的
研
究
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

平
成

年
度

は

仏

悲
統
教
団
を
中
Jし、

と
す
る

究
開
教

担
当
者
を
招
聴
し

究
開
教
意
見
交
換
;k 

を
実
施
し

平
成
16 

年
度
に
は
、
そ
の
成
果
を
う
け
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
日
蓮

万t

護首

洞
刀て

浄
土
真
刀て

本

害
派
の
担
当
者
を
招
聴
し

よ
り

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

本
年
度
は
、
調
査
対
象
を
新
宗
教
団
体
ま
で
広
げ
、
海
外
で
活

発
な
開
教
を
展
開
し
て
い
る
立
正
佼
正
会
、
真
如
苑
の
担
当
者
に

対
し
て
、
平
成
時
年
度
と
同
様
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
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研
究
会
で
は
事
前
に
提
示
し
た
質
問
事
項
に
則
る
形
で
の
講
義
を

し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
質
疑
応
答
を
す
る
形
式
を
と
っ
た
。
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

現
在
ま
で
の
開
教
施
策
に
関
す
る
歴
史
的
経
緯

開
教
区
の
教
団
組
織
の
規
模
に
つ
い
て

(
寺
院
数
、
開
教
使

(
師
)
の
数
、
メ
ン
バ
ー
の
数
)

-
開
教
区
と
日
本
の
教
団
組
織
と
の
関
係

-
信
者
の
入
信
の
動
機
と
宗
教
的
要
請

-
開
教
施
策
の
特
徴

他
教
団
の
海
外
開
教
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
ほ
か
に

非
日
系
ア
メ
リ
カ
人
で
浄
土
宗
教
師
資
格
を
取
得
し
た
い
と
考
え

て
い
る
人
物
に
対
し
て
、
彼
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
僧
侶
に
な

ろ
う
と
し
た
理
由
、
抱
え
て
い
る
問
題
点
な
ど
に
関
す
る
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
た
。

【実
施
研
究
会
】
計

6
回
(
以
下
に
は
、
講
師
を
招
き
開
催
し
た



聞
き
取
り
調
査
の
み
記
述
す
る
)

V
第

1
回
聞
き
取
り
調
査
H
平
成
百
年
7
月
訂
日

午
後
1
時
半
1
3時
半

講
師
H
立
正
佼
成
会
教
務
部
次
長

(
国
際
伝
道
グ
ル
ー
プ
)
川
本
貢
市
氏

教
務
部
(
国
際
伝
道
グ
ル
ー
プ
)
萩
原
透
公
氏

外
務
部
(
諸
宗
教
対
話
グ
ル
ー
プ
)
那
須
弘
友
紀
氏

参
加
者
H
水
谷
浩
志
、
武
田
道
生
、
戸
松
義
晴
、
名
和
清
隆
、

島
恭
裕

浄
土
宗
社
会
国
際
局
課
長

大
辻
隆
善

V
第
2
回
聞
き
取
り
調
査
H
平
成

η
年
9
月
初
日

午
後
2
時
半
1
5
時

講
師
H
ク
ラ
イ
ド

・
ウ
イ
ッ
ト
ワ
!
ス

参
加
者
H
水
谷
浩
志
、

武
田
道
生
、
戸
松
義
晴
、
島
恭
裕
、

名
和
清
隆

研究活動報告

V
第
3
回
聞
き
取
り
調
査
H
平
成
口
年
ロ
月
日
日

午
後
3
時
i
5
時
半

講
師
H
宗
教
情
報
セ
ン
タ
ー
(真
知
苑
)

セ
ン
タ
ー
長

西
浦
恭
弘
氏

椎
野
泰
宏
氏

玄
白
骨
由
。
R
E氏

参
加
者
H
水
谷
浩
志
、
武
田
道
生
、
戸
松
義
晴
、
名
和
清
隆
、

宗
教
情
報
セ
ン
タ
ー

真
如
苑
フ
ラ
ン
ス

ク
ラ
イ
ド

・
ウ
イ
ッ
ト
ワ
l
ス
、
島
恭
裕

研
究
ス
タ

ッ
フ
一
覧

(敬
称
略
)

研
究
代
表

武
田
道
生

研
究
員

戸
松
義
晴
、
水
谷
浩
志
、
名
和
清
隆

研
究
ス
タ
ッ
フ

江
島
尚
俊
(
大
正
大
院
)

大
沢
広
嗣
(
大
正
大
院
)

中
村
憲
司
(
大
正
大
院
)

春
近
敬

(
大
正
大
院
)

文
責
者

武
田
道
生

主
務
/
専
任
研
究
員
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総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

仏
教
福
祉

研
究
目
的

浄
土
宗
の
歴
史
を
見
る
と
き
、
慈
善
救
済
、
社
会
事
業
、
社
会

福
祉
活
動
な
ど
の
社
会
実
践
に
常
に
関
わ
っ
て
き
た
経
過
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
こ
の
歴
史

を
再
検
証
し
、
毎
年
テ
l
マ
を
定
め
(
平
成
日
年
度
は
「
仏
教
教

団
の
社
会
福
祉
活
動
の
現
状
と
課
題
ー宗
団
と
し
て
の
取
り
組
み

と
そ
の
理
念
|
」
)
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
研
究
誌

『仏
教

福
祉
』
を
刊
行
す
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
浄
土
宗
内
を
は
じ
め
時
宗

・
融
通
念
仏

宗
・
天
台
宗
・
日
蓮
宗
・
臨
済
宗
等
の
福
祉
事
業
・
活
動
を
研
究

す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
つ

40 

て
い
る
。

作
業
大
綱

昨
年
度
浄
土
宗
全
寺
院
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
仏
教
福
祉
ア

ン
ケ
l
ト
の
集
計

・
分
類
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
、

日
蓮
宗
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
準
備
、
実
施
し
た
。

デ
ー
タ
の
詳
細
な
分
析
結
果
は
、
研
究
誌

『仏
教
福
祉
』
を
通
じ

て
公
開
し
て
い
る
。

研
究
開
催
日
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
検
討
内
容

V
第

一
回
研
究
会
(
平
成
刀
年
4
月
日
日
)

①
浄
土
宗
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い
て
の



研究活動報告

報
告
。

②
今
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
計
画
。

③
「
仏
教
福
祉
」
第
8
号
の
発
刊
計
画
。

④
今
年
度
仏
教
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
叩
月
M
日
予
定
)
の
実

施
計
画
に
つ
い
て
。

V
第
2
回
研
究
会
(
平
成
百
年
6
月
6
日
)

①
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
。

②
フ
リ
1
ア
ン
サ
l
の
う
ち
、
判
読
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
の

検
討

V
第
3
回
研
究
会
(
平
成
U
年
8
月
1
日
)

①
日
蓮
宗
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
の
報
告
。

②
浄
土
宗
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
1
タ
の
検
討
。

③
フ
リ
l
ア
ン
サ
!
の
う
ち
判
読
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
の
検

討
。

④
今
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
叩
月
払
日
)
に
つ
い
て
の
報
告
。

V
第
4
回
研
究
会
(
平
成
口
年
目
月
3
日
)

①
日
蓮
宗
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
の
報
告
。

②
浄
土
宗
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
l
タ
の
検
討
。

③
今
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
叩
月
M
日
)
に
つ
い
て
の
報
告
。

④
『
仏
教
福
祉
』
第
9
号
の
編
集
に
つ
い
て
。

V
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
仏
教
教
団
の
社
会
福
祉
活
動
の
現
状
と
課
題

ー
宗
団
と
し
て
の
取
り
組
み
と
そ
の
理
晶
子
|」

日
時
H
平
成
口
年
叩
月
M
日
(
月
)
午
後
1
時
よ
り

会
場
H
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
三
縁
ホ
l
ル

パ
ネ
リ
ス
ト

(
順
不
同

・
敬
称
略
)

佐
伯
俊
源
(
種
智
院
大
学
)

宮
城
洋

一
郎

(
皇
事
館
大
学
)

村
井
龍
治
(
龍
谷
大
学
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

長
谷
川
匡
俊
(
研
究
代
表

・
本
研
究
所
客
員
教
授
)

V
第
5
回
研
究
会
(
平
成
口
年
日
月
幻
日
)

①
次
期
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
平
成
問
・
四
年
度
)
に
つ
い
て

の
報
告
と
検
討

②
『
仏
教
福
祉
』
第
9
号
編
集
作
業
の
移
管
に
つ
い
て

③
日
蓮
宗
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
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④
浄
土
宗
ア
ン
ケ
ー
ト
、
「
住
職
」
に
つ
い
て
の
デ
l
タ
検
討

V
第
6
回
研
究
会
(
平
成
時
年
1
月
お
日
)

①
『
仏
教
福
祉
」
第
9
号
の
、
編
集
進
行
状
況
に
つ
い
て
。

②
「
仏
教
福
祉
』
叩
号
の
編
集
案
の
検
討
。

③
藤
森
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
書
評

「寺
院
の
社
会
福
祉
家
族
を
守
る
仏
教
」
三
宅
敬
誠
編
著

出
版
社
…
せ
せ
ら
ぎ
出
版
。
2
1
0
0円
。

2
0
0
5年
目
月
発
行
。

④
浄
土
宗
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
作
業
・・・:・
理
由
の
整
理

V
第
7
回
研
究
会
(
平
成
同
年
3
月
初
日
)

①
『
宗
報
』
掲
載
原
稿
の
確
認
。

②
『
教
化
研
究
」
掲
載
原
稿
の
確
認
。

③
浄
土
宗
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
作
業
。

④
関
研
究
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
書
評

「考
察
仏
教
福
祉
」
清
水
海
隆
著

出
版
社
一
大
東
出
版
社
。
1
6
8
0円
。

2
0
0
3年
3
月
発
行
。

4
月
1
日

V
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
作
業

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
見
直
し

4
月
四
日

4
月
初
日

5
月
3
日

5
月
6
日

5
月
日
日

5
月
包
日

5
月
2
日

5
月
お
日

5
月
白
日

6
月
9
日

6
月
M
日

6
月
お
日
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矛
盾
回
答
抽
出

問
題
箇
所
抽
出

問
題
箇
所
検
討
、
エ
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ

エ
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ

記
述
文
抽
出

記
述
文
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

行
事
等
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

転
記

・
入
力
作
業
打
ち
合
わ
せ

集
計
数
値
確
定
、
研
究
会
資
料
作
成

不
明
文
字
解
読
作
業

不
明
文
字
解
読
作
業

「
理
由
」
等
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

浄
土
宗
全
寺
院
へ
の
仏
教
福
祉
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い

て、

「仏
教
福
祉
」
第
8
号
に
「
寺
院
に
関
す
る
デ
l
タ
」
を
掲

載
し
た
。
自
由
回
答
分
析
方
法
に
つ
い
て
は
検
討
中
。
な
お
、
第



研究活動報告

9
号
に
は
「
住
職
に
関
す
る
デ
l
タ
」
を
掲
草
す
る
。

他
宗
と
の
比
較
研
究
の
た
め
、
比
較
的
規
模
が
小
さ
く
デ
1
タ

が
採
取
し
や
す
い
時
宗
、
融
通
念
仏
宗
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
昨
年
度
実
施
し
た
が
、
平
成
幻
年
度
に
お
い
て
は
日
蓮
宗

の
協
力
を
得
て
、
約
五
千
か
寺
へ
の
調
査
を
第
2
四
半
期
に
実
施

し
、
現
在
回
答
用
紙
の
回
収
中
で
あ
る
。

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
貫
(
敬
称
略
)

長
谷
J 11 
匡
俊

研
押 b
.7u 

代
表
/ 
浄
土
刀t
総
合
研
?:'o 

詩
客
員

襲

坂
上
雅
翁
(
主
務
/
浄
土
宗
総
合
研
雪
附
研
究
員
)

福
西
賢
兆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
)

曽
根
宣
雄
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

上
田
千
年
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
・
西
部
)

曽
田
俊
弘
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
・
西
部
)

鷲
見
宗
信
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

藤
森
雄
介
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

関
徳
子
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

野
田
隆
生
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

谷
山
洋
三
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

大
河
内
大
博
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

渡
遁
義
昭
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

吉
水
岳
彦
(研
究
ス
タ

ッ
フ
)

石
川
到
覚
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

安
藤
和
彦
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
/
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

受
口
崇
志
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
/
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

林
俊
光
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
/
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

文
責
者

主
務
/
研
究
員

坂
上
雅
翁
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総
合
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総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
命
倫
理

研
究
目
的

平
成
4
年
9
月
に
浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
作
成
し
た

「脳
死

臓
器
移
植
問
題
に
対
す
る
答
申
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
科
学
技
術
の
発
展
は
生
命
倫
理
を
問
い
た
だ
す
様
々
な
課

題
を
提
示
し
て
い
る
。
特
に
昨
今
の
生
殖
医
療
や
再
生
医
療
分
野

で
の
技
術
革
新
は
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、

宗
教
界
に
対
し
て
も

適
用
の
可
否
に
つ
い
て
の
倫
理
的
な
面
か
ら
の
見
解
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

生
命
倫
理
と
は
生
命
そ
の
も
の
の
意
昧
を
問
い
か
け
る
も
の
で

あ
る
。
脳
死
問
題
に
お
い
て
は
生
命
の
終
わ
り
を
ど
の
様
に
考
え

る
か
が
焦
点
で
あ
っ
た
が
、
近
年
こ
れ
に
加
え
て
生
命
の
始
ま
り
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を
人
為
的
に
操
作
す
る
技
術
が
進
展
し
生
命
操
作
の
範
囲
が
広
く

な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
生
命
に
対
す
る
人
為
的
な
関
与
が
ど
こ

ま
で
許
さ
れ
る
の
か
と
い

っ
た
新
し
い
倫
理
問
題
が
出
現
す
る
に

至
っ
た
。
こ
れ
が
生
命
倫
理
で
あ
る
。
本
調
査
研
究
の
目
的
は
、

こ
の
生
命
倫
理
の
分
野
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
諸
問
題
を
抽
出

し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
浄
土
教
団
と
し
て
の
考
え
方
の
方

向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

研
究
内
容

生
命
倫
理
の
諸
問
題
へ
の
対
応
は
極
め
て
複
雑
な
構
造
を
持
っ

て
い
る
。
ま
ず
検
討
の
対
象
と
な
る
問
題
が
多
数
あ
る
こ
と
。
そ

の
範
囲
が

「
い
の
ち
の
始
ま
り
」
か
ら

「
い
の
ち
の
終
わ
り
」
ま



研究活動報告

で
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
。
そ
の
内
容
が
科
学
技
術
の
先
端
的
研

究
動
向
に
よ
っ
て
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
こ
と
。
生
命
倫
理
の
諸

問
題
に
関
連
す
る
活
動
が
、
科
学
技
術
研
究
か
ら
医
療
技
術
開
発
、

立
法
府
や
諸
団
体
の
活
動

玄
凶

め
た
法
律
的
対
応、

組
織
体
制
か

ら
許
認
可
を
含
め
た
行
政
的
対
応
な
ど
社
会
的
シ
ス
テ
ム
全
般
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
生
命
倫
理
の
諸
問
題
へ
の
対
応

を
検
討
す
る
場
合
に
は
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ

る
本
調
査
研
究
で
は
、
調
査
研
究
の
対
象
を
左
記
の
七
項
目
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
研
究
項
目
の
主
担
当
を
決
め
て
問
題
の
把
握
に

努
め
、
第
七
項
目
に
あ
る
浄
土
教
団
と
し
て
の
見
解
を
導
き
出
す

方
法
を
採
っ
た
。

(
ニ
生
命
倫
理
に
関
す
る
諸
問
題
の
抽
出

(二
)
生
殖
医
療
や
再
生
医
療
分
野
で
の
技
術
革
新
の
把
握

(三
)
国
内
公
的
諸
機
関
で
の
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
調
査

研
究
状
況
の
把
握

(
四
)
囲
内
他
教
団
、
他
宗
派
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関

す
る
動
向
の
把
握

(
五
)
海
外
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向
の
把
握

(
六
)
宗
学
、
仏
教
学
、
宗
教
学
か
ら
の
生
命
倫
理
問
題
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

(
七
)
浄
土
教
団
と
し
て
の
見
解

(
一
)
生
命
倫
理
に
関
す
る
諸
問
題
の
抽
出

生
命
倫
理
分
野
の
資
料
・
文
献
を
収
集
し
、
宗
教
教
団
(
仏
教

教
団
、
浄
土
教
団
を
含
む
)
と
し
て
の
見
解
が
望
ま
れ
て
い
る
生

命
倫
理
の
諸
問
題
の
抽
出
を
行
っ
た
。
ま
た
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
っ
て
生
命
倫
理
に
造
詣
の
深
い
専
門
の
先
生
方
と
こ
れ
か

ら
の
問
題
に
つ
い
て
討
議
を
行
っ
た
。
本
研
究
項
目
は
研
究
担
当

者
全
員
で
行
っ
た
。

(二
)
生
殖
医
療
や
再
生
医
療
分
野
で
の
技
術
革
新
の
把
握

再
生
医
療
分
野
で
は
研
究
の
最
先
端
は
ヒ
ト
怪
性
幹
細
胞
の
利

用
に
あ
る
が
、
そ
の
利
用
過
程
で
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
怪
を
樹
立
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
生
命
倫
理
上
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
再
生
医
療
は
移
植
医
療
の
限
界
を
超
え
る
治
療
法
と
し
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て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
解
決
す
べ
き
種
々
の
問
題
点
が
あ
る
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。
再
生
医
療
分
野
で
は
怪
性
幹
細
胞
以
外
に
も

体
性
幹
細
胞
利
用
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
技
術

開
発
の
進
展
を
ト
レ
ー
ス
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
生

殖
医
療
の
問
題
で
は
着
床
前
診
断
が
大
き
な
倫
理
的
問
題
を
含
ん

で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
本
研
究
項
目
は
今
岡
達
雄
研
究
員
の
主
担
当
で
行
っ
た
。

(三
)
圏
内
公
的
諸
機
関
で
の
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
調
査
研

究
状
況
の
把
握

日
本
国
内
で
の
生
命
倫
理
に
関
す
る
行
政
的
対
応
は
、
内
閣
府

の
置
か
れ
た
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
し
た
総
合
科
学
技
術
会
議

で
決
め
ら
れ
る
。
総
合
科
学
技
術
会
議
に
は
生
命
倫
理
の
諸
問
題

に
対
応
す
る
生
命
倫
理
専
門
調
査
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
に
文
部
科
学
省
に
は
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
に
生
命
倫

理
・
安
全
部
会
が
、
厚
生
労
働
省
に
は
厚
生
科
学
審
議
会
の
科
学

技
術
部
会
が
、
経
済
産
業
省
に
は
産
業
構
造
審
議
会
に
化
学
・
パ

イ
オ
部
会
が
、
農
林
水
産
省
に
は
農
林
水
産
技
術
会
議
が
、
環
境

省
で
は
中
央
環
境
審
議
会
の
野
生
生
物
部
会
等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
省
庁
の
論
理
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
具
体
的
な

政
策
に
は
立
法
措
置
が
必
要
と
な
る
が
、
国
会
の
動
向
を
追
う
こ

と
は
欠
か
せ
な
い
作
業
で
あ
る
。
各
政
党
の
政
策
立
案
、
関
連
議

員
の
動
き
等
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

生
命
倫
理
分
野
で
は
法
律
的
な
規
制
と
共
に
、
学
会
に
よ
る
自

主
規
制
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
着
床
前
診
断

つ

て
は
日
本
産
科
婦
人
科

宝

生
殖

習
量
っ

て

童
詩
人

堂

本
母

護
霊
婦
人

夏

見

解
な
ど
に
よ
る
自
主
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て

も
情
報
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。
広
範
囲
に
わ
た
る
本
研
究
項

目
は
坂
上
雅
翁
研
究
員
の
主
担
当
で
行
っ
た
。

(
四
)
圏
内
他
教
団
、
他
宗
派
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す

る
動
向
の
把
揖

生
命
倫
理
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
各
宗
派
に
よ
っ
て
対
応
が
異

な
る
。
仏
教
系
各
宗
は
ば
か
り
で
な
く
、
他
宗
教
教
団
あ
る
い
は

新
宗
教
教
団
に
お
い
て
も
対
応
は
様
々
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
国
内
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他
教
団
、
他
宗
派
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
へ
の
対
応
動
向
を
把

握
す
る
。
弊
研
究
所
で
は
定
期
的
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
他

研
究
施
設
教
団
交
流
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
と
し
て
教
団
付
置
研
究

所
懇
話
会
と
い
う
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
平
成
口
年
度
か

ら
懇
話
会
の
下
部
組
織
と
し
て
「
生
命
倫
理
・
研
究
部
会
」
が
設

け
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
部
会
で
は
参
加
し
て
い
る
各
教
団
付
置
研

究
所
か
ら
生
命
倫
理
分
野
で
の
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

情
報
収
集
を
行
う
た
め
の
有
力
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究

項
目
は
武
田
道
生
研
究
員
の
主
担
当
で
行
っ
た
。

(
五
)
海
外
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向
の
把
握

散
米
は
生
命
倫
理
問
題
に
関
し
て
も
先
進
的
で
あ
る
。
こ
れ
は

生
命
倫
理
問
題
を
生
み
出
す
科
学
技
術
研
究
の
進
展
が
欧
米
を
中

心
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
し
か
し
、
科
学
技
術
の

進
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
棟
々
な
問
題
を
「
生
命
倫
理
」
と

し
て
捉
え
た
と
こ
ろ
に
宗
教
的
な
背
景
を
見
る
こ
と
も
出
来
よ

ぅ
。
海
外
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向
と
し
て
は
、

殴
米
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
の
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向
の

把
握
と
、
海
外
お
け
る
諸
宗
教
の
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向

の
把
握
の
二
つ
の
テ
1
マ
が
あ
る
。
本
研
究
項
目
は
戸
松
義
晴
研

究
員
、
水
谷
浩
志
研
究
員
の
主
担
当
で
行
っ
た
。

(
六
)
宗
学
、
仏
教
学
、
宗
教
学
か
ら
の
生
命
倫
理
問
題
へ
の
ア

ブ
ロ
ー
チ

生
命
倫
理
問
題
に
対
し
て
浄
土
教
団
と
し
て
の
見
解
を
述
べ
る

た
め
に
は
、
教
学
を
基
礎
と
し
た
論
理
構
成
が
重
要
で
あ
る
。

「
い
の
ち
の
始
ま
り
」
や
「
い
の
ち
の
終
わ
り
」
な
ど
、
現
在
の

生
命
倫
理
問
題
に
お
け
る
「
問
い
」
に
対
し
て
宗
学
か
ら
の
見
解

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
間
や
生
物
に
関
す
る
最
先
端
の

科
学
知
識
に
対
し
て
、
数
百
年
か
ら
数
千
年
前
の
知
識
で
対
応
し

ょ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
宗
学
に
有
力
な
論
拠
が
無
い
場
合
も

か
ん
が
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
仏
教
学
や
宗
教
学
に

検
討
の
範
囲
を
広
げ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
項
目
は
袖

山
栄
輝
研
究
員
、
林
田
康
順
研
究
員
の
主
担
当
で
行
っ
た
。
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(
七
)
浄
土
教
団
と
し
て
の
見
解

生
命
倫
理
の
諸
問
題
の
特
定
テ
1
マ
に
つ
い
て
、
浄
土
宗
あ
る

い
は
浄
土
教
団
と
し
て
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
の
見
解
を
ま
と
め

る
。
平
成
十
七
年
度
は
特
定
テ
l
マ
と
し
て

「臓
器
移
植
法
の
改

正
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
脳
死
お
よ
び
臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
見

解
を
作
成
し
た
。
本
研
究
項
目
は
研
究
担
当
者
全
員
で
行
っ
た
。

研
究
方
法

本
調
査
研
釘庁，

/u 

の
研
ヴb
7u 

方
法
は
文
献
調
査
を
中
，し、

講
師
を
招

い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
お
よ
び
外

部
団
体
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
る
研
究
会
へ
の
参J

加
に
よ
る
情
報
収

集
等
を
行
っ
た
。
本
調
査
研
究
と
し
て
の
見
解
作
成
に
つ
い
て
は

該
当
テ
l
マ
に
対
す
る
自
由
討
議
を
重
ね
、
自
由
討
議
の
内
容
を

整
理
し
て
文
章
化
し
た
も
の
を
、
再
度
研
究
担
当
者
全
員
で
討
議

し
た
。

-
文
献
調
査

生
殖
医
療
や
再
生
医
療
分
野
で
の
技
術
革
新
の
把
握
、
国
内
公

的
諸
機
関
で
の
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
状
況
の
把

握
、
国
内
他
教
団
、
他
宗
派
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
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動
向
の
把
握
、
海
外
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向
の

把
握
の
各
研
究
調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
文
献
調
査
に

よ
っ
て
情
報
の
収
集
・
把
握
を
行
っ
た
。
ま
た
、
関
連
諸
団
体
の

運
営
す
る
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
最
新
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
収
集
が
有
効
で
あ
っ

た
。

-
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

関
連
領
域
の
専
門
家
を
招
い
て
最
新
の
動
向
を
把
握
す
る
と
共

に
、
専
門
家
と
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
本
年
度
は
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
二
回
し
た
こ
と
、
外
部
研
究
団
体
と
の
交
流

が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
時
間
が
不
足

し
た
。

-
外
部
研
究
会
参
加

教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
の
下
部
に
「
生
命
倫
理
・
研
究
部
会
」

の
設
置
が
認
め
ら
れ
、
本
年
度
か
ら
具
体
的
な
活
動
が
始
ま

っ
た
。

仏
教
教
団
ば
か
り
で
な
く
神
道
系
、
キ
リ
ス
ト
教
系
、
新
宗
教
系

教
団
に
付
置
さ
れ
て
い
る
研
究
所
の
交
流
機
関
で
あ
り
、
そ
の
下
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部
に
生
命
倫
理
を
研
究
す
る
部
会
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
国
内

他
教
団
、
他
宗
派
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向
を
把

握
す
る
た
め
に
有
力
な
手
段
と
な

っ
て
い
る
。

研
究
成
果

-
宗
報
で
の
見
解
発
表

生
命
倫
理
の
分
野
で
社
会
的
に
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
テ

ー
マ
に
脳
死
・
臓
器
移
植
の
問
題
が
あ
る
。
浄
土
宗
総
合
研
究
所

で
は
、

宗
務
総
長
諮
問
に
対
し
て
平
成
4
年

9
月
に
「
脳
死

・
臓

器
移
植
問
題
に
対
す
る
答
申
」
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
に

関
し
て
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
平
成

9
年

7
月
に
施
行

さ
れ
た
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
(
法
律

1
0
4
号
)
」
(
以

下
、
臓
器
移
植
法
と
略
す
)
に
先
立
つ
諸
活
動
の
中
で
示
さ
れ
た

浄
土
宗
と
し
て
の
見
解
で
あ
る
。
近
年
、
法
律
施
行
後
も
脳
死
か

ら
の
臓
器
移
植
数
が
少
な
い
こ
と
、
小
児
の
臓
器
移
植
が
出
来
な

い
た
め
海
外
渡
航
移
植
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
組
織
移
植

な
ど
に
つ
い
て
は
法
律
の
対
象
外
に
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら、

「臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
活
発
に
な

っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
と
し

て
も
、
近
年
の
状
況
を
勘
案
し
た
上
で
、
平
成
4
年

9
月
の
答
申

を
見
直
し
、
新
た
に

「『
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
見
解
を
ま
と
め
た
。

で
作
成
さ
れ
た
見
解
が
浄
土
，三ョ
刀主

総
A 
1=1 

研
'7'0 
プlJ

所
あ
る

は
浄

土
宗
の
見
解
と
な
る
た
め
、
対
外
発
表
を
行
う
前
に
専
任
会

(専

任
研
究
員
以
上
の
研
究
員
に
よ
る
検
討
会
)
で
見
解
の
妥
当
性
を

審
議
し
た
。
ま
た
、
浄
土
宗
務
庁
公
室
の
認
証
を
受
け
た
上
で
宗

報
(
平
成
口
年

7
月
号
)
に
よ
る
見
解
公
表
を
行
っ
た
。

浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
見
解

「『
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
』

に
つ
い
て
」
は
多
領
域
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
背
景
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
見
解
を
導
き
出
す
背
景
と
な

っ
た
研
究
成
果
を

発
表
し
、
宗
内
の
研
究
者
と
の
情
報
共
有
を
計
る
た
め
に
、
浄
土

宗
総
合
学
術
大
会
で

『シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
「
い
の
ち
」
を
考
え
る

ー
生
命
倫
理
を
め
ぐ
る
現
況
と
問
題
点
|」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
行
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
林
田
康
順
研
究
員
が
司
会

を

行

い

テ

l
マ
選
択
の
背
景
を
説
明
し
た
。
パ
ネ
ラ
!
と
し
て
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坂
上
雅
翁
研
究
員
が

「
臓
器
移
植
法
と
法
改
正
の
状
況
に
つ
い

て
」
、
武
田
道
生
研
究
員
が
「
囲
内
他
教
団
の
状
況
に
つ
い
て
」
、

水
谷
浩
志
研
究
員
が
「
海
外
の
国
別
、
宗
教
別
の
動
向
に
つ
い
て
」
、

今
岡
達
雄
研
究
員
が
「
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
見
解
に
つ
い
て
」

の
発
表
を
行
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
半
は
参
加
者
と
の
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
た
。

-
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

臓
器
移
植
法
の
改
正
は
生
命
倫
理
分
野
で
緊
急
に
取
り
組
む
べ

き
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
こ
の
他
に
も
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

例
え
ば
移
植
医
療
の
新
し
い
展
開
と
し
て
幹
細
胞
(
怪
性
、
体
性
)

の
利
用
、
生
殖
医
療
の
問
題
で
は
着
床
前
診
断
な
ど
が
あ
る
。
浄

土
宗
総
合
研
究
所
と
し
て
次
に
何
を
採
り
あ
げ
る
べ
き
か
に
つ
い

て
公
開
の
場
を
設
け
、
議
論
を
行
っ
た
の
が
平
成
問
年
2
月
お
日

に
梅
窓
院
祖
師
堂
で
開
催
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
ら

の
生
命
倫
理
」
で
あ
る
。
生
命
倫
理
学
会
会
長
藤
井
正
雄
氏
か
ら

基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
生
命
倫
理
」
、
パ
ネ
ル
メ
ン
バ
ー
に
前

生
命
倫
理
学
会
会
長
青
木
清
氏
、
お
茶
の
水
大
学
教
授
波
平
恵
美

子
氏

科
学
文
明
研-7t. 所
機
島
次
郎
氏
を
招
き

基
調
講
演
と
同

様
に
「
こ
れ
か
ら
の
生
命
倫
理
」
と
し
て
注
視
す
べ
き
生
命
倫
理

50 

テ
ー
マ
を
提
示
、
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
に
冊
子
と
し
て

研
究
会
実
施
日
友
び
検
討
内
容

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会

V
平
成
口
年
4
月
お
日

V
平
成
口
年
5
月
初
日

V
平
成
幻
年
6
月
初
日

第
1
回
、
臓
器
移
植
法
改
正
に
つ
い
て

第
2
回
、
宗
報
掲
載
に
つ
い
て

第

3
回
、
柴
田
泰
山
研
究
員
、
仏
典
か

ら
「
い
の
ち
の
始
ま
る
の
か
」
を
考
え
る

第

4
回
、
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
で
の

V
平
成
口
年
7
月
お
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

V
平
成
幻
年
8
月
却
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

V
平
成
口
年
9
月
初
日

表
に
つ
い
て

V
平
成
口
年
目
月
白
日

第
5
回
、
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
で
の

第
6
回
、
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
発

第

7
回
、
下
半
期
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
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V
平
成
町
年
日
月
泊
日
第
8
回
、
森
泰
昌
氏
(
慶
応
義
塾
大
学
医

学
部
)
、
「
再
生
医
療
の
現
在
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

V
平
成
口
年
日
月
お
日
臨
時
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
実
施
の
「
脳

つ
い
て

死
臓
器
移
植
・
尊
厳
死
に
関
す
る
宗
教
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

V
平
成
口
年
ロ
月
四
日

に
つ
い
て

(
概
要
計
画
)

V
平
成
四
年
1
月
H
日

に
つ
い
て

(
講
師
折
衝
等
)

V
平
成
時
年
1
月
初
日

に
つ
い
て

(
実
施
計
画
)

V
平
成
国
年
2
月
初
日

ム
ロ
せ

V
平
成
時
年
3
月
訂
日

い
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

V
平
成
時
年
2
月
お
日

第
9
回
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

第
叩
回
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

第
日
回
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

第
ロ
回
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
最
終
打

第
日
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
に
つ

浄
土
宗
総
合
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

「
こ
れ
か
ら
の
生
命
倫
理
」

浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

V
平
成
幻
年
9
月
6
日

千②
「
い
の
ち
」

を
考
え
る
|
生
命
倫
理
を
め
ぐ
る
現
況
と
問
題

外
部
研
究
会

V
平
成
幻
年
4
月
4
日

る
見
解
に
つ
い
て

倫
理
・
研
究
部
会
、
各
教
団
の
「
脳
死
と
臓
器
移
植
」
に
対
す

教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
第

一
回
生
命

V
平
成
U
年
7
月
泣
日

る
見
解
に
つ
い
て

倫
理
・
研
究
部
会
、
各
教
団
の
「
脳
死
と
臓
器
移
植
」
に
対
す

教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
第
二
回
生
命

V
平
成
口
年
同
月
6
日

教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
総
会
研
究
発

表
「
臓
器
移
植
法
改
正
に
つ
い
て
」
今
岡
達
雄

第
二
回
宗
教
と

V
平
成
口
年
日
月
初
日

厨
)
日
本
宗
教
連
盟

考
え
る
」
パ
ネ
ラ
ム
茄

生
命
倫
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
、
臓
器
移
植
法
改
正
問
題
を
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研
究
ス
タ
ッ
フ一

覧

(
敬
称
略
)

主
務

今
岡
達
雄
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

福
西
賢
兆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
)

袖
山
祭
輝
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

武
田
道
生
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

戸
松
義
晴
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
代
葬
祭
仏
教

研
究
目
的

現
代
葬
祭
仏
教
研
究
班
は
こ
れ
ま
で
に
静
岡
教
区
寺
院
の
住

職
に
対
し
て
「
葬
送
儀
礼
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
行
い
、
そ
し
て
都
市
部

・
農
村
部

・
漁
村
部
の
寺
院
に
対
し
て

坂
上
雅
翁
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)
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林
田
康
順
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

水
谷
浩
志
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)

文
責
者

主
務
/
専
任
研
究
員

今
岡
達
雄

葬
送
習
俗
と
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
の
現
地
の
聞
き
取
り
調
査
を
行

な
っ
て
き
た
。
同
じ
教
区
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
葬

送
平習
成俗
16 が
年あ
度り

同震
静の

同実
教態
区を
の考

王手
職る
-，-+ c一
院と
のは
檀難
信し
徒い
を
文す

象
に
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。
檀
信
徒
の
葬
送
意
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識
を
考
察
す
る
う
え
で
貴
重
な
研
究
と
な
っ
た

(『教
化
研
究
」

第
日
号
参
照
)
。

近
年
、
急
激
な
社
会
変
化
の
な
か
、
家
族
葬
・
身
内
葬
な
ど
の

葬
儀
に
関
す
る
実
態
と
意
識
が
著
し
く
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
檀
信
徒
の
葬
儀
に
関
す
る
意
識
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
地
域
差
に
よ
る
意
識
の
相
違
を

考
慮
し
、
浄
土
宗
全
教
区
の
正
住
職
寺
院
の
檀
信
徒
を
対
象
に
、

「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
に
際
し
て
は
、
静
岡
教
区
の
調
査
で
得
た

各
々
の
回
答
を
も
と
に
、
葬
送
意
識
の
変
化
を
探
る
と
い
う
問
題

の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
設
問
を
少
な
く
し
た
。
今
回
の
ア

ン
ケ

l
ト
調
査
の
目
的
は
、
喪
主
を
務
め
た
人
の
葬
儀
に
関
す
る

意
識
・
戒
名
の
意
義
・

他
界
観
・

霊
魂
観
・
先
祖
観
に
つ
い
て
知

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
葬
儀
の
実
態
と
檀
信
徒

の
意
識
を
知
り
こ
れ
に
対
応
し
た
葬
祭
の
あ
り
方
を
探
求
す
る

こ
と
が
主
た
る
研
究
目
的
で
あ
る
。

作
業
大
綱

当
研
究
所
が
平
成
7
年
に
檀
信
徒
並
び
に
一
般
人
を
対
象
と
し

て
行
っ
た
「
現
代
人
の
葬
送
に
対
す
る
意
識
・
態
度
」
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
質
問
票
を
も
と
に
作
成
し
た

(「葬
祭
仏
教
そ
の
歴
史
と

課
題
」
参
照
)
。

平
成
口
年
9
月
、
浄
土
宗
全
教
区
の
正
住
職
寺
院
5
6
5
3
カ

寺
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
(
調
査
票
否
を
3
票
ず
つ
郵
送
し
、
平
成

元
年
以
降
に
葬
儀
を
行
な
っ
た
檀
信
徒
3
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
配
布
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
回
収
方
法
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
者
が
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
直
接
郵
送
す
る
方
法
を
と
っ
た
。

今
年
度
は
第

一
次
分
析
と
し
て
、
単
純
集
計
及
、び
そ
の
分
析
を
行

っ
た
。
次
年
度
は
ク
ロ
ス
集
計
な
ど
を
し
て
、
さ
ら
に
分
析
検
討

す
る
。

御
協
力
い
た
だ
い
た
全
教
区
の
寺
院
住
職
・
副
住
職
、
並
び
に

檀
信
徒
の
方
々
に
こ
こ
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数

配
布
数

-
万
6
9
5
9数

(
5
6
5
3
カ
寺
×
3
票
)

現代葬祭仏教総合研究プロジェクト53 



回
収
数

3
2
6
0数

回
収
率
四
・

2
%

研
究
会

V
静
岡
教
区
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
分
析

4
月
・

3
回、

5
月
・

3
回、

6
月
・

2
回
。

V
全
国
版
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
作
成

8
月

・
2
回、

9
月
・

5
因
。

V
回
答
票
整
理

日
月
よ
り
ロ
月
の
問
随
時

V
回
答
結
果
分
析

1
月
・

3
回、

2
月
・

l
回、

3
月
・

3
因
。

研
究
ス
タ
ッ
フ一

覧
(
敬
称
略
)

伊
藤

賢
研

夜
表
/ 
浄
土
刀τ
総
A 

研
究
所

富
義

西

聖
刀て

隆

主
務
/ 
浄
土
万言

総
A 

研
釘舟マ

/IJ 

所
専
任
研
，時2

::ttJ 

き

福
西
賢
兆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
)

大
蔵
健
司
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

武
田
道
生
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

名
和
清
隆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
助
手
)

熊
井
康
雄
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)

細
田
芳
光
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)

鷲
見
定
信
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)

54 

文
費
者

主
務
/
専
任
研
究
員

西
城
宗
隆



研究活動報告

総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

国
際
対
応

研
究
目
的

本
研
究
班
は
浄
土
宗
幻
世
紀
境
頭
宣
言
に
あ
る
「
世
界
に
共
生

を
」
の
考
え
に
貢
献
し
、

か
つ
法
然
上
人
の
教
え
を
世
界
に
広
く

知
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
の

一
環
と
し
て
海
外
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
国

際
的
視
点
か
ら
法
然
浄
土
教
を
問
い
直
し
、
そ
の
成
果
を
浄
土
宗

の
聖
典
翻
訳
に
反
映
さ
せ
る
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
時

に
、
翻
訳
し
た
聖
典
を
研
究
所
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に
掲
載
し
、
世

界
に
向
け
て
法
然
上
人
の
教
え
を
発
信
し
、
世
界
に
聞
か
れ
た
浄

土
教
を
目
指
し
て
い
る
。

研
究
内
容

平
成
口
年
度
の
研
究
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(1)
浄
土
宗
の
聖
典
英
訳
作
業

(2)
海
外
の
仏
教
研
究
者
の
受
け
入
れ

(3)
国
際
学
会
へ
の
参
加

(4)
海
外
の

一
般
読
者
向
け
英
訳
本
の
作
成
・
編
集

(5)
英
語
版
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
の
運
営

(6)
聖
典
英
訳
編
集
攻
ひ
国
際
交
流
に
関
す
る
研
究
会

(1)
浄
土
宗
の
聖
典
英
訳
作
業

担
当
者
を
定
め
て
英
訳
し
た
上
で
、
田
丸
徳
普
先
生
を
中
心
と

国際対応、総合研究プロジェクト55 



す
る
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
す
る
英
訳
聖
典
編
集
研
究
会
で
検
討

を
積
み
重
ね
て
い
る
。
平
成
げ
年
度
内
に
英
訳
を
し
た
各
聖
典
と

担
当
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
「
無
量
寿
経
」
巻
下

担
当
一

-
P
Zロ
冨

R
W

②
「
観
無
量
寿
経
』

担
当
一
同
ω『

2
宮

R
W

③
『
観
経
疏
』

担
当
一
冨

R
W
E
C
B

協
力
一
袖
山
栄
輝
、
柴
田
泰
山

④
「
和
語
燈
録
』
「
念
仏
大
意
」

担
当

二
戸
松
義
晴
、
冨
買

w
E
C
B

①
同
「
浄
土
宗
略
抄
」

担
当

一
戸
松
義
晴
、
昌
司
w
E
C
B

⑥
同
「
九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進
す
る
御
返
事
」

担
当
一
戸
松
義
晴
、
冨
号
付
∞
Z
B

(2)
海
外
の
仏
教
研
究
者
の
受
け
入
れ

56 

海
外
の
仏
教
研
究
者
の
受
け
入
れ
は
人
脈
の
発
掘
な
ど
を
目
的

の
一
つ
と
し
て
い
る
。
平
成
口
年
度
は
ハ
ワ
イ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
胃
♀
ゅ
の
門
口
告
白
に
従
事
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
知
識
だ
け

で
は
な
く
、
実
践
面
で
の
経
験
も
豊
富
な
わ
ぞ
号
巧
E
言
。
ユ
『
を

研
究
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

ま
た
、
平
成
時
年
1
月
ロ
日
か
ら
日
日
の

2
日
間
に
わ
た
り
、

『往
生
と
死

一
浄
土
教
と
日
本
仏
教
|
現
代
社
会
に
と
っ
て
の
意

義
|』

を
テ
l
マ
に
し
た
特
別
研
究
会
を
士
薩
し
て

n
E
F
n
w
q

氏
や
聞
な
ロ
ロ
丘
町
叶
同

E
E氏
を
始
め
と
し
た
内
外
の
研
究
者
を
招

い
て
討
論
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
今
回
の
研
究
会
を
基
礎
と
し
た

ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
平
成
国
年
度
中
に
開
催
し
、
そ
の
成
果

を
浄
土
宗
プ
レ
ス
か
ら
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
町
年
度
も
欧
米
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ア
ル
パ
ニ

l
校
東
洋
学

科
教
授
の
冨

R
W
E
Z
E氏
を
7
月
上
旬
か
ら
8
月
上
旬
に
か
け

て
の
約
1
か
月
間
と
、

ロ
月
下
旬
か
ら
翌
1
月
中
旬
に
か
け
て
研

究
所
に
招
聴
し
た
。
そ
し
て
戸
松
義
晴
と
と
も
に

「和
語
燈
録
』



研究活動報告

と

『観
経
疏
」

の
英
訳
作
業
に
従
事
し
た
。
な
お
、

-
回
目
の
来

日
時
に
「
念
仏
大
意
」
と
「
浄
土
宗
略
抄
」
を
、

2
回
目
の
と
き

に

『観
経
疏
」
と
「
九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進
す
る
御
返
事
」
の

英
訳
作
業
を
行
っ
た
。

(3)
国
際
学
会
へ
の
参
加

国
際
堂
入
云
へ
の
参
加
に
関
し
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
=門
}
M
h
。巳

q
g円
。
。
コ

Z
E
5宮
告
〉
∞

gngtoEO『

』
告
白
口
。
括
的
吉
告

g
(第
H
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
会
)

日
時
一
平
成
口
年
8
月
担
日
l
9月
3
日

会
場
一
ウ
ィ
ー
ン
大
学

(
オ
ー
ス
ト
リ
ア
)

テ
ー
マ
一
同
げ
ぬ

H
4
5
5。。同

H
V
Z
B
E
E巴
ロ
』
岳
山
口
命
的
巾

同
ゆ
出
向
F

。ロ凹

3
年
に

l
度
、
世
界
位
か
国
の
日
本
研
究
家
・
研
究
機
関
が
集

う
当
学
会
に
戸
松
義
晴
と
岡
山
日
ロ
冨

R
Wの
2
名
が
参
加
し
、

FHゆ
ロ
冨
R
Wが
=
司
5
-
v
y
g。
E
g。
ロ
え

5
5
E口
町
司

E
C
『。『

2
σ
E
F
Z
F
E指
命
何
百
円
同
庁
民
=
と
い
う
題
で
発
表
を
行
っ
た
。

特
に
今
回
の

「
宗
教
と
思
想
央
」
部
会
の
テ
l
マ
は

「日
本
宗

教
に
お
け
る
浄
土
」

で
あ
り
、
法
然
浄
土
教
を
世
界
に
知
ら
し
め

る
こ
と
を
目
的
の

一
っ
と
す
る
本
研
究
班
と
し
て
は
情
報
収
集
お

よ
び
発
信
を
す
る
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。

②

巴
同
町
宮

g
E白
-
P
E
2
2
2
。ご
Z
H
H
H
Z
E色
。
ロ
白
-

〉団的。

nst。ロ。同
ω
Eロ
∞
ロ
仏
仏
E
∞丹

ω宮門出命的

(
第
四
回
国
際
真
宗
学
会
)

日
時
一
平
成
幻
年
9
月
9
日
l
u
日

会
場
一
武
蔵
野
大
学

テ
ー
マ
一
司
。
席
ロ
民
白
口
々
。
同
司
ロ
『
巾
円
L

自
己
∞
ロ
門
丘
町
2
5

-ロ円
y
o
n
y山口
m-ロ
mdJ可。ユ【同

世
界
の
浄
土
教
学
者
が
参
加
す
る
当
学
会
に
お
い
て
、
今
回
初

め
て
本
研
究
班
が
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
代
表
と
し
て
分
科
会
を

主
催
し
た
。
こ
の
分
科
会
は
ωc巳
包
ぞ
開
口
肉
白
m
a
p
-『
ゆ
円
自
己

国

戸

』

【

E
F
Z
B
'
冨
2
巳
ロ

m
p
o
n
y白
--gm布団
O
片

山

凶

Z
g司
何

E
を
テ

ー
マ
と
し
、
守
口
ω吾
自
巧
益
田
の
司
会
進
行
の
も
と
本
研
究
班
の

岩
田
斎
肇
、
佐
藤
良
純
、

戸
松
義
晴
、

n
q号
当

E
Z
2吾
と

国際対応総合研究プロジェクト57 



悌
教
大
学
の
安
達
俊
英
氏
の

5
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
形
式
の
発
表
で

開
催
さ
れ
た
。

(4)
海
外
の
一
般
読
者
向
け
英
訳
本
の
作
成
・
編
集

平
成
日
年
度
か
ら
編
集
作
業
を
行
な
っ
て
い
た
四
十
八
巻
伝
に

関
す
る

『司
唱
。

a旨
h
岳
町

2
2
E
b
a
E邑
を

浄

土
宗
。フ
レ

ス
か
ら
出
版
し
た
。
こ
れ
は
、
出
向
宮
『
出
回

g
z
n
w
n
g
g∞
と
石

塚
竜
学
の
「
民

8
2
~匹
。

E

読
者
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
再
編
成
し
、

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

の
写
真
を
多
く
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
に
は

』。

S
F目
当
阻
ま
と
戸
松
義
晴
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

(5)
英
語
版
ホ

l
ム
ベ
lジ
の
運
営

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
は
内
容
の
更
新
に
加
え
、
構
成
の
点
で
も
改
良

を
試
み
た
。

ま
ず
、
構
成
の
点
で
の
。
認
可
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し
て

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
内
の
言
葉
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
た
。
さ

ら
に
フ
レ
ー
ム
機
能
を
導
入
し
て
、
左
フ
レ
ー
ム
で
各
項
目
の
見

出
し
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

58 

次
に
内
容
に
関
し
て
は
、
第
ロ
回
国
際
真
宗
学
会
で
の
発
表
要

を
加
え
た
。

旨
を
始
め
、
法
然
上
人
の
弟
子
に
関
す
る
記
述
な
ど
多
く
の
項
目

な
お
、
こ
の
作
業
に
は
守

S
P
E
d司
註
∞
と
戸
松
義
晴
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

聖
典
英
訳
編
集
及
び
国

; 
関
す
る
研
究
Z耳

平
成

U
年
度
は
四
回
行
な

っ
た
。
研
究
会
で
扱
っ
た
検
討
内
容

と
開
催
日
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
口
年

4
月
日
日

4
月
訂
日

5
月
日
日

6
月
日
日

「無
量
寿
経
」
巻
上
の
英
文
検
討

『無
量
寿
経
」
巻
上
の
英
文
検
討

『無
量
寿
経
」
巻
上
の
英
文
検
討

「
教
化
研
究
」
掲
載
予
定
「
阿
弥
陀
経
』
の
英
文
検
討

国
際
真
宗
学
会
参
加
に
つ
い
て



研究活動報告

6
月
お
日

7
月
初
日

8
月
1
日

9
月
8
日

日
月
初
日

日
月
日
日

11 
月
30 
日

ロ
月
U
日

平
成
同
年

1
月
日
日

1
月
お
日

2
月
8
日

2
月
日
日

つ
d
同
月
つ
ん
口
U

浄
土
宗
発
行
の
『
司
白

5
2旨
h

刊
号
。

2
2
E
b
a
E
呈

に
つ
い
て

『抑
語
燈
録
』
「
七
箇
条
起
請
文
」
の
英
訳
確
認
作
業

「和
語
燈
録
」
「三
心
義
」
の
英
文
検
討

国
際
真
宗
学
会
で
の
発
表
打
合
せ

国
際
真
宗
学
会
で
の
発
表
打
合
せ

『観
無
量
寿
経
」
の
英
訳
検
討

『和
語
燈
録
」
「七
箇
条
起
請
茎
の
英
訳
検
討

『観
無
量
寿
経
」
の
英
訳
検
討

「和
語
燈
録
』
「七
箇
条
起
請
文
」
の
英
訳
検
討

「和
語
燈
録
」
「
七
箇
条
起
請
文
」
の
英
訳
検
討

『和
語
燈
録
」
「
七
箇
条
起
請
文
」
の
英
訳
検
討

『観
無
量
寿
経
」
の
英
訳
検
討

『観
無
量
寿
経
」
の
英
訳
検
討

『和
語
燈
録
」
「七
箇
条
起
請
文
」
の
英
訳
検
討

q
d円
月
日
U

口
u

「
和
語
燈
録
』
「
七
箇
条
起
請
文
」
の
英
訳
検
討

『和
語
燈
録
』
「七
箇
条
起
請
文
」
の
英
訳
検
討

3
月
日
日

ま
た
、
冨

R
W
回

E
S氏
を
招
聴
し
て
の
集
中
研
究
会
開
催
日

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
口
年

7
月
5
日
1
8月
2
日

和
語
燈

盆

~ 
仏
大
意

浄
土
刀τ
略
抄

の
翻
訳

ロ
月
初
日

i
1月
四
日

『和
語
燈
録
」
「九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進
す
る
御
返
事
」

の
翻
訳

『観
経
疏
』
の
翻
訳

以
上
が
平
成
口
年
度
の
「
国
際
交
流
」
研
究
班
の
活
動
概
要
で

あ
る
が
、
平
成
国
年
度
に
継
続
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多
く

あ
り
、
こ
の
報
告
を
ご

一
読
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
意
見
、
ご
指

導
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
よ
り
良
い
成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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研
究
ス
タ

ッ
フ
一
覧

(敬
称
略
)

問
自
・

2
冨

R
W
(嘱
託
研
究
員
)

60 

田
丸
徳、
善

研-71J 代
表
/ 
浄
土
刀t
総
合
研
ヴU
71J 

所
客
員

整

冨
R
W
E
Z
E
(研
究
ス
タ

ッ
フ
)

(敬
称
略
、
五
十
音

・
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
順
)

戸

芸
晴

研
円泊"

71J 

主
務
/ 
浄
土
刀t
総
合
研
ヴh
71J 

所
専
任
研
R庁喧

71J 

皐

生
野
善
応
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

岩
田
斎
肇
(
嘱
託
研
究
員
)

川
名
里
奈
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

小
林
正
道
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

佐
藤
堅
正
(
嘱
託
研
究
員
)

佐
藤
良
純
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

島
恭
裕
(
常
勤
嘱
託
研
究
員
)

袖
山
祭
虞
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

田
中
敬
子
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

服
部
正
穏
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

藤
木
雅
雄
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

松
涛
弘
道
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

松
涛
誠
達
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

n
q号
巧
}
己
件
当
。
「
同
町
(
研
究
ス
タ

ッ
フ
)

』。

S
F
g
t司
島
田
(
常
勤
嘱
託
研
究
員
)
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基
礎
研
究

教
学
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
教
比
較
論

は
じ
め
に

本
研
究
班
は
、
「
日
本
浄
土
教
の
な
か
に
お
け
る
浄
土
宗
」
と

い
う
視
点
よ
り
、
現
在
の
浄
土
宗
の
教
義
が
浄
土
各
宗
各
振
の
中

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
特
色
を
有
す
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
浄
土
宗
各
宗
派
の
碩
学
の
先
生
方
に
お
集
ま
り
頂
き
、

特
に
浄
土
宗
で
い
う
所
求
、
所
帰
、
去
行
に
関
す
る
各
宗
派
に
お

け
る
捉
え
方
を
中
心
に
、
研
究
を
続
け
て
来
た
。
こ
の
よ
う
な
形

で
の
研
究
会
は
今
年
度
で

一
臼
一終
了
し
、
次
年
度
は
こ
の
研
究
会

で
検
討
し
た
成
果
を
総
研
叢
書

『法
然
上
人
と
そ
の
門
流
』
の
続

編
と
し
て
上
梓
し
、
研
究
成
果
を
公
表
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

参
加
メ
ン
バ
ー

本
研
究
会
の
研
究
ス
タ

ッ
フ
は
次
の
通
り
。
(
敬
称
略
)

石
上
善
臆
(
研
究
代
表
・
本
研
究
所
所
長
)

梶
村
昇
(
顧
問
・
客
員
教
授
)

柴
田
泰
山
(
主
務
・
研
究
員
)

福
西
賢
兆
(
主
任
研
究
員
)

林
田
康
順
(
研
究
員
)

和
田
典
善
(
研
究
員
)

郡
嶋
昭
示
(
嘱
託
研
究
員
)

ま
た
、
本
研
究
会
の
講
師
の
先
生
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
敬
称
略
)

浄土教比較論教学的研究プロ ジェク ト基礎研究61 



浅
井
成
海
(
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
)

安
達
俊
英
(
浄
土
宗
)

大
塚
霊
雲
(
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
)

栗
原
広
海
(
浄
土
真
窒
局
田
派
)

田
代
俊
孝
(
浄
土
真
宗
大
谷
派
)

長
島
尚
道
(
時
宗
)

中
西
随
功
(
西
山
浄
土
宗
)

庚
川
尭
敏
(
浄
土
宗
)

湯
谷
祐
義
(
浄
土
宗
西
山
深
草
派
)

研
究
会
の
内
容

研
究
会
の
内
容
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

一
人
の
先
生
か
ら

約
九
十
分
の
ご
講
義
を
頂
戴
し
た
後
、
約
六
十
分
の
質
疑
応
答
を

行
う
形
で
研
究
会
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
西
山
禅
林
寺
派
の

大
塚
先
生
の
他
、
現
在
教
団
と
し
て
残
つ
て
は
い
な
い
法
然
の
門

弟
と
し
て
、
隆
寛
・
長
西
を
専
門
に
研
究
さ
れ
て
い
る
先
生
を
迎

ぇ
、
次
の
通
り
4
回
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。

V
第
四
回
・
平
成
げ
年
5
月
初
日

伊
藤
茂
樹
先
生
「
隆
寛
に
つ
い
て
」
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V
第
臼
回

・
平
成
口
年
9
月
日
日

大
塚
霊
雲
先
生
「
証
空
観
門
論
の
成
立
」

V
第
H
回
・
平
成
口
年
日
月
払
日

-
吉
田
淳
雄
先
生
「
長
西
の
浄
土
思
想
」

V
第
日
回
・
平
成
凶
年
2
月
日
日

梶
村
昇
先
生
「
『醍
醐
本
』
第

一
話
に
つ
い
て
」

伊
藤
先
生
の
隆
寛
に
関
す
る
講
義
で
は
、
多
く
の
問
題
を
含
ん

で
い
る
こ
れ
ら
の
門
弟
の
研
究
が
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
現
状
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

吉
田
先
生
の
長
西
に
関
す
る
講
義
で
は
、
長
西
の
著
作
の
翻
刻

作
業
も
完
全
で
は
な
く
基
礎
資
料
の
段
階
で
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

大
塚
先
生
の
講
義
で
は
、

「選
択
集
」
の
成
立
過
程
に
立
ち
会

っ
た
と
さ
れ
る
証
空
の

『選
択
集
」
理
解
に
関
し
て
、
活
発
な
質

疑
が
行
わ
れ
た
。

梶
村
先
生
の

『醍
醐
本
」
に
関
す
る
講
義
に
お
い
て
は
、
極
め

て
重
要
な
典
籍
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
お
未
解
決
の
問
題
を
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少
な
か
ら
ず
含
ん
で
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
年
度
の
予
定

平
成
四
年
度
は
、
先
述
の
通
り
こ
れ
ま
で
の
検
討
成
果
報
告
と

基
礎
研
究

法
式
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
法
事
讃
」

研
究

は
じ
め
に

総
合
研
究
所
伝
承
儀
礼
研
究
班
で
は
、
平
成
時
年
、

日
年
の
研

究
テ
l
マ
と
し
て
「
法
事
讃
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

普
導
大
師
の
五
部
九
巻
の
ひ
と
つ
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
「
法
事

讃
」
は
、
近
年
で
は
昭
和
田
年
代
の
初
頭
、
東
西
の
法
式
指
導
者

の
協
議
の
も
と
、
善
導
大
師

一
千
三
百
年
遠
忌
に
「
浄
土
法
事
讃

抄
本
法
則
」
と
し
て
記
念
出
版
さ
れ
、
広
く

一
般
寺
院
に
お
い
て

し
て
総
研
叢
書
『
法
然
上
人
と
そ
の
門
流
」
の
続
編
の
編
集
作
業

を
行
い
、
合
わ
せ
て
近
年
の
浄
土
学
の
研
究
状
況
を
整
理
す
る
研

究
会
を
新
た
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

文
責
者

主
務
/
研
究
員

柴
田
泰
山

も
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
法
要
は
、
知
恩
院
、
増
上
寺
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
式
衆
会
、
式
師
会
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
知
恩
院

で
は
現
在
、

3
月
の
善
導
忌
を
6
月
に
移
し
勤
め
ら
れ
、
ま
た
増

上
寺
で
は
4
月
の
御
忌
大
会
に
唱
導
師
法
要
と
し
て
勤
め
ら
れ
て

いマ
hv
。

伝
承
儀
礼
研
究
班
は
、
平
成
時
年
度
を
基
礎
研
究
期
間
と
し

岡
山
の
法
要
を
取
材
記
録
し
、
比
較
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
法
式

「法事讃」研究法式的研究プロジェクト基礎研究63 



面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
教
学
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
、

総
合
研
究
所
柴
田
泰
山
研
究
員
に
よ
る
「
善
導
大
師
と
法
事
讃
」

と
題
し
て
、
研
究
会
を
催
し
、
善
導
大
師
の
生
涯
、
法
事
讃
の
成

立
背
景
さ
ら
に
は
、
法
然
上
人
と
善
導
大
師
、
法
事
讃
と
選
択
集

の
関
係
を
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
口
年
度
前
半
は
、
研
究
成
果
発
表
の
準
備
期
間
と
し
、
知

恩
院
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
法
事
讃
法
要
を
再
度
取
材
し
、
増
上
寺

の
法
要
と
比
較
検
討
を
重
ね
た
。
年
度
後
半
は
、
研
究
成
果
発
表

の
場
を
公
開
講
座
と
し
、
公
開
講
座
に
お
い
て
発
表
を
予
定
し
て

い
る
法
事
讃
法
要
の
具
体
的
な
検
討
を
始
め
、
平
成
時
年
3
月
日

日

は

大
本
山
増
上
寺
で
公
開
講
座
を
開
催
す
る

至
っ
た

研
究
体
制

研
究
代
表

研
究
主
務

福
西
賢
兆
主
任
研
究
員

坂
上
典
翁

研
究
ス
タ

ッ
フ

西
城
宗
隆
・
斎
藤
隆
尚
・
田
中
勝
道

熊
井
康
雄
・
贋
本
栄
康
・
山
本
晴
雄

南

忠
信
・
清
水
秀
浩
・
八
尾
敬
俊

64 

知
思
院
と
増
上
寺
の
「
法
事
讃
」
に
つ
い
て

袋
帯

ま
ず
衣
帯
に
つ
い
て
、
知
恩
院
で
は
中
導
師
を
法
務
部
長
が
勤

め
、
茶
衣
、
知
法
衣
を
着
用
し
、
左
右
脇
導
師
並
び
に
式
衆
は
黒

衣
、
如
法
衣
を
着
用
し
、
い
ず
れ
も
朱
骨
の
広
骨
扇
(
朱
扇
)
を

執
持
す
る
。

増
上
寺
で
は
現
在
、
御
忌
大
会
の

4
月
7
日
の
日
中
法
要
に
法

事
讃
が
勤
め
ら
れ
、
中
導
師
、
左
右
導
師
、
式
衆
と
も
に
荘
厳
服
、

顕
色
の
七
条
を
着
用
し
、
水
冠
、
槍
扇
(
中
導
師
は
払
子
)
を
用

い
て
い
司
令
。

②
法
要
次
第

次
に
法
要
次
第
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
ま
ず
増
上
寺
の
法
事
讃

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
こ
れ
は
、
研
究
代
表
、
研
究
主
務、

主
な
研
究
ス
タ

ッ
フ
が
増
上
寺
の
式
師
会
に
所
属
し
て
お
り
、
御

忌
大
会
に
お
い
て
毎
年
、
法
事
識
を
勤
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

法
要
当
日
は
、
午
後
1
時
半
よ
り
大
門
か
ら
練
り
行
列
が
始
ま
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る
。
こ
の
行
列
は
、
大
変
華
や
か
で
江
戸
時
代
の
江
戸
名
所
図
絵

に
も
描
か
れ
て
い
る
。
大
殿
前
の
庭
儀
式
を
経
て
2
時
前
後
に
大

殿
内
で
法
要
が
始
ま
る
。
法
要
自
体
の
所
要
時
間
が
お
よ
そ

一
時

間
程
度
に
制
約
さ
れ
て
い
る
た
め
、
増
上
寺
で
は
前
述
の
「
浄
土

法
事
讃
抄
本
法
則
」
よ
り
抜
粋
し
た
短
縮
版
の
法
事
讃
を
勤
め
て

い
る

0
0

ま
た
、
本
山
の

一
大
行
事
と
し
て
、
随
喜
寺
院
、
檀
信
徒

等
の
多
数
の
衆
目
の
中
で
修
せ
ら
れ
る
た
め
、
演
出
色
の
強
い
法

要
に
な
っ
て
い
る
。

法
要
開
始
直
後
、
左
右
脇
導
師
は
「
散
華
荘
厳
の
文
」
が
唱
え

二
方
に
分
か
れ
て
四
方
散
華
を
行
う
。
さ
ら
に
、

冒

ら
れ
る
中
、

頭
部
分
の
「
般
舟
三
昧
楽
」
は
「
抄
本
法
則
」
で
は
節
が
無
い
が
、

増
上
寺
で
は
、
故
津
田
徳
翁
法
儀
司
が
考
案
さ
れ
た
抑
揚
の
あ
る

独
特
の
節
回
し
で
唱
え
ら
れ
る
。
公
開
講
座
で
は
こ
の
節
回
し
を

採
用
し
た
。

「抄
本
法
則
」
で
は
献
供
は
最
初
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
増

上
寺
で
は
伽
陀
が
唱
え
ら
れ
る
中
、
唱
導
師
が
酒
水
作
法
を
行
い
、

献
供
、
献
茶
、
稚
児
へ
の
潅
頂
酒
水
を
行
う
。
ま
た
諦
経
は
阿
弥

陀
経
後
半
部
分
を
読
む
。

最
終
部
分
で
は
、

2
人
の
殿
司
が
導
師
、
式
衆
の
経
本
を
集
め

左
右
召
請
人
に
よ
る
送
経
問
答
が
行
わ
れ
る
。
か
よ
う
に
増
上
寺

の
法
事
讃
は
威
儀
、
音
声
と
も
華
や
か
で
前
述
の
よ
う
に
演
出
色

の
強
い
法
要
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
知
恩
院
の
法
事
讃
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
「
浄
土

法
事
讃
抄
本
法
則
」
に
の

っ
と
り
つ
と
め
ら
れ
て
い
る
。
法
要
当

日
は
「
法
事
讃
」
奉
修
の
看
板
等
は
特
に
無
く
、
祖
山
式
衆
会
が

自
主
的
に
勤
め
て
い
る
色
合
い
が
濃
い
。
御
影
堂
も
特
に
聴
衆
は

無
く
、
観
光
客
が
見
学
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

平
成
口
年
6
月
に
筆
者
と
福
西
主
任
が
知
思
院
の
法
事
讃
を
再

度
取
材
し
た
際
、
入
堂
か
ら
退
堂
ま
で
の
所
要
時
間
は
お
よ
そ
六

十
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
導
師
、
左
右
導
師
に
は
、
特
に
動
き
は

無
く
、
増
上
寺
の
よ
う
に
全
員
が
散
華
行
道
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
式
衆
が
散
華
行
道
を
行
う
際
に
は
、
附
楽
さ
れ
る
。

し
か
し
、
「
抄
本
法
則
」
を
忠
実
に
勤
め
て
い
る
の
は
知
恩
院

の
式
衆
会
で
あ
る
。
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公
開
講
座
に
つ
い
て

伝
承
儀
礼
研
究
班
で
は

2
年
間
の
研
究
成
果
を
公
開
講
座
に

お
い
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

3
回
に
わ
た
る
検
討
会
の
結
果
、

ま
ず
原
則
と
し
て
「
浄
土
法

事
讃
抄
本
法
則
」
を
全
部
勤
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
中
に
若
干
、

増
上
寺
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
。

①
衣
帯
に
つ
い
て

荘
厳
服
を
着
用
し
た
。
以
下
は
そ
の

一
覧
で
あ
る
。

2
あ
は
か
ま

中
導
師
・
:
紫
道
具
衣

・
七
条

・
表
袴

・
水
冠

・
領
帽

・
払
子

荘
厳
数
珠
・
蔑
子

脇
導
師
・:
松
襲
道
具
衣

・
五
百
五
十
年
遠
忌
七
条
・
白
切
袴

・

水
冠

・
領
帽

・
中
啓

荘
厳
数
珠

・
蔑
子

召
請
人

・
維
那

・
式
衆
:
・
萌
黄
献
紗
衣

・
五
百
五
十
年
遠
忌
大

師
五
条
・
茶
大
紋
切
袴

・
領
帽

・
中
啓

荘
厳
数
珠

・
蔑
子

殿
司
:
:
:
萌
黄
枇
紗
衣
・
大
五
条

・
茶
大
紋
切
袴

・
領
帽

・
中
啓

日
課
数
珠
・
蔑
子
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②
音
声

・
威
儀
に
つ
い
て

「
般
舟
三
昧
楽
」
は
増
上
寺
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
抑
揚
の
あ
る

節
を
用
い
た
。
阿
弥
陀
経
は
後
半
部
分
を
読
み
、
中
導
師
の
表
白

を
柴
田
研
究
員
に
依
頼
し
、
若
干
短
縮
し
た
。
善
導
大
師
の
回
願

を
唱
礼
の
節
で
唱
え
、
当
役
の
独
唱
の
後
、
全
員
で
復
唱
し
、
威

儀
(
上
品
礼
)
を
つ
け
た
。
最
後
に
は
殿
司
に
よ
る
集
経
作
法
、

左
右
召
請
人
に
よ
る
送
経
問
答
も
取
り
入
れ
た
。

散
華
行
道
に
は
三
導
師
も
加
わ
っ
た
。
行
道
中
に
は
附
楽
は
せ

ず
、
維
那
が

一
句
を
独
唱
し
た
後
、
全
員
で
復
唱
し
な
が
ら
、
行

道
を
行
い
、
仏
前
で
散
華
し
た
。

③
公
開
講
座
の
概
要

平
成
時
年
3
月
日
日
(
水
)
、
大
本
山
増
上
寺
の

3
階
道
場
に

て
開
催
さ
れ
た
。
場
所
の
広
狭
、
聴
衆
の
数
を
考
慮
し
て
、
式
衆

は
召
請
人
を
含
め
て
左
右
3
人
、
維
那
は
別
座
と
し
た
。
当
日
は

午
後
2
時
よ
り
柴
田
泰
山
研
究
員
が
「
善
導
大
師
と
法
事
讃
」
の

講
題
で
基
調
講
演
を
行
い
、
少
憩
後
、
法
事
讃
法
要
を

一
座
勤
め

た
。
役
配
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



研究活動報告

基
調
講
演
「
善
導
大
師
と
法
事
讃
」
柴
田
泰
山

法
事
讃
法
要

中
導
師

田
中
勝
道

左
導
師

西
城
宗
隆

坂
上
典
翁

右
導
師

左
豆
繭
人

山
本
晴
雄

右
召
請
人

贋
本
康
真

維
那

庚
本
栄
康

式
衆

首
間
浩
昭

中
野
孝
昭

基
礎
研
究

布
教
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

布
教
資
料
研
究

研
究
目
的

当
研
究
班
で
は
各
種
布
教
活
動
に
役
立
つ
資
料
を
ジ
ャ
ン
ル
別

に
収
集
・
検
討
し
、
そ
の
活
用
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
左
記
の
通
り
ジ
ャ
ン
ル
別
に
三
部
門
の
テ
l
マ
を
定
め
、

文
責
者

中
野
晃
了

殿
司

水
野
正
雄

荒
木
信
道

押
野
見
順
道

坂
上
典
翁

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
員
が
担
当
を
し
て
研
究
を
進
め
た
。

楽
師

池
田
智
光

尚
、
本
報
告
は
現
時
点
で
の
成
果
の
中
間
報
告
で
あ
り
、
そ
れ

進
行

福
西
賢
兆

ぞ
れ
の
研
究
は
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

主
務
/
研
究
員

布教資料研究布教的研究プロジェクト基礎研究67 



研
究
内
容

①
和
歌
・
道
詠
の
収
集
・
整
理
と
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

「
五
重
勧
誠
録
」
中
の
和
歌
・
道
詠
を
収
集
整
理
し
、
活
用
法

を
検
討
し
た
。

②

「
視
覚
的
効
果
の
高
い
布
教
法
」
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
1
等
を
使
用
し
た
新
し
い

布
教
方
法
を
模
索
し
た
。

③
一

般
書
籍
の
布
教
利
用
と
、
そ
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

布
教

・
法
話
に
使
え
る
絵
本
の
リ
ス
ト
作
成
と
そ
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

目
次

研
究
報
告
①

「
和
歌

・
道
詠
の
研
究

l
五
重
勧
誠
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
」

(
資
料
)
五
重
勧
誠
録
に
お
け
る
和
歌
・
道
詠
の
活
用

一
覧

研
究
報
告
②

「
視
覚
的
効
果
の
高
い
布
教
法
|
パ
ネ
ル
法
話
の
検
討
|
」

(
資
料
)
パ
ネ
ル
法
話

原
稿
①
「
法
蔵
菩
薩
さ
ま
の
願
い
」
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原
稿
②

「
六
つ
の
力
」

原
稿
③

「
五
つ
の
悪
」

研
究
報
告
③

「
絵
本
を
利
用
し
た
布
教
実
践
に
つ
い
て

ー
法
話
の
序
説
と
し
て
の
「
い
の
ち
」
の
絵
本
|
」

(
資
料
)
表

一
一
絵
本
論

・
絵
本
ガ
イ
ド

表

「
い
の
ち
」
の
絵
本

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧

(敬
称
略
)

福
西
賢
兆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
)

佐

警
輝

主
務
/ 
浄
土
刀t

総
ぷ入

研

-/u 

所
専
任
研
究
員

後
藤
真
法

宮
入
良
光

郡
嶋
昭
示

正
村
瑛
明

八
木
英
哉

文
責
者

佐
藤
晴
輝

主
務
/
専
任
研
究
員



経
常
的
運
営

他
研
究
機
関
連
絡
提
携

他
教
団
交
流

他
教
団
女
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、
主
に
本
研
究
所
と
研

究
を
提
携
し
て
い
る
他
教
団
附
属
研
究
所
と
の
研
究
交
流
を
行
う

こ
と
で
あ
る
。

毎
年
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
教
団
付
置
研
究

所
懇
話
A、
;z:;; 

と

各
刀言

者
関
係
研-議
関
交
流
h、
;z:;; 

と

現
代

に
お
け
る
宗
教
の
役
割
研
究
会
(
コ
ル
モ
ス
こ
が
あ
る
。

教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会

「
懇
話
会
」
は
結
成
さ
れ
て
満

4
年
が
た
つ
。
仏
教
各
宗
、
キ

研究活動報告

リ
ス
ト
教
カ
ト
リ

ッ
ク

・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
教
派
、
神
道
、
新

宗
教
各
教
団
が
付
置
す
る
研
究
所
に
所
属
す
る
、
信
仰
者
で
あ
る

宗
教
研
究
者
が
互
い
の
立
場
を
超
え
て
研
鎖
し
あ
う
場
で
あ
る
。

参
加
団
体
は
、

毎
年
、

日
月
に
研
究
大
会
(
懇
話
会
)
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
会
に
は
、
毎
年
l
度
の
研
究
大
会
の
他

-』、
ー

一
つ
の
テ

l
マ
で
定
期
的
に
研
究
を
行
う
「
研
究
部
会
」
が

あ
る
。

第
4
回
の
今
年
度
の
研
究
大
会
は
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
本
研
究
所
は
大
会
の
実
行
委
員
会
委
員
と

し
て
、
会
場
、
日
時
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
発
表
者
の
人
選
な
ど

3

回
行
わ
れ
た
実
行
委
員
会
の
事
務
を
担
当
し
た
。

ま
た
、
「
生
命
倫
理
研
究
部
会
」

の
立
ち
上
げ
に
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
、
第

1
回
の
研
究
会
を
当
研
究
所
で
行

っ
た
。
以
後

も
、
本
研
究
所
の
「
生
命
倫
理
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の
「
研
究

部
会
」
に
参
加
し
、
研
究
大
会
で
も
、
発
表
を
行
っ
た
。
こ
の
内

他教団交流他研究機関連絡提携経常的運営69 



容
に
関
し
て
は
、
「
生
命
倫
理
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告
を

参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
平
成
四
年
度
の
懇
話
会
年
度
大
会
は
、
浄
土
宗
総
合
研

究
所
が
受
け
持
つ
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
、
準
備
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
、
平
成
時
年
度
の
大
本
(
京
都
府
亀
岡
)
年
度
大
会
の
実

行
委
員
会
実
行
委
員
も
担
当
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
平
成
口
年
四

月
と
今
年
3
月
に
行
わ
れ
た
実
行
委
員
会
に
も
武
田
が
参
加
し
た
。

コ
ル
モ
ス

昭
和
必
年
に
第
1
回
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
コ
ル
モ
ス
は
、
今

年
第
臼
回
を
迎
え
た
。
今
年
の
総
合
テ

l
マ
は
「
冥
福
と
幸
福
」

で
あ
っ
た
。
今
年
は
武
田
道
生
、
佐
藤
晴
輝
、
坂
上
雅
翁
、
後
藤

真
法
、
名
和
清
隆
の

5
名
が
参
加
し
た
。

1
日
目
は
、
南
山
大
学

名
誉
教
授
の
J

v
.ブ
ラ
フ
ト
氏
が
「
キ
リ
ス
ト
教
の
天
国
」

京
都
大
学
名
誉
教
授
の
長
谷
正
嘗
氏
が

「
報
土
と
し
て
の
浄
土
」

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
2
日
目
は
、
参
加
者
全
員
が
三
つ
の

分
科
会
に
別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
l
マ
で
討
議
を
行
っ
た
。
第

-

分
団
は
「
社
会
現
象
と
し
て
の
天
国
」
と
い
う
テ
l
マ
で
、
発
題

を
園
事
院
大
挙
教
授
の
石
井
研
士
氏
が
行
い
、
司
会
は
本
研
究
所

70 

の
武
田
道
生
が
担
当
し
、
坂
上
雅
翁
も
参
加
し
た
。
第
2
分
団
は

「
遺
骨
灰
と
死
後
の
魂
の
行
方
」
と
い
う
テ
l
マ
で
、
大
阪
大
学

名
誉
教
授
の
大
村
英
昭
氏
が
発
題
を
行
い
、
後
藤
真
法
が
参
加
し

た
。
第
三
分
団
は
「
慰
霊
と
供
養
」
と
い
う
テ
l
マ
で
、
大
阪
大

学
教
授
の
川
村
邦
光
氏
が
発
題
を
行
い
、
佐
藤
晴
輝
、
名
和
清
隆

両
名
が
参
加
し
た
。
各
宗
教
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
や
意

昧
を
持
っ
た
テ
l
マ
だ
け
に
、
今
回
の
コ
ル
モ
ス
は
、
充
実
し
た

も
の
と
な
っ
た
。

活
動
内
容

{教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
】

V
第
4
回
懇
話
会
年
次
大
会
実
行
委
員
会

5
月
日
日

{場
所
}
東
京

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

{参
加
者
}
武
田
道
生

盟友
克 17
四年
三主第

警白
干丁 圭む

委薗
員付
と置
し研
て究

所
懇懇

意慧
;z:;; ;z:;; 

のに
発つ
表い
者て
決
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど



研究活動報告

6
月
初
日

【場
所
】
東
京

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

【余
長
加
者
】
武
田
道
生

平
成
17 
年
第
4 
回
教
団
付
置
研
'7'0 
.7lJ 

所
懇
話
心、
~ 

っ

て

9
丹
羽
田

【場
所
}
東
京

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

【参
加
者
】
武
田
道
生

平
成
17 
年
第
4 
回
教
団
付
置
研
'7'0 

詩
懇

意
~ 

っ

て

V
第
4
回
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会

日
月
6
日

【場
所
】
東
京

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

{参
加
者
】
福
西
賢
兆
、
武
田
道
生
、
今
岡
達
雄
、

坂
上
雅
翁
、
名
和
清
隆

発
表

今
岡
達
雄
「
浄
土
宗
に
お
け
る
脳
死
・
臓
器
移
植
改

正
法
案
に
対
す
る
見
解
」

V
第
5
回
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
実
行
委
員
会

ロ
月
初
日

【場
所
】
京
都
国
際
ホ
テ
ル

{参
加
者
}

武
田
道
生

平
成
時
年
度
第
5
回
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
に
つ
い
て

{研
究
内
容
】

①
開
催
時
期
、
場
所
、
テ
l
マ
に
つ
い
て

②
研
究
部
会
に
立
ち
上
げ

③
顧
問
を
お
く
。

雲
井
昭
善
(
天
台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
)

石
上
善
謄
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
所
長
)

奈
良
康
明
(
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
前
所
長
)

佐
藤
光
俊
(
金
光
教
教
学
研
究
所
前
所
長
)

天
谷
忠
央

立
正
佼
成

中
央

器
研

寿
男
長

幸

日
出
男

(
N
C
C宗
教
研
究
所
前
所
長
)

3
月
却
日

{場
所
】
京
都
府
亀
岡
市
天
恩
郷

大
本
本
部

{参J
加
者
】

武
田
道
生

第

四
教
団
付
置
研
，プト，

評
懇
話

第

四
実

会

ー
、
開
催
内
容

日
時
、
会
場
、
日
程
の
検
討

2

テ
l
マ
に
つ
い
て

V
第
沼
田
コ
ル
モ
ス

ロ
月
初
l
U
日

{場
所
】
京
都
国
際
ホ
テ
ル

【参
加
者
}
武
田
道
生
、
佐
藤
晴
輝
、
坂
上
雅
翁
、

後
藤
真
法
、
名
和
清
隆

{次
回
開
催
】
平
成
問
年
ロ
月
初
j
U
日

他教団交流他研究機関連絡提携経常的運営71 



土
寸
H
リ
世
E
K
主
力

局
2
1
甲
刀
義
司
マ
耳
，

特
別
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浄
土
宗
典
籍
・
版
木
の
研
究
l
浄
土
事
院
所
蔵
文
献
類
調
査
整
理
研
究
|

研
究
目
的

寺
院
で
、
そ
の
寺
の
住
職
さ
え
自
坊
に
何
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

の
か
知
ら
な
い
ま
ま
、
ま
た
、
什
物
帳
で
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
て
も
蔵
の
中
に
あ
っ
て

一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
ま

ま
、
徹
や
虫
食
い
に
よ

っ
て
損
傷
し
て
い
く
文
献
類
が
あ
る
。
ま

た
中
に
は
、
本
堂
や
庫
裏
の
新
築

・
改
築
な
ど
で
、
そ
の
寺
院
所

蔵
の
文
献
類
が
廃
品
と
し
て
処
分
さ
れ
た
り
す
る
例
も
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
中
に
は
貴
重
な
文
献
類
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
学
術
的
な
史
料
と
い
え
な
く
て
も
、
そ
の
寺
院
に
と

っ

て
は
そ
の
寺
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
文
献
と
い
う
も
の
も
あ

る
よ
っ
て
、
と
れ
ら
の
文
献
類
を
調
査
整
理
し
、
各
所
蔵
寺
院
に

そ
の
存
在
価
値
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
保
存
し
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
あ
る
。

研
究
内
容

て

調
査
に
つ
い
て

調
査
は
簡
易
目
録
を
作
成
し
所
蔵
寺
院
に
渡
す
こ
と
で
そ
の
寺

院
の
調
査
を

一
応
の
終
了
と
す
る
。

寺
院
で
の
調
査
は
以
下
の
手
順
を
と
る
。

*
保
管
現
状
の
記
録
(
写
真
な
ど
で
記
録
す
る
)
。

*
全
文
献
類
の
大
ま
か
な
分
類

・
並
べ
か
え
。

*
上
記
分
類
に
基
づ
き
、
通
番
(
仮
番
号
)
を
付
し
た
付
護
を

全
文
献
類
に
挟
む
。

-
番
号
順
に
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
(
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
)
。
但
し
場
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合
に
よ
っ
て
は
カ
1
ド
で
と
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
時
、
典
籍
の

場
合
、
書
名
・
著
者
・
編
者
、
奥
付
等
を
、
掛
け
軸
・
版
木
の
場

合
は
裏
書
き
等
を
記
録
。
必
要
が
あ
れ
ば
順
番
の
並
べ
か
え
も
行

-つ
。

※
日
年
度
か
ら
は
直
接
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
題
名
等
を
撮

影
、
研
究
所
で
そ
の
写
真
を
見
て
判
読
し
、
パ
ソ
コ
ン
入

力
す
る
方
法
を
取
り
入
れ
た
。

*
再
度
の
並
べ
か
え
。

*
通
番
(
正
式
な
も
の
・
目
録
番
号
)
を
パ
ソ
コ
ン
入
力
。

*
条
件
に
よ
り
通
番
ラ
ベ
ル
を
添
付
。

*
保
管
場
所
に
目
録
番
号
順
に
収
蔵
。
(
防
虫
剤
を
置
く
こ
と

も
あ
り
)

O
調
査
対
象
寺
院
の
文
献
類
は
悉
皆
調
査
を
原
則
と
す
る
。

二
、
内
容
の
判
読
に
つ
い
て

重
要
文
献
は
、
所
蔵
寺
院
の
許
可
を
得
て
、
写
真
・
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
に
撮
り
、
内
容
を
調
査
研
究
す
る
。

ま
た
、
古
文
書
・
掛
け
軸
・
版
木
等
は
何
が
書
か
れ
て
い
る
の

か
所
蔵
寺
院
で
も
判
明
し
て
い
な
い
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
所
蔵

寺
院
の
許
可
を
得
て
宝
量
で
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
撮
り
、
研
究
所

で
解
読
、
ま
た
は
専
門
の
研
究
者
に
解
読
を
依
頼
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
悌
教
大
学
に
部
屋
を
借
用
し
て
い
る
浄
土

宗
総
合
研
究
所
分
室
の
研
究
員
が
中
心
と
な
り
、
平
成
5
年
目
月

よ
り
計
画
さ
れ
、
平
成
6
年
4
月
よ
り
調
査
研
究
活
動
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
既
存
の
情
報
を
調
査
整
理
す
る
た
め
、
浄
土
宗
宗
務
庁

の
許
可
を
得
、

『浄
土
宗
寺
院
名
鑑
』
掲
載
の
全
浄
土
宗
寺
院
の

デ
ー
タ
及
、び
昭
和
必
年
の
浄
土
宗
宗
勢
調
査
記
載
の
寺
院
什
物

(
掛
け
軸

・
古
文
書

・
記
録
等
)
を
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
分
室

の
パ
ソ
コ
ン
に
全
て
入
力
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ど
の
寺
院
に
ど
の

よ
う
な
文
献
が
あ
る
か
が
前
も
っ
て
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
(デ
l
タ
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ら
は
厳
重
に
分
室
で
保

管
し
て
い
る
)

次
に
、
平
成
6
年

9
月
と
平
成

8
年

6
月
に

「宗
報
」
に
ア
ン

ケ
1
ト

〔
「
浄
土
宗
典
籍
・
版
木
の
研
究
」
へ
の
ご
協
力
の
お
願
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い
ー
お
寺
の
古
文
書
古
書
籍
の
保
存
状
況
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

〕
を
載
せ
、
回
答
の
あ
っ
た
寺
院
及
び
そ
の
後
研
究
所
へ
の
依

頼
の
あ
っ
た
寺
院
よ
り
、

H
箇
寺
を
調
査
対
象
寺
院
と
し
、
ま
ず

準
備
の
調
査
を
す
す
め
た
。
こ
の
う
ち

一
箇
寺
は
文
献
類
を
他
に

譲
渡
さ
れ
た
の
で
、
対
象
寺
院
は
日
箇
寺
と
な
っ
た
。
平
成
日
年

度
で
こ
れ
ら
日
箇
寺
す
べ
て
の
現
地
調
査
は
終
了
し
た
。

O
平
成
同
年

3
月
現
在
ま
で
の
調
査
状
況

現
在
ま
で
に
調
査
し
た
寺
院
の
調
査
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
(
寺
院
名
な
ど
は
所
蔵
者
の
管
理
上
の
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ

京
都
教
区

で
は
伏
せ
て
お
く
)

簡
易
目
録
作
成
完

新
潟
教
区

鳥
取
教
区

富
山
教
区

古
書
籍
5
6
7冊

調
査
終
了

了古
書
籍
6
6
8冊

黄
繋
版
大
蔵
経
の

一
部

調
査

終
了

簡
易
目
録
作
成
完
了

古
書
籍
1
0
7
9冊

調
査
終
了

簡
易
目
録
作
成

完
了

古
書
籍
2
1
0
4冊

調
査
終
了

簡
易
目
録
作
成

長
野
教
区

岐
阜
教
区

静
岡
教
区

滋
賀
教
区

大
阪
教
区

埼
玉
教
区

京
都
教
区

京
都
教
区

尾
張
教
区

完
了

74 

古
書
籍
3
4
4
部

調
査
終
了

簡
易
目
録
作
成
完

了古
書
籍
2
4
5冊

古
軸
1
点

調
査
終
了

簡
易

目
録
作
成
完
了

古
書
籍
約
5
0
0
冊

大
蔵
経
の

一
部

調
査
終
了

簡
易
目
録
作
成
ほ
ぼ
完
了

鎌
倉
期
紙
背
文
書
1
点

写
真
撮
影
終
了

巻
子
本
及
び
古
軸
類
2
6
0

古
書
籍
1
5
6
9部

大
蔵
経

版
木
約
加
点

調
査
終
了

簡
易
目
録
作
成
完
了

点

調
査
終
了

古
書
籍
4
6
7
部

古
軸
類
叩
点

調
査
終
了

簡

易
目
録
作
成
完
了

古
書
籍
約
1
0
8
2
冊

調
査
終
了

簡
易
目
録
作

成
ほ
ぼ
完
了

古
書
籍
2
2
2
2
冊

調
査
終
了

簡
易
目
録
作
成

完
了
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研
究
開
催
日
お
よ
び
検
討
内
容

O
研
究
開
催
日
に
つ

い
て

平
成
口
年
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
を
決
め
て
、
随
時
現
地
で
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
を
見
て
、
古
書
籍
の
題
名

・
著

者
名
や
写
本
の
奥
書
等
を
判
読
し
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
作
業
を

し
た
。
ま
た
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
分
の
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
第

一
と
し
た
。
よ
っ
て
特
に
特
定
の
研
究
開
催
日
は
決
め
て
い
な
い
。

足

容

長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
も

応
平
成
問
年
3
月
で
終
了
し
た
。
し
か
し
目
録
作
成
と
い
う
の
は

地
昧
な
作
業
で
時
間
が
か
か
り
、
し
か
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
対
象
の
文
献
が
古
書
籍
、だ
け
で
合
計
I
万
冊
を
越
え
る
。
そ

の
ほ
か
大
蔵
経

・
版
木

・
古
軸
・
古
文
書
が
あ
り
、
完
壁
な
目
録

は
で
き
な
か

っ
た
。
対
象
日
寺
院
の
う
ち
、
何
が
あ
る
か
が
わ
か

り

一
応
整
理
で
き
た
目
録
が
完
成
し
た
の
は
叩
箇
寺
、
も
う
少
し

目
録
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
寺
院
が

2
箇
寺
、
そ
し
て

も
う

1
箇
寺
は
紙
背
文
書
l
点
の
調
査
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉

時
代
の
仏
教
の
作
法
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
断
片
な
の
で
解
明
で
き
な
か

っ
た
。

た
い
へ
ん
不
十
分
な
形
で
活
動
終
了
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と

は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
研
究
主
務
竹
内
は
、
研
究

所
を
離
れ
て
個
人
で
目
録
の
不
十
分
な
箇
所
を
訂
正
し
、
完
全
な

も
の
は
で
き
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
整
理
さ
れ
た
目
録
を
作
成
し

て
責
任
を
果
た
す
つ
も
り
で
あ
る
。

目
録
作
成
は
時
間
と
費
用
が
か
か
る
わ
り
に
目
立
っ
た
成
果
は

出
な
い
。
し
か
し
時
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
目
録
が
役
立
っ
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
調
査
研
究
活
動
を
通
じ
て
痛
風
ザ
す
る
こ
と
は
、
今
後
浄
土

宗
と
し
て
、
継
続
し
て
文
献
類
さ
ら
に
は
文
化
財
全
般
を
調
査
し

て
い
く
機
関
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
専
門

の
専
任
研
究
員
が
常
駐
し
、
浄
土
宗
全
体
の
文
化
財
の
研
究
と
保

存
に
対
し
て
の
提
言
を
し
て
い
け
ば
、
文
化
財
の
散
逸
を
防
ぎ
、

そ
の
価
値
の
重
要
性
も
認
識
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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関
連
報
告
等
の
有
無

研
究
ノ
l
卜
等
の
発
表
は
、
所
蔵
寺
院
の
許
可
が
必
要
な
の
で

平
成

2
年
度
は
し
て
い
な
い
。
過
去
に
は
、
天
清
院
文
書
の
「
看

坊
記
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
、
所
蔵
寺
院
の
承
諾
を
得
て
、

『教

化
研
究
」
に
発
表
し
て
い
る
。

特
別
業
務

特
別

釜口
本
叢
書

研
究
目
的

善
本
叢
書
班
は
、
浄
土
宗
に
残
る
貴
重
な
聖
教
類
を
写
真
版
で

出
版
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
研
究
史
料
と

し
て
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
万

一
、
災
害
や
不
慮
の
事
態

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧

(敬
称
略
)

76 

研
究
主
務

竹
内
真
道

膏
藤
舜
健
善
裕
昭

伊
藤
茂
樹

研
究
員

曽
田
俊
弘

嘱
託
研
究
員

井
野
周
隆

文
責
者

研
究
主
務
/
研
究
員

竹
内
真
道

な
ど
で
史
料
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
出
版
し
て
お
け
ば

写
真
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
る
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
意
義
あ
る

事
業
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

前
固
ま
で
の
『
教
化
研
究
」
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
本
班
で

は

「黒
谷
上
人
語
灯
録
』
写
本
の
写
真
版
を
刊
行
し
て
い
く
こ
と
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と
な
っ
た
。
法
然
上
人
の
語
録
集
と
し
て

「黒
谷
上
人
語
灯
録
」

が
重
要
な
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
元

亨
版
『
和
語
灯
録
』
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
と
し
て

写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の

「漢
語
灯
録
』
、
『和
語

灯
録
』
の
写
本
は
、
こ
れ
ま
で

一
部
を
除
き
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
各
所
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
を
調
査
撮
影
し
、
叢
書
と
し
て

ま
と
ま
っ
た
形
で
出
版
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

研
究
内
容

平
成
口
年
度
は
、
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

大
徳
寺
本

「拾
遺
漢
語
灯
録
」
と
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
金
剛
寺

に
所
蔵
さ
れ
る

『和
語
灯
録
』
を
調
査
撮
影
し
た
。
い
ず
れ
も
大

変
重
要
な
写
本
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
後
者
に
つ
い
て
少
し
説
明
し

て
お
く
。

『黒
谷
上
人
語
灯
録
」
は
全
体
が
十
八
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
本
体

「
黒
谷
上
人
語
灯
録
」
十
五
巻
と
、
続
編
の

『拾
遺
黒

谷
上
人
語
灯
録
』
三
巻
の
二
部
に
わ
か
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が

漢
語
作
品
を
集
め
た

『漢
語
灯
録
」
と
和
語
作
品
を
集
め
た

『和

語
灯
録
」
に
わ
か
れ
る
。

『黒
谷
上
人
語
灯
録
」
十
五
巻

『
漢
語
灯
録
」
十
巻

二
和
語
灯
録
」
五
巻

『
拾
遺
漢
語
灯
録
』一

巻

『
拾
遺
和
語
灯
録
」
二
巻

『拾
遺
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
三
巻

こ
の
全
十
八
巻
の
う
ち
巻
十
三
に
あ
た
る

「和
語
灯
録
」

一
冊

の
古
写
本
が
落
合
俊
典
氏
に
よ
り
金
剛
寺
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で

あ
る
。『
黒
谷
上
人
語
灯
録
」
は
近
世
以
前
の
古
写
本
で
残
存
す

る
も
の
は
少
な
い
。
刊
本
で
は
元
亨
元
年

(
1
3
2
1
)
に

「和

語
灯
録
」
七
巻
(
『和
語
灯
録
」
五
巻
、

『拾
遺
和
語
灯
録
』
二
巻
)

が
出
版
さ
れ
て
龍
谷
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
の
、

写
本
で
は
安

土
浄
厳
院
所
蔵
の
永
享
2
年

(1
4
3
0
)
隆
尭
写

『漢
語
灯
録
」

巻
七
、
お
よ
び
安
居
院
西
方
寺
所
蔵
の
鎌
倉
後
期
写

『和
語
灯
録
」

善本叢書

(
首
尾
欠
、
内
容
か
ら
巻
十
三
と
わ
か
る
)
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
意
昧
で
金
剛
寺
本
は
巻
十
三
の
完
本
と
し
て
、
出
現
の
意
義

特別

は
大
き
い
と
思
う
。

特別業務

そ
し
て
内
容
に
も
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
簡
単
に
説
明

し
て
お
く
と
、
金
剛
寺
本
は
元
亨
版

「和
語
灯
録
」
を
写
し
た
も
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の
だ
ろ
う
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
平
仮
名
に

な
お
し
て
元
亨
版
を
出
版
す
る
以
前
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
の
で

あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

調
査
日
お
よ
び
検
討
内
容

平
成
口
年
8
月
に
水
口
図
書
館
に
赴
き
、
大
徳
寺
本

『拾
遺
漢

語
灯
録
』
を
撮
影
し
た
。
ま
た
平
成
時
年
3
月
お
日
に
は
金
剛
寺

の

「和
語
灯
録
」
を
撮
影
し
た
。
い
ず
れ
も
分
量
は
多
く
は
な
い

の
で
撮
影
は
順
調
に
い

っ
た
。
ま
た
所
蔵
者
か
ら
撮
影
と
掲
載
許

可
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
幸
い
に
も
各
所
蔵
者
か
ら
許
可
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
撮
影
完
了
ま
で
至
る
段
取
り
に
は

か
な
り
の
時
間
と
労

力
が
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
必
要
な
事
業
で
あ
る
と
確
信
す
る

か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
労
力
を
わ
ざ
わ
ざ
か
け
て
行
な
っ
て
い

る
の
で
、
関
係
各
方
面
の
ご
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧

(敬
称
略
)
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特
別
業
務

大
遠
忌
関
連

法
然
上
人
二
十
五
霊
場
研
究

研
究
目
的

第

一
番
誕
生
寺
か
ら
第
二
十
五
番
知
恩
院
に
い
た
る
法
然
上
人

二
十
五
霊
場
(
本
霊
場
)
は
霊
沢
等
に
よ
っ
て
宝
暦
年
間

(
1
7

5
1
1
6
3
)
に
巡
拝
が
始
め
ら
れ
、

『固
光
大
師
御
遺
跡
廿
五

箇
所
案
内
記
』

(
霊
沢
、
明
和
3
年

(
1
7
6
6
)
刊
。
以
下

『案
内
記
」
)
に
お
の
札
所
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
本
霊
場
へ
の
巡

拝
は
現
在
に
至
る
ま
で
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る

一
方
、
日
本
各
地
に

は
本
霊
場
の
写
し
霊
場
と
し
て
法
然
上
人
の
二
十
五
霊
場
(
以
下
、

写
し
霊
場
と
い
う
場
合
は
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
の
も
の
を
指

す
)
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
き
て
い
る
(
例
外
と
し
て
大
阪
の

「
円
光
大
師
廿
五
処
廻
」
が
あ
る
。
「
円
光
大
師
廿
五
処
廻
」
は

『案
内
記
』
に
先
立
つ
延
享
4
年

(
1
7
4
7
)
以
前
に
成
立
し
て

お
り
、

『案
内
記
」
成
立
後
、
逆
に
写
し
霊
場
化
し
た
こ
と
が
、

山
本
博
子
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
)
。
明
治
以
後
の

写
し
霊
場
設
立
時
期
を
見
る
と
、
大
正
初
期
(
七
百
年
大
遠
忌
)
、

法然上人三十五霊場研究

大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
(
開
宗
七
百
五
十
年
)
、
昭
和
8
年
(
法

然
上
人
生
誕
八
百
年
)
、
近
年
で
は
開
宗
八
百
年
な
ど
、
浄
土
宗

の
大
イ
ベ
ン
ト
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
も
の
が
目
に
つ
く
。

こ
れ
ら
の
写
し
霊
場
に
は
現
在
で
も
巡
拝
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る

一
方
、
す
で
に
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
当
該
の
霊
場
寺

大遠忌関連

院
に
す
ら
霊
場
と
し
て
の
記
録
や
痕
跡
が
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま

た
設
立
の
時
期
も
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
却
年
ご
ろ
ま
で
と
幅
広

く
、
個
別
の
霊
場
に
よ
っ
て
そ
の
設
立
時
期
、
規
模
、
設
立
者
の

特別業務

地
位
、
活
動
状
況
の
遷
移
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
各
地
に
写
し
霊
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
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て
法
然
上
人
を
賛
仰
し
念
仏
信
仰
の
弘
通
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と

に
は
違
い
は
な
く
、
現
在
も
活
動
し
て
い
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
す
で
に
霊
場
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で

あ
っ
て
も
先
人
の
法
然
上
人
賛
仰
の
貴
重
な
痕
跡
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
す
で
に
霊
場
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
含
め
た
こ
れ
ら
の
各
種
の
法
然
上
人
の
写
し
霊
場
の
歴

史
と
現
況
を
調
査
紹
介
し
、
も
っ
て
大
遠
思
に
向
け
て
法
然
上
人

へ
の
迎
慕
喚
起
の

一
翼
を
担
お
う
と
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

研
究
内
容

本
研
究
は
個
別
の
写
し
霊
場
の
調
査
と
紹
介
が
中
心
と
な
る
の

で、

①
調
査
対
象
霊
場
の
選
定
、

②
文
献
な
ど
に
基
づ
く
事
前
調

査、

③
実
地
調
査
、

④
調
査
結
果
の
検
討
、

⑤
報
告
・
紹
介
、
と

い
う
手
順
を
繰
返
す
こ
と
に
な
る
。
霊
場
に
よ
っ
て
は
す
で
に
存

在
自
体
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
資
料
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら

ず
、
霊
場
寺
院
自
体
に
も
な
ん
ら
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
場

合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
実
地
調
査
で
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
①

と
②
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、
他
の
霊
場
の
調
査
中
に
別
の
霊
場

の
存
在
が
判
明
す
る
よ
う
な
ケ
l
ス
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
①
i

80 

④
の
作
業
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
口
年
度
は
、
日
山

年
度
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
①
と
②
と
し
て
霊
場
寺
院
の
デ
l

タ
ベ

l
ス
作
成
と
霊
場
寺
院
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
個
別
の
霊
場
の
調
査
(②
、
③
)
と
し
て
は
、
佐
賀
教
区

の
肥
前
廿
五
霊
場
、
奈
良
教
区
の
別
時
念
仏
道
場
大
和
廿
五
霊
場

と
吉
野
二
十
五
霊
場
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

(
二
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
①
調
査
対
象
霊
場
の
選
定

写
し
霊
場
は
、
明
和
年
間
以
後
現
代
に
至
る
ま
で
の
二
百
数
十

年
に
わ
た
り
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
も
の
が
設
立
と
消
滅
を
繰

返
し
て
き
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
広
く
個
別
の
霊
場
を
調
査
す
る

場
合
、
ど
の
よ
う
な
写
し
霊
場
が
設
立
さ
れ
た
の
か
、
存
在
し
て

い
る
の
か
、
を
最
初
に
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

本
研
究
班
発
足
に
先
立
つ
平
成
日
年
に
浄
土
宗
総
合
研
究
所
か

ら
各
教
区
教
務
所
宛
に
教
区
内
に
写
し
霊
場
が
存
在
す
る
か
ど
う

か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
霊
場
が
存
在

す
る
場
合
は
、
霊
場
名
、
霊
場
の
種
類
(
複
数
の
霊
場
寺
院
に
よ
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っ
て
二
十
五
霊
場
を
構
成
し
て
い
る
の
か
、

一
ヶ
寺
の
境
内
に

十
五
霊
場
す
べ
て
を
写
し
た
も
の
な
の
か
)
、
霊
場
を
構
成
す
る

寺
院
名
、
設
立
者
、
設
立
時
期
、
現
在
の
活
動
状
況
、
霊
場
に
関

す
る
遺
物
の
有
無
等
を
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
本
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
判
明
し

た
写
し
霊
場
と
、
霊
場
研
究
者
な
ど
か
ら
提
供
を
受
け
た
史
料
な

ど
に
基
づ
い
て
同
年
度
に
は
合
計
口
教
区
(
*
栃
木
、
茨
城
、
東

京
、
千
葉
、
富
山、

*
一二
河
、
尾
張
、
伊
勢
、
伊
賀
、
福
井
、

京
都
、
*
奈
良
、

*
大
阪
、
兵
庫
、
南
海
、
福
岡
、
佐
賀
。

* 印

は

一
教
区
内
に
複
数
の
霊
場
が
知
ら
れ
て
い
る
)
を
調
査
対
象
と

し、

京
都
、
栃
木
、
茨
城
、
千
葉
の
各
教
区
の
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
内
、
京
都
教
区
で
調
査
し
た
「
京
都
廿
五
処
」
は
明
和
5
年

(
1
7
6
8
)
 の
史
料
に
基
づ
く
・
も
の
で
設
立
は
古
い
も
の
の

お
の
霊
場
寺
院
の
う
ち
1
ヶ
寺
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
み
で

あ
と
は
何
ら
遺
物
も
伝
承
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
実

地
調
査
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

個
別
の
霊
場
寺
院
の
状

況
を
事
前
に
あ
る
程
度
確
認
し
て
お
く
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
vm

年
度
末
時
点
で
、
調
査
計
画
を

一
日
γ

白
紙
に
戻
し
、
事
前
の
調
査

と
し
て
、
個
々
の
霊
場
寺
院
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
先
行
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

(二
)
霊
場
寺
院
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
①
調
査
対
象
霊

場
の
選
定
、
②
文
献
な
ど
に
基
づ
く
事
前
調
査

ロ
年
6
月
ま
で
に
基
礎
資
料
と
し
て
前
記
の
教
務
所
宛
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
を
用
い
、

写
し
霊
場
ご
と
に
、
霊
場
名
、
霊
場
番
号
、

* 

寺
院
名
、
寺
院
の
所
属
(
浄
土
宗
の
場
合
は
教
区
、
組
。
宗
外
寺

院
の
場
合
は
宗
派
名
)
等
を
項
目
と
す
る
写
し
霊
場
寺
院
の
デ
l

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

6
月
末
に
こ
の
デ

l
タ
に
基
づ
い
て

個
々
の
霊
場
寺
院
宛
に
霊
場
の
状
況
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
寺
院
は
、
前
記
の
日
教
区
か
ら
報
告

の
あ
っ
た
霊
場
の
内
、
報
告
さ
れ
た
寺
院
名
と
現
存
寺
院
と
の
対

応
が
は
っ
き
り
せ
ず
住
所
等
の
確
認
が

6
月
末
時
点
で
と
れ
な
か

っ
た
寺
院
を
含
む
霊
場
と
凶
年
度
に
調
査
済
み
の
霊
場
と
を
除
い

た
合
計
1
9
6
ヶ
寺
と
し
た
。
時
年
3
月
末
時
点
で

1
2
7
ヶ
寺

か
ら
ご
返
答
を
頂
い
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
浄
土
宗
内
寺

院
用
と
宗
外
寺
院
用
の

2
種
類
を
作
成
し
た

(
宗
内
寺
院
は
所
属

法然上人二十五霊場研究大遠忌関連特別業務81 



教
区
、
組
、
寺
院
番
号
の
記
入
欄
が
あ
る
が
、
宗
外
寺
院
に
は
な

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

(
実
際
の
ア

ン
ケ
l
ト
か
ら
質
問
項
目
と
回
答
選
択
肢
の
み
を
抜
粋
し
た
も
の

で
あ
る
)
。

貴
寺
院
様
が

O
O霊
場
第
O
番
に
該
当
す
る
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
が

霊
場
の
名
前
は
正
し
い
で
す
か

〔A
正
し
い

B
正
し
く
な
い

(
正
し
く
は

と
い
う
)
〕

2 

霊
場
番
号
は
正
し
い
で
す
か

〔
C
正
し
い

D
正
し
く
な
い

(
正
し
く
は
第

番
で
あ
る
)
〕

3 

二
十
五
霊
場
が
作
ら
れ
た
時
期
は
い
つ
頃
で
す
か
。
〔E

年

頃

F
不
明
〕

4 

ど
な
た
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
か
。
〔G

H
不
明
〕

5 

二
十
五
霊
場
は
現
在
で
も
そ
の
役
割
を
果
た
さ
れ
て
お
り
ま
す

か
。
(
巡
拝
、
参
拝
等
)
〔
I
果
た
し
て
い
る

J 

年
頃
迄
あ

っ
た

K
現
在
は
な
い
〕

6 

貴
寺
院
に
は
法
然
上
人
の
像
や
画
像
(掛
け
軸
・
板
絵
な
ど
)

が
あ
り
ま
す
か

(二
十
五
霊
場
と
は
関
係
な
く
て
も
結
構
で

す
)
。
〔L
有
る
↓
ど
の
よ
う
な
も
の
か
(
お
像
・
掛
け
軸
な
ど
)

82 

を
下
欄
に
ご
記
入
下
さ
い
。
M
無
い
〕

7 

二
十
五
霊
場
に
つ
い
て
関
係
す
る
も
の
が
何
か
あ
り
ま
す
か

(
新
旧
は
問
い
ま
せ
ん
)
。
〔N
有
る

O
錘
…
い

(
O
に

O
を
し

た
場
合
は
お
か
ら
答
え
て
下
さ
い
)
(
N
有
る

と
お
答
え
の

方
で
8
1
U迄
の
中
に
選
択
肢
が
な
い
場
合
は
関
係
す
る
も
の

を
お
書
き
下
さ
い
)
〕

8 

二
十
五
霊
場
の
案
内
書

・
刷
り
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
。
〔P

有
る

Q
無
い
〕

9 

二
十
五
霊
場
専
用
の
朱
印
が
あ
り
ま
す
か
。
〔R
有
る

S
値…

L、
、一一'

10 

二
十
五
霊
場
の
貴
寺
院
の
ご
詠
歌
が
あ
り
ま
す
か
。
有
る
場
合

に
は
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
〔
T
有
る

U
値
山
い

(ロへ)〕

11 

日
で
「
T
有
る
」
と
記
入
さ
れ
た
方
、
そ
の
ご
詠
歌
が
記
さ
れ

た
額
や
石
碑
が
あ
り
ま
す
か
。
〔
V
有
る
↓
具
体
的
に
ご
詠
歌

の
記
入
さ
れ
た
も
の
を
下
欄
に
ご
記
入
下
さ
い
。
(
額
や
石
碑

な
ど
)

W
値
…
い
〕

12 

二
十
五
霊
場
に
関
す
る
事
物
(
お
砂、

宗
祖
の
像
や
画
像
な
ど
)

が
あ
り
ま
す
か
。
〔
X
有
る
↓
具
体
的
に
(
宗
祖
の
画
像
や
お
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砂
な
ど
)
下
欄
に
ご
記
入
下
さ
い
。

Y
無
い
〕

13 

二
十
五
霊
場
を
記
し
た
標
石
は
あ
り
ま
す
か
。〔
Z
有
る

A
無
い
〕

14 

二
十
五
霊
場
に
関
す
る
行
事
(
法
要
・
巡
拝
・
御
詠
歌
の
会
等
)

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
〔
A
B
有
る
↓
具
体
的
に
何
を
さ
れ
て

い
る
か
(
法
要
・
御
詠
歌
の
会
等
)
を
下
欄
に
ご
記
入
下
さ
い
。

A
C
無
い
〕

15 

上
記
以
外
の
宗
祖
祖
師
に
関
す
る
事
物
・
伝
承
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
下
欄
に
お
書
き
下
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
返
答
は
デ
l
タ
を
前
記
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

入
力
し
て
活
用
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
答
に
併
せ
て
、
霊

場
の
由
緒
書
、
朱
印
帳
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
ご
送
付
い
た
だ
い

た
寺
院
や
、
ま
た
、
教
務
所
宛
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
お
の
霊
場
寺
院

の

一
部
し
か
判
明
し
て
い
な
か
っ
た
霊
場
で
も
霊
場
寺
院
す
べ
て

を
ご
教
示
頂
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
大
変
に
感
謝
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
ご
送
付
頂
い
た
資
料
か
ら
、
同

一
地
域

内
で
数
次
に
わ
た
っ
て
霊
場
の
設
立
と
衰
退
が
繰
返
さ
れ
て
い
た

状
況
が
判
明
す
る
な
ど
、
興
味
深
い
事
例
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ

の
一
端
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

A 

三
河
教
区
の
場
合
、
教
務
所
か
ら
は
圃
光
大
師
三
河
園
廿
五
霊

場
と
法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊
場
の
二
つ
の
霊
場
が
あ
る
と
報
告

が
あ
っ
た
。
二

つ
の
霊
場
は
霊
場
寺
院
の
重
視
は
あ
る
が
前
者
に

は
宗
外
の
寺
院
が
含
ま
れ
、
ま
た
二
つ
の
霊
場
に
ま
た
が
っ
て
霊

場
寺
院
と
さ
れ
て
い
て
も
異
な
る
霊
場
番
号
と
し
て
配
さ
れ
る
な

ど
の
異
な
り
が
あ
る
。
園
光
大
師
三
河
園
廿
五
霊
場
は
明
治
日
年

に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
嘉
永
4
年

(
1
8
5
1
)

以
前
に
家
田
宗
太
夫
な
る
人
物
が
本
霊
場
か
ら
お
砂
を
も
た
ら
し

三
河
の
お
ヶ
寺
に
納
め
て
准
廿
五
霊
場
を
設
立
し
た
の
で
あ
る

が
、
中
絶
し
て
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
宗
太

夫
の
息
子
が
父
の
遺
言
を
叶
え
ん
が
た
め
に
あ
ら
た
め
て
本
霊
場

を
巡
拝
、
納
経
し
て
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
国
光

大
師
三
河
園
廿
五
霊
場
に
つ
い
て
は
す
で
に
霊
場
寺
院
で
あ
る
と

い
う
伝
承
自
体
が
失
わ
れ
た
寺
院
も
あ
る
。
そ
の
後
に
設
立
さ
れ

た
の
が
法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊
場
で
あ
る
。
昭
和
的
年
の
浄
土

宗
開
宗
八
百
年
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
平
成
口
年
に
は

『浄
土
宗
三
河
二
十
五
霊
場
志
越
里
」
と
い
う
冊
子
が
刊
行
さ
れ
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る
な
ど
、
現
在
も
活
動
が
続
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

(三
)
霊
場
の
調
査
(
②
文
献
な
ど
に
基
づ
く
事
前
調
査
、
③
実

地
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏
ま
え
て
本
年
度
は
、
関
東
の
研
究
員
が

佐
賀
教
区
の
肥
前
二
十
五
霊
場
、
関
西
(
分
室
所
属
)

の
研
究
員

に
よ
っ
て
奈
良
教
区
の
別
時
念
仏
道
場
大
和
廿
五
霊
場
の
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
両
者
と
も
年
度
内
に
完
了
し
な
か
っ
た
の
で
日

年
度
に
継
続
し
て
調
査
を
実
施
す
る
。

肥
前
二
十
五
霊
場
は
霊
場
設
立
に
際
し
て
知
恩
院
か
ら
御
詠
歌

の
額
が
送
ら
れ
た
こ
と
な
ど
設
立
の
状
況
が
現
在
ま
で
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

大
和
廿
五
霊
場
は
昭
和
8
年
の
設
立
で
、
本
霊
場
の
法
然
寺

奥
院
、
指
図
堂
を
含
み
奈
良
県
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
本
霊
場

寺
院
は
本
霊
場
と
し
て
の
朱
印
と
標
石
を
流
用
す
る
が
、
そ
の
他

の
霊
場
寺
院
は
共
通
の
形
式
の
朱
印
と
標
石
を
持
つ
。
吉
野
地
方

に
は
こ
の
地
域
独
自
の
写
し
霊
場
と
し
て
吉
野
二
十
五
霊
場
が
あ

り
、
霊
場
寺
院
の

一
部
が
大
和
廿
五
霊
場
と
も
重
視
す
る
の
で
併

せ
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
た
だ
、
吉
野
二
十
五
霊
場
は
そ
の

84 

霊
場
寺
院
が
す
べ
て
判
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
和
廿
五

霊
場
の
霊
場
寺
院
(
吉
野
郡
)
に
大
和
廿
五
霊
場
と
し
て
の
霊
場

番
号
と
は
異
な
っ
た
番
号
を
持
つ
写
し
霊
場
の
御
詠
歌
額
が
掲
げ

ら
れ
て
い
て
吉
野
二
十
五
霊
場
の
霊
場
寺
院
で
は
な
い
か
も
と
推

測
さ
れ
る
が
、
御
詠
歌
額
の
形
態
が
吉
野
二
十
五
霊
場
の
他
の
寺

院
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
吉
野
二
十
五
霊
場

と
も
異
な
る
霊
場
が
存
在
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の

調
査
に
よ
っ
て
判
明
す
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
。

(
四
)
そ
の
他
の
活
動

平
成
凶
年
3
月
9
日
に
、
研
究
班
メ
ン
バ
ー
が
浄
土
宗
総
合
研

究
所
分
室
(
悌
教
大
学
内
)
に
集
い
、
悌
教
大
学
職
員
山
本
博
子

氏
に
よ
る
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
の
写
し
霊
場
に
関
す
る
講
義
を

拝
聴
し
た
。
今
後
の
研
究
活
動
に
役
立
て
た
い
。

研
究
会
実
施
日

京
都
分
室
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
発
送
等
の
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作
業
、
調
査
の
打
ち
合
わ
せ
、
実
地
調
査
な
ど
の
研
究
会
を
計
H

回
実
施
。
こ
れ
に
関
東
の
メ
ン
バ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
含
め
る

と
初
回
以
上
に
上
る
。
そ
の
他
に
関
東
と
関
西
の
合
同
で
の
会
合

を
1
回
実
施
し
た
。
詳
細
は
煩
墳
に
な
る
の
で
詳
略
す
る
。

関
連
報
告
等
の
有
無

平
成
時
年
度
の
報
告
中

「
次
年
度

(
口
年
度
)
か
ら
発
表
す
る

予
定
で
あ
る
」
と
し
た
が
、
研
究
内
容
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
報

告
後
に
調
査

・
研
究
の
内
容
を
変
更
し
た
た
め
、
本
年
度
の
発
表

は
見
送
っ
た
。
次
年
度
か
ら
順
次
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧

福
西
賢
兆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
)

斉
藤
舜
健
(
主
務
/
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

斉
藤
隆
尚

主
務
/ 
浄
土
万て

総
合
研

'*' 話
専
任
研
ポ目
アu

員

伊
藤
茂
樹
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

上
田
千
年
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

坂
上
典
翁
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

佐
藤
晴
輝
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

曽
田
俊
弘
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

竹
内
民
遍
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

宮
入
良
光
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

井
野
周
隆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)

清
水
秀
浩
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
賞
)

文
責
者
主
務
/
専
任
研
究
員
膏
藤
舜
健
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特
別
業
務

大
遠
忌
関
連

浄
土
宗
大
辞
典

研
究
目
的

和
49 
年

浄
土

実
辞
典
編
纂

責
編

薄
土

実
辞

l! 

(以下、

『大
辞
典
』
と
記
す
)
初
版
第
1
巻
が
発
行
さ
れ
て
以
来
、

お
よ
そ
却
年
が
経
過
し
た
(
昭
和
日
年
・
第
2
巻
発
行
、
昭
和
田

年
・
第
3
巻
発
行
、
昭
和
町
年
・
第
4

(
別
)
巻
発
行
)
。
そ
の

後
、
浄
土
宗
学
・
仏
教
学
・
史
学
を
は
じ
め
と
す
る
学
問
研
究
は

長
足
の
進
展
を
示
し
、
あ
る
い
は
、
宗
宝
や
各
種
文
化
財
の
指
定

(
解
除
も
含
め
て
新
出
資
料
の
発
見
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
住
居

表
示
の
変
更
な
ど
、

『大
辞
典
』
記
載
事
項
に
改
訂
・
増
補
を
望

む
声
は
日
増
し
に
高
ま
り
、
か
っ
、
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
本
。フ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
れ
ら
多
方
面
か
ら
の
声
を
踏
ま
え
、
「
新
纂

浄
土
宗
大
辞
典
』
(
以
下
、

「新
纂
大
辞
典
』
と
記
す
)
の
編
集
・

86 

発
刊
を
目
指
し
て
い
る
。
無
論
、
現
今
の
出
版
を
取
り
巻
く
環
境
、

頒
布

・
販
売
・
検
索
の
便
宜
な
ど
を
鑑
み
、

「
新
纂
大
辞
典
』
の

電
子
化
も
視
野
に
入
れ
て
作
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
『
新
纂
大
辞
典
』
の
発
刊
は

一
層
の
教
学
振
興
を
促

し
、
布
教
施
策
の

一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
研
究
班
は
、
平
成
時
年
4
月
1
日
に
組
織
さ
れ
た

『新
纂
浄

土
宗
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
(
委
員
長
・
石
上
善
応
、
副
委
員

そ長
の ・
ま伊
ま藤

E車
種の
璽指
表導
干丁 多

雪仰
里ぎ

実き
宣ロ
- ...，' 
M ン
員ェ
長ク

常品III _ 

辰 吉
II~ 宗

副
委
員
長
・
安
達
俊
英
)
と
し
て
宗
務
当
局
か
ら
の
委
嘱
を
受
け

て
鋭
意
編
集
作
業
を
進
め
て
い
る
。

研
究
内
容
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平
成
口
年
9
月
8
日、

「新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
編
纂
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
席
上
、
文
化
局
か
ら
、
現
行

『大
辞
典
」

の
改
訂
と
し
て

『新
纂
大
辞
典
』
を
出
版
し
た
場
合
、
著
作
権
法

上
の
問
題
が
多
く
、
現
行

『大
辞
典
』
所
収
の
図
版
も

一
定
の
手

続
き
を
経
な
け
れ
ば
ま
っ
た
く
使
用
で
き
な
い
と
い
う
点
が
提
起

さ
れ
た
。
討
議
の
結
果
、

「新
纂
大
辞
典
」
は
、
原
則
と
し
て
全

項
目
に
わ
た
っ
て
新
規
原
稿
・
新
規
図
版
で
編
集
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
決
定
し
、
編
纂
実
行
委
員
会
へ
そ
の
旨
が
伝
え
ら
れ
た

(
詳
細
は

君
示
報
』
平
成
百
年
日
月
号
「
大
遠
思
事
務
局
だ
よ
り

日
」
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。
こ
れ
ま
で
当
研
究
班
で
は
、
『
大
辞
典
」

の
項
目
を

一
々
精
査
し
、
新
た
に
執
筆
者
を
選
定
す
る
項
目
と
編

集
部
内
で
処
理
す
る
項
目
と
の
大
き
く
二
つ
に
分
類
し
て
い
た
が

(
詳
細
は
、

「教
化
研
究
」
第
H
・
日
号
所
収
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
)
、
編
集
方
針
の
大
綱
変
更
は
当
研

究
班
の
こ
う
し
た
作
業
に
も
抜
本
的
な
見
直
し
を
迫
る
こ
と
と
な

っ
た
。

年
度
中
途
の
大
綱
変
更
で
は
あ
っ
た
が
、
当
研
究
班
の
編
集
作

業
は
粛
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
の
編
集
作
業
は
概
ね
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

①

『大
辞
典
』
全
項
目
の
分
類
|
現
行

『大
辞
典
」
全
項
目
(
約

6
5
0
0項
目
)
を
そ
の
内
容
に
応
じ
て
分
類
し

エ
ク
セ
ル

上
で
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
た
。

②
新
規
採
用
項
目
の
選
定
|
担
当
毎
に
各
種
辞
典
等
か
ら
新
規
採

用
候
補
の
項
目
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
を
全
体
会
で
精

査

・
検
討
の
上
、
約
2
5
0
0項
目
を
選
定
し
、

フ
ァ
イ
リ
ン

グ
し
た
。

③
執
筆
依
頼
前
の
基
礎
作
業
↑
①
と
②
の
総
計
約
9
0
0
0項
目

を
他
の
関
連
項
目
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
決

定
、
リ
ン
ク
先
の
指
示
、
想
定
執
筆
者
の
選
定
な
ど
の
基
礎
作

業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
お
願
い
す
る
多
く
の
原
稿
執
筆
依
頼
者
の
便
宜
を

は
か
る
た
め
、
現
時
点
で
い
た
だ
い
て
い
る
新
規
執
筆
原
稿
、
約

1
2
0項
目
分
を
編
集
の
上
、
見
本
版
の
製
作
を
進
め
て
い
る
。

研
究
開
催
日

原
則
と
し
て
毎
週
月
曜
日
に
全
体
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
分
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野
別
担
当
者
毎
の
個
別
研
究
会
な
ど
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
行
わ

れ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
四
年
2
月

6
日

・
7
日
の
両
日
と
同
2

月
初
日

-n日
の
両
日
、
前
者
は
東
部
ス
タ

ッ
フ
に
よ
り
、
後
者

は
東
西
合
同
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、

1
泊
2
日
の
集
中
研
究
会
を
開

催
し
た
。

研
究
ス
タ
ッ
フ一

覧

総
t、

石丹
市 b
;1u 

所
長

石
上
善
応
研
ヴh
;1u 

代
表
以
下

平
成
17 

2 
の

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
ス
タ

ッ
フ
の
構
成
と
そ
の
担
当
分
野
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
年
度
も
ス
タ

ッ
フ
の
増
員
が
許
さ

れ
、
作
業
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
膨
大
な
デ
l
タ
を
よ
り
効
率
的
に

処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
高
度
な
編
集

技
術
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
足
当
初
か
ら
大
蔵
健
司
専
任

研
究
員
を
チ
1
フ
と
す
る
編
集
班
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
、
デ
l
タ
の
作
成

・
保
存
な
ど
の
情
報
処
理
作
業
を
進
め
て
い

る
の
で
、
重
複
す
る
が
そ
の
構
成
も
付
記
し
て
お
く
。

石
上

震
研
勾h
プu

代
表
/ 
浄
土
刀t

総
A 
口

研-評
所
長

福
西
賢
兆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
)

V
東
部
ス
タ
ッ
フ

林
田
康
順
(
主
務
/
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

大
蔵
健
司
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)
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集

宗
制

・
哲
学
・
成
句

法
式

西
城
宗
隆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

袖
山
栄
輝
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

石
川
琢
道
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

柴
田
泰
山
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

曽
根
宣
雄
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

和
田
典
善
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

名
和
清
隆
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
助
手
)

一
般
仏
教
語

人
名

一
般
仏
教
語

宗
学

典
籍

宗
教

・
民
俗

石
田

一
裕
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
助
手
)

宮
入
良
光

浄
土
刀t

総
合
研

-;1u 所
研-;1u 
助
手

布
教

仏

i 
一
般
仏
教
語

郡
山鳥
昭
刀t

浄
土
万t

総
合
研
司、ヨ
;1u 

所
常
勤
嘱
託
研
ヴb
:tu 

号

吉
田
淳
雄

浄
土
刃主

総
A 

研
究
所
常
勤
l属
託
研
，時コ
プU

g 

典
籍
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宗
史
・
歴
史

・
国
文

村
田
洋

(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)

江
島
尚
俊
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

寺
院

・
詠
唱

・
組
織

宗
教

・
民
俗
・
宗
史
(
近
代
)

東
海
林
良
昌
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

宗
史

・
歴
史
・
国
文

吉
水
岳
彦
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

宗
学

V
西
部
ス
タ
ッ
フ

膏
藤
舜
健
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)

善

裕
昭
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

安
達
俊
英
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)

清
水
秀
浩
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)

大
沢
亮
我
(
研
究
ス
タ
ッ
フ
)

米
I事
実
Z上
子

浄
土
万て

総
合
研
勾 h
/u  

所
常
勤
嘱
託
研
'7'0 
7u 

員

V
編
集
担
当

大

震
司

編
集
主
務
/ 
浄
土
刀可

総
メ入
口

研
'7'0 
/u  

所
専
任
研
ヴh
/u  

員

石
川
琢
道
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)

郡
嶋

刀t

空
耳主

総
メ』、

研
'*' 詰
常
勤
嘱
託
研
'*' プu

員

吉
田

E 
浄
土
刀主

総
合
研
ゲ固

辞
常
勤
嘱
託
研
$ 
苅

員

お
わ
り
に
|
お
願
い
に
か
え
て
|

以
上
、
私
た
ち

「
「新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
」
の
編
集
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
、
か
つ
て

『大
辞
典
』
刊
行
に
か
か
わ

ら
れ
た
編
纂
委
員
の
先
生
方
や
ご
執
筆
さ
れ
た
先
生
方
を
は
じ
め

と
す
る
実
に
膨
大
な
先
学
諸
賢
の
ご
尽
力
に
常
に
敬
意
を
は
ら

ま
た

新
纂
浄
土
刀τ
大
辞
典

編
纂
委
員
b.. 
:z:;; 

の
先
生
方
の

指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
、

『新
纂
大
辞
典
』
刊
行
に
向
け
た
編
集
作
業

を
営
為
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
際
、
各
項
目
に
記
載
さ
れ
る
内
容
の
確
認
は
も
と

よ
り
、
各
寺
院
の
什
物
・
諸
大
徳
の
写
真
な
ど
の
図
版
掲
載
許
可

や
撮
影
依
頼
の
た
め
、
直
接

・
間
接
に
、
各
ス
タ
ッ
フ
が
書
面
や

電
話
を
通
じ
て
各
寺
院
宛
に
連
絡
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
報
告
を
ご

一
読
い
た
だ
い
た
大
方
の

諸
賢
に
は
、
本
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
広
く

ご
協
力
を
賜
れ
る
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

浄土宗大辞典大遠忌関連特別業務89 



る
。
あ
わ
せ
て
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撞
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
合
掌

土
寸
H
リ県

E
E胃

必
イ
甲
刀
並
珂
喜
q

大
遠
忌
関
連

浄
土
宗
基
本
典
籍
現
代
語
訳
化
A

浄
土
三
部
経

研
究
目
的

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
化
は
宗
祖
法
然
上
人
八
百
年
大

御
遠
忌
に
お
け
る
記
念
事
業
の

一
環
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り

浄
土
三
部
経
の
現
代
語
訳
化
研
究
は
平
成
H
年
度
か
ら
の
継
続
で

あ
る
。

浄
土
宗
基
本
典
籍
、
と
り
わ
け
浄
土
三
部
経
現
代
語
訳
化
の
目

的
は
難
解
な
漢
籍
を
現
代
人
に
親
し
み
ゃ
す
く
読
み
ほ
ぐ
し
内
容

理
解
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
宗
に
お
け
る

文
責
者

主
務
/
研
究
員

林
田
康
順

90 

布
教
教
化
の

一
助
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
檀
信
徒
ほ
か

一
般

の
方
々
に
も
本
宗
の
教
え
に
触
れ
る
契
機
と
な
ろ
う
。

本
平
成
百
年
度
、
当
研
究
班
で
は
昨
年
度
か
ら
の
継
続
と
し
て

「
無
量
寿
経
」
下
巻
の
第
二
次
現
代
語
訳
を
完
成
さ
せ
、
次
い
で

『観
無
量
寿
経
』
の
現
代
語
訳
化
に
取
り
組
ん
だ
。

研
究
内
容

浄
土
三
部
経
に
は
浄
土
教
の
根
幹
と
な
る
教
え
が
説
か
れ
て
お

り
、
前
述
し
た
現
代
語
訳
化
の
趣
旨
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
に
も
他
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の
浄
土
教
教
団
、
あ
る
い
は
個
々
の
研
究
者
が
現
代
語
訳
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
わ
れ
わ
れ
が
改
め
て
現
代
語

訳
化
に
取
り
組
む
の
は
浄
土
宗
の
解
釈
に
沿
っ
た
三
部
経
の
読
み

方
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

本
誌
前
号
で
も
述
べ
た
と
お
り
、

三
部
経
現
代
語
訳
の
底
本
は

『浄
土
宗
聖
典
」
第
1
巻
収
載
の
「
浄
土
三
部
経
訓
読
書
き
下
し

文
」
で
あ
る
。
『
浄
土
宗
聖
典
」
全
6
巻
の
刊
行
は

一
宗
の
悲
願

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
宗
教
団
に
よ
る
浄
土
三
部
経
の
定
本

が
は
じ
め
て
提
示
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
書
き
下
し
文
の
底

本
は
い
わ
ゆ
る
大
雲
校
訂
本
で
あ
り
、
大
雲
校
訂
本
は
観
徹
の

2蔀
ち受
合芭
謹 の

沿軽
三基，、、

経 Z
茎訓
り点
文川

雪主
解抗

空会
三ミ
け~
-rJ 0 

ば
本
宗
に
お
け
る
三
部
経
現
代
語
訳
の
定
本
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
『
観
経
』
に
つ
い
て
は
先
行
し
て
訳
し
た
「
銀
山
且
園
中

寿
経
』
同
様
、

『合
讃
』
だ
け
で
は
解
釈
し
き
れ
な
い
点
が
少
な

く
な
い
。
し
か
も

『観
経
」
に
は
党
本
、
異
訳
本
が
な
く
、
『
合

讃
」
の
ほ
か
本
宗
の
解
釈
と
し
て
参
照
す
べ
き
注
釈
は
義
山
の

『観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
に
と
ど
ま
る
。
現
代
語
訳
化
に
あ
た

つ
て
は
、
こ
の
二
つ
を
常
に
参
照
す
る

一
方
、
当
然
な
が
ら
高
祖

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
を
最
大
限
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
書
き
下
し
文
に
お
け
る
訓
点
、
送
り
仮
名
の
意
図
を
善

導
大
師
の
解
釈
の
も
と
に
照
合
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

さ
て

「観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
実
際
の
現
代
語
訳
化
作
業
は
、

ま
ず
柴
田
研
究
員
が

「合
讃
」
並
び
に

『観
経
疏
」
を
参
照
、
石

田
研
究
員
が
校
訂
本
と
し
て

『大
蔵
経
」
収
載
の
も
の
、
さ
ら
に

「国
訳

一
切
経
』
に
お
け
る
書
き
下
し
文
を
参
照
し
、
そ
れ
ら
を

受
け
つ
つ
袖
山
研
究
員
が
下
訳
を
施
し
た
。
こ
の
下
訳
を
叩
き
台

に
し
て
、
随
時
、
斉
藤
(
瞬
)
研
究
員
に
助
言
を
求
め
つ
つ
、
石

田
・
柴
田
・
袖
山
の
3
研
究
員
が
共
同
で
第

一
次
訳
を
作
成
さ
せ

て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
工
程
に
よ
り
第

一
次
訳
に
つ
い
て
は
ロ

月
末
ま
で
に
、

い
わ
ゆ
る
四
分
二
を
越
え
て
第
十
観
ま
で
施
す
こ

と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
第
二
次
訳
を
施
す
に
あ
た

っ
て
第

一
次
訳
を
精

査
し
て
み
る
と
、

①一

経
二
会
と
い
う
構
造
に
お
け
る
「
知
是
我
聞
」
の
訳
し
方

②
い
わ
ゆ
る
「
王
舎
城
の
悲
劇
」
に
お
け
る
人
物
描
写
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③
章
提
希
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
思
惟
」
「
正
受
」
の
意
昧
内
容

④

「
浄
業
」
と

ヲ一
福
」
の
関
係

⑤

「
想
」
「
作
想
」
「
想
念
」
「
観
」
「
貝
」
の
意
味
内
容

な
ど
「
観
経
』
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
か
か
わ
る
部
分
で
、
十
分

に
読
み
切
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
1
月
以
降
、
上
記
4
名
に
よ
り
、
今

一
度
、
原
典
及
び

「観
経
疏
』
等
諸
注
釈
書
を
精
読
し
な
が
ら
内
容
理
解
に
努
め

推
敵
を
重
ね
つ
つ
第
二
次
訳
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
年
度
内
に
四
分
二
第
九
観
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
た
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
四
分

一
第
三
観
ま
で
に
と
ど
ま
っ
た
。
目
標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
よ
り
高
い
完
成
度
を
目
指
し
た
結
果
と
ご

理
解
を
賜
り
た
い
。

な
お
、
訳
文
に
つ
い
て
は
英
訳
化
を
念
頭
に
主
語
述
語
の
関
係

が
明
確
に
な
る
よ
う
心
が
け
、
文
章
を
補
う
場
合
に
は

内

4

』

「

H
い

J

ー一'」
o

p
t
-言
ロ
1
L
J
J

こ
れ
ま
で
の
経
緯

本
研
究
で
は
、
す
で
に
本
誌
の
研
究
ノ
l
ト
と
し
て
第
H
号
に

『阿
弥
陀
経
」
(
訳
注
を
含
む
)
、
第
日
号
に
『
無
量
寿
経
』
上
巻
、

92 

第
日
号
に

『無
量
寿
経
』
下
巻
の
現
代
語
訳
を
発
表
し
て
い
る
。

平
成
口
年
度
の
研
究
課
題
と
し
て
は

『観
経
」
の
現
代
語
訳
化
の

ほ
か
、
①

『観
経
」
成
立
に
関
す
る
基
礎
研
究
、

②
『
観
経
疏
」

現
代
語
訳
化
の
基
礎
研
究
、

③
『
無
量
寿
経
」
編
纂
意
図
の
解
明

(
前
年
度
よ
り
継
続
)
を
蝿
け
た
。

①
に
つ
い
て
は
版
本
や
写
本
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

②
に
つ
い
て
は
英
訳
化
を
念
頭
に
、

1
月
に
来
日
中
で
あ
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
の
マ

l
ク
・
ブ
ラ
ム
氏
(
当
研
究
所
研

究
ス
タ

ッ
フ
)
と
柴
田
と
が
4
日
間
に
わ
た
り

「観
経
疏
」
の
読

み
合
わ
せ
作
業
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
第
3
5
0回
教
化
高
等
講
習

会
(
知
恩
院
)
に
お
け
る
氏
の
講
義
(
「
念
仏
の
多
面
性
」
)
を
柴

回
と
袖
山
が
受
講
し
た
。

③
に
つ
い
て
は
総
合
学
術
大
会
に
お
い
て
柴
田
が
「
無
量
寿
経

所
説
の
慈
氏
菩
薩
に
つ
い
て
」
、
袖
山
が
「
無
量
寿
経
〈
無
量
寿

仏
声
〉
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
た
研
究
発
表
を
行
っ
た

(『仏
教

論
叢
」
第
日
号
掲
載
)
。『
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
は
す
で
に
本
誌

に
お
い
て
現
代
語
訳
を
宗
内
に
問
う
た
が
、
経
文
そ
の
も
の
の
中
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に
経
典
成
立
・
編
纂
に
関
す
る
多
く
の
学
術
的
課
題
が
潜
ん
で
お

り
、
現
代
語
訳
を
施
す
以
上

『大
阿
弥
陀
経
」
『
平
等
覚
経
」
と

い
っ
た
先
行
漢
訳
経
典
と
の
比
較
研
究
が
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
研
究
会
開
催
日
と
検
討
内
容

平
成
町
年
度
、
当
研
究
会
の
開
催
は
日
別
に
し
て
計
諸
国
で
あ

っ
た
。

月
毎
の
内
訳
は
4
月
3
回、

5
月
3
回、

6
月
4
回

7
月
2

回、

9
月
3
回

叩
月
4
回

ロ
月
4
回

日
月
5
回

月

回、

2
月
2
回、

3
月
5
因
。

こ
の
う
ち
4
月
末
ま
で
に

『無
量
寿
経
」
下
巻
の
第
二
次
訳
を

終
了
し

『教
化
研
究
」
第
日
号
に
掲
載
す
べ
く
入
稿
。
第
4
回
研

究
会
に
お
い
て
入
稿
原
稿
の
チ
ェ

ッ
ク
、
第
5
回
で
校
正
作
業
を

行
っ
た
。
つ
い
で
第
6
回
に
お
い
て

「観
経
」
現
代
語
訳
化
の
作

業
方
針
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い

6
月
の
第
7
固
か
ら
ロ

月
の
第
お
固
ま
で
か
け
て

『
観
経
」
第
十
観
ま
で
の
第

一
次
訳
を

終
了
さ
せ
た
。
そ
の
後
、

1
月
の
第
却
固
か
ら
3
月
の
第
羽
田
、

さ
ら
に
は
4
月
新
年
度
第
1
回
の
研
究
会
に
お
い
て
四
分

一
第
三

観
に
至
る
ま
で
の
第
二
次
訳
を
完
成
さ
せ
た
。

な
お
前
項
②
に
関
す
る
ブ
ラ
ム
氏
と
柴
田
に
よ
る
研
究
会
は
I

月
7
日
か
ら
叩
日
ま
で
で
あ
っ
た
。

関
連
報
告

本
号

「研
究
ノ
l
ト
」
に

『観
経
」
四
分

一
第
三
観
に
至
る
ま

で
の
現
代
語
訳
を
掲
載
し
た
。
ご
高
覧
の
う
え
フ
ァ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
な
ど
に
て
ご
意
見
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
よ
り

完
成
度
の
高
い
現
代
語
訳
を
目
指
し
た
い
と
思
う
。

ま
た
5
月
の
第
部
回
教
学
高
等
講
習
会
(
増
上
寺
)
に
お
い
て

袖
山
が

{『無
量
寿
経
」
現
代
語
訳
化
の
諸
問
題
①
}
、
柴
田
が

{『
無
量
寿
経
』
現
代
語
訳
化
の
諸
問
題
②
}
と
題
し
て
講
義
を
行

ぃ
、
本
研
究
の

一
端
を
紹
介
し
た
。

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
貰

(敬
称
略
)

研
究
代
表

石
上
善
臆

当
研
究
所
長

E 

浄土三部経大遠忌関連特別業務93 



研
究
主
務

袖
山
柴
輝

研
究
員

柴
田
泰
山

斉
藤
瞬
健

土
寸
H
リ
半
E
R
令
指

A
2
1
ロ
刀
量
訓
マ

ra

大
遠
思
関
連

浄
土
宗
基
本
典
籍
現
代
語
訳
化
B

四
十
八
巻
伝

研
究
目
的

法
然
上
人
の
伝
記
は
滅
後
に
多
く
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

な
か

「四
十
八
巻
伝
」
は
滅
後
百
年
頃
に
成
立
し
、
諸
伝
を
集
大

成
し
た
位
置
に
あ
る
。
浄
土
宗
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
以
降
、
法

然
伝
の
標
準
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
き
た
。
本
班
は
、

『四
十
八

巻
伝
」
全
体
の
現
代
語
訳
の
作
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

現
在
の
浄
土
宗
で
は
、
布
教
で
法
然
の
生
涯
を
説
明
す
る
場
合
、

「
四
十
八
巻
伝
』
に
の
っ
と
っ
て
話
す
こ
と
が
多
い
。

一
方
、
鎌

倉
時
代
の
古
文
を
正
確
に
読
ん
で
理
解
し
た
上
で
話
す
こ
と
は
、

研
究
ス
タ
ッ
フ

石
田

一
裕

94 

文
責
者

袖
山
栄
輝

主
務
/
専
任
研
究
員

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
わ
か
り
や
す
い
現
代
語

訳
を
望
む
声
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
の
希
望
に
で
き
る
だ
け
応

え
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。

研
究
内
容

資
料
を
現
代
語
訳
し
て
い
く
際
、
数
人
集
ま
っ
て
行
う
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
誰
か
が
下
訳
を
作
成
し
、
そ
れ
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

検
討
・
修
正
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
班
で
も
、
こ

れ
ま
で
お
お
む
ね
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
作
業
を
進
め
て
き
た
。
し



研究活動報告

か
し
、
下
訳
担
当
者
に
負
担
が
の
し
か
か
る
た
め
同

一
人
が
ず
っ

と
担
当
し
て
い
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
区
切
り
の
よ
い
と
こ
ろ
で

交
替
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
年
度
の
下
半
期
か
ら
は
、
あ
ら
た
に

曽
田
俊
弘
氏
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
下
訳
を
担
当
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
た
だ
、
担
当
者
が
交
替
す
る
と
訳
文
の
調
子
ま
で
か

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
調
整
の
た
め
の
時
間
が
か
か
っ
て

く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
ク
リ
ア

l
し
な
が
ら
作

業
を
す
す
め
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
順
調
に
行
く
時
と
行
か
な
い

時
が
交
互
に
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
記
し
て
き
た
と
お
り
、

「四
十
八
巻
伝
」
の
現

代
語
訳
に
は

富
田
哲
雄

昭
和
更
編
校
注
勅

撃
吠

上
人
御
伝
全

霊
全

十
巻
(
西
念
寺
昭
和
泊
j

g
年
)

②
村
瀬
秀
雄
『
全
訳

法
然
上
人
勅
修
御
伝
』

(
常
念
寺
、
昭

和
町
年
)

③
大
橋
俊
雄

『法
然
上
人
伝
」
法
然
全
集
別
巻
全
二
巻
(
春
秋

社
平
成

6
年
)

の
3
書
が
あ
る
。
本
班
で
も
っ
と
も
参
照
し
て
い
る
の
は
①
で
あ

る
。
こ
れ
は
は
じ
め
て
の
現
代
語
訳
で
あ
り
な
が
ら
完
成
度
は
高

く
、
古
文
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
の
訳
文
で
あ
る
こ
と
、
仏
教

語
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
十
分
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

注
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
す
ぐ
れ
た
特
色
を
備
え
て
い
る
。

こ
れ
以
上

『四
十
八
巻
伝
』

の
現
代
語
訳
を
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
実
際
に
思
う
く
ら
い
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
特
に
若
者
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
文
体
が
や

や
古
く
て

一
時
代
前
の
感
が
あ
り
、
訳
者
の
補
足
説
明
が
か
な
り

入
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
す
っ
き
り
し
た
訳
文
で
は
な
い
。
ま
た

入
手
も
困
難
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
班
で
は

原
文
に
即
し
な
が
ら
よ
り
簡
明
で
わ
か
り
や
す
く
、
す
っ
き
り
し

た
形
の
訳
文
に
し
て
い
く
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

研
究
開
催
日
お
よ
び
検
討
内
容

メ
ン
バ
ー
は
全
員
多
忙
な
た
め
日
程
調
整
が
つ
き
に
く
い
が

お
お
む
ね

1
月
に

2
回
の
研
究
会
を
開
い
て
き
て
い
る
。
場
所
は

資
料
や
文
献
が
揃
っ
て
お
り
、
交
通
の
便
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で

知
思
院
浄
土
宗
学
研
究
所
を
お
借
り
し
て
い
る
。
平
成
口
年
度
の

凶十八巻伝大遠忌関連特別業務95 



研
究
会
開
催
日
は
次
の
と
お
り
。

3
月
9
日
(
木
)

96 

3
月
日
日
(
水
)

平
成
幻
年

3
月
お
日
(
木
)

5
月
日
日
(
金
)

6
月
6
日
(
月
)

本
年
度
は
巻
六
を
中
心
に
検
討
し
た
。
こ
こ
は
、

「観
経
疏
」

6
月
初
日
(
月
)

「
一
心
専
念
」

の
文
に
よ
る
回
心
、
叡
空
と
の
念
仏
論
争
、

三
学

7
月
泊
日
(
木
)

非
器
の
自
覚
、
凡
入
報
土
論
、
浄
土
五
祖
像
の
話
な
ど
を
含
む
重

9
月
初
日
(
金
)

要
な
巻
。
読
ま
れ
る
こ
と
が
特
に
多
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
ら
訳

叩
月
お
日
(
金
)

出
は
慎
重
に
す
す
め
た
。
古
文
の
独
特
の
言
い
回
し
ゃ
仏
教
熟
語

日
月
7
日
(
月
)

を
現
代
語
に
ど
う
訳
し
て
い
く
か
は
大
変
難
し
い
。
数
行
の
訳
出

日
月
幻
日
(
月
)

に
ひ

っ
か
か
り
予
想
外
の
時
間
を
と
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ

ロ
月
5
日
(
月
)

た
。

ロ
月
四
日
(
月
)

巻
六
の
第

一
段
は
、
出
離
の
道
に
悩
ん
で
き
た
法
然
が

「観
経

疏
」
を
読
ん
で
た
ち
ど
こ
ろ
に
専
修
念
仏
の
立
場
に
到
達
し
た
と

平
成
時
年

い
う
有
名
な
場
面
。
原
文
は
次
の
通
り
。

1
月
日
日
(
月
)

上
人
、
聖
道
諸
宗
の
教
門
に
あ
き
ら
か
な
り
し
か
ば
、
法
相

2
月
日
日
(
金
)

三
論
の
碩
徳
、
面
々
に
そ
の
義
解
を
感
じ
、
天
台
花
厳
の
明

2
月
初
日
(
火
)

匠

一
々
に
か
の
宏
才
を
ほ
む
。
し
か
れ
ど
も
な
を
出
離
の
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道
に
わ
づ
ら
ひ
て
、
身
心
や
す
か
ら
ず
。
順
次
解
脱
の
要
路

を
し
ら
ん
た
め
に
、

一
切
経
を
ひ
ら
き
見
た
ま
ふ
こ
と
五
遍

な
り
。

一
代
の
教
速
に
つ
き
て
、

つ
ら
つ
ら
思
惟
し
給
に

か
れ
も
か
た
く
、
こ
れ
も
か
た
し
。
し
か
る
に
恵
心
の
往
生

要
集
、
も
は
ら
善
導
和
尚
の
釈
義
を
も
て
指
南
と
せ
り
。
こ

れ
に
つ
き
て
ひ
ら
き
見
給
に
、
か
の
釈
に
は
、
乱
想
の
凡
夫
、

称
名
の
行
に
よ
り
て
順
次
に
浄
土
に
生
ず
べ
き
む
ね
を
判
じ

て
、
凡
夫
の
出
離
を
た
や
す
く
す
〉
め
ら
れ
た
り
。
蔵
経
披

覧
の
た
び
に
、
こ
れ
を
う
か
ず
ふ
と
い
へ
ど
も
、
と
り
わ
き

見
給
こ
と
三
遍
、
つ
ゐ
に

て
心
専
念
弥
陀
名
号
、
行
住
坐
臥

不
問
時
節
久
近
、
念
々
不
捨
者
、
是
名
正
定
之
業
、
順
彼
悌

願
故
の
文
に
い
た
り
て
、
末
世
の
凡
夫
、
弥
陀
の
名
号
を
称

せ
ば
、
か
の
仏
の
願
に
乗
じ
て
、
た
し
か
に
往
生
を
う
べ
か

り
け
り
、
と
い
ふ
こ
と
は
り
を
お
も
ひ
さ
だ
め
給
ぬ
。
こ
れ

に
よ
り
て
承
ふ
女
五
年
の
春
、
生
年
四
十
三
、
た
ち
ど
こ
ろ
に

余
行
を
す
て
〉
、

一
向
に
念
仏
に
帰
し
給
ひ
に
け
り
。

法
然
の
生
涯
の
タ

l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
承
安

5
年、

円
相
歳
の
回
心
で
あ
る
。
浄
土
宗
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
で
、
布

教
で
も
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
こ
ろ
で
ろ
で
あ
ろ
う
。
本
班
で

は
、
こ
こ
を
次
の
よ
う
に
訳
し
た
。

法
然
上
人
は
、
聖
道
門
の
諸
宗
の
教
え
を
よ
く
理
解
さ
れ
て

い
た
の
で
、
法
相
宗
や
三
論
宗
の
高
徳
た
ち
は
、
お
の
お
の

上
人
が
そ
の
宗
派
の
教
え
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
感
心

し
、
天
台
宗
や
華
厳
宗
の
す
ぐ
れ
た
学
匠
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
上
人
の
広
い
才
知
を
ほ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
な

お
迷
い
の
世
界
か
ら
離
脱
す
る
方
法
に
思
い
悩
ん
で
、
身
も

心
も
落
ち
着
か
ず
、
こ
の
次
の
生
涯
に
お
い
て
迷
い
か
ら
離

れ
る
肝
要
な
方
法
を
見
出
す
た
め
に

一
切
経
を
五
回
読
ま

れ
た
。

釈
尊
が
生
涯
に
説
か
れ
た
教
え
に
つ
い
て
、
よ
く
よ
く
思
案

さ
れ
た
と
こ
ろ
、
あ
れ
も
難
し
く
こ
れ
も
難
し
い
。
と
こ

ろ
が
恵
心
僧
都
源
信
の

『
往
生
要
集
』
は
、
も
っ
ぱ
ら
善
導

和
尚
の
注
釈
(
『観
経
疏
』
)
を
指
導
の
書
と
し
て
い
る
。
そ

乙
で
直
接
そ
れ
を
読
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
注
釈
に
は
、
心

が
散
り
乱
れ
る
凡
夫
が
称
名
の
行
に
よ
っ
て
次
の
生
涯
に
は

浄
土
に
往
生
で
き
る
と
断
定
し
て
あ
り
、
凡
夫
が
迷
い
の
世
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界
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
、
い
と
も
簡
単
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
。

蔵
経
を
ご
覧
の
た
び
に
こ
の
文
を
見
て
お
ら
れ
た
が
、
こ

と
に
注
意
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
三
度
、
つ
い
に
「

一
心
に
も

つ
ば
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
て
、
何
時
い
か
な
る
こ
と

を
し
て
い
て
も
、
時
間
の
長
短
に
関
わ
ら
ず
、
常
に
続
け
て

や
め
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
正
定
の
業
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
意
趣
に
叶
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
」
と
い
う

一
節
に
い
た
っ
て
、
末
法
の
世
に
生
き
る
凡
夫

は
阿
弥
Fじ
仏
の
名
号
を
称
え

れ
ば

阿

露
仏
の
本
願

乗

っ
て
、
間
違
い
な
く
往
生
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
道
理
を
確

信
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
承
安
5
年

(
1
1
7
5
)

の
春
、
上
人
は
必
歳
の
時
、
す
ぐ
さ
ま
諸
行
を
捨
て
て
、
ひ

た
す
ら
念
仏
の
教
え
に
帰
依
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

関
連
報
告
等
の
有
無

今
回
の
「
教
化
研
市
九
」
に
は
、
巻
六
の
訳
文
を
掲
載
し
た
。

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
(
敬
称
略
)
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葬
祭
仏
教

全
教
区
葬
祭
ア
ン
ケ
ー
ト

100 

第
一
次
集
計
分
析

「
葬
祭
仏
教
葬
儀
の
実
態
的
研
究
」
は
、
近
年
急
速
に
変
容

し
て
い
る
葬
祭
の
実
態
的
研
究
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

静
岡
教
区
全
寺
院
の
住
職
に
対
し
て
葬
送
儀
礼
の
現
状
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
葬
祭
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
檀
信
徒
へ
の

聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
。
平
成
時
年
度
に
は
、
静
岡
教

区
正
住
職
寺
院
の
檀
信
徒
へ
の
「
お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
行
な
い
、
葬
送
儀
礼
の
な
か
で
の
通
夜
か
ら
葬
儀
式
に

関
す
る

一
連
の
意
識
調
査
を
行
な
っ
た
。
平
成
口
年
度
に
は
、
全

教
区
正
住
職
寺
院
の
檀
信
徒
へ
同
様
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

-
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

平
成
口
年
9
月
、
浄
土
宗
国
内
の
全
教
区
の
正
住
職
寺
院

5
6

5
3
ヶ
寺
に
、
檀
信
徒
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

3
票

ず
つ
郵
送
(
計
1
万
6
9
5
9票
)
し
た
。
そ
し
て
、
各
寺
院
の

住
職
に
平
成
元
年
以
降
に
葬
儀
を
行
な
っ
た
檀
信
徒
三
名
に
ア
ン

ケ
l
ト
用
紙
を
配
布
依
頼
し
た
。

回
収
方
法
は

回
答
者
が
浄
土
刀て

総
メ入

研
究
所

直
接
郵
送
す

る
形
式
を
と
っ
た
。
回
収
数
は
、

3
2
6
0票
(
回
収
率
四

2
%
)
で
あ
っ
た
。
今
回
は
第

一
次
分
析
と
し
て
同
票
の
単
純
集

計
の
分
析
を
行
う
。

-
設
問
の
趣
旨

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
は
、
喪
主
を
務
め
た
人
の
葬

儀
に
対
す
る
意
識
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
葬
儀
の

実
態

・
葬
儀
の
意
義

・
戒
名
の
意
義

・
他
界
観
・

霊
魂
観

・
先
祖



研究ノー ト

観
な
ど
を
探
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
全
教
区
版
ア
ン
ケ
ー
ト

の
質
問
項
目
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

静
岡
教
区
版
よ
り
設
聞
を
少
な
く
し
た
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
分
析
の
重
要
な
用
語
と
し

て
、
各
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る

〈「家」

制
度
v

は
、
以
下
の
よ

う
な
意
昧
で
用
い
て
い
る
。

「家」

制
度

(イ
エ
制
度
)

日
本
の
伝
統
的
家
族
制
度
で
、
名
字
、
屋
号
な
ど
の
家
名
の
世

代
を
超
え
た
存
続
と
繁
栄
を
重
視
す
る
生
活
制
度
。
そ
の
た
め
、

こ
の
家
に
所
属
し
、
同
じ
家
名
を
名
乗
る
親
族
集
団
の
家
長
・

戸

主
は
、
そ
の
親
族
に
所
属
す
る
家
産
や
家
業
を
所
有
し
、
そ
の
存

続
発
展
の
責
任
を
先
祖
に
対
し
て
負
っ
た
。
こ
れ
が
「
家
」
制
度

の
基
本
的
な
型
で
あ
る
。

1
8
9
8
(明
治
担
)
年
に
制
定
さ
れ
た
明
治
民
法
に
よ
り
、

戸
主
権
と
家
督
相
続
、

祭
杷
継
承
権
を
基
本
と
す
る
家
父
長
制
的

な

「家」

制
度
が
、
日
本
の
家
族
の
標
準
と
し
て
法
的
根
拠
を
あ

た
え
ら
れ
、
長
男
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
嫡
子
と
さ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の

1
9
4
7
(
昭
和
沼
)
年
に
、
個
人
の

尊
厳
と
男
女
平
等
を
基
本
原
則
と
す
る
現
行
民
法
が
制
定
さ
れ
る

と
、
家
父
長
制
的
な
家
制
度
に
代
わ
り
、

夫
婦
中
心
の
家
族
理
念

が
新
た
な
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
。

1
9
6
0年
代
ま
で
は
、
こ
の
理

念
と
実
態
と
の
問
に
は
ず
れ
が
大
き
か
っ
た
が

1
9
6
0年
代

後
半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
と
人
口
移

動
、
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
り
、
「
家
」
観
念
は
急
速
に
変
化
し

て
い
っ
た
。

第一次集計分析全教区葬祭アンケート葬祭仏教101 



浄
土
宗
総
合
研
究
所

お
葬
式
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

①
あ
な
た
の
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
調
査
は
喪
主
を
務
め
た
方
に
、
回
答
を
お
願
い
し
た
。

伝
統
的
な
「
家
」

制
度
か
ら
は
、
喪
主
は

「
家
」
の
継
承
者
で
あ

る
男
性
が
中
心
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
女
性
回
答
者
(
喪
主
を
務

め
た
方
)
が
お
%
い
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
こ

の
数
字
を
多
い
と
捉
え
る
べ
き
か
、
少
な
い
と
捉
え
る
べ
き
か
分

析
が
必
要
で
あ
る
。
女
性
が
喪
主
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
関
係
の

方
の
葬
儀
に
お
い
て
喪
主
を
務
め
た
の
か
、
地
域
で
差
は
み
ら
れ

る
の
か
、
女
性
が
喪
主
を
務
め
る
こ
と
は
今
後
増
え
る
と
考
え
ら

れ
る
の
か
、
ま
た
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
意
昧
を
も
つ
の
か
、
他
の
質
問
と
ク
ロ
ス
を
か
け
分
析
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

①あなたの性別を教えてください。

*
表
中
の

「綾
田
」
は
被
数
回
答
を
、
「
貼
」
は
無
回
答
を
表
す
。
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男・・・・・・
2
4
1
2

女・・・:・
8
2
7

NA複
回

2 1 
0 

※
計

q
t
u
qノ
臼

p
h
U
A
H
U

複回 NA

0% 1 % 



研究ノー ト

②
あ
な
た
の
年
齢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

印
歳
代
が
も
っ
と
も
多
く

つ
い
で
回
歳
代
、

初
歳
代
と
な

っ

て
い
る
。
回
答
者
(
喪
主
を
務
め
た
人
)

の
な
か
で
、

初
歳
代
と

加
歳
代
の
合
計
が
約
却
%
と
い
う
こ
と
は
、
伝
統
的
に
喪
主
は

〈「家」

の
継
承
者
が
務
め
る
も
の
〉
と
い
う
「
家
」
制
度
の
観
念

が
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
詳
細
な
分
析
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

却
歳
代
・
・
:
:
1
3

初歳代・・・・・・
6
3

的歳代・・・・・・
3
2
4

閃歳代・・・・・・
8
2
8

伺
歳
代
・
・
:
:
1
0
7
5

初歳代・・・・・・
7
9
7

加
歳
以
上
・
・
・
1
4
2

襖
回

NA 

7 

り

O
A
U
Sず

l

x目
-言
口

円
〈
U
円
ノ
臼

p
h
u
nu
v

②あなたの年齢を教えてくださし、。

20歳代 0% 

30歳代 2% 

第一次集計分析

③

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
・
市
・
町
・
村
名
を
教

北
海
道

青
森 え

て
く
だ
さ
い
。

寺
院
数

'
i
つ
&
q
u

9 
7 

3 
0 

3 
9 

NA 
1% 

復因

。%
配
布
数

回
収
数

回
収
率

q
J
O
O
マ4

15 
% 

5 
9 

?
u
q
u唱
i

19 
% 

5 
4 

9 
0 

36 
% 

3 
2 

唱
目
目
ふ
噌

E
A

丹，，

12 
% 

1 
4 
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研究ノート

震福
岡

佐
賀

長
崎

熊
本

大
分

宮
崎

鹿
児
島

沖
縄

未
記
入

合
計

寺
院
数

5 
8 

のノ

u
nべ
d
n
x
u

7 
9 

6 
2 

7 
0 

5 
7 3 

7 E
d
a
u
phJ
q
J
 

配
布
数

回
収
数

回
収
率

25 
% 

20 
% 

21 
% 

22 
% 

23 
% 

19 
% 

39 
% 

13 
% 

43 
% 

-
万
6
9
5
9
qυ

ワ
h
p
o
n
u

(
寺
院
数
は
平
成

η
年

8
月
末
時
点
の
正
住
職
寺
院
)

口
U

'

A

A
O

-

-

q
L
o-

④
あ
な
た
の
家
が
お
寺
の
檀
家
に
な
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

唱

i
7・4aτ

4 
3 

7
a
'
I
AA官

t
i
4
4
qJ
 

「
昔
か
ら
の
檀
家
」
が
日
%
あ
り
、
寺
院
と
長
く
関
係
を
保
つ

ηノ
臼

qtun
，a

5 
0 

て
い
る
人
の
回
答
が
多
い
。
し
か
し
、
「
自
分
の
代
か
ら
」
ま
た

唱

i
n
o
p
o

4 

つ

臼

胃

i
A
U

4 
9 

t
i
R
υ
q
J
 

2 
9 

5 

2 
0 

3 
9 

5 

2 
1 

9 2 
2 

は

「
親
の
代
か
ら
」
と
答
え
た
人
が
合
わ
せ
て
約
加
%
い
る
。
こ

れ
ら
の
人
た
ち
は

一
世
代
の
経
過
年
数
と
い
わ
れ
る
、
過
去
約

初
年
の
間
に
寺
院
と
檀
信
徒
関
係
を
結
ん
だ
人
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
人
の
移
動
や
新
た
な
分

家
に
よ
っ
て
寺
院
と
の
関
係
を
結
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
設
聞
は
、
回
答
者
の
居
住
地
域
に
よ
る
差
が
大
き
く
現
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
大
都
市
固
と
農
村
地
域
と
の
比
較
、
人

の
流
動
が
激
し
い
地
域
と
定
住
傾
向
の
強
い
地
域
と
の
比
較
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
、
っ
。

自
分
の
代
か
ら
・・・:
・4
1
0

親
の
代
か
ら
・
・
:
・
・
:
・
5
7
9

祖
父
母
の
代
か
ら
・
・
・
4
2
7

昔
か
ら
の
檀
家
・・・:・
1
8
0
8

複
回

3 

u
m
-
-
:・
:
:
:
:
3
3

※
計

q
d
ワ臼
p
o
n
u
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④あなたの家がお寺の檀家になったのは
いつですか。

普からの檀家
55% 

I 

あ
な
た
が
も
っ
と
も
最
近
に
経
験
し
た
、
あ
な
た
の
ご
家
族

の
お
葬
式
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

霊(1)

の
お

雲
は

つ
で
し
た
か

あ
な
た
の
ご
家
族
の
お
葬
式
の
な
か
で
、
も
っ
と
も

「
平
成
町
年
」
が
お
%
、
「
平
成
時
年
」
が
幻
%
、
「
平
成
日
年
」

て
い
る
。

が
臼
%
と
、
過
去
3
年
間
の
合
計
が
位
%
と
大
き
な
数
字
と
な

っ

s日・・:・・
l

H
9
・・・・・・

9
6

106 

s日
・・:・・ー

H
m・・:・・
9
7

S
印
・
・
・
:
・
ー

H
U
-
-
・:・

1
2
7

H
I
-
-
・:・

3
7

H
U
-
-
・:・

1
3
3

H
2
・・・:
・2
9

H
m・・
・:・

1
6
6

H
3・・・・・・
3

2

H
U
-
-
・:
・2
2
5

H
4
・・・
・・・
3
1

日
目
・
・・:・

4
1
8

H
5
・・・・・・

5

8

H
m・・・
:・

6
7
8

H
FO--
:-
-
F
U
F
b
 

H
U
-
-
:
・・
8
9
5

H
7
・・・:・

6
8

mm
・-・

:
:
:
3
3

H
8
・・
・・・・7
9

M
T
f
l
 

wの
2
ヨ
口

円
台
U
円

'f】

p
n
u
nH
V

(2) 

そ
れ
は
、
あ
な
た
か
ら
み
て
、
ど
の
よ
う
な
関
係
の
方

の
お
葬
式
で
し
た
か
。

「
実
父
ま
た
は
実
母
」
と
い
う
回
答
が
日
%
と
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、

「
配
偶
者
の
父
ま
た
は
母
」
と
い
う
回
答
が
9
%
あ
る
と
い
う
こ
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と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
様
々
な
ケ

l
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
夫
が
先
に
亡
く
な
り
、
そ
の
妻
が
義
父

・
義
母
の
葬
儀
の
喪

主
を
務
め
た
、

ま
た
養
子
が
喪
主
を
務
め
た
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

う
観
念

は
伝
統
的
な
〈
喪
主
は
「
家
」

ひ
い
て
は
「
家
」
制
度
そ
の
も
の
の
変
化
を
表
す
こ
と

の
継
承
者
が
務
め
る
も
の
〉
と
い

と
考
え
ら
れ
る
。
性
別
、
年
齢
な
ど
ほ
か
の
設
問
回
答
と
ク
ロ
ス

を
か
け
た
う
え
で
の
検
討
を
行
う
。

(1 )あなたのご家族のお葬式のなかで、もっとも

最近のお葬式はいつでしたか。

S50 0 % 
S57 0% 
S60 0 % 
H 1 1 % 
H 2 1 % 
H 3 1 % 
H 4 1 % 
H 5 2% 

H 6 2% 
H 7 2% 
H 8 2% 
H 9 3% 

H10 3% 
H11 4% 
H12 4% 

H14 

5% 

7% 

H13 

夫

:

・

5
4
1

妻

・:
2
0
4

実
父
ま
た
は
実
母
・
・
・・・
・・
・・
1
8
8
9

配
偶
者
の
父
ま
た
は
母
・
・
・
2
8
6

兄
弟
姉
妹
・
・
・
:
:
:
・
:
:
:
:
8
4

子

供

:

・

9
4

そ
れ
以
外
・
・
・
:
・
:
・
・
・
・
・・・:・
1
2
0

複
回

2 
7 

m

m

-

-

-

1

5
 

※
計

円
台
U
円
ノ

ιH
F
h
u
n
u
u

(2 ) 

それは、あなたからみて、どのような

関係の方のお葬式でしたか。

実父または実母
57% 

それ以外
4% 

第一次集計分析

配偶者の父または母

9% 
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(3) 

お
葬
式
の
準
備
・
運
営
に
も
っ
と
も
深
く
関
わ
っ
た
の
は

ど
な
た
で
し
た
か
。
以
下
の
な
か
で
ひ
と
つ
だ
け
お
選
び
く
だ

ー
、

。

{‘，、・l
u

・

「
葬
儀
社
」
が
必
%
と
多
い
。
こ
れ
は
、
現
在
で
は
葬
儀
社
の

役
割
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
状
況
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
近
隣
」
、
「
親
戚
」
が
あ
わ
せ
て
必
%
と
高
い
こ
と
も
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
回
答
者
の
居
住
地
域
や
地
域
特
性
に
よ
る
差
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

近
隣
地
域
の
人
々
(
講
・
近
隣
組
・
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
)

-:・・ヴ
i
q
u
1
i

親戚・・・・・・・・・
7
5
8

寺院・・・
・・・
・・・
1
0
3

葬
儀
社
・・
:
:
1
4
7
8

その他・・・・・・
9
0

複回・・・
:
:
:
6
4

um----・・・・・・・
3
6

※
計

q
d
q
L
P
O
n
U
 

(3 ) 
お葬式の準備・運営にもっとも深〈
関わったのはどなたでしたか。
以下のなかでひとつだけお選びください。

(4) 

近隣地繊の人々
(講・近隣組・町内
会・自治会など)

22% 

108 

3% 

お
通
夜
は
ど
こ
で
行
な
い
ま
し
た
か
。

て
い
る
。

「
自
宅
」
が
訂
%
と
多
い
。

か
つ
て
は
自
宅
や
寺
院
で
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ

つ
い
で
「
葬
祭
場
」
が
担
%
と
な
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
葬
祭
場
」

の
割
合
が
担
%
と
い
う
こ
と

は
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
地
域
に
よ
る
差

が
予
測
で
き
る
の
で
、
回
答
者
の
居
住
地
域
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
葬
儀
の
場
所
と
の
比
較
も
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。



研究ノート

自
宅

5 
6 
2 

菩
提
寺
・・・・・・・・・・・・・・・:::・
.......... ・・・・・・・
3
4
7

葬

護
集
会
所

・
公
民
館
な
ど
の
地
域
の
施
設
:
i
1
7

そ
の
他
・・・:
・:
・:・:・
:
:
・・:・:
・:
・:・・・・:・
2
5

お
通
夜
は
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
:
・
j
i
-
-
-
2
0

複回・・・::::・:・・・・
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
2
2

A
 

N
--・:・:・:・::・・・・・:・:・::・・::・:・・・・・
2
0

※
計

司
、

u円
L
n
h
u
n
U

(4 ) 

お通夜はどこで行いましたか。

複回 NA

1%1% 

曜 、¥¥¥

¥ 

/ 
/ 

自宅
47% 

その他

1% 

集会所・

公民館などの

地域の施設 ー

4% 〉

/ 

葬祭場
34% 

¥ 
¥ 

¥ 

* 

ωで
1
1
5
と
回
答
し
た
人
の
み
(
「
お
通
夜
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
」
と
解
答
し
た
人
以
外
)
、
以
下
の
ω

ー

1
1
ω

ー

3

に
回
答
。

(4) 

お
通
夜
は
ど
の
よ
う
に
行
な
い
ま
し
た
か
。

「
僧
侶
に
読
経
を
し
て
も
ら
っ
た
」
が
打
%
と
大
半
を
し
め
て

いザ令
。
し
か
し
、

「
僧
侶
の
読
経

・
地
域
の
講
両
方
」
と
「
僧
侶

を
招
か
ず
に
地
域
の
講
」

の
合
計
が
口
%
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。
講
の
存
在
は
、
地
域
社
会
の
紐
帯
の
強
さ
を
表
し
て
い
る

11% 

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
人
々
の
葬
儀
の
実
態
、

葬
儀
に
対
す
る
観
念
が
、
他
の
地
域
と
異
な
る
か
ど
う
か
を
検
討

菩提寺

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

僧
侶
に
読
経
を
し
て
も
っ
た
:
:
:
2
5
2
6

僧
侶
を
招
か
ず
に
地
域
の
講
・
・
:
:
6
0

僧
侶
の
読
経

・
地
域
の
講
両
方
:
・5
0
3

ど
ち
ら
も
無
し
・・・:
・・・
・::・・:
、:
・2
6

そ
の
他
・・・:・:・:・:・・
・・:
・:・:
・:
-2
8
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複
回
・
・・・・・・・・・・
:
:・・::・・・・・
:
:・・
・2
1

A
 

N--: ..........
...
....
........
..
...
 
・・
9
6

(4 )ー 1

お通夜はどのように行ないましたか。
(4) 

※
計

その他
どちらも無し 1% 

1% 
q
u
q
L
ハ

b
n
u

僧侶の読経・
地域の講両方

15% 

呼
ぶ
習
慣
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
な
た
の
地
域
で
は

お
通
夜
に

一
般
参
列
者
を

「
あ
る
」

¥ 
¥ 

¥ 
¥、

、、、、、、、 ー』一千ーーーー戸F

{首侶を招かずに

地域の講 2% 

と
い
う
回
答
が
位
%
、
「
な
い
」
と
い
う
回
答
が
ロ
%

で
あ
る
。
通
夜
式
に
は

般
参
列
者
を
呼
ば
な
い
、
ま
た
は
通
夜

式
を
行
わ
な
い
と
い
う
の
が
伝
統
的
な
お
通
夜
の
形
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
「
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
位
%
と
い
う
こ
と
は
、
大
き

110 

な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
・・・:・
2
6
6
4

複回・・・:・
0

ない・・・:・
3
9
2

回
仇
・
↓

l

w句
A
S
--

ロ
um----・・・・
2
0
4

q
d円
L
P
O
n
U

(4 )一2
あなたの地域では、お通夜に一般参列者を
呼ぷ習慣がありますか。

ある

ない

12% 
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* 
ωー
2
で
「
1
.
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
の
み

ωー
3
に

回
答
。

(4) 

お
通
夜
に
は
、
家
族
・
親
族
・
隣
組
以
外
の

一一
般

参
列
者
は
あ
り
ま
し
た
か
。

「
葬
儀
よ
り
多
い
」
「
葬
儀
と
同
じ
」
を
合
わ
せ
る
と
臼
%
と
な

り
、
高
い
割
合
を
し
め
て
い
る
。
伝
統
的
に
は
葬
儀
の
ほ
う
が

一

般
参
列
者
は
多
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
数
字
は
「
お
通
夜
」

の
意
味
合
い
に
変
化
が
生
じ
、
葬
儀
と
同
じ
告
別
式
の
意
味
合
い

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。

葬
儀
よ
り
少
な
か
っ
た
:
:
:
:
・1
0
1
4

葬
儀
と
同
じ
く
ら
い
あ
っ
た
・:
9
9
0

葬
儀
よ
り
多
か
っ
た
:
j
i
-
-
:
7
9
1

わ
か
ら
な
い
・
・
:
・
・
:
・
:
・
:
・
:
:
・
・
3
3

按
回
・
・
・
:
:
:
:
・
:
:
・
・
:
:
:
:
:
:
1

A
 

N--:
・・:・:・:・・・:・・・・・:・::・・
4
3
1

W
O
A
・4
l

x引
4
442-

口

叶
《

d
円
ノ
U

】
円
h
u
n
H
U

の
'a

、，
b
J
 

Jλ 
t
b
 

臼
且

泊
忍
w
q

隣

0

・

布

M

族

た
親
し申

A
F

族
り

家
あ+。

3
は
者

一
に
列

)
夜
参

4
通
般

(

お
一

(5) 

葬
儀
は
ど
こ
で
行
な
い
ま
し
た
か
。

「
菩
提
寺
」

「
葬
祭
場
」
が
却
%
と
最
も
多
く

つ
い
で

「
自
宅
」

第一次集計分析

-
A
A
O

、

3
9
'
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却
%
と
な

っ
て
い
る
。

ωー
ー、

ωー
2
と
の
ク
ロ

ス
を
か
け
、
そ
の
理
由
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
地
域
に

よ
る
差
も
見
て
い
き
た
い
。

自
宅

0 
2 
3 

菩
提
寺
・
・
:
・:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
6
3
7

葬

議
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集
会
所
・
公
民
館
な
ど
の
地
域
の
施
設
・
:
1
2
6

その他・・・:・:・:・::・・:・:・::・・・・・・・:・・
3
9

複
回
・
・
・
:
・
:
:
・
:
:
:
・
:
j
i
--
・:・・・・
:
:
:
2
1

A
 

N--
・:・::・:・・:・:・:・:・:・::・・・・・:・
:
-
9
1

(5 ) 

葬儀はどこで行ないましたか。
)
 

R
u
t
-
-
'
I
 

(
 ※

計

q
d
nノ
u
p
o
n
U

1% 

複回 NA

1%3% 
一~、¥、

¥、、、、

¥ 
¥ 

集会所・

公民館などの
地域の施設

4% 

自宅
31% 

その他

/ 

( 葬祭翌

¥ 
~， 

そ
の
場
所
を
お
決
め
に
な
っ
た
の
は
、
主
に
誰
の
お

考
え
に
よ
り
ま
す
か
。
ひ
と
つ
だ
け
選
び
お
答
え
く
だ
さ
い
。

「
家
族
の
希
望
」
が
臼
%
と
最
も
多
く
、

つ
い
で

「
地
域
の
風

習
」
が
日
%
と
な
っ
て
い
る
。
「
家
族
の
希
望
」
が
高
い
割
合
を

占
め
て
い
る
の
に
較
べ
、
「
故
人
の
希
望
」
が
日
%
し
か
な
い
と

112 

い
う
こ
と
は
、
葬
儀
が
「
遺
族
」
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
現
状
を
表
し
て
い
る
。

故
人
の
希
望
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3
2
8

家
族
の
希
望
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1
9
8
9

地
域
の
風
習
・
・
・
:
:
:
5
0
3

葬
犠
社
の
勧
め
・
・
・
・・・
1
0
2

僧
侶
の
指
導
・・・・
・:
:
5
6

そ
の
他

3 

u

m

-

-

i

5

0

 

(5 )一1
その場所をお決めになったのは、

主に誰のお考えによりますか。

W
O
A
U
『
ず

l

討ヌ
4

言
口

内

4
d
ワ臼
d
a
τ
'
I

家族の希望

61% 

地域の風習

16% 

葬儀社の

勧め

3% 
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(5) 

2 

そ
の
場
所
を
お
決
め
に
な
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

当
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
び
お
答
え
く
だ
さ
い
。

こ
の
設
聞
は
横
数
回
答
で
あ
る
。
「多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と

の
で
き
る
施
設
が
あ
る
」
が
お
%
、
耳
目
か
ら
の
風
習
」
が
詑
%

と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

「近
所
の
人
々
の
子
を
わ
ず

ら
わ
せ
な
く
て
す
む
」
が
お
%
と
高
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
通
夜
葬
儀
が
近
所
を
中
心
と
す
る
地
域
社
会
に
よ
っ
て
支
え
ら

(5) -2 
その場所をお決めにな った理由は何ですか。

当てはまるものをすべて選ぴ
お答えください。

19 

1500 

人

300 

。

れ
る
も
の
」
と
い
う
通
念
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
意
昧
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た

「駐
車
場
が
あ
る
か
ら
」
が
訂
%
と
高
く

な
っ
て
お
り
、
参
列
者
の
便
宜
と
い
う
こ
と
も
、
葬
慢
の
場
所
を

決
め
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
設
問

ω、

ωー
ー
と
ク
ロ

ス
を
か
け
た
う
え
の
で
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

安

田
か
ら
の
風
習
:
:
-
-
j
i
-
-
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
1
0
3
2

②
自
宅
で
行
う
こ
と
に
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
・

:
4
8
4

③
出
費
を
お
さ
え
る
た
め
・
・
:
:
:
・

:
:
:
j
i
-
-
-
1
4
0

④
雰
囲
気
が
良
い
か
ら
・
・
:
・
:
・
・
:
:
・
:
:
:
・
:
:
・
・

3
4
7

~ 
刀可

教
的

富

⑥
近
隣
の
人
々
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
な
く
て
す
む
か
ら

---------Qd
dA2
q
d
 

⑦
家
族
の
子
聞
が
か
か
ら
な
い
か
ら

:
j
i
-
-
-
8
4
9

⑧
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
が
が
あ
る
か
ら

-・・・
・:・
・-A円

L
A生
円

ノ
臼

⑨
駐
車
場
が
あ
る
か
ら
・
・

:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-8
8
4

⑩
E
助
会
に
入

っ
て
い
た
か
ら

:-ji--
・:
:
:
3
9
8

書
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⑫ 
そ
の
他

9 
8 

※
計

に
U
ヴ

i
1
i
A
U

意 (6)
味
は
何
だ
っ
た
と
思

ま
す
か

ご
家
族
の
葬
式
を
行
わ
れ
て
、
葬
式
の
も
っ
と
も
大
き
な

く
だ
さ
い
。

ひ
と
つ
だ
け
選
び
お
答
え

こ
の
質
問
は
、
葬
儀
を
宗
教
的
儀
礼
と
捉
え
て
い
る
か
、
人
間

関
係
で
の
儀
礼
と
捉
え
て
い
る
か
を
見
る
質
問
で
あ
る
。
「
故
人

(6 ) 
ご家族の葬式を行われて、葬式のもっとも
大きな意味は何だったと思いますか。

1% 

複回 NA

1% 1% 

故人との¥

30% ¥ 

故人を家の先祖に
する儀式 3% 

/ 
故人((霊)を
極都争土 (あの世)

ヘキ 33% 

¥ 
¥ 

¥ 

(
霊
)
を
極
楽
浄
土
(
あ
の
世
)
に
送
る
」
「
故
人
の
冥
福
を
祈
る
」

114 

と
い
う
回
答
は
、
葬
儀
を
宗
教
的
儀
礼
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
回

答
、
「
故
人
と
の
別
れ
」
と
い
う
回
答
は
、
葬
儀
を
人
間
関
係
で

の
儀
礼
と
捉
え
て
い
る
回
答
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
結
果
は
、
「
故

人
(
霊
)
を
極
楽
浄
土
(
あ
の
世
)
に
送
る
」
が
お
%
、
「
故
人

と
の
別
れ
」
が
却
%
、
「
故
人
の
冥
福
を
祈
る
」
が
お
%
と
、
こ

れ
ら

3
つ
の
回
答
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
「
故
人
と

の
別
れ
」
と
い
う
回
答
が
却
%
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意
昧
を
探
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
に
年
齢
、
男
女
、
地
域
の
ク
ロ
ス

1% 

を
か
け
て
分
析
す
る
。

残された遺族の心を慰めること

故
人
と
の
別
れ

9 
7 
7 

故
人
の
冥
福
を
祈
る

9 

3 

残
さ
れ
た
遺
族
の
心
を
慰
め
る
こ
と
・
・
・
:
・
・
・
:
・
・
:
・
4
2

故
人
(
霊
)
を
極
楽
浄
土
(
あ
の
世
)

へ
送
る
・
:
1
0
7
1

故
人
を
家
の
先
祖
に
す
る
儀
式
・
・
:
:
:
:
・
・
:
:
:
・
:
8
7

故
人
が
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
最
後
の
機
会
・
・
・
7
9

そ
の
他

8 

梅
田

3 
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NA 

4 
2 

※
計

司、υ
円ノヌ
h
u
n
U

(7) 

故
人
の
霊
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ

る
と
思
い
ま
す
か
。

こ
の
質
問
は
、

「亡
く
な

っ
た
家
族
が
自
分
と
繋
が
っ
て
い
る

存
在
で
あ
る
か
」
を
尋
ね
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
「
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
」
が
担
%
で
あ
り
、
亡
く
な

っ
た
身
内
を
「
守
護
的
存

在
」
と
捉
え
て
い
る
人
が
多
い
。
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
を
、
地

域
・

年
齢
ご
と
に
分
析
す
る
。

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
2
7
5
2

困
っ
た
時
に
は
助
け
て
く
れ
る
:
:
:
:
:
:
:
:
:
4
1

供
養
を
し
な
い
と
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
:
・

5
9

特
に
な
に
も
し
な
い
・
・
:
・:
・・
:
・:
・::
・:
:
:
:
・

4
9

霊
な
ど
存
在
し
な
い
・
・
:
・
・
:
:
・・:・:・:
:
:
:
:
・・2
3

わ
台、

ら
な

3 
4 

そ
の
他

5 
9 

複
回

0 
9 

A
 

N--
・:・::・・:・:・:・:・:・:・::・
・:・:・:・::・・

3
4

(7) 
故人の霊は、あなたにと ってどのような

存在であると恩いますか。 ※
計

q
d円
L
Pn
u
n
U

見守ってくれている

84% ¥ 
¥、¥

H 

あ
な
た
自
身
の
お
考
え
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

2% 

.~~ 

(8) 

お
葬
式
を

そのイ也

複回 NA

3% 1 % 

あ
な
た
は
、
ご
自
分
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か
。

2% 
困った時には助けてくれる 1% 

供獲を しないと良くないことが起こる
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「
必
ず
し
て
ほ
し
い
」
が
弘
%
、
「
で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」

が
担
%
と
、
合
わ
せ
て
槌
%
の
回
答
者
が
葬
儀
を
行
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
「
で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
消
極
的
意
見
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
「
し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
が
3
%
あ

る
。
乙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
近
年
喪
主
を
務
め
た
檀
信
徒

を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
多
い
数
字
で

あ
る
と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
ず
し
て
ほ
し
い
:
:
:
:
:
・
:
:
・
:
・
・

1
7
5
8

で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
い

-
j
i
-
-
:
:
:
1
1
0
6

し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
・
・
・
:
:
・
・

1
1
1

ま
だ
わ
か
ら
な
い
・
・
・
:
・
:
・
:
・
:
:
・
:
・
・
2
1
6

その他・・・・・・・・・・・・:・
.......... ・・・・・・・・

1
8

複
回

。

A
 

N----
・・:・
.......... ・・・・・:・:
.......... 4

1

 

※
計

つd
つ中

Fonu

(8) 

あなたは、ご自分が亡くなった際には、
お葬式をしてほしいと思いますか。

* (8) 

116 

必ずして
ほしい

54% 

まだわからない

7% その他
1% 

で

「
l
・
必
ず
し
て
ほ
し
い
」「
2
・
で
き
れ
ば
し
て
ほ

答
。

し
い
」
と
回
答
し
た
人
の
み
、

ωー
ー

ωー

4
に
回

(8) ま
す
か
。

あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式
の
お
葬
式
を
望
み

「
浄
土
宗
の
葬
式
」
が
印
%
と
多
い
。
し
か
し
、
近
年
葬
式
の

喪
主
を
務
め
た
檀
信
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
残
り
の
泊
%
も
の
人
が
自
分
の
葬
儀
に
つ
い
て
「
浄
土
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宗
の
葬
式
を
選
ん
で
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
対
す
る
、
よ
り

一
層
の
教

化
が
求
め
ら
れ
る
。

浄
土
宗
の
葬
式
・
・
:
:
:
:
:
:
・
2
2
4
6

希
望
す
る
宗
教
・
・・:::・・:
・・
3
8

宗
教
色
の
な
い
お
別
れ
会
・
:
2
3

遺
族
に
ま
か
せ
る
・
・
:
:
・
・
・
:
・
5
5
9

そ
の
他

。

ま
だ
わ
か
ら
な
い
・
・・
:
・
:
:
・
・
1
8

複
回

2 
0 

u

m

-

-

3

4

6

 

(8) - 1 

あなたは、どのような形式の

お葬式を望みますか。

浄土宗の葬式
69% 

/※ 

計

希望する宗教 1% 

宗教色のないお別れ会 1% 

円
〈

d
qノ
臼

n
h
u
n
u

まだわからない

1% 

(8) 

あ
な
た
は
、
ど
こ
で
お
葬
式
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
か
。

A 
自
分
が
喪
主
と
し
て
経
験
し
た
お
葬
式
で
の
回
答

ωで
は
、

(
回
答
な
し
)
が
3
%
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、

A 

(
回
答
な
し
)
が
日
%
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
分
の
お

葬
式
に
関
し
て
は
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
な
い
と
い
う
人

が
多
い
と
い
う
と
と
だ
ろ
う
。

自
宅
・・・::・・
:
・:
・:
・・
・・:
・:
・
8
4
5

菩
提
寺
・
・
:
:
:
:
:
・
・
:
:
:
:
:
5
7
5

葬
祭
場
・
・
・
:
:
:
・:・・・・・
・:
:
:
1
2
0
5

集
会
所
・
公
民
館
:
:
:
:
:
:
8
8

そ
の
他
・・・:・:
・:
・:
・:・:
:
:
9
6

複
回

3 
6 

u

m

-

-

4

1

5

 

Z
T
+l
 

v
虫
ヨ
ロ

内
〈

d
nノト】

ρ
h
U
AH
U

N N 
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(8) - 2 

あなたは、どこでお葬式を

行いたいと思いますか。

集会所・公民館 3% 

(8) 

3 

あ
な
た
の
お
葬
式
の
会
葬
は
、
ど
の
範
囲
の
人
々

に
来
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
か
。

お
葬
式
の
会
葬
に
来
て
ほ
し
い
範
囲
は
、
そ
の
人
が
関
わ
っ
て

い
る
社
会
や
人
間
関
係
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
年
齢
、
性
別
、
地
域
に
よ

っ
て
大
き
な
差
が
生
じ
て

い
る
乙
と
が
予
想
さ
れ
る
。
民
間
企
業
が
お
こ
な

っ
た
同
様
の
ア

ン
ケ
l
ト
調
査
と
比
較
し
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

家
族
の
み

9 
5 

家
族

親
戚

2 
6 
9 

(8) -3 
あなたのお葬式の会葬は、どの範囲の人々に
来て欲しいと思いますか。 家

族

親
戚

友
人

5 
3 
5 

家
族
・
親
戚
・
友
人
・
地
域
の
人
々

j
i
-
-
j
i
-
-
-
8
5
3

家
族
・
親
戚
・

友
人
・
地
域
の
人
々
・
仕
事
関
係
の
人
々

-:・:・・・・・・・:・・・・・
4Aτ
円

L
'
I

家
族
・
親
戚
・

友
人
・
地
域
の
人
々
・
仕
事
関
係
の
人
々
・

遺
族
の
関
係
の
人
々

6 
3 
4 

そ
の
他

3 

複
回

mm

・-
4
1
1
※
計

118 

司
、

u
nノ
臼
円

h
u
nH
U

家族・親戚・友人・地域の人々・仕事関係の
人々・遺族の関係の人々 19% 
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(8) 

4 

あ
な
た
は
、
自
分
の
お
葬
式
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
ひ
と
つ
だ
け

お
答
え
く
だ
さ
い
。

「
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
」
が
却
%
と
多
い
。
自
身
が
体
験
し

た
家
族
の
葬
儀
に
お
い
て
は
、
葬
儀
を
「
故
人
と
の
別
れ
」
と
捉

え
た
人
が
却
%
で
あ
っ
た
の
と
比
較
す
る
と
、
日
%
増
え
て
い
る
。

こ
れ
に
は
、
送
っ
た
側
と
送
ら
れ
る
側
で
の
立
場
の
遣
い
が
表
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
が
送
ら
れ
る
際
に
は
、
葬
儀
に
対

し
て
、
浄
土
宗
の
教
義
と
は
離
れ
た
、
「
告
別
(
お
別
れ
)

の
式
」

と
い
う
意
味
合
い
を
強
く
見
出
し
て
い
る
。
最
近
、
生
前
葬
が
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
葬
儀
の
告
別
式
化
が
進

ん
で
い
る
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

家
族
や
友
人
な
ど
と
の
別
れ
・••••
••••••••

•••
••••
• 

1
2
9
8
 

自
分
の
冥
福
を
祈
っ
て
も
ら
う
:
:
:
:
:
j
i
-
-
3
0
7

遺
族
の
JL¥ 

を
慰
め
る

0 
7 

極
楽
浄
土
(
あ
の
世
)

へ
送
っ
て
も
ら
う
:
:
:
1
0
3
0

家
の
先
祖

な
る
儀
式

3 
9 

そ
の
他

3 
0 

複
回

7 

※
計

NA 

3 
3 
2 

(8) -4 
あなたは、自分のお葬式にはどのような

意味があると思いますか。

内
ペ

d
nノ
臼

n
h
U
AH
V

1% 
1% 

家の先祖に
なる儀式

4% 

自分の冥福を祈って

もらう 9% 
遺族の心を

慰める 3% 

第一次集計分析全教区葬祭アンケート

*ω
で
「
3
・
し
て
ほ
し
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
方

の
み
、

Q
8
1
5
に
回
答
。

(8) 

葬祭仏教

考
え
る
理
由
は
何
で
す
か
。
ひ
と
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
、
自
分
の
葬
式
を
し
て
ほ
し
く
な
い
と

119 



こ
の
質
問
の
回
答
数
は
1
5
7
票
で
、
全
体
の
5
%
ほ
ど
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
は
喪
主
を
務
め
た
檀
信
徒
を
対
象
と

し
た
調
査
で
あ
る
の
で
、
こ
の
5
%
と
い
う
割
合
は
決
し
て
少
な

い
数
字
で
は
な
い
。
自
分
の
葬
儀
を
「
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
回

答
し
た
理
由
の
な
か
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
「
遺
族
の
手
を
煩

わ
せ
た
く
な
い
」
(
部
%
)

「
お
葬
式
に
意
味
を
見
出

で
あ
っ
た
。

せ
な
い
」

(
日
%
)
、
「
費
用
が
高
い
か
ら
」

と
比
較
す
る

(
H
%
)
 

と
、
飛
び
ぬ
け
て
多
い
数
字
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
葬
儀
に
関

わ
る
範
囲
で
の
人
間
関
係
の
縮
小
、
ま
た
葬
儀
の
伝
統
的
意
味
自

体
の
変
化
を
示
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
様
々
な
設
問
と
の
ク

ロ
ス
に
よ
る
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

お
葬
式
に
意
昧
を
見
出
せ
な
い
か
ら
・
・
・
・
・
:
・
・
2
8

費
用
が
高
い
か
ら
・
・
:
・
・
:
:
・
:
・
・
:
:
・
:
・
・
;
・
:
・
2
2

遺
族
の
手
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
か
ら
・
・
・
:
・
:
・
8
8

そ
の
他
・
・
・
:
・
:
・
:
・
:
:
・
・
:
:
・
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
1
5

複
回
・・
:
-
j
i
-
-
:
・・::・
:
:
j
i
-
-:
・:・:・・
4

長
ム
T

N
Y
-一ヨ
ロ

市

i
FhU
7
e

(8) - 5 
あなたは、自分の葬式をしてほしくないと
考える理由は何ですか。

(9) 

そのイ也
10% 

120 

遺族の手を
煩わせたく
ないから

56% 

名
前

(俗
名

あ
な
た
は
、
戒
名
を
希
望
し
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
生
前
の

の
ま
ま
で
良
い
と
思
い
ま
す
か
。

「
戒
名
を
希
望
す
る
」
が
日
%
と
多
い
。
「
す
で
に
持
っ
て
い
る
」

が
日
%
あ
る
が
、
乙
れ
は
五
重
授
戒
会
の
実
施
と
大
き
く
関
係
し

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
地
域
の
特
定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
調
査
の
特
徴
と
し
て
、
「
回
答
者
は
寺
と
の
つ
き
あ
い
が
密
で

あ
る
檀
信
徒
」
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

「
生
前
の
名
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前
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
回
答
し
た
人
が
ロ
%
い
る
と
い
う
こ
と
は

大
き
な
意
昧
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

ぅ
。
「
生
前
の
名
前
で
よ
い
」
と
回
答
し
た
理
由
を
尋
ね
た

ωー

ー
に
お
い
て
は
、
「
戒
名
の
意
昧
が
見
い
だ
せ
な
い
」
が
羽
%
と

最
も
多
く
、
「
生
前
の
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
」
は
お
%
、

「
戒
名
が
高
い
」

は
日
%
と
低
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世
評

で
言
わ
れ
る
よ
う
な
金
銭
的
な
問
題
で
は
な
く
、
戒
名
に
意
昧
を

見
出
せ
な
い
と
い
う
宗
教
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

我
々
僧
侶
は
戒
名
の
意
昧
を
よ
り
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
年
齢
、
性
別
、
地
域
で
の
ク
ロ
ス

を
か
け
て
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

戒
名
を
希
望
す
る

8 
7 

す
で
に
戒
名
を
持
っ
て
い
る
:
・

:
:
j
i
-
-
:
5
2
8

生
前
の
名
前
(
俗
名
)

の
ま
ま
で
よ
い
・
・
・
:
・

3
9
8

ま
だ
分
か
ら
な

4 
2 
4 

複
回
・・
・:・:
:
:
:
:
:
:
・:::・

:::-
j
i
-
-
-
1
2
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1 
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O
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(9 ) 
あなたは、戒名を希望しますか、それとも

生前の名前 (俗名)のままで

良いと思いますか。

戒名を希望
する 55% 

まだ分からない

13% 

生前の名前
(俗名)の

ままでよい
12% 

すでに戒名を
持っている 16% 

第一次集計分析

し
た
人
の
み

ωー
ー
に
回
答
。

の
ま
ま
で
よ
い
」
と
回
答

*ω
で
「
3
・
生
前
の
名
前
(
俗
名
)

(9) 

全教区葬祭アンケー ト

理
由
は
何
で
す
か
。
ひ
と
つ
だ
け
お
答
え
く
だ
さ
い

の
ま
ま
で
よ
い
」
と
思
う

「
生
前
の
名
前

(俗
名

戒
名
の
意
昧
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
:
:
:
:
:
:
:
:
:
1
6
8

戒
名
を
授
け
て
も
ら
う
の
が
高
額
で
あ
る
か
ら
・・・・・・
7
8
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生
前
の
名
前
に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
・
・
・
:
・
:
・
:
:
・
・
1
4
1

そ
の
他

3 
7 

※
計

複
回

5 

A
笠

q
L
n
H
d

(9 )一 1
「生前の名前 (俗名)のままでよいjと

思う理由は何ですか。

そのfl!!
9% 

と (10)
思

ま
す
か

あ
な
た
は
亡
く
な
っ
た
後
、
あ
な
た
の
霊
は
ど
こ
に
往
く

「
極
楽
浄
土
」
が
臼
%
と
多
い
。
ま
た

「
お
墓
・
仏
壇
」
が

ロ
%
い
る
。
本
調
査
は
、
身
内
の
お
葬
式
を
喪
主
と
し
て
体
験
し

122 

た
人
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
死
ん
だ

ら
何
も
な
く
な
る
」
と
回
答
し
た
人
が
ロ
%
も
い
る
と
い
う
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
年
齢
、
性
別
、
地
域
で
の
ク

ロ
ス
を
か
け
て
分
析
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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の
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く
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::・・
1
7

お
墓
・
仏
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:
:
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死
ん
だ
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何
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(10) 

あなたは亡くなった後、あなたの霊は

どこに往くと恩いますか。

と (11)
思

ま
す
か

あ
な
た
は
、
葬
儀
式
の
以
下
の
ど
の
部
分
が

一
番
重
要
だ

「
僧
侶
の
引
導
・
読
経
」
が
的
%
と
多
く
な

っ
て
い
る
。
し
か

め
の

し
、
「
葬
儀
で

一
番
重
要
」
で
あ
る
の
が
、
故
人
と
の
別
れ
の
た

「
出
棺
前
の
別
れ
の
花
入
れ
」
と
回
答
し
て
い
る
人
が
8
%

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
い
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
我
々
僧
侶
は

葬
儀
の
意
昧
を
伝
え
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

1% 

僧
侶
の
引
導
・
読
経
:
・

ji--:・2
2
4
5

4 
3 

焼
香
・
・
・
:

出
棺
前
の
別
れ
の
花
入
れ
・
・
:
:
・
・
・
2
6
0

会
葬
者
へ
の
挨
拶
:
:
:
:
:
j
i
--1
5
4

その他・・・・・・・・・・・・:•••••••••• 

・・・
・・・

1
0
3

複
回

2 
6 

A
 

N--
・:・:・:・:
:
・:・・:・::・・:・:・

1
2
9

(11) 

あなたは、葬儀式の以下のどの部分が

一番重要だと思いますか。 ※
計

円
ペ
リ
円
ノ
ハ】
n
h
u
nH
V

僧侶の引導・
続経 69% 

第一次集計分析

8% 

全教区葬祭アンケート

出棺前の別れの花入れ
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結
論
に
か
え
て

回
答
者
の
年
齢
と
性
別
を
聞
い
た
設
問
①
と
設
問
②
か
ら
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
女
性
が
喪
主
を
務
め
た
り
、
市
歳
以
上
の
高
齢
者

が
喪
主
を
務
め
る
と
い
う
数
値
が
、

か
な
り
の
高
率
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
乙
れ
は
、
伝
統
的
な
「
家
」
制
度

に
縛
ら
れ
る
意
識
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
設
問
④
「
い
つ
檀
家
に
な
っ
た
か
」
と
い

う
設
問
に
対
す
る
回
答
の

3
割
が
、
過
去
初
年
間
の
人
口
移
動
や

新
た
な
分
家
化
が
進
ん
だ
時
期
か
ら
の
新
し
い
檀
家
で
あ
る
こ
と

と
も
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

通
夜
・
葬
儀
式
の
準
備
・
運
営
に
は
、
葬
儀
社
が
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
自
宅
や

菩
提
寺
か
ら
葬
祭
場
へ
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、

ωー

2
で
分
か
る
よ
う
に
、
「
通
夜
葬
儀
が
近

隣
や
親
族
を
中
心
と
す
る
地
域
社
会
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る
も

の
」
と
い
う
通
念
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
通
夜
の
参
列
者
が
「
葬
儀
よ
り
多
い
」
、
ま
た

は
「
葬
儀
と
同
じ
」
場
合
が

5
割
を
超
え
て
お
り
、
通
夜
の
告
別

式
化
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

124 

自
分
の
葬
儀
を
ど
の
よ
う
な
規
模
に
し
た
い
か
に
つ
い
て
は
、

約
3
割
が
「
家
族
・
親
族
・
友
人
」
と
い
う
範
囲
以
内
の
、

わ

ゆ
る
「
家
族
葬
」
「
身
内
葬
」
を
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、
自
分
の

葬
儀
の
意
味
を
、

4
割
が
「
家
族

・
友
人
と
の
別
れ
」
と
捉
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
葬
儀
全
体
に
宗
教
的
な
意
義
よ
り
も
、
故

人
と
の
別
れ
の
た
め
の
儀
式
と
い
う
個
人
的
意
義
が
強
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。
今
後
こ
の
傾
向
は
、
さ
ら
に
進
行
す
る
と
予

測
さ
れ
る
。
戒
名
に
つ
い
て
の
問
題
も
、
葬
儀
の
持
つ
意
義
と
関

連
し
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
1
次
集
計
分
析
か
ら
、
以
上
の
よ
う
に
急
激
な
社
会
の
変
化

の
な
か
で
、
伝
統
的
な
「
家
」
制
度
を
基
盤
と
し
た
葬
儀
が
大
き

く
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
、
各
設
問

に
つ
い
て
ク
ロ
ス
分
析
を
進
め
、
詳
細
な
分
析
を
行
う
予
定
で
あ

る
共
同
執
筆
者

主
務
/
西
城
宗
隆
・
大
蔵
建
司

武
田
道
生

・
名
和
清
隆
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浄
土
三
部
経

仏
説
観
無
量
寿
経中

国
南
北
朝
時
代
の
南
朝
の
宋
に
お
け
る
元
嘉
年
中
、
重
良
耶
舎
が
訳
す

私
〔
阿
難
は
〕

か
つ
て

〔
釈
尊
か
ら
〕
次
の
よ
う
に
聞
い
た

〔
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
釈
尊
の
御
前
で
多
く
の
聴
衆
の
た
め
に
あ

ら
た
め
て
再
現
し
た
こ
と
が
あ
る
。〕

あ
る
時
、
釈
尊
が
王
舎
城
〔
の
東
北
に
聾
え
る
〕
者
間
帽
山

の
山
中
に
お
ら
れ
て
、
総
勢
千
二
百
五
十
人
に
も
お

よ
ぶ
き
わ
め
て
優
れ
た
比
丘
た
ち
と
共
に
い
ら
し
た
。

(
霊
鷲
山
)

〔
ま
た
、

そ
こ
に
は
〕

三
万
二
千
人
に
も
お
よ
ぶ
菩
薩
た
ち
も
い
て
、

の
中
で
も
〕
文
殊
菩
薩
が
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

そ

〔
こ
の
〕

王
舎
城
の
都
に

一
人
の
王
子
が
い
た
。

そ
の
名
を
阿
闇
世
と
い
う
。
〔
王
子
は
〕
悪
友
の
提
婆
達
多
か
ら

(
王
位
を
奪
う
よ
う
〕
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
〔
つ
い
に
彼
の
悪
企
み

さ
て
そ
の
頃
、

に
〕
心
が
な
び
い
て
し
ま

っ
た
。
〔
そ
し
て
血
迷
っ
た
王
子
は
〕

父
で
あ
る
国
王

・
頻
婆
裟
羅
を
拘
束
し
て
監
禁
し
、
〔
宮
殿
内
の
〕

七
重
に
も
壁
を
巡
ら
せ
た
室
内
に
留
置
し
た
の
で
あ
る
。
〔
し
か

も
〕
大
勢
い
る
家
臣
た
ち
を
制
止
し
て
、

〔
そ
こ
へ
は
〕
誰

一
人

と
し
て
近
付
か
せ
な
か

っ
た
。

〔
さ
て
〕
そ
の
国
の
王
妃
の
名
を
意
提
希
と
い

っ
た
。
〔
王
妃

意
提
希
は
夫
で
あ
る
〕
国
王
を
心
か
ら
敬
愛
し
て
お
り
、
〔
留
置

〔
心
身
を
〕
清
め
、
眠
酔

さ
れ
た
国
王
の
身
を
案
じ
、
〕
体
浴
し
て

蜜
に
小
麦
粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
〔
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う

に
体
に
〕

〔
さ
ら
に
は
ま
た
〕
首
飾
り
〔
の
ど
こ
か
〕

塗
り
つ
け
、

に
〔
こ
っ
そ
り
と
〕
ブ
ド
ウ
の
果
汁
エ
キ
ス
を
し
の
ば
せ
て
、
密

か
に
国
王
の
も
と
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、
国
王
は
小
麦
粉
入
り
の
廓
蜜
を
口
に
し
、

、ブ
ド
ウ
の
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果
汁
エ
キ
ス
を
飲
み
〔
終
え
る
と
〕
、
水
を
求
め
て
口
の
中
を
す

す
い
だ
の
だ
。
〔
そ
し
て
〕

口
を
す
す
ぎ
終
え
る
と
、
恭
し
く
合

掌
し
て
香
閤
帽
山
に
体
を
向
け
、
遥
か
に
ま
し
ま
す
釈
尊
に
向
か

っ
て
礼
持
し
、
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
。
「
目
連
は
私
の
親
友

で
あ
る
。
お
願
い
だ
。
ど
う
か
〔
わ
が
身
〕
を
哀
れ
み
、
〔
目
連

か
ら
〕
私
に
八
戒
を
授
け
さ
せ
て
欲
し
い
。」

す
る
と
〔
時
を
経
ず
し
て
〕
目
連
は
あ
た
か
も
鷹
や
隼
が
飛
ぶ

よ
う
に
し
て
瞬
く
聞
に
国
王
の
も
と
へ
と
身
を
移
し
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
国
王
は
〔
目
連
か
ら
〕
日
々
、
八
戒
を
授
か

っ
た
。

〔
そ
れ
に
加
え
て
〕
釈
尊
は
ま
た
富
棲
那
尊
者
を
国
王
の
も
と
へ

遣
わ
し
て
説
法
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
い
る
聞
に
三
七、

二
十

一
日
が
過
ぎ
て
い
き
、
国
王

は
酔
蜜
を
摂
り
、
教
え
も
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
、
顔
色

は
い
た
っ
て
和
や
か
で
喜
び
に
満
ち
て
い
た
。

〔
投
獄
し
て
か
ら
三
週
間
以
上
を
過
ぎ
た
の
で
、
〕
阿
闇
世
は

〔
牢
獄
の
〕
門
番
に
問
い
た
だ
し
て
み
た
。
「
〔
我
が
〕
父
で
あ
る

国
王
は
ま
だ
生
き
て
い
る
の
か
」
と
。

す
る
と
門
番
が

〔
次
の
よ
う
に
〕
申
し
上
げ
た
。
「
偉
大
な
る

王
よ
。
〔
実
は
〕
王
妃
〔
・
章
提
希
〕
様
が
お
体
に
小
麦
粉
入
り

126 

の
廓
蜜
を
塗
り
つ
け
、
首
飾
り
〔
の
ど
こ
か
に
〕
ブ
ド
ウ
の
果
汁

エ
キ
ス
を
し
の
ば
せ
て
国
王
陛
下
に
差
し
上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

〔
さ
ら
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
〕
修
行
者
で
あ
る
目
連
や
富
棲
那
が

空
か
ら
飛
ん
で
き
て
、
陛
下
の
た
め
に
教
え
を
説
き
聞
か
せ
て
い

ま
す
。
〔
門
番
ご
と
き
に
は
〕
と
て
も
お
止
め
す
る
術
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。」

門
番
の
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
、
〔
は
じ
め
て
事
の
次
第
を
知

っ
た
〕
阿
閤
世
は
母
に
対
し
て
怒
り
狂
い
、
そ
し
て
言
い
放
っ
た
。

「
我
が
母
と
は
い
え
こ
の
者
は
反
逆
者
で
あ
る
。
〔
こ
の
者
も
〕
反

逆
者
に
く
み
し
た
か
ら
で
あ
る
。
目
連
や
富
棲
那
に
し
て
も
悪
人

で
あ
る
。
怪
し
げ
な
妖
術
を
駆
使
し
て
、
こ
の
悪
し
き
王
を
何
日

も
死
な
せ
ず
に
い
た
で
は
な
い
か
」
。
〔
こ
の
よ
う
に
言
う
や
い
な

や
〕
万
を
子
に
取
り
、
自
ら
の
母
親
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た
の
で

必のヲ
hv
。

そ
の
時
、
〔
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
〕
月
光
と
い
う
大
変
に
智

ギ

パ

慧
深
く
経
験
豊
か
な
大
臣
が
、
書
婆
と
と
も
に
〔
阿
閤
世
〕
王
に

礼
拝
し
て
〔
次
の
よ
う
に
〕
申
し
上
げ
た
。
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「
偉
大
な
る
王
よ
。
私
ど
も
が
バ
ラ
モ
ン
た
ち
の
言
い
伝
え
に

つ
い
て
聞
き
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
こ
の
世
界
が
誕
生
し
て

以
来
、
こ
れ
ま
で
悪
し
き
王
〔
と
称
さ
れ
た
者
〕
は
大
勢
お
り
ま

し
て
、
国
王
の
位
を
欲
し
て
〔
王
で
あ
る
〕
父
を
殺
害
し
た
例
は

数
多
と
ご
ざ
い
ま
す
。
〔
し
か
し
な
が
ら
〕
未
だ
か
つ
て
極
悪
非

道
に
も
母
親
を
殺
め
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
〔
も
し
今
、
大
〕
王
が
こ
の
よ
う
な
〔
決
し
て
許
さ
れ
な
い
〕

大
罪
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
王
家
の
名
が
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

〔
お
仕
え
す
る
〕
私
ど
も
に
は

〔
そ
の
よ
う
な
話
は
〕
聞
く
に
堪

え
ま
せ
ん
。
〔
こ
の
よ
う
な
所
業
は
〕

お
よ
そ
人
の
す
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
〔
い
く
ら
大
王
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
人
は

も
は
や
君
主
と
は
仰
げ
ず
、
こ
れ
以
上
〕
こ
の
城
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
だ
く
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
」
と
。

こ
の
よ
う
に
二
人
の
大
臣
が
言
い
終
え
る
と
、
剣
の
柄
に
手
を

か
け
、
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
退
出
し
よ
う
と
し
た
。

〔
こ
れ
を
見
た
〕
阿
闇
世
王
は

〔
思
い
が
け
な
い
展
開
に
〕
驚

い
て
震
え
上
が
り
、
書
婆
に
対
し
て

「
汝
よ
。
〔
ま
さ
か
〕
余
を

見
捨
て
て

〔
父
王
に
寝
返
る
気
か
〕
」
と
訴
え
た
。

〔
す
る
と
〕
書
婆
が

〔
次
の
よ
う
に
〕
諌
言
し
た
。
「
偉
大
な

る
王
よ
。
〔
ど
う
ぞ
〕
怒
り
を
お
鎮
め
い
た
だ
き
、
お
母
上
を
殺

め
で
は
な
り
ま
せ
ん
。」

王
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て

〔
自
ら
の
所
業
を
〕
繊
悔
し
、

大

臣
た
ち
に
は
自
ら
を
〕
見
捨
て
な
い
よ
う
求
め
る
や
、
剣
を
捨
て

置
い
て
母
の
殺
害
を
思
い
と
ど
め
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
こ
の
よ
う

に
し
て
、
王
は
母
の
殺
害
を
思
い
と
ど
め
は
し
た
が
〕
王
妃
に
仕

え
る
者
た
ち
に
命
令
し
て
、
〔
王
妃
を
〕
宮
殿
の
奥
深
く
に
閉
じ

込
め
、

二
度
と

〔
部
屋
か
ら
外
に
〕
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
王
妃
・
章
提
希
は
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

い
た
く
心
が
傷
つ
き
、
身
も
や
つ
れ
は
て
て
し
ま
っ
た
。
〔
そ
し

仏説観無量寿経

て
〕
遠
く
書
闇
帽
山
に
ま
し
ま
す
釈
尊
に
礼
拝
し
、
〔
思
わ
ず
〕

次
の
言
葉
を
口
に
し
た
。
「
〔
あ
あ
〕
釈
尊
よ
。
以
前
は
な
に
か
に

つ
け
阿
難
を
私
の
も
と
に
ご
機
嫌
伺
い
に
遣
わ
し
て
下
さ
い
ま
し

浄土三部経

た
。
私
は
今
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
深
く
沈
み
込
ん
で
い
ま
す
。

〔
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
〕
釈
尊
、
あ
な
た

様
で
は
あ
ま
り
に
も
尊
く
お
目
に
か
か
る
に
は
恐
れ
お
お
い
こ
と
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で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
お
願
い
で
す
の
で
、
目
連
尊
者
と
阿
難

尊
者
に
お
目
に
か
か
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。」
こ
の
よ
う
に

言
い
終
え
る
と
〔
こ
ら
え
き
れ
ず
に
〕
さ
め
ざ
め
と
泣
き
な
が
ら
、

遥
か
に
ま
し
ま
す
釈
尊
に
向
か
っ
て
〔
も
う

一
度
〕
礼
拝
し
た
の

で
あ
る
。

〔
す
る
と
〕
釈
尊
は
章
提
希
が
頭
を
上
げ
る
ま
え
に
も
う
、
書

閤
幅
山
に
あ
り
な
が
ら
彼
女
の
心
の
う
ち
を
お
知
り
に
な
り
、
す

ぐ
さ
ま
目
連
尊
者
と
〔
私
〕
阿
難
に
お
命
じ
に
な

っ
て

〔
私
た
ち

二
人
を
〕
宮
殿
〔
の
意
提
希
の
も
と
〕

へ
と
空
を
飛
ん
で
来
さ
せ

た
。
〔
そ
の

一
方
で
〕
釈
尊
も
〔
ま
た
〕
香
闇
堀
山
か
ら
姿
を
消

し
、
宮
殿
〔
の
章
提
希
の
も
と
〕
へ
と
お
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
章
提
希
が
礼
し
終
え
て
頭
を
上
げ
て
み
る
と
、
釈
尊
の
お

姿
が
眼
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
〔
釈
尊
は
〕
紫
を
帯
び
た
金
色
に

光
り
輝
き
、
百
種
類
も
の
宝
玉
で
ま
ば
ゆ
く
彩
ら
れ
た
蓮
の
花
の

上
に
お
座
り
に
な

っ
て
い
た
。
〔
そ
し
て
〕
目
連
を
左
側
に
、
阿

難
を
右
側
に
従
え
、
〔
ま
た
〕
空
上
で
は
帝
釈
天
や
荒
天
、
世
を

護
る
神
々

(
四
天
王
)
が
天
界
に
咲
く
花
を
満
遍
な
く
撒
き
降
ら

し
て

〔
釈
尊
を
〕
供
養
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

章
提
希
は
〔
思
い
が
け
ず
も
〕
釈
尊
お
お
き
を
眼
に
し
て
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〔
我
を
失
い
〕
自
ら
首
飾
り
を
引
き
ち
ぎ
り
、
立
ち
上
が
っ
た
と

思
い
き
や
地
面
に
倒
れ
込
ん
で
号
泣
し
た
。
〔
そ
し
て
〕
釈
尊
に

〔
思
い
の
た
け
を
〕
さ
ら
け
出
し
た
。
「
釈
尊
よ
。
私
は
前
世
に

一

体
ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
悪
人
を
産
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
〔
い
い
え
、
そ
れ
よ
り
も
〕
釈
尊

ょ
、
あ
な
た
は
ま
た

一
体
ど
ん
な
因
縁
が
あ
っ
て
、
〔
あ
の
憎
む

べ
き
〕
提
婆
達
多
と
従
弟
同
士
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

〔意
提
希
は
さ
ら
に
続
け
て
言
っ
た
。〕

「
釈
尊
よ
、
ど
う
か
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
た
め
に
ど

こ
で
も
結
構
で
す
の
で
悩
み
苦
し
み
が
な
い
世
界
を
説
き
示
し
く

だ
さ
い
ま
せ
。
私
は
〔
そ
こ
に
〕
往
生
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
が

住
む
こ
の
汚
れ
き
っ
た
悪
し
き
世
界
に
は
、
〔
も
う
こ
れ
以
上
〕

い
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
界
に
は
地
獄
や
餓
鬼
や
畜
生

〔
の
苦
し
み
が
〕
満
ち
溢
れ
、

善
か
ら
ぬ
輩
が
数
多
く
住
ん
で
い

ま
す
。
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
こ
の
先
、
悪
し
き
出
来
事

の
話
な
ど
聞
き
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
悪
業
を
な
す
人
々
も
ま

た
見
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
釈
尊
の
御
前
に
て
全
身
を
地
に
投
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〔
礼
拝
し
て
〕
、
御
慈
悲
を
乞
う
て
織
悔
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
願
い
で
す
。
〔
太
陽
の
如
き
〕
釈
尊
よ
、
私
に
〔
仏

げ
出
し

道
と
い
う
〕
清
ら
か
な
修
行
か
ら
造
ら
れ
た
〔
清
ら
か
な
〕
世
界

を
目
の
当
た
り
に
お
見
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。」

〔
す
る
と
〕
そ
の
時
、
釈
尊
は
眉
間
〔
の
自
宅
〕
か
ら
光
明
を

放
た
れ
た
。
金
色
に
輝
く
そ
の
光
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
照
ら
し
出
し

〔
そ
の
光
は
〕
釈
尊
の
頭
上
に

〔
再
び
〕
戻
り
、
あ
た
か
も
須
弥
山
さ
な
が
ら
の
金
色
の
高
台
と

な
っ
た
。
〔
そ
し
て
〕
様
々
な
み
仏
の
清
ら
か
で
妙
な
る
国
土
が

そ
の
高
台
の
中
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
国
土
は
七
種
の
宝

で
造
ら
れ
、
ま
た
あ
る
国
土
は

一
面
に
蓮
華
が
咲
き
誇
り
、
ま
た

あ
る
国
土
は
〔
荘
厳
に
お
い
て
〕
他
化
自
在
天
の
宮
殿
の
よ
う
で

あ
り
、
ま
た
あ
る
国
土
は
水
晶
で
で
き
た
鏡
の
よ
う
で
あ
っ
て

〔
そ
の
他
〕
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仏
国
土
が
そ
の
中
に
現
れ
た
。
こ

う
し
た
数
限
り
な
い
仏
の
国
々
は
荘
厳
が
眼
を
見
張
る
ば
か
り
の

美
し
さ
で
、
〔
章
提
希
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
〕
見
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
〔
そ
う
し
た
国
々
を
釈
尊
は
〕
章
提
希
に
見
せ
た
の
で

ふ
の
司
令
。

〔
様
々
な
仏
国
土
を
目
の
当
た
り
に
し
た
〕
意
提
希
は
、
そ
の

時
、
〔
次
の
よ
う
に
〕
釈
尊
に
申
し
上
げ
た
。
「
釈
尊
よ
。
こ
れ
ら

の
仏
国
土
は
い
ず
れ
も
清
ら
か
で
光
明
に
溢
れ
て
い
ま
す
が
、
私

は
今
、
極
楽
世
界
に
ま
し
ま
す
阿
弥
陀
仏
の
み
も
と
に
生
ま
れ
た

い
と
存
じ
ま
す
。
釈
尊
よ
、
ど
う
か
お
願
い
で
す
。
〔
ご
の
極
楽

の
〕
光
景
を
私
の
心
に
と
ど
め
さ
せ
て
下
さ
い
。
今
こ
と
に
い
な

が
ら
し
に
し
て
私
に
〔
極
楽
世
界
を
あ
り
の
ま
ま
〕
実
感
さ
せ
て

下
さ
い
。」

〔
そ
の
言
葉
を
聞
き
終
え
る
と
〕
釈
尊
は
た
ち
ま
ち
微
笑
み
、

そ
の
口
か
ら
五
色
の
光
を
放
た
れ
て
、
そ
の

一
す
じ

一
す
じ
の
光

ヵt

〔
牢
獄
に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
〕
頻
婆
裟
羅
王
を
頭
上
か
ら
照
ら

し
出
し
た
。

〔
す
る
と
〕
そ
の
時
、
大
王
〔
頻
婆
裟
羅
〕

は
幽
閉
さ
れ
な
が

ら
も
心
の
眼
が
聞
き
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
が
消
え
去
っ
て
、
遠
く
向

こ
う
に
ま
し
ま
す
釈
尊
〔
の
姿
〕
を
見
た
て
ま
つ
っ
た
。
〔
大
王

が
〕
額
を
地
に
つ
け
礼
拝
す
る
と
自
然
と

〔
善
行
の
功
徳
が
〕
増

大
し
、
〔
来
世
に
は
天
界
に
生
ま
れ
て
覚
り
を
開
く
と
い
う
〕
阿

那
含
〔
果
〕
(不
還
果
)

の
境
地
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で

〔
よ
う
や
く
〕
釈
尊
が
章
提
希
に
語
り
始
め
た
。

「
〔
奪
提
希
よ
、
〕
そ
な
た
に
は
今
、
分
か
る
だ
ろ
う
か
、
ど
う
だ

ろ
う
か
。
こ
の
世
界
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
と
こ
ろ
ま
で
、
そ
れ
ほ
ど

遠
く
は
な
い
こ
と
を
。
そ
な
た
は

〔
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
世
界
に
〕

思
い
を
〔
募
ら
せ
〕
集
中
さ
せ
、
極
楽
世
界
を
は
っ
き
り
と
目
の

当
た
り
に
し
な
さ
い
。
〔
そ
う
す
れ
ば
そ
の
こ
と
が
、
〕
仏
道
を
歩

み
出
す
こ
と
と
な
る
の
だ
。
私
は
今
、
そ
な
た
の
た
め
に
は
様
々

な
教
え
を
幅
広
く
説
き
明
か
し
て
お
こ
う
。
ま
た
未
来
の
世
の
、

煩
悩
に
縛
ら
れ
た
す
べ
て
の
人
々
の
中
で
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る

者
に
は
西
方
極
楽
世
界
へ
と
往
生
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
よ

ぅ
。
極
楽
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、

三
種
の
勝
れ
た
仏
道
(
三
福
)

を
実
践
す
べ
き
で
あ
る
。

一
つ
に
は
親
孝
行
に
励
み
、
指
導
者
や

先
輩
に
仕
え
敬
い
、
慈
し
み
の
心
を
絶
や
さ
ず
不
殺
生
に
努
め
、

十
善
業
を
修
め
る
こ
と
で
あ
る
。
二

つ
に
は
仏
・
法
・
僧
の
三
宝

に
帰
依
し
た
上
で
、
戒
律
を
た
も
ち
、
行
い
を
正
し
く
す
る
こ
と

で
あ
る
。
三
つ
に
は
仏
に
な
ろ
う
と
決
心
し
、
因
果
の
道
理
を
深

く
信
じ
て
、
大
乗
経
典
を
読
諦
し
、
人
々
に
仏
道
を
歩
む
よ
う
に

と
勧
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
三
種
の
実
践
を
仏
道
と
言
う

の
で
あ
る
。」
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〔
続
け
て
〕
釈
尊
が
章
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
そ
な
た
は
今
、
分
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
三
種
の
実
践
は
、
過
去
・
未
来
、
そ
し
て
現
在
の
三
世
の

諸
仏
に
と
っ
て
も
覚
り
を
得
る
た
め
の
仏
道
で
あ
る
の
だ
」
と
。

釈
尊
は

〔
さ
ら
に
続
け
て
今
度
は
〕
阿
難
と
章
提
希
に
向
か
っ

て
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
し
っ
か
り
と
お
聞
き
な
さ
い
。
し
っ
か
り
と
お
聞
き
な
さ
い
。

よ
く
よ
く
考
え
て
正
し
く
理
解
し
な
さ
い
。
仏
た
る
私
は
今
、
煩

悩
と
い
う
賊
人
に
よ
っ
て
激
し
く
傷
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
未
来
世

の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
た
め
に
、
清
ら
か
な
仏
道
修
行
を
説
き
明
か

そ
う
。
そ
れ
で
い
い
の
だ
。
意
提
希
よ
、
〔
こ
の
極
楽
の
光
景
を

私
の
心
に
と
ど
め
さ
せ
て
下
さ
い
。
今
こ
こ
に
い
な
が
ら
に
し
て

私
に
極
楽
世
界
を
あ
り
の
ま
ま
実
感
さ
せ
て
下
さ
い
と
、
〕
よ
く

ぞ
こ
の
よ
う
に
聞
い
て
く
れ
た
。
阿
難
よ
。
そ
な
た
は
こ
れ
か
ら

私
が
述
べ
る
こ
と
を
よ
く
心
に
と
ど
め
て
、
多
く
の
人
々
の
た
め

に
私
の
言
葉
を
説
き
弘
め
よ
。
仏
た
る
私
は
今
、
章
提
希
と
未
来

世
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
西
方
極
楽
世
界
を
見
え
る
よ
う
に
導
こ
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ぅ
。
〔
彼
ら
は
〕
仏
の

〔
目
に
見
え
な
い
〕
力
に
よ
っ
て
、
ま
る

で
一
点
の
曇
り
も
な
い
鏡
で
自
ら
の
顔
を
映
し
見
る
か
の
よ
う

に
、
〔
極
楽
の
〕
清
ら
か
な
世
界
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
の
世
界
の
得
も
言
え
ぬ
ほ
ど
心
地
よ
く
な
る
光
景
を
目
の

当
た
り
に
す
れ
ば
、
〔
必
ず
〕
心
の
底
か
ら
歓
喜
が
湧
き
起
こ
る

の
で
、
そ
の
時
に
は
無
生
法
忍
と
い
う
境
地
を
得
る
だ
ろ
う
」
と
。

〔
さ
ら
に
ま
た
〕
釈
尊
は
章
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
そ
な
た
は

〔
自
分
の

〔
煩
悩
に
縛
ら
れ
た
〕
凡
夫
で
あ
り

力
で
極
楽
を
〕
心
に
描
こ
う
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
能
力
は
な

ぃ
。
〔
そ
な
た
は
〕
天
眼
と
い
う
神
通
力
を
具
え
て
い
な
い
以
上
、

速
く
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
〔
だ
が
、
〕
私
も
含
め
仏

た
る
者
に
は
、

〔
極
楽
世
界
を
〕
見
る
こ
と
が
で
き
る

そ
な
た
が

よ
う
に
さ
せ
る
特
別
な
手
立
て
が
あ
る
の
だ
」
と
。

す
る
と
意
提
希
が
釈
尊
に
申
し
上
げ
た
。

「
釈
尊
よ
。
私
の
場
合
は
、
今
で
こ
そ
釈
尊
の

〔
目
に
見
え
な

い
〕
力
に
よ

っ
て
極
楽
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

〔
し
か
し
〕
・
・
も
し
も
釈
尊
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
の
多
く
の
衆
生
は

悪
が
は
び
こ
り
善
が
滅
ぶ
、
濁
り
き
っ
た
世
の
中
で
五
種
の
苦
し

み
に
お
び
や
か
さ
れ
ま
す
。
〔
そ
の
よ
う
な
中
で
〕
ど
の
よ
う
に

し
て
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
を
見
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」
。

(第

一
観
)

〔
そ
こ
で
〕
釈
尊
が
意
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
そ
な
た
や
〔
未
来
の
人
々
も
含
め
た
〕
衆
生
は
余
計
な
こ
と

は
何
も
考
え
ず
、
意
識
を

一
方
向
に
集
中
さ
せ
て
、
〔
と
も
か
く
〕

西
の
方
角
を
想
い
な
さ
い
。
〔
で
は
〕
ど
う
や
っ
て
想
い
始
め
る

の
か
。
そ
も
そ
も
〔
西
を
〕
想
い
始
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

誰
で
あ
れ
眼
が
不
自
由
で
な
い
限
り
は
、
み
な
そ
の
眼
で

彼
方
に
〕
沈
ん
で
い
く
太
陽
を
見
な
さ
い
。
〔
そ
し
て
、
そ
の
太

陽
が
〕
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
西
に
向
か
っ
て
姿
勢

正
し
く
座
り
、
脳
裏
の
太
陽
を
リ
ア
ル
に
観
察
し
な
さ
い
。
〔そ

の
際
〕
脳
裏
に
そ
の
太
陽
ば
か
り
が
浮
か
ぶ
状
態
を
保
ち
、
そ
の

他
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
こ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
〔
し
か

も
〕
沈
み
行
く
〔
脳
裏
の
〕
太
陽
の
形
を
、
ま
る
で
ぶ
ら
下
が
つ

て
い
る

〔
真
ん
丸
の
〕
太
鼓
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
さ
い
。

〔
そ
の
〕
太
陽
を
見
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、
目
を
閉
じ
て
い
て
も

目
を
開
け
て
い
て
も
、

い
つ
で
も
〔
そ
の
太
陽
が
〕
鮮
明
で
あ
る

西
の

仏説観無量寿経浄土三部経131 



観よ
とう
p ，こ
うし
のな
でさ
あい

る;?
ιー
れ
が
日
ホ目

と

つ
修
/.----: 

f丁

で
あ
り
、
初

(第
二
観
)

〔
で
は
〕
次
に
水
を
想
い
始
め
よ
。
〔
ま
ず
〕
水
が
波
紋
ひ
と

つ
な
く
澄
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
同
時
に
〔
脳
裏
で
そ
れ
を
〕
鮮

明
に
し
て
心
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
〔
こ
の
よ
う
に
し
て
〕

水
を
見
終
え
た
な
ら
ば
、
〔
そ
の
脳
裏
の
〕
水
を
氷
に
変
化
さ
せ

ょ
。
そ
の
氷
が
透
き
通
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
〔
そ
の
氷
が
そ
の

ま
ま
〕
瑠
璃
で
あ
る
と
想
い
始
め
よ
。
〔
そ
し
て
〕
そ
う
想
う
こ

と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
琉
瑠
の
大
地
が
表
面
も
内
側
も
透
き
通
つ

て
い
る
の
を
見
よ
。
〔
そ
の
大
地
の
〕
下
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

よ
う
に
固
く
金
を
は
じ
め
と
す
る
七
種
の
宝
で
で
き
て
い
る
宝
瞳

カ1

〔
そ
の
〕
琉
璃
の
大
地
を
支
え
て
い
る
。
そ
の
宝
瞳
は
八
面

八
角
で
あ
り
、

一
つ
一
つ
の
面
に
は
百
種
類
も
の
宝
玉
が
散
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
一
つ
の
宝
玉
に
千
筋
も
の
光
明
が
あ

っ
て
、
〔
さ
ら
に
〕

一
す
じ

一
す
じ
光
明
に
は
八
万
四
千
も
の
色

彩
が
具
わ
っ
て
い
て
、
瑠
璃
の
大
地
を
〔
下
か
ら
〕
照
ら
し
出
し

て
い
る
。
〔
そ
の
輝
き
は
〕
あ
た
か
も
太
陽
が

一
千
億
も
あ
る
よ

う
で
と
て
も
見
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
〔
一
方
〕
瑠
璃
の
大
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地
の
表
面
は
、
〔
何
本
も
の
〕
黄
金
の
縄
で
縦
横
に
地
劃
さ
れ
て

い
る
。
〔
そ
し
て
〕
七
宝
を
用
い
て
境
界
線
と
し
、
地
割
さ
れ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。
〔
境
界
線
と
な
っ

た
七
〕
宝
の

一
つ
一
つ
は
五
百
色
も
の
光
を
放
ち
、
そ
の
光
は

〔
空
に
向
か
っ
て
咲
く
〕
花
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た

〔
夜
空
に
輝

く
〕
星
や
月
の
よ
う
で
あ
る
。
〔
さ
ら
に
宝
か
ら
放
た
れ
〕
虚
空

に
伸
び
た
光
は
、
〔
そ
の
ま
ま
〕
光
明
台
と
な
る
。
〔
そ
の

一
つ
一

つ
の
光
明
台
に
〕
楼
閣
が
あ
り
、
〔
そ
の
数
は
都
合
〕

一
千
万
に

も
及
び

〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
百
種
も
の
宝
玉
で
で
き
て
い
る
。
そ
の

台
の
両
側
は
そ
れ
ぞ
れ
花
を
あ
し
ら
っ
た
百
億
の
宝
櫨
と
数
限
り

な
い
楽
器
で
飾
り
立
て
て
い
る
。
〔
そ
し
て

一
つ
一
つ
の
光
明
台

の
〕
輝
き
か
ら
八
種
類
の
清
ら
か
な
風
が
生
み
出
さ
れ
、
〔
そ
の

風
が
〕
こ
れ
ら
の
楽
器
を
奏
で
て
い
き
、
そ
の
音
が
苦
・
空
・
無

常
・
無
我
と
い
う
仏
の
教
え
を
体
得
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

水
想
〔
と
い
う
修
行
〕
で
あ
り
、
第
二
観
と
い
う
の
で
あ
る
。

(第
三
観
)

水
想
を
完
成
さ
せ
る
時
に
は

〔
極
楽
の
瑠
璃
の
大
地
の
〕
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つ
一
つ
の
様
相
を
極
め
て
明
瞭
な
映
像
と
し
て
目
の
当
た
り
に
し

な
さ
い
。
〔
そ
し
て
〕
目
を
閉
じ
て
い
て
も
、
目
を
開
け
て
い
て

も

〔
そ
の
映
像
を
〕
散
失
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
睡
眠
中
以
外

は
、
い
つ
で
も
こ
の

〔
水
や
氷
、
琉
瑠
の
大
地
に
関
す
る
特
徴
〕

を
脳
裏
に
刻
み
な
さ
い
。
そ
の

〔
映
像
を
〕
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

を
「
あ
ら
ま
し
に
極
楽
世
界
の
大
地
を
見
る
」
と
い
う
。
さ
ら
に

三
昧
の
境
地
を
得
る
と
、
極
楽
世
界
の
大
地
が
細
部
ま
で
は

っ
き

り
と
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
〔
そ
し
て
〕
そ
れ
は
と
て
も
説
き
尽

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
が
地
想
〔
と
い
う
修
行
〕

あ
り
、
第
三
観
と
い
う
の
で
あ
る
。」

〔
そ
こ
で〕

釈
尊
が
阿
難
に
仰
せ
に
な

っ
た
。

「そ
な
た
は

〔
今
、
私
が
示
し
た
〕
言
葉
を
胸
に
刻
ん
で
お
け
。

苦
し
み
か
ら
脱
し
た
い
と
願
う
未
来
世
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
た
め

に
、
こ
の

〔
極
楽
世
界
の
大
地
を
目
の
当
た
り
に
す
る
〕
観
地
の

法
を
説
き
示
せ
。
も
し
極
楽
世
界
の
大
地
を
目
の
当
た
り
に
し
た

人
は

〔と
て
つ
も
な
く
永
い
時
間
、
〕

生
死

八
十
億
劫
と
い
う

を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
罪
の
報
い
さ
え
除
か
れ
、
身
を
裟
婆
世

界
に
捨
て
置
い
て
、
必
ず
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
の
で
あ
る
。

の
観
地
の
想
を
修
め
る
と
と
を
「
正
観
」
と
言
い
、
も
し

〔
私
の
教
え
に
対
し
〕
心
に
疑
い
を
抱
か
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
こ

示
し
た
以
〕
外
の
も
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を

「
邪
観
」
と
言
う
の
で
あ
る
。」

(今
回、

注
記
は
省
略
す
る
)

で

〔
私
が
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四
十
八
巻
伝

六
巻

段
法
然
上
人
は
、
聖
道
門
の
諸
宗
の
教
え
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
い

ほ
つ
そ
う
し
ゅ
う
さ
ん
ろ
ん
し
ゅ
う

た
の
で
、
法
相
宗
や
三
論
宗
の
高
徳
た
ち
は
、

お
の
お
の
上
人
が

そ
の
宗
派
の
教
え
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
、
天
台
宗
や

華
厳
宗
の
す
ぐ
れ
た
学
匠
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
人
の
広
い
才
知

を
ほ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
な
お
迷
い
の
世
界
か
ら
離
脱

す
る
方
法
に
思
い
悩
ん
で
、
身
も
心
も
落
ち
着
か
ず
、
こ
の
次
の

生
涯
に
お
い
て
迷
い
か
ら
離
れ
る
肝
要
な
方
法
を
見
出
す
た
め

由

』

、

ー

一
切
経
を
五
回
読
ま
れ
た
。

釈
尊
が
生
涯
に
説
か
れ
た
教
え
に
つ
い
て
、
よ
く
よ
く
思
案
さ
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む
ず
か

れ
た
と
こ
ろ
、
あ
れ
も
難
し
く
、
こ
れ
も
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
恵

心
憎
都
源
信
の

『往
生
要
集
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
善
導
和
尚
の
注
釈

(「観
経
疏
』
)
を
指
導
の
書
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
直
接
そ
れ
を

読
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
注
釈
に
は
、
心
が
散
り
乱
れ
る
凡
夫
が

称
名
の
行
に
よ
っ
て
次
の
生
涯
に
は
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
断
定

し
で
あ
り
、
凡
夫
が
迷
い
の
世
界
か
ら
離
れ
る
こ
と
を

い
シ
玄
わ

簡
単
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
。

一
切
経
を
ご
覧
の
た
び
に
こ
の
文

を
見
て
お
ら
れ
た
が
、
こ
と
に
注
意
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
三
度
、

い
っ

つ
い
に
「

一
心
に
も
っ
ぱ
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
て
、
何
時

い
か
な
る
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
時
間
の
長
短
に
関
わ
ら
ず
、
常

し
よ
う
じ
よ
う
ご
う

に
続
け
て
や
め
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
正
定
の
業
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
意
趣
に
叶
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

と
い
う

一
節
に
い
た

っ
て
、
末
法
の
世
に
生
き
る
凡
夫
は
阿
弥
陀
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仏
の
名
号
を
称
え
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
乗
っ
て
、
間
違
い

な
く
往
生
で
き
る
は
ず
、
だ
と
い
う
道
理
を
確
信
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
わ
け
で
、
承
安
五
年
(
二

七
五
)

の
春
、
上
人
は
四
十
一

歳
の
時
、
す
ぐ
さ
ま
諸
行
を
捨
て
て
、

ひ
た
す
ら
念
仏
の
教
え
に

帰
依
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
段

あ
る
と
き
法
然
上
人
が
、
「
往
生
を
遂
げ
る
た
め
の
行
に
は
、

称
名
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
は
あ
り
え
な
い
」
と
申
さ
れ
る
と
、
慈

げ
ん
ぽ
う
え
い
く
う

眼
房
叡
空
は
、
観
想
念
仏
が
す
ぐ
れ
て
い
る
旨
を
お
っ
し
ゃ
っ
た

の
で
、
上
人
は
、
称
名
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
行
で
あ
る
か
ら
観

想
念
仏
よ
り
ま
さ

っ
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
意
見
を
申
し
立
て
ら

れ
た
。
す
る
と
慈
眼
房
は
ま
た
「
亡
く
な

っ
た
師
匠
の
良
忍
上
人

も
、
観
想
念
仏
が
す
ぐ
れ
て
い
る
の
だ
と
お
お
せ
ら
れ
た
」
と
お

っ
し
ゃ
る
と
、
上
人
は
「
良
忍
上
人
も
、
よ
り
早
く
生
ま
れ
た
方

で
は
あ
る
が
:
・」
と
申
さ
れ
た
時
、
慈
眼
房
が
腹
を
立
て
ら
れ
た

の
で
、
上
人
は
、
「
善
導
和
尚
も
(
「観
経
疏
』
で
)
、
〈
こ
れ
ま
で

じ
よ
う
ぜ
ん
さ
ん
ぜ
ん

釈
尊
は
定
善
と
散
善
の
二
つ
の
修
行
に
よ
る
利
益
を
説
か
れ
た

が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
顧
慮
す
る
と
、
釈
尊
の
真
意
は
、
人
び

と
に
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
〉

と
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
称
名
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か

だ
。
聖
教
を
よ
く
よ
く
ご
覧
に
も
な
ら
ず
:・
」
と
申
さ
れ
た
。

三
段

法
然
上
人
は

一
向
専
修
の
立
場
と
な
ら
れ
た
の
で
、

つ
い
に
比

叡
山
を
出
て
西
山
の
広
谷
と
い
う
所
に
住
ま
い
を
定
め
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
東
山
の
吉
水
あ
た
り
に
閑
静
な
場
所
が
あ

っ
た
の
で
、
広
谷
の
草
庵
を
移
転
し
て
移
り
住
ま
わ
れ
た
。
そ
こ

へ
尋
ね
て
く
る
者
が
あ
れ
ば
、
浄
土
の
教
え
を
説
い
て
念
仏
の
行

を
勧
め
ら
れ
た
。
教
え
導
く
こ
と
は
日
増
し
に
盛
ん
と
な
り
、
念

仏
に
帰
依
す
る
者
は
ま
る
で
雲
霞
の
よ
う
に
多
か
っ
た
。

か

わ

ら

や

こ

ま

つ

ど

の

か

ち

お

で

ら

そ
の
後
、
賀
茂
の
河
原
屋
・
小
松
殿

・
勝
尾
寺
・
大
谷
な
ど
と
、

そ
の
住
ま
い
は
変
わ
っ
た
け
れ
ど
、
教
化
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ

と
は
な
か

っ
た
。
と
う
と
う
上
人
の
評
判
は
国
中
に
知
れ
わ
た
り
、

恵
み
は
国
全
体
に
ゆ
き
渡
っ
た
。
こ
れ
は
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
が

わ
が
国
と
縁
が
ふ
か
く
、
念
仏
と
い
う
す
ぐ
れ
た
行
い
が
、
末
法
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の
世
に
か
な
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。

大
谷
は
上
人
が
入
滅
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
の
遺
跡
は
今
で

も
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
東
西
の
長
さ
が
三
丈
を
越
え
る
ほ
ど
、

南
北
は
十
丈
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
の
中
に
建
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
房

舎
は

一
体
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
つ
つ
ま
し
や
か
な
生
活
の
ほ
ど
が
思
い
や
ら
れ
て
、

み

え
い
ど
う

奥
ゆ
か
し
く
尊
い
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
御
影
堂
の
所
が
そ
の
遺

跡
で
あ
る
。

四
段

あ
る
時
、
法
然
上
人
は
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
「
迷
い

の
世
界
か
ら
離
れ
た
い
と
の
思
い
が
深
か

っ
た
の
で
、
様
々
な
教

え
を
信
じ
て
、
様
々
な
行
を
修
め
た
。
お
よ
そ
仏
の
教
え
は
多
い

と
い
う
け
れ
ど
、
所
詮
、
悪
を
と
ど
め
善
を
修
す
る
戒
、
心
を
集

え

中
さ
せ
る
定
、
真
理
を
正
し
く
見
極
め
る
慧
の
三
学
を
超
え
は
し

な
い
。
い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
の
戒
・
定
・
慧
、
大
乗
仏
教
の
戒
・

け
ん
ぎ
ょ
う

定
・
慧
、
顕
教
の
戒
・
定
・
慧
、
密
教
の
戒
・
定
・
慧
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
私
自
身
は
、
戒
の
実
践
で
は

一
つ
の
戒
す
ら
持
つ
こ

と
が
で
き
ず
、
禅
定
で
は

一
つ
も
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

あ
る
学
僧
は
解
釈
し
て
、
戒
を
清
ら
か
に
持
つ
こ
と
が
で
き
な
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い
な
ら
ば
、
精
神
統

一
の
状
態
で
あ
る
三
昧
は
実
現
し
な
い
、
と

説
い
て
い
る
。
ま
た
、
凡
夫
の
心
は
、
対
象
に
つ
れ
て
変
わ
り
ゃ

す
い
。
例
え
ば
、
猿
が
枝
か
ら
枝
へ
移
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
ま
こ
と
に
心
は
、
散
り
乱
れ
動
き
や
す
く

一
つ
の
対
象

に
集
中
し
て
静
ま
る
こ
と
は
難
し
い
。
煩
悩
に
汚
さ
れ
て
い
な
い

悟
り
の
智
慧
が
ど
う
し
て
生
じ
え
ょ
う
か
。
も
し
汚
れ
の
な
い
正

し
い
智
慧
の
剣
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
悪
業
や
煩
悩
の
き
ず

な
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
悪
業
煩
悩
の
き
ず
な
を
断

た
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
迷
い
の
世
界
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
こ
の

身
を
解
き
放
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
何
と
悲
し
い
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。

一
体
ど
う
し
た
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
も
の
は
、
と
て
も
戒
・

う
つ
わ

定
・
慧
の
三
学
を
修
め
ら
れ
る
器
で
は
な
い
。
こ
の
三
学
以
外
に

ふ

さ

わ

私
の
心
に
相
応
し
い
教
え
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
の
身
に
堪
え

ら
れ
る
修
行
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
智
者
を

探
し
求
め
、
多
く
の
学
僧
を
訪
問
し
た
が
、
教
え
て
く
れ
る
人
も
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な
く
、
示
し
て
く
れ
る
仲
間
も
い
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
な
げ
き
な
げ
き
経
蔵
(
報
思
蔵
)
に
入

り
、
か
な
し
み
か
な
し
み
聖
教
に
向
き
あ
い
、
み
ず
か
ら
開
い
て

読
ん
だ
と
こ
ろ
、
善
導
和
尚
の

『観
経
疏
」
に

〈
一
心
に
も
っ
ぱ

ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
て
、
何
時
い
か
な
る
こ
と
を
し
て
い

て
も
、
時
間
の
長
短
に
関
わ
ら
ず
、
常
に
続
け
て
や
め
な
い
こ
と
、

こ
れ
を
正
定
の
業
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本

願
の
意
趣
に
叶
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〉
と
い
う

一
文
に
出
会
え

た
。
そ
の
あ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
無
知
の
者
は
、
ひ
た
す

ら
こ
の

一
文
を
尊
重
し
、
も

っ
ぱ
ら
こ
の
道
理
を
頼
り
に
し
て
、

常
に
続
け
て
や
め
る
こ
と
な
く
称
名
を
修
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
確

実
な
往
生
に
備
え
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
た
だ
善
導
の
遺
さ

れ
た
教
え
を
信
じ
る
だ
け
で
は
な
い
。
ま
た
さ
ら
に
、
深
く
阿
弥

じ
ゅ
ん
ぴ
ぷ
つ
が
ん
こ

〈順
彼
仏
願
故
〉
の
文
は
、

陀
仏
の
広
大
な
誓
願
に
順
じ
て
い
る
。

深
く
魂
に
染
み
込
み
、
心
に
と
ど
め
た
の
で
あ
る
。

恵
心
僧
都
源
信
と
い
う
先
学
の

『往
生
要
集
」
を
開
く
と
、

〈極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
行
い
は
、

念
仏
を
根
本
と
す
る
〉
と
言

み
よ
う
ぎ
ょ
う
ご
う
き

っ
て
お
り
、
ま
た
閉
じ
人
の

「妙
行
業
記
』
の
文
章
に
も
、

〈極

楽
浄
土
に
往
生
す
る
行
い
は
念
仏
を
最
優
先
す
る
〉
と
言
っ

て
い

る
。

か
く
ち
ょ
う

覚
超
僧
都
が
恵
心
僧
都
に
、

〈あ
な
た
が
実
践
さ
れ
て
い
る
念

仏
は
、
仏
の
姿
や
浄
土
の
あ
り
様
を
観
想
す
る
事
の
念
仏
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
心
の
中
で
真
理
を
観
ず
る
理
の
念
仏
で
し
ょ
う

か
〉
と
尋
ね
ら
れ
た
。
恵
心
僧
都
は
、

〈心
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

遮
ら
れ
て
静
ま
ら
な
い
。
そ
の
た
め
私
は
ひ
た
す
ら
称
名
念
仏
を

実
践
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
往
生
の
た
め
の
行
い
と
し
て
は
称
名

念
仏
で
十
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
生
涯
に
称
え
た
念

仏
の
回
数
を
数
え
る
と
、

二
十
億
遍
で
あ
る
〉
と
答
え
ら
れ
た
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
く
し
源
空
は
唐
の
善
導
和
尚
の
教
え

に
従
い
、
日
本
の
恵
心
憎
都
と
い
う
先
学
の
勧
め
の
ま
ま
に
、
毎

日
、
称
名
念
仏
を
六
万
遍
称
え
て
き
た
。
死
ぬ
時
が
だ
ん
だ
ん
近

づ
い
て
き
た
の
で
、
そ
の
上
に

一
万
遍
を
加
え
て
、
毎
日
七
万
遍

を
称
え
る
念
仏
行
者
と
な

っ
た
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
。

五
段

法
然
上
人
が
毎
日
の
念
仏
を
七
万
遍
と
さ
れ
て
後
は
、

畳
も
夜
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も
念
仏
以
外
の
こ
と
は
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
か

ら
後
は
、
人
が
訪
ね
き
て
、
仏
の
教
え
に
つ
い
て
問
い
た
だ
さ
れ

た
時
に
は
、
聞
い
て
お
ら
れ
る
の
か
と
思
わ
れ
た
が
、
念
仏
の
声

が
少
し
低
く
な
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
っ
た
く
念
仏
を
あ
と
回
し

に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

六
段

刀t

を法
立然
て上
た人
こは

ろ z
lまと

会5
tよ
…、，

量Z
Fじ 量五

治5
報守主
-rど。

往私
生が
で浄
き土

る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
も
し
天
台
宗
の
教
え
に
よ
る
な
ら

ば
、
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
浄
土
を
低
く
判
定
し
て
い
る
。
も
し
法
相
宗
の
教
え
に

よ
る
な
ら
ば
、
浄
土
を
高
く
判
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
浄
土
へ
の

凡
夫
の
往
生
は
認
め
て
い
な
い
。
諸
宗
の
教
え
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
す
べ
て
の
宗
は
凡
夫
が
報
土
に
往
生
す
る
こ

と
を
認
め
て
い
な
い
た
め
、
善
導
の
解
釈
に
も
と
づ
い
て
浄
土
宗

を
立
て
る
と
、
た
だ
ち
に
凡
夫
が
報
土
に
往
生
で
き
る
こ
と
が
あ

き
ら
か
に
な
る
。

そ
こ
で
、
人
び
と
が
多
く
そ
し
っ
て
言
う
に
は
、

〈必
ず
し
も
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浄
土
宗
の
宗
義
を
立
て
な
く
て
も
、
念
仏
往
生
を
勧
め
る
こ
と
は

で
き
よ
う
。
い
ま
宗
義
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
他
宗
よ

り
勝
れ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
九
夫
が

お
う
じ
ん
お
う
ど

往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
応
身
応
土
で
あ
っ
て
も
十
分

ほ
う
じ
ん
ほ
う
ど

で
あ
る
。
ど
う
し
て
無
理
に
報
身
報
土
と
い
う
教
義
を
立
て
た
の

か
〉
と
。

こ
の
意
見
は

一
応
は
道
理
に
叶
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
さ

ら
に
踏
み
込
ん
で
い
う
と
、
浄
土
宗
を
立
て
る
真
意
を
理
解
し
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
別
の
宗
を
立
で
な
け
れ
ば
、
凡
夫
が

報
土
に
往
生
す
る
教
え
も
隠
れ
、
本
願
の
不
思
議
な
力
も
は
っ
き

り
と
現
れ
て
こ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
善
導
和
尚
の
解
釈
に

従
っ
て
、
ゆ
る
ぎ
な
く
報
身
報
土
の
教
義
を
立
て
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
他
宗
よ
り
勝
れ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
た

め
で
は
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
た
そ
う
だ
。

高法
然
上
人
が
播
磨
の
国
の
信
寂
房
に
、

「
こ
こ
に
天
皇
の
命
を
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せ
ん
じ

伝
え
る
宣
旨
が
二
通
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
取
り
違
え
て
、
九
州

へ
の
宣
旨
を
関
東
に
下
し
、
関
東
へ
の
宣
旨
を
九
州
に
下
し
た
と

し
た
ら
、
そ
の
地
の
人
は
命
令
に
従
う
で
し
ょ
う
か
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
と
こ
ろ
、
信
寂
房
は
し
ば
ら
く
思
案
し
て
、
「
宣
旨
で
あ

り
ま
し
で
も
、
取
り
違
え
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
ど
う
し
て
従
う
こ

と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
・
申
し
あ
げ
る
と
、
上
人
は
、
「
あ
な

た
は
道
理
を
わ
き
ま
え
た
お
人
だ
。
ま

っ
た
く
そ
の
と
お
り
だ
。

天
皇
の
宣
旨
と
は
、
釈
迦
の
残
さ
れ
た
教
え
の
こ
と
で
あ
る
。
宣

し
よ
う
ぞ
う
ま
つ

旨
が
二
通
あ
る
と
い
う
の
は
、
正
像
末
の
三
時
に
行
な
わ
れ
る
教

え
で
あ
る
。
聖
道
門
の
修
行
は
正
法
・
像
法
の
時
代
の
教
え
で
あ

る
か
ら
、
素
質
が
す
ぐ
れ
知
恵
あ
る
人
び
と
で
な
け
れ
ば
悟
り
を

得
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
西
国
へ
の
宣
旨
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
浄
土
門
の
修
行
は
末
法
の
濁
っ
た
時
代
の
教
え
で
あ
る

か
ら
、
素
質
が
劣
り
知
恵
の
な
い
人
び
と
を
対
象
と
し
て
い
る
。

と
れ
は
奥
州
へ
の
宣
旨
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か

ら、

三
時
に
ふ
さ
わ
し
い
宣
旨
を
取
り
違
え
て
は
な
ら
な
い
。

大
原
で
聖
道
門
と
浄
土
門
に
つ
い
て
論
争
を
し
た
時
、
教
え
の

優
劣
で
は
互
角
の
議
論
で
あ
っ
た
が
、
人
間
の
能
力
を
基
準
に
較

べ
る
と
、
わ
た
く
し
源
空
が
勝
っ
た
の
だ
。
〈
聖
道
門
の
教
え
は

深
い
と
い
っ
て
も
、
時
代
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
の
人
び

と
の
能
力
に
は
適
合
し
な
い
。
浄
土
門
の
教
え
は
浅
い
よ
う
に
見

え
る
け
れ
ど
も
、
今
の
人
び
と
の
能
力
に
叶
い
や
す
い
〉
と
言
つ

た
時
、

一
万
年
続
く
と
さ
れ
る
末
法
時
代
に
入
る
と
、
ほ
か
の
経

典
は
み
な
滅
ん
で
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
ひ
と
つ
だ
け
が
人
び
と
へ

与
え
る
利
益
を
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ
る
と
の
こ
と
わ
り
に
納
得
し

て
、
人
び
と
は
み
な
信
じ
て
従
っ
た
の
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

八
段

に
ん
し

中
国
に
浄
土
の
教
え
を
説
く
人
師
は
多
い
け
れ
ど
、
法
然
上
人

ど

ん

ら

ん

ど

う

は
、
唐
と
宋
の
二
つ
の
時
代
の
高
僧
伝
の
中
か
ら
、

曇
驚

・
道

し

ゃ

く

え

か

ん

し

ょ

う

こ

う

縛
・
善
導

・
懐
感
・
少
康
の
五
師
を
抜
き
出
し
て
、
浄
土
宗
の
師

資
そ相
の承

後室
俊}て
乗lら
房長れ
重iた

炉
中
国
ノ¥

行
く
際

上
人
は
、
「
中

国
に
浄
土
五
祖
の
絵
像
が
あ
る
。
こ
れ
を
必
ず
持
ち
帰
り
な
さ
い
」

と
お

っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
の
お
お
せ
に
従
っ
て
、
中
国
へ
渡
っ
た
後
、

広
く
捜
し
求
め
た
と
こ
ろ
、
上
人
の
お

っ
し
ゃ
っ
た
通
り
、
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に
五
祖
を
描
い
た
絵
像
を
手
に
入
れ
た
。
重
源
は
ま
す
ま
す
上
人

の
洞
院
ヂ
力
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

た

い

ま

で

ら

ま

ん

だ

ら

あ
の
当
麻
寺
の
憂
茶
羅
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
姿
を
変
え
て
尼
と

お

お

い

じ

ゅ

ん

に

ん

て

ん

び

ょ

う

ぼ

う

じ

な
り
、
大
炊
天
皇
(
淳
仁
天
皇
)
在
世
中
の
天
平
宝
字
七
年
(
七

じ
よ
ぷ
ん
ぎ
し
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
織
り
出
さ
れ
た
霊
像
で
あ
る
。
序
分
義
と
正
宗
分
の
定

六
一二
)

普
義
と
散
普
義
に
も
と
づ
い
て
描
か
れ
た
三
方
の
外
縁
部
の
図
様

ゃ
、
日
想
観
を
す
る
人
を
妨
げ
る
三
つ
の
障
り
を
表
し
た
雲
の
あ

り
様
を
、
人
び
と
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ

4
b
A
仰シ
Y
く

の
後
、
文
徳
天
皇
在
世
中
の
天
安
二
年
(
八
五
八
)
に
、
中
国
よ

り
伝
来
し
た
善
導
大
師
の
注
釈
書

「観
経
疏
」
の
文
章
を
読
ん
で
、

人
び
と
は
疑
問
が
解
け
た
の
で
あ
る
。
天
平
宝
字
七
年
か
ら
天
安

二
年
ま
で
は
九
十
六
年
で
あ
る
。

昔
、
わ
が
国
に
お
い
て
織
ら
れ
た
曇
茶
羅
が
、

は
る
か
後
に
伝

来
し
た

『観
経
疏
』
の
文
章
に
ぴ
た
り
と
合
致
し
た
の
は
、
不
思

議
な
こ
と
で
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
、
法
然
上
人
が

先
ん
じ
て
浄
土
宗
の
宗
義
を
お
聞
き
に
な
り
、
後
に
重
源
が
中
国

へ
渡
る
時
に
、
あ
の
浄
土
五
祖
像
を
持
ち
帰
る
よ
う
命
じ
ら
れ

持
ち
帰
っ
た
絵
像
が
上
人
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
あ
っ
た
の
は

ど
う
し
て
殊
勝
な
乙
と
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
僧
侶
も
俗
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人
も
貴
い
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
五
祖
の
真
の
絵
姿
を
拝
ん
で

い
よ
い
よ
上
人
の
徳
に
帰
依
し
、
ま
す
ま
す
念
仏
へ
の
信
仰
を
深

く
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
、

二
尊
院
の
経
蔵
に
安
置
さ
れ
て

い
る
の
は
、
そ
の
重
源
が
持
ち
帰
っ
た
真
の
絵
姿
で
あ
る
。
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布
教
資
料
研
究

和
歌
・

道
詠
の
研
究

ー
五
重
勧
誠
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
|

は
じ
め
に

現
代
布
教
研
究
班
に
お
け
る
私
の
研
究
テ
|
マ
は
「
和
歌

・
道

詠
の
研
究
」
で
あ
る
。
特
に
今
期
は
「
和
歌
・
道
詠
の
収
集
・
整

理
と
そ
の
活
用
方
法
」
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。

お
よ
そ
和
歌
に
限
ら
ず
詩
歌
と
い
う
も
の
は
、

一
つ
の
思
想
を

論
理
的
に
説
明
し
た
り
表
現
す
る
に
は
文
体
か
ら
不
向
き
で
は
あ

る
よ
う
だ
が
、
反
面
ょ
く
で
き
た
詩
や
歌
は
、
数
百
語
数
千
字
を

連
ね
る
文
章
よ
り
も
、
そ
の
中
心
思
想
を
直
感
さ
せ
る
も
の
が
あ

り、

言
葉
以
上
に
訴
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
時
が
あ
る
。

「
そ
の
効
用
は
口
ず
さ
む
に
適
し
、
覚
え
る
に
易
く
、
し
か
も

言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
中
心
が
そ
こ
に
在
る
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
今
回
は
実
際
に
布
教
の
現
場
で
勧
誠
師
が
お
話
し
さ
れ
た

「
講
録
」
叩
冊
を
と
り
あ
げ
「
五
重
勧
誠
録
」
に
お
け
る
和
歌

道
詠
の
活
用
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
尚
、
実
際
の
打
ち
込
み

作
業
は
嘱
託
研
究
員
の
八
木
英
哉
師
が
担
当
し
、
分
類

・
整
理
に

も
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
の
で
こ
こ
に
ご
報
告
す
る
。

2

和
歌

・
道
詠
に
つ
い
て

古
来
よ
り
和
歌
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
に
分
け
ら
れ
、
賛
歌

和歌道詠の研究

離
別
歌

・
恋
歌

・
哀
傷
歌
と
い
う
分
類
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
さ

ら
に
は
左
記
の
よ
う
に
釈
教
、
釈
教
歌
、
道
歌
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

布教資料研究

①
和
歌
・
:
漢
詩
に
対
し
て
上
代
か
ら
日
本
に
行
わ
れ
て
い
る
、
長

歌
・
短
歌
・
船
頭
歌
の
総
称
。

②
釈
教
・:
仏
教
、
ま
た
仏
教
的
な
言
葉
の
入
っ
て
い
る
歌
や
句
。
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③
釈
教
歌
・
:
経
文
な
ど
の
事
を
題
材
と
し
た
歌
。
ま
た
は
広
く
仏

教
思
想
に
も
と
づ
い
た
歌
。

④
道
歌
・
:
道
徳

・
仏
法
な
ど
に
関
す
る
教
訓
を
わ
か
り
や
す
く
詠

ん
だ
短
歌
ま
た
は
長
歌
。
(「日
本
史
用
語
大
辞
典

語
編
」

1
9
8
7
・柏
書
房
)

-
:
道
徳
の
意
昧
を
含
め
た
教
訓
の
歌
。
(
『
大
漢
語
林
」
1

9
9
2
・
大
修
館
)

-
仏
の
教
え
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
き
示
し
た
和
歌
の

類
。
(
石
田
瑞
麿

「例
文
仏
教
語
大
辞
典
」
1
1
A
n
u
J
A
U
J
 

7
・
小
学
館
)

-
道
徳
・
訓
誠
の
意
を
、
わ
か
り
や
す
く
詠
ん
だ
短
歌
。

仏
教
や
心
学
の
精
神
を
詠
ん
だ
教
訓
歌
。
(「広
辞
苑
」

1
9
9
8
・
岩
波
書
庖
)

-
仏
教
ま
た
は
心
学
の
趣
旨
を
よ
ん
だ
歌
。
「
手
習
い
は

坂
に
車
を
押
す
ご
と
し
油
断
を
す
れ
ば
後
へ
戻
る
ぞ
」

の
類
。
(『新
潮
国
語
辞
典

現
代
語
・
古
語
」
1
9
8

4
-
新
潮
社
)

⑤
道
詠
・
・
・
仏
教
的
な
観
点
で
受
け
と
め
た
信
仰
の
境
地
を
詠
ん
だ

歌
。
(
私
案
)
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し
か
し
、
今
回
は
じ
め
て
「
道
詠
」
と
い
う
語
句
に
着
目
し
、

手
元
に
あ
る
辞
書
で
調
べ
て
み
た
が
「
道
詠
」
の
項
目
が
い
ま
だ

用

見
あ
た
ら
な
い
。
た
ま
た
ま
開
い
た
曹
洞
宗
関
係
の
ホ
ム
ペ

ジ
に
「
道
詠
」
の
箇
所
が
あ
り
、
道
元
禅
師
の
詠
ま
れ
た
歌
が
た

く
さ
ん
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
定
義
内
容

・
年
代
に
つ
い
て

の
詳
し
い
説
明
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
浄
土
宗
関
係
の
書
物
に
関

し
て
は
大
正
5
年
・
山
崎
弁
栄
上
人
の

『宗
祖
の
皮
髄
』

(
1
9

1
6
・
一
音
社
)
に
初
め
て
「
道
詠
」
と
い
う
語
句
が
見
ら
れ
た

だ
け
で
あ
る
。
「
道
詠
」
と
言
う
字
義
か
ら
、
な
ん
と
な
く
そ
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
こ
れ
ま
た
「
道
詠
」
の
定
義

が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
自
分
な
り
の
解
釈
で
恐
縮
だ
が

「
仏
教
的
な
観
点
で
受
け
と
め
た
信
仰
の
境
地
を
詠
ん
だ
歌
」
と

「
道
詠
」
を
定
義
明
つ
け
て
み
た
。

3
.
法
然
上
人
の
和
歌
に
つ
い
て

法
然
上
人
の
和
歌
に
関
し
て
「
法
然
上
人
行
状
絵
図
」
(
「勅
修

御
伝
」
三
十
)
に
、
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上
人
や
ま
と
歌
を
事
と
し
給
は
申
さ
れ
ど
も
、
我
国
の
風
俗
に

随
て
法
門
に
よ
せ
て
は
、
時
々
思
い
を
の
べ
れ
る
に
や
。
或

は
門
弟
の
中
に
し
る
し
を
け
る
を
申
っ
た
へ
、
或
は
子
、ず
か

ら
書
き
付
け
給
へ
る
を
没
後
に
披
露
し
け
る
。

1
・
さ
へ
ら
れ
ぬ

と
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
口
首
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

へ
た
て
か
ほ
な
る

ひ
か
り
も
あ
る
を
を
し
な
へ
て

あ
さ
か
す
み
か
な

2
、
わ
れ
は
た
た

ほ
と
け
に
い
つ
か
あ
ふ
ひ
く
さ

こ
こ
ろ
の
つ
ま
に

そ
む
る
心
の
い
ろ
に
い
て
は

た
く
ひ
な
ら
ま
し

3
、
あ
み
た
仏
に

4
、
ゆ
き
の
う
ち
に

あ
き
の
こ
す
ゑ
の

か
け
ぬ
日
そ
な
き

つ
も
れ
る
つ
み
そ

悌
の
み
な
を
と
な
ふ
れ
は

や
か
で
き
え
ぬ
る

5
、
か
り
そ
め
の

色
の
ゆ
か
り
の
こ
ひ
に
た
に

あ
ふ
に
は
身
を
も

6
、
し
は
の
と
に

を
し
み
や
は
す
る

7
、
あ
み
た
仏
と

い
つ
む
ら
さ
き
の

あ
け
く
れ
か
〉
る
し
ら
く
も
を

色
に
み
な
さ
む

い
ふ
よ
り
ほ
か
は
つ
の
く
に
の

な
に
は
の
こ
と
も

8
、
極
楽
へ

あ
し
か
り
ぬ
へ
し

つ
と
め
て
は
や
く
い
て
た
〉
は

ま
い
り
つ
き
な
ん

身
の
お
は
り
に
は

9
、
阿
み
た
仏
と

心
は
西
に
う
っ
せ
み
の

こ
ゑ
そ
す
〉
し
き

も
ぬ
け
は
て
た
る

m、
月
か
け
のな

か
む
る
人
の

い
た
ら
ぬ
さ
と
は
な
け
れ
と
も

心
に
そ
す
む

ょ
に
や
す
け
れ
と
み
な
ひ
と
の

日
、
往
生
は

ま
こ
と
の
心

ロ
、
阿
み
た
仏
と

な
く
て
こ
そ
せ
ね

十
乙
ゑ
と
な
へ
て
ま
ど
ろ
ま
む

な
り
も
こ
そ
す
れ

和歌ー道詠の研究

な
か
き
ね
ふ
り
に

日
、
ち
と
せ
ふ
る

こ
ま
つ
の
も
と
を
す
み
か
に
て

む
か
へ
を
そ
ま
つ

無
量
寿
仏
の

た
れ
か
い
ひ
け
む
こ
ま
つ
と
は

た
か
ま
つ
の
え
た

布教資料研究

M
、
お
ぼ
つ
か
な

雲
を
さ
〉
ふ
る

日
、
い
け
の
み
つ

に
こ
り
す
む
こ
と

人
の
こ
こ
ろ
に
に
た
り
け
り

さ
た
め
な
け
れ
は

日
、
む
ま
れ
て
は

ま
つ
お
も
ひ
出
ん
ふ
る
さ
と
に
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ち
き
り
し
と
も
の

ふ
か
き
ま
こ
と
を

η
、
阿
弥
陀
仏
と

申
す
は
か
り
を
つ
と
め
に
て

浄
土
の
荘
厳

見
る
そ
う
れ
し
き

そ
の
ほ
か
に
は
、
配
流
の
時
に
兼
実
公
に
与
え
ら
れ
た

1
首

(『勅
修
御
伝
」
三
十
四
)
、

『和
語
燈
録
』
巻
四
に
あ
る
「
十
二
箇

条
問
答
」
の
最
後
に
記
さ
れ
た
1
首
、
(
『勅
修
御
伝
」
二
十

一
)

に
あ
る
い
ま
様
の
1
首、

日
、
露
の
身
は

こ
こ
か
し
こ
に
で
き
え
ぬ
と
も

こ
こ
ろ
は
お
な
し

花
の
う
て
な
そ

目
、
こ
れ
を
見
ん

お
り
お
り
こ
と
に
お
も
ひ
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と

つ
ね
に
と
な
へ
よ

初
、
い
け
ら
は
念
仏
の
功
つ
も
り

し
な
は
浄
土
へ
ま
い
り
な
ん

と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は
お
も
ひ
わ
つ
ら
ふ
事
そ
な
き

の
あ
わ
せ
て
二
十
首
が
上
人
の
お
歌
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る

(註
l
)
。

ま
た
、
法
然
上
人
の
「
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
の
中
に

歌
よ
む
は
つ
み
に
て
候
か
。
答
、
あ
な
が
ち
に
え
候
は
じ
。

た
だ
し
罪
も
え
、
功
徳
に
も
な
る

と
あ
る
よ
う
に
、
法
然
上
人
は
歌
を
詠
む
こ
と
に
つ
い
て
罪
に
も
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な
り
う
る
が
、
往
生
の
業
と
も
な
り
う
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て

い
る
。

ま
た
、
元
禄
9
年

(
1
6
9
6
)
に
湛
澄
上
人

(
1
6
5
1
1

1
7
1
2
)
と
い
う
浄
土
宗
僧
侶
が
、
法
然
上
人
の
歌
を
注
解
し

た

「空
花
和
歌
集
」
の
序
文
に
、

や
ま
と
歌
は
。
人
の
こ
〉
ろ
を
た
ね
と
し
て
。
さ
き
に
ほ
ふ

調
の
花
な
れ
ば
。
そ
の
風
体
。
そ
の
人
に
似
る
べ
し
。
愛
に

わ
が
法
然
上
人
は
。
往
き
や
す
き
御
法
の
門
を
。
ひ
ら
き
給

ふ
の
み
に
あ
ら
ず
。
至
り
が
た
き
風
雅
の
境
に
も
立
入
せ
給

へ
り
。
つ
ら
つ
ら
そ
の
詠
歌
を
見
る
に
。
い
と
よ
く
上
人
に

似
た
り
。
賢
相
そ
な
わ
り
て
。
を
の
づ
か
ら
世
の
教
誠
と
な

り
。
人
を
し
て
幽
玄
な
ら
し
む
る
徳
あ
り
。

と
あ
り
、
法
然
上
人
は
歌
人
と
し
て
も
素
養
が
あ
り
、
そ
の
歌
か

ら
深
い
念
仏
信
仰
の
光
を
は
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

4
.
結
縁
五
重
「
勧
誠
録
」
に
つ
い
て

現
在
確
認
さ
れ
る

「勧
誠
録
」
つ
い
て
は
別
表
①
の
最
初
に
隆
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円
述

『浄
業
信
法
訣
」
と
あ
る
よ
う
に
、
年
代
的
に
は
順
不
同
の

も
の
も
あ
る
が
、

1
8
2
3年
(
文
政
6
)
の
著
作
か
ら
初
ま
り
、

よ
ん
で
い
る
。

平
成
口
年
目
月
お
日
に
発
行
さ
れ
た
「
勧
誠
録
」
ま
で
お
冊
に
お

現
在
ま
で
和
歌
・
道
詠
に
関
す
る
整
理
と
パ
ソ
コ
ン
へ
の
入
力

る
中
で
(
敬
称
略
)

作
業
を
す
す
め
て
き
た
「
勧
誠
録
」
は
別
表
①
に
あ
げ
ら
れ
て
い

ω『信
法
要
訣
講
説
」

法
洲

ω
「貼
晴
録
』

吉
岡
阿
成

ω
『五
重
相
伝
講
話
」

ゆ

『浄
土
へ
の
道
』

mw
「五
重
勧
誠
』

紛

「ひ
と
す
じ
の
道
』

高
山
龍
善

林

隆
碩

藤
堂
俊
章

羽
田
恵
一

の

「歓
喜
の
音
」

民
谷
隆
誠

助

「順
願
の
聾
」

松
島
定
宣

(10) (9) 

I5妄
念 の
仏仏
を弟

事Z
育
て
る

八
木
季
生

日
々
称
え
る
人
に
」

土
屋
光
道

(
文
政
6
1
7
7
)

(
明
治
却
)

(
昭
和
弘
)

(
昭
和
お
)

(
昭
和
臼
)

(
平
成
9
)

(
平
成
日
)

(
平
成
日
)

(
平
成
日
)

(
平
成
立

の
叩
冊
で
、
具
体
的
な
方
向
と
し
て
は
「
勧
誠
」
の
中
に
見
ら
れ

る
和
歌
・
道
詠
を
整
理
中
だ
が
、
そ
の
数
は
予
想
以
上
に
多
く
、

重
複
し
て
い
る
も
の
も
ふ
く
め
る
と

4
4
0首
に
お
よ
ん
で
い

る
。
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
古
歌
・
御
詠
・
各
宗
の
祖
師

な
ど
が
詠
ま
れ
た
も
の
な
ど
、
ま
さ
に
多
種
多
様
の
内
容
で
あ
る
。

5.
結
縁
五
重
「
勧
誠
録
」
に
見
ら
れ
る

法
然
上
人
の
和
歌
に
つ
い
て

次
に

ωか
ら
叩
に
お
け
る
勧
誠
録
の
中
で
、
特
に
元
祖
法
然
上

人
の
和
歌
に
焦
点
を
あ
て
、
初
重
か
ら
第
五
重
に
及
ぶ
引
用
回
数

を
整
理
し
な
が
ら
、
勧
誠
師
諸
師
の
和
歌
活
用
の
特
徴
を
さ
ぐ
る

調こ
べ (1) と
てかに
みらす
る (10) る
との 。

勧
そ誠
の録
数に
に見
はら
かれ
なる

6接
関 r~

き 一仁

2台
ZF 
(つ
おい
歌て

に
関
し
て
は
原
則
と
し
て
「
勧
誠
録
」
の
原
文
に
よ
っ
た
)

ω『信
法
要
訣
講
説
」
卸
首

-
法
然
上
人
(
無
し
)

ω『貼
晴
録
』

30 
首
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-
法
然
上
人
4
首

①
あ
み
た
怖
と

心
は
に
し
に
う
っ
せ
み
の

も
ぬ
け
は
て
た
る

こ
ゑ
そ
す
す
し
き

②
往
生
は

世
に
易
け
れ
ど
皆
人
の

ま
こ
と
の
心

な
く
て
こ
そ
せ
ね

③
阿
捕
陀
備
と

十
聾
唱
へ
て
ま
ど
ろ
ま
ん

永
き
眠
り
に

な
り
も
こ
そ
す
れ

④
生
ら
ば
念
悌
の
功
つ
も
り

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

と
て
も
か
く
て
も
此
身
に
は
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
こ
と
ぞ
な
き

ω
「五
重
相
伝
講
話
』
抑制首

-
法
然
上
人
2
首

①
生
ら
ば
念
悌
の
功
つ
も
り

死
な
ぱ
浄
土
へ
参
り
な
ん

と
て
も
か
く
て
も
此
身
に
は
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
こ
と
ぞ
な
き

②
往
生
は

世
に
易
け
れ
ど
皆
人
の

ま
こ
と
の
心

な
く
て
こ
そ
せ
ね

ω
『浄
土
へ
の
道
」
部
首

-
法
然
上
人
1
首

①
不
浄
に
て

申
す

J

念
仏
の
と
が
あ
ら
ば

め
し
こ
め
よ
か
し

弥
陀
の
浄
土
へ
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。

『五
重
勧
誠
」
白
首

-
法
然
上
人
3
首
・
:
「
生
け
ら
ぱ
念
仏
の
」
が

2
回

①
生
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り

死
な
ぱ
浄
土
へ
参
り
な
ん

と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は

思
い
煩
う
こ
と
ぞ
な
し

②
阿
弥
陀
仏
と

十
戸
と
な
え
て
ま
ど
ろ
ま
ん

な
が
き
眠
り
に

な
り
も
こ
そ
す
れ

紛

『ひ
と
す
じ
の
道
」
飴
首

-
法
然
上
人
4
首
:
・
「
月
影
の
歌
」
が
2
回

①
月
影
の

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

な
が
む
る
人
の

心
に
ぞ
す
む

②
聞
に
て

申
す
念
仏
に
笹
あ
ら
ば

召
し
こ
め
よ
か
し

弥
陀
の
浄
土
へ

③
生
ら
ば
念
仏
の
功
積
も
り

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

兎
て
も
角
て
も
此
身
に
は

思
ひ
煩
ふ
事
ぞ
な
き

mw
「歓
喜
の
音
」
口
首

-
法
然
上
人
4
首
:
・
「
阿
弥
陀
仏
と
心
は
西
に
」
が
2
回

①
我
は
た
だ

仏
に
い
つ
か
あ
ふ
ひ
ぐ
さ



研究ノート

心
の
つ
ま
に

か
け
ぬ
日
ぞ
な
き

②
阿
弥
陀
仏
と

心
は
西
に
う
っ
せ
み
の

も
ぬ
け
は
て
た
る

声
ぞ
涼
し
き

③
月
か
げ
の

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

な
が
む
る
人
の

心
に
ぞ
す
む

mw
『順
願
の
聾
』
日
首

-
法
然
上
人
2
首

①
生
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は

思
い
煩
う
こ
と
ぞ
な
し

②
周
に
て

申
す
念
仏
に
科
あ
ら
ば

速
く
こ
め
よ
か
し

弥
陀
の
浄
土
に

助

『真
の
仏
弟
子
を
育
て
る
』

8
首

-
法
然
上
人
4
首
・:
「
月
影
の
歌
」
が
2
回

①
月
か
げ
の

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

な
が
む
る
人
の

心
に
ぞ
す
む

②
往
生
は

世
に
易
け
れ
ど
皆
人
の

ま
こ
と
の
心

な
く
て
こ
そ
せ
ね

③
ゆ
き
の
う
ち
に

怖
の
み
な
を
と
な
ふ
れ
ば

つ
も
れ
る
つ
み
そ

や
か
で
き
え
ぬ
る

日

『お
念
仏
を
悌
び

日
々
称
え
る
人
に
」
部
首

置
法
然
上
人
5
首
・:
「
月
影
の
歌
」
が
2
回

①
月
影
の

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も
、

眺
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む

②
つ
ゅ
の
身
は

こ
こ
か
し
こ
に
て
消
え
ぬ
と
も

こ
こ
ろ
は
同
じ

華
の
う
て
な
そ

③
生
ま
れ
て
は

ま
ず
思
い
出
む

ふ
る
さ
と
に

契
り
し
友
の

深
き
ま
こ
と
を

④
生
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り

し
な
ら
ば
浄
土
へ
ま
い
り
な

んと
て
も
か
く
て
も
、
此
の
身
に
は
、
思
い
わ
ず
ろ
う
事
ぞ
な

き
と
思
い
ぬ
れ
ば
、
死
生
と
も
に
わ
ず
ら
い
な
し
。

と
い
う
お
歌
を
各
々
の
勧
誠
師
が
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
整
理
す

る
と
和
歌
の
種
類
は
十
首
で
都
合
二
十
九
首
の
法
然
上
人
の
お
歌

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

ー
、
我
は
た
だ

仏
に
い
つ
か
あ
ふ
ひ
ぐ
さ

心
の
つ
ま
に

か
け
ぬ
日
ぞ
な
き

(
l
回
)
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2
、
ゆ
き
の
う
ち
に

備
の
み
な
を
と
な
ふ
れ
ば

つ
も
れ
る
つ
み
そ

や
か
で
き
え
ぬ
る

(
1
回
)

3
、
あ
み
た
悌
と

心
は
に
し
に
う
っ
せ
み
の

も
ぬ
け
は
て
た
る

こ
ゑ
そ
す
す
し
き

(
3回
)

4
、
月
影
の

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

な
が
む
る
人
の

心
に
ぞ
す
む

(
7
回
)

5
、
往
生
は

世
に
易
け
れ
ど
皆
人
の

ま
こ
と
の
心

な
く
て
こ
そ
せ
ね

(
3回
)

6
、
阿
南
陀
悌
と

十
撃
唱
へ
て
ま
ど
ろ
ま
ん

永
き
眠
り
に

な
り
も
こ
そ
す
れ

(
2
回
)

7
、
む
ま
れ
て
は

ま
つ
お
も
ひ
出
ん
ふ
る
さ
と
に

ち
き
り
し
と
も
の

ふ
か
き
ま
こ
と
を

(
l
回
)

8
、
露
の
身
は

こ
こ
か
し
こ
に
で
き
え
ぬ
と
も

こ
こ
ろ
は
お
な
し

花
の
う
て
な
そ

(
l
回
)

9
、
生
ら
ば
念
悌
の
功
つ
も
り

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

と
て
も
か
く
て
も
此
身
に
は
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
こ
と
ぞ
な
き

(
7
回
)

日
、
不
浄
(
周
)
に
て

申
す
念
仏
の
と
が
あ
ら
ば

め
し
こ
め
よ
か
し

弥
陀
の
浄
土
へ

(
3回
)
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さ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
諸
師
の
勧
誠
録
を
全
体
的
に
見
る
と

法
然
上
人
の
和
歌
の
引
用
回
数
が
比
較
的
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

6
.
五
重
勧
誠
に
お
け
る
和
歌
の
活
用
例

さ
て
今
度
は

ωか
ら

ωの
勧
誠
録
に
お
い
て
、
初
重
か
ら
第
五

重
に
次
第
し
て
い
く
勧
誠
の
過
程
で
、
特
に
勧
誠
師
が
工
夫
を
こ

ら
し
な
が
ら
勧
誠
中
に
引
用
し
、
活
用
し
て
い
る
和
歌
・
道
詠
を

整
理
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
(
た
だ
し
、
法
然
上
人
・
良
忠
上

人
御
作
の
二
首
を
除
い
て
連
歌
は
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。)

-
初
重
「
往
生
記
」

「機」

浄
土
宗
祖
法
然
上
人
作

V
伝
灯
分

*
形
見
と
て

は
か
な
き
親
の
留
め
て
し

こ
の
別
れ
さ
へ

ま
た
い
か
に
せ
ん

V
難
逐
往
生
機
(
四
障
四
機
)
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*
法
と
機
と

*
頼
み
な
は

た
た
ひ
し
ひ
し
と
頼
む
べ
し

合
う
か
合
わ
ぬ
を
調
べ
て
の

後
に
行
う

道
を
定
め
よ

道
に
遠
き
ぞ

生
賢
き
は

*
寺
じ
ゃ
て
る
て
る

道
で
は
く
も
る

*
能
の
無
き

身
に
は
な
す
べ
き
業
も
な
し

う
ち
に
帰
れ
ば

立
居
起
伏

南
無
阿
粥
陀
悌

雨
が
降
る

*
怠
ら
ず

行
か
ば
千
里
の
は
て
も
見
ん

我
等
が
為
に
た
て
た
ま
う

*
唯
申
せ

牛
の
歩
み
の

誓
い
の
御
名
の

声
に
ま
か
せ
て

よ
し
お
そ
く
と
も

*
雨
だ
れ
に

く
ぼ
み
し
軒
の
石
見
て
も

寝
て
も
覚
め
て
も
打
ち
任
せ

*
唯
申
せ

か
た
き
わ
ざ
と
て

正
念
往
生

お
も
い
す
て
め
や

声
も
ろ
と
も
に

*
ぶ
ん
ぶ
ん
と

障
子
に
蛸
(
ぶ
よ
)

の
飛
ぶ
見
れ
ば

V
智
行
兼
備
念
仏
往
生
の
機

明
る
き
方
へ
と

迷
ふ
な
り
け
り

*
空
海
が

心
の
中
に
咲
く
花
は

*
慈
悲
の
目
に

憎
し
と
思
う
も
の
は
な
し

弥
陀
よ
り
外
に

知
る
も
の
ぞ
な
し

罪
あ
る
身
こ
そ

尚
あ
わ
れ
な
り

*
わ
が
心

鏡
に
う
つ
る
も
の
な
ら
ば

V
持
戒
念
仏
往
生
の
機

さ
ぞ
や
姿
の

み
に
く
か
る
ら
ん

*
世
の
中
は

警
の
河
原
の
石
な
れ
や

積
ん
で
は
く
ず
し

く
ず
し
て
は
積
む

「末
代
念
仏
授
手
印
」
二
祖
聖
光
上
人
作

「行」

• 
重

V
伝
灯
分

V
愚
鈍
念
仏
往
生
の
機

*
お
く
り
名
を

賜
へ
ば
知
ら
ぬ
人
も
な
し
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こ
こ
ろ
筑
紫
の

法
の
師
の
跡

曲
れ
る
こ
こ
ろ

深
く
と
ど
め
よ

150 

*
往
生
は

世
に
易
け
れ
ど
皆
人
の

V
安
心
の
読
み
方
に
つ
い
て

ま
こ
と
の
心

な
く
て
こ
そ
せ
ね

*
世
の
中
は

澄
む
と
濁
る
で
大
違
い

*
い
つ
は
り
の

無
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り

ハ
ケ
に
毛
が
あ
り

ハ
ゲ
に
毛
が
な
し

人
の
言
の
葉

う
れ
し
か
ら
ま
し

*
世
の
中
は
、

澄
む
と
濁
る
で
大
違
い

*
し
ろ
し
め
す

仏
い
ま
す
と
聞
く
か
ら
は

人
は
茶
を
飲
み
蛇
(
じ
ゃ
)

は
人
を
飲
む

た
だ
あ
け
く
れ
に

う
れ
し
は
ず
か
し

*
西
へ
行
く

山
の
岩
角
ふ
み
見
れ
ば

司'
I[J、

虚
仮
こ
そ
道
の

障
り
な
り
け
れ

*
極
楽
へ

ゆ
か
ん
と
思
う
心
に
て

*
極
楽
に

疎
き
心
を
嘆
く
こ
そ

*
偽
ら
ず

南
無
同
調
陀
悌
と

又
う
た
が
わ
ず
彼
の
国
を

い
う
ぞ
三
心

や
が
て
至
れ
る

誠
な
り
け
れ

*
朝
夕
の

つ
ら
き
っ
と
め
は
御
仏
の

願
う
は
三
つ
の

心
な
り
け
り

人
に
な
れ
よ
の

恵
み
な
れ
か
し

*
仏
に
も

勝
る
心
と
知
ら
ず
し
て

V
至
誠
心

鬼
婆
な
り
と

人
の
言
う
ら
む

*
世
の
中
は

偽
り
飾
り
く
ね
る
と
も

*
白
き
杖

白
し
と
聞
け
ど

見
え
ざ
り
し

唯
正
直
に

念
悌
ば
か
り
は

白
し
と
思
い

喜
び
て
つ
く

*
極
楽
は

直
き
人
こ
そ
参
る
な
れ



研究ノート

V
深
心

*
法
と
機
と

*
唯
申
せ

*
疑
い
の

*
立
ち
か
え
り

*
有
り
と
云
ふ

* 山
} 11 

*
必
至
必
至
と

*
わ
が
心

*
火
の
車

お
の
が
っ
く
り
て

お
の
が
乗
り
ゆ
く

合
う
か
合
わ
ぬ
を
調
べ
て
の

*
野
辺
ま
で
は

送
れ
ど
も

な
さ
け
の
た
め
に

後
に
行
う

苔
の
下
ま
で

添
う
人
ぞ
な
し

道
を
定
め
よ

我
等
が
為
に
た
て
た
ま
う

*
月
影
の

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

誓
い
の
御
名
の

な
が
む
る
人
の

こ
こ
ろ
に
ぞ
す
む

声
に
ま
か
せ
て

な
き
し
る
し
に
は

一
向
に

南
無
阿
捕
陀
悌

V
回
向
発
願
心

南
無
阿
南
陀
悌

文
も
し
ず
ま
ん

*
そ
な
た
ぞ
と

思
い
て
御
名
を
唱
う
れ
ば

世
に
超
え
る

本
の
誓
い
の

な
か
ら
ま
し
か
ば

は
や
む
か
い
ぬ
る

心
も
西
に

人
に
地
獄
は
無
り
け
り

*
神
も
見
よ

悌
も
照
ら
せ
我
が
心

無
し
と
疑
ふ

人
に
こ
そ
あ
れ

願
う
日
ぞ
な
き

後
の
世
な
ら
で

墜
ち
て
流
る
る
橡
(
と
ち
)
が
ら
も

*
蘭
え
出
づ
る
も

枯
る
る
も
同
じ

野
遁
の
草

実
を
捨
て
て
こ
そ

浮
ぶ
瀬
も
あ
れ

遇
は
で
果
つ
べ
き

い
づ
れ
か
秋
に

鎚
ら
ば
必
至
と
鎚
れ
か
し

*
か
り
の
世
を

俄
の
世
ぢ
ゃ
と
で
あ
だ
に
す
な

生
さ
か
し
き
は

弥
陀
に
疎
き
ぞ

か
り
の
世
ば
か
り

我
世
な
り
せ
ば

鏡
に
う
つ
る
も
の
な
ら
ば

の
蛸
帥
(
と
ん
ぼ
)

*
出
る
穴
の

あ
る
に
障
子

さ
ぞ
や
す
が
た
の

醜
く
か
る
ら
ん

*
繋
ぐ
な
ら

繋
ぎ
ど
こ
ろ
に
繋
ぐ
べ
し

つ
く
る
大
工
は
な
け
れ
ど
も

繋
ぎ
と
め
て
も

船
は
動
け
り

力、

tj: 
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*
不
浄
に
て

申
す
念
仏
の
と
が
あ
ら
ば

152 

V
五
種
正
行

め
し
ご
め
よ
か
し

弥
陀
の
浄
土
へ

*
正
行
を

五
種
と
説
け
ど
も
外
は
皆

*
み
ど
り
児
も

尚
称
う
る
御
名
な
る
に

第
四
の
御
名
を

た
す
け
ん
が
為

八
十
路
の
お
き
な

称
え
ぬ
も
あ
り

*
孔
子
の
道

釈
迦
の
教
も
捨
て
ず
し
て

*
子
と
足
は

忙
し
け
れ
ど
南
無
阿
弥
陀

机
の
し
ま
の

か
た
す
み
に
お
け

口
と
、
心
の

ひ
ま
に
ま
か
せ
て

*
思
い
立
つ

心
や
ゆ
き
て

極
楽
の

*
南
無
と
い
う

二
字
を
呼
ぶ
よ
り
阿
弥
陀
仏

花
の
う
て
な
に

我
を
待
つ
ら
ん

枕
の
下
に

影
や
ど
す
な
り

*
立
ち
並
ぶ

仏
の
み
顔
い
ま
見
れ
ば

*
有
難
や

弥
陀
に
心
は
白
糸
の

皆
#
古
し
み
に

耐
え
し
み
姿

称
ふ
る
度
に

染
む
と
思
へ
ば

*
白
は
白

黄
は
黄
の
ま
ま
に

野
の
小
菊

*
阿
弥
陀
仏
と

心
は
西
に
う
っ
せ
み
の

と
り
か
え
ら
れ
ぬ

尊
さ
を
咲
く

も
ぬ
け
は
て
た
る

声
ぞ
涼
し
き

*
何
事
の

お
わ
し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も

*
煩
悩
は

泉
の
ご
と
く
湧
き
い
ず
る

か
た
じ
け
な
さ
に

涙
こ
ぼ
る
る

こ
の
身
こ
の
ま
ま

助
け
た
ま
え

*
手
に
珠
数
を

取
れ
ば
引
か
れ
て
お
の
づ
か
ら

*
よ
き
人
と

言
わ
れ
る
こ
と
の
少
し
ず
つ

心
に
浮
ぶ

南
無
阿
弥
陀
仏

心
ぐ
る
し
く

な
り
に
け
る
か
な

*
易
き
故

浅
し
と
人
の
ひ
が
む
ら
ん

*
察
し
合
い

悦
ば
せ
合
い

折
れ
合
い
て

五
劫
思
惟
の

教
え
知
ら
ず
ぱ

合
わ
ぬ
性
分

合
わ
す
合
掌
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V
四
修

*
雨
だ
れ
にか

た
き
わ
ざ
と
て

く
ぼ
み
し
軒
の
石
見
て
も

思
い
す
で
め
や

ム
叩
か
ぎ
り
に

唯
御
名
ば
か
り
怠
ら
ず

っ
と
む
る
は
四
修

念
仏
せ
ざ
れ
ば

*
敬
い
て

*
樺
土
に
も

*
始
め
に
は

物
憂
か
り
し
が
今
は
文

ご
う
の
者
と
や
沙
汰
す
ら
ん

西
に
向
か
い
て

*
た
れ
だ
れ
も

*
怠
ら
ぬ

歩
み
お
そ
ろ
し

う
し
ろ
見
せ
ね
ば

念
悌
は
申
し
候
ぞ

*
約
束
の

知
識
の
教
え

勇
み
進
め
よ
希
れ
に
逢
う

*
約
束
を

や
ろ
う
や
ら
じ
は

わ
び
し
か
り
け
り

嫡
牛
(
か
た
つ
む
り
)

蒲
陀
の
は
か
ら
い

た
が
わ
で
申
す
人
な
ら
ば

迎
え
と
り
な
ん

と
も
に
守
り
て

思
い
は
る
け
ん
上
も
な
き

*
む
か
し
今法

の
教
え
に

*
阿
弥
陀
仏
と

誓
い
に
か
け
て

め
ぐ
り
逢
・
つ
身
は

*
念
仏
は

尚
申
し
て
も
申
し
て
も

念
仏
な
り
け
り

申
す
人
こ
そ
頼
も
し
き

友
と
思
へ
ば

後
の
世
ま
で
の

申
し
た
ら
ぬ
が

V
三
種
行
儀

わ
き
み
を
す
れ
ば

心
ひ
と
つ
の
丸
木
橋危

う
か
り
け
り

*
手
間
隙
(
て
ま
ひ
ま
)
も

*
信
心
は

*
阿
弼
陀
悌
と

禰
陀
の
普
い
は

十
聾
唱
へ
て
ま
ど
ろ
ま
ん

永
き
眠
り
に

な
り
も
こ
そ
す
れ

欠
け
な
ば
欠
け
よ
欠
け
ぬ
と
て

寝
て
も
籍
(
さ
)

め
て
も

働
く
ま
ま
に
南
無
阿
禰
陀

隙
(
ひ
ま
)
に
ま
か
せ
て

*
手
と
足
と

行
か
ば
千
里
の
は
て
も
見
ん

よ
し
お
そ
く
と
も

*
菅
笠
を

膳
に
し
て
食
ふ

*
怠
ら
ず

牛
の
あ
ゆ
み
の

口
と
心
の

田
植
か
な

和歌-道詠の研究布教資料研究153 



召
し
こ
め
よ
か
し

申
す
念
仏
に
谷
あ
ら
ば

一
語
な
り
け
り

*
聞
に
て

*
浅
ま
し
き

*
仏
法
の

奥
は
奥
は
と
た
ず
ぬ
れ
ば

弥
陀
の
浄
土
へ

南
無
阿
弥
陀
仏
の

身
を
ば
わ
き
で
も
あ
わ
れ
み
の

深
き
誓
い
ぞ

*
そ
れ
見
た
か

常
が
大
事
ぢ
ゃ

終
り
乱
さ
ぬ
身
と
な
り
て

心
の
中
の
・
も
つ
れ
髪

*
願
わ
く
は十

声
と
な
へ
ん

V
奥
図
の
伝
(
結
帰

一
行
三
昧
)

*
一二
つ
四
つ
と

世
に
は
超
え
ぬ
る

-
剃
度
・
袈
裟

大
晦
日

入
ら
ん
と
す
れ
ば
梓
弓
(
あ
ず
さ
ゆ
み
)

*
我
法
に

そ
る
ぞ
初
め
の

教
へ
な
り
け
る

南
無
阿
弥
陀
仏

*
剃
り
た
く
ば

頭
ら
の
上
は

兎
に
も
角
に
も

*
す
み
れ
花

峠
越
ゆ
れ
ば

簡
は
や
し

思
ひ
よ
る
に
て

分
け
て
教
ふ
る
法
の
糸

と
に
も
か
く
に
も

*
誰
も
知
る

*
剃
り
た
き
は

心
の
中
の
乱
れ
髪

南
無
阿
捕
陀
悌

つ
む
り
の
髪
は

南
無
阿
禰
陀
怖
の
六
の
字
を

伝
え
て
こ
そ
は

*
南
無
と
思
う

*
草
も
木
も

か
ら
く
れ
な
い
に

見
ゆ
る
な
れ

猶
と
お
と
け
れ

赤
き
眼
鏡
を

か
け
し
人
に
は

心
の
外
に
道
も
な
し

猿
沢
の
池

阿
粥
陀
ほ
と
け
の

*
船
は
揖

扇
は
要
め

南
無
阿
弥
陀
仏
の

*
管局や

陸
奥
も
薩
摩
も

*
手
を
叩
く

鹿
は
寄
り
来
る

鳥
は
飛
ぶ

誓
い
ま
か
せ
に

下
女
は
茶
を
く
む

往
生
は決

定
の
信

藷
鮮
末
代
念
仏
授
手
印
詑

三
祖
良
忠
上
人
作

• 
重

同
じ
声

V
伝
灯
分

154 
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*
五
濁
の
浮
世
に
生
れ
し
は

念
仏
往
生
と
聞
く
時
は

*
吉
水
を

う
ら
み
か
た
が
た
多
け
れ
ど

か
え
り
て
嬉
し
く
な
り
に
け
る

み
法
も
深
き

心
つ
く
し
に
伝
へ
来
て

鎌
倉
の
海

V
聞
・
思
・
修

*
我
も
の
と

思
え
ば
軽
し

*
食
べ
ぬ
昔
は
畑
の
野
菜

傘
の
雪

食
べ
て
し
ま
え
ば
わ
が
身
体

下
駄
は
く
と
き
は

げ
に
な
る
ほ
ど
と
思
い
つ
つ

疾
う
に
忘
る
る

*
聞
く
と
き
は

*
朝
夕
に

さ
ぞ
や
仏
も

小
言
ま
じ
り
の
空
念
仏
は

お
か
し
か
る
ら
ん

*
朝
夕
に

申
す
念
仏
は
後
生
の
た
め
に

混
じ
る
小
言
は

*
白
き
杖

白
し
と
聞
け
ど

白
し
と
思
い

家
の
た
め
な
り

見
え
ざ
り
し

喜
び
て
つ
く

-
四
重

*
兎
も
角
も

*
木
が
く
れ
の

*
つ
く
づ
く
と

*
は
じ
を
か
き

*
生
け
ら
ば 『決

答
授
手
印
疑
問
妙
」
三
祖
良
忠
上
人
作

思
う
人
な
き
世
の
中
に

亦
疑
う
は

た
の
も
し
き
哉

外
は
小
牟
の
末
葉
ま
で

露
も
の
こ
さ
ず

宿
る
月
影

思
い
と
く
に
も
嬉
し
き
は

得
が
た
き
姿

あ
い
が
た
き
法

か
ゆ
さ
か
く
手
を
持
ち
な
が
ら

な
ど
文
を
書
く

手
を
持
た
ざ
る
や

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

と
て
も
か
く
て
も
乙
の
身
に
は

念
仏
の
功
つ
も
り

思
い
煩
う
こ
と
ぞ
な
し

V
二
河
白
道

*
二
連
数
珠

*
胸
の
火
に

*
焚
か
ぬ
火
の

*
腹
立
ち
し

ち
ゃ
ん
と
手
錠
を
入
れ
し
身
は

捕
わ
れ
て
行
く

調
陀
の
浄
土
へ

焦
れ
て

顔
の
紅
葉
か
な

焔
に
も
ゆ
る

紅
葉
哉

時
は
こ
の
世
も
後
の
世
も

「証」
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人
を
も
身
を
も

*
恐
る
べ
し

カ
ッ
と
い
か
り
の

我
と
わ
が
身
を

*
欲
深
き

人
の
心
と
降
る
雪
は

積
も
る
に
つ
け
て

*
釈
迦
阿
捕
陀

同
じ
教
え
の

喚
ぶ
も
遣
る
も

*
前
は
弥
陀

う
し
ろ
は
お
釈
迦

ひ
き
つ
お
さ
れ
つ

思
わ
ざ
り
け
り

押
さ
れ
引
か
れ
て

156 

生
き
る
人
の
世

胸
の
火
が

弥
陀
は
来
い
世
に

中
は
我

*
釈
迦
は
行
け

焼
き
つ
く
す
な
り

押
さ
れ
引
か
れ
て

ま
い
る
極
楽

*
釈
迦
は
往
け

弥
陀
は
来
れ
と
我
は
中

道
見
え
ぬ
な
り

押
さ
れ
引
か
れ
つ

参
る
お
浄
土

ひ
と
つ
道

*
前
は
弥
陀

後
ろ
は
釈
迦
ぞ

中
は
我

誓
い
た
が
う
な

押
さ
れ
引
か
れ
て

生
き
る
人
の
世

中
は
わ
れ

参
る
極
楽

「信」

-
第
五
重

弥
陀
は
こ
い
よ
の
中
は
わ
れ

参
る
極
楽

*
阿
禰
陀
怖
と

十
聾
唱
へ
て
ま
ど
ろ
ま
ん

*
釈
迦
は
ゆ
け

お
さ
れ
ひ
か
れ
て

*
行
け
は
釈
迦

来
れ
は
嫡
陀
に

押
さ
れ
引
か
れ
て

V
口
授
心
伝

中
は
我

永
き
眠
り
に
な
り
も
こ
そ
す
れ

ま
い
る
極
楽

南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
つ
の
字
を

*
誰
も
知
る

弥
陀
は
来
た
れ
の
中
に
我
れ

外
に
口
伝
も
相
伝
も

*
釈
迦
は
行
け

押
さ
れ
引
か
れ
て

*
釈
迦
は
行
け

弥
陀
は
来
い
世
に

押
さ
れ
引
か
れ
て

*
前
は
弥
陀
、
後
ろ
は
釈
迦
牟
尼

伝
へ
て
こ
そ
は

尚
尊
ふ
と
け
れ

参
る
お
浄
土

*
た
だ
申
す

中
は
我

な
き
が
浄
土
の

口
伝
相
伝

今
日
の
暮
ら
し
を

中
に
我
れ

V
三
義
校
量
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*
た
ね
し
あ
れ
ば

*
身
を
捨
て
て

*
唯
頼
め

*
誤
ち
の

*
は
か
り
な
き

-
総
結

*
唯
申
せ

*
唯
申
せ

唯

岩

も
恋品松
ぬは
J心

ぞ

岩
に
も
生
う
る

悌
の
身
と
も
な
り
ぬ
べ
し

*
生
ら
ば
念
怖
の
功
つ
も
り

生
け
る
も
の
を

と
て
も
か
く
て
も
此
身
に
は

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

思
ひ
わ
づ
ら
ふ
こ
と
ぞ
な
き

松
は
あ
る
世
に

南
無
阿
弥
陀
仏
の

今
に
忘
れ
る
身
な
れ
ど
も

残
る
う
れ
し
さ

う
か
り
け
る

*
今
聞
い
て

我
が
本
願
の

よ
ろ
ず
の
罪
は
深
く
と
も

一
ツ
蓮
の

教
へ
の
侭
に
た
が
は
ず
ば

露
も
結
ば
ん

*
伝
へ
お
く

あ
ら
ん
限
り
は

有
る
身
を
悔
ひ
て
尚
頼
め

十
声

一
声

す
て
ぬ
誓
を

* 何
時
ま

阿で
弥生
陀哩き
仏2る
lこりカ当

命
賜
い
し
よ
ろ
こ
び
は

い
や
あ
ら
た
な
り

袖
に
く
る
ま
る
る

足
は
な
く
と
も
み
仏
の

身
は
安
き
か
な

御
名
呼
ぶ
声
に

*
手
は
な
く
と
も

-
得
益
分

人
え
ら
び
な
く

重
き
誓
い
の
し
る
し
に
は

弼
陀
に
つ
か
う
る

い
か
な
る
契
あ
り
て
か
は

身
と
は
な
り
け
ん

*
古
え
に

必
得
往
生

申
せ
ば
声
を
尋
ね
来
て

人
え
ら
び
な
く

必
得
往
生

-
流
通
分

ワ
シ
ャ
知
ら
ん

任
し
て
あ
る
ワ
イ
!

な
き
が
浄
土
の

外
に
口
伝
も
相
伝
も

南
無
阿
粥
陀
怖
を

頼
む
心
の
あ
る
な
ら
ば

声
に
出
せ
よ

*
唯
た
の
め

口
伝
相
伝
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* 問

題
身怖
のの
罪2
過与誓
も L瓦

頼
ま
ば
お
の
ず
か
ら

恐
れ
つ
つ
し
め

*
横
れ
を
も

又
清
き
を
も
か
え
り
み
ず

立
居
起
臥

南
無
阿
捕
陀
悌

7
.
ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
五
重
勧
誠
の
現
場
で
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
和

歌
・
道
詠
が
活
用
さ
れ
て
い
る
が

一
方
で
は
古
典
的
な
布
教
法

と
し
て
の
み
和
歌
・
道
詠
を
捉
え
る
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
先

人
達
が
和
歌
に
親
し
み
、
そ
の
昧
わ
い
を
通
し
て
念
仏
教
化
に
多

大
な
効
果
を
発
揮
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
学
び
、
今
、
新
た
な
視
点

で
和
歌
・
道
詠
を
布
教
に
活
用
し
て
頂
く
こ
と
を
提
言
す
る
も
の

で
あ
る
。

巻
末
に
は

「
結
縁
五
重
勧
誠
録

一
覧
一
(
別
表
①
)

「
五
重
勧
誠
に
お
け
る
和
歌

・
道
詠
の
活
用

一
里
(
別
表
②
)
を

掲
載
し
た
の
で
ご
参
照
頂
き
た
い
。

8
.
諸
勧
誠
師
に
よ
る
【
・
五
重
相
伝

総
ま
と
め
】

158 

「
五
重
勧
誠
録
」
の
中
で
初
重
か
ら
第
五
重
に
到
る
そ
れ
ぞ
れ

の
段
の
要
点
を
受
者
の
記
憶
に
留
め
る
為
に
、
簡
潔
に
ま
と
め
た

『五
重
相
伝

総
ま
と
め
」
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

勧
誠
師
が
長
年
の
経
験
か
ら
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
成
し
た
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
今
回
と
り
あ
げ
た
9
冊
中
、

7
冊
に
こ
れ
が
見
ら

れ
る
の
で
左
記
に
掲
草
す
る
。

①
「
五
重
相
伝
講
話
」
高
山
龍
善
上
人

初
一
如
何
な
る
愚
か
な
者
に
で
も

一一

一
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
う
れ
ば

三

一
往
生
す
る
ぞ
と
思
い
取
り

四
二
点
の
疑
い
も
な
く

五
一
南
無
阿
弥
陀
仏

十
声

②
『
浄
土
へ
の
道
」
林
隆
碩
上
人

初
一
知
何
な
る
愚
か
な
も
の
に
で
も

一一

一
南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
う
れ
ば

三

一
往
生
す
る
ぞ
と
思
い
取
り
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四
二
点
の
疑
い
も
な
く

五
一
信
決
定
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏

五

一
南
無
阿
弥
陀
仏

十
日目

⑤
「
順
願
の
聾
』
松
島
定
宣
上
人

③
『
五
重
勧
誠
」
藤
堂
俊
章
上
人

初
一
私
の
様
な
愚
か
な
者
に
で
も

初

一
こ
の
私
の
よ
う
な
愚
か
な
者
で
も

/
私
の
様
な
愚
か
な
者
に
で
も

/
こ
の
わ
た
く
し
の
よ
う
な
愚
か
な
者
で
も

一一

一
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
う
れ
ば

一一

一
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
う
れ
ば

/
南
無
阿
弥
陀
怖
と
称
う
れ
ば

三

一
往
生
す
る
ぞ
と
思
い
と
り

三

一
往
生
す
る
ぞ
と
思
い
取
り
て

/
往
生
す
る
ぞ
と
思
い
と

っ
て

四
一
た
だ

一
点
の
疑
い
も
無
く

四

二

点
の
疑
い
な
く

五
一
往
生
極
楽
南
無
阿
弥
陀
仏
と
相
伝
す

/
往
生
核
衆
南
無
阿
弥
陀
仏
と
相
伝
す

和歌・道詠の研究

五
一
念
仏
往
生
の
信
仰
に
生
き
る

/
南
無
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
に
生
き
る

⑥
「
真
の
仏
弟
子
を
育
て
る
』
八
木
季
生
上
人

④
『
ひ
と
す
じ
の
道
」
羽
田
恵
三
上
人

初
一
ど
ん
な
愚
か
な
者
で
も

初
一
い
か
な
る
愚
か
な
者
に
で
も

布教資料研究

一一

一
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
う
れ
ば

一一

一
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
う
れ
ば

三

一
必
ず
往
生
す
る
ぞ
と
確
信
し

三

一
往
生
す
る
ぞ
と
思
い
と
り

四

γ
も
は
や

一
点
の
疑
い
も
な
く

四

二

点
の
疑
い
も
な
く
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五

一
思
い
を
凝
ら
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏



⑦

『お
念
仏
を
悦
び

日
々
称
え
る
人
に
」
土
屋
光
道
上
人

初
一
ど
ん
な
愚
か
な
者
で
も

二

一
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
う
れ
ば

三

一
必
ず
往
生
で
き
る
と
思
い
と
り

四
一
も
は
や

一
点
の
疑
い
も
な
く

五
一
思
い
を
凝
ら
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏

9
.
「
五
童
相
伝
短
歌
」
(
抜
粋
)
奈
良
酉
蓮
寺

仁
阿
順
雄

五
重
相
伝
開
鍾
の
現
場
で
伝
灯
師
(
住
職
)
が
入
行
者
に
対
し

て
配
布
し
て
い
る
「
冊
子
」
で
、
伝
灯
師
(
住
職
)
が
晩
年
ま
で

お
詠
み
に
な
っ
た
自
作
の
和
歌
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
資

料
を
紹
介
す
る
。

。
初
重
・
往
生
記

元
祖
法
然
上
人
作

V
い
っ
と
て
も

疑
心
と
慨
怠
あ
る
と
こ
ろ

信
な
る
心

生
ま
る
こ
と
な
し

マ
わ
が
力

あ
り
と
思
い
て
高
慢
の

V
省
み
て

V
反
省
と

心
に
宿
る
は

鬼
の
住
家
(
す
み
か
)
ぞ

160 

起
せ
信
心
精
進
の

お
他
力
仰
ぐ

卑
下
の
日
暮
し

織
悔
の
心
深
け
れ
ば

四
障
転
じ
て

四
機
の
人
な
り

V
わ
が
身
な
る

。

|
愚
鈍
念
仏
往
生
の
機
|

愚
鈍
の
器
な
れ
ば
こ
そ

V
内
を
省
て

。
二
重

V
三
心
を

御
名
を
称
え
る

深
き
心
を

そ
の
ま愚
ま鈍
鎚Zの
れ 1 器
仏Eな
のγ り
胸と
にて

も

末
代
念
仏
授
手
印

二
代
鎮
西
上
人
作

胸
に
と
ど
め
て
四
修
つ
と
め

保
つ
念
仏

生
の
果
て
ま
で

v 

震
正fの
し
く
干了
ぜ
む

V
称
名
の

V
臨
終
の

五
種
の
正
行
励
み
つ
つ

南
無
阿
弥
陀
仏

三
種
の
行
儀
つ
と
め
な
む

は
か
り
知
れ
ね
ば

来8完
迎ミの
仏1大
ほ門事
の
ぼ
の
と



。
三
重

V
二
祖
様
へ

。
伝
々
相
承

V
元
祖
様

o 
v 四
警2重
え

と
て

。
第
五
重

V
五
重
書
の

-
五
重
相
伝

拝
み
て
わ
れ
は

信諭
はす，
全き証h
Tこで、
し

H
信

大
往
生

(
四
重
)
ム
祉

領
解
紗

(
第
五
重
)

三
代
記
主
上
人
作

解
り
ま
し
た
と
記
主
禅
師

南
無
阿
弥
陀
仏

【註
】
平
成
時
年
の
9
月
よ
り
平
成
口
年
の
8
月
ま
で
「
宗
報
」
に

「法
然
上
人

の
お
歌
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
伊
藤
真
宏
先
生
(
仏
教
大
学
・
非
常
勤
講

師
)
の
連
載
で
、

二
回
目
の
十
月
号
に
は

「確
か
に
法
然
上
人
の
歌
と
い
え

る
も
の
」
を
諸
本
の
資
料
を
基
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
連
載
内
容
よ
り

法
然
上
人
御
作
と
い
わ
れ
て
い
る
二
三
首
に
つ
い
て
伊
藤
先
生
の
見
解
を
伺

・っと
「『
四
十
八
巻
伝
」
に
は
じ
め
て
出
て
く
る
歌
、
即
ち
l
、
2
、
3
、
4
、

5
、
8
、
9
、
口
、
日
目
、
の
9
首
が
法
然
上
人
の
作
で
は
な
い
と
い
う
の
か
、

と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
資
料
的
な
観

点
か
ら
、
現
在
の
段
階
で
は
、
法
然
上
人
作
と
断
定
す
る
こ
と
に
踏
路
す
べ

き
で
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
教
義
的
、
内
容
的
に
は
、
法

然
上
人
の
浄
土
教
思
想
に
照
ら
し
て
問
題
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
、
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。
い
や
、
む
し
ろ
、
法
然
上
人
で
あ
る
な
ら
ば
こ
う
い
う
よ

う
な
歌
を
詠
ま
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
『四

十
八
巻
伝
」
に
収
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

言
っ

て
み
れ
ば

1
3
0
0年
代
で

の
、
浄
土
宗
の
理
解
、
と
い
う
こ
と
で
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て

い
る
点
は
大
変
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

筆
を
と
ど
め
て

三
重
領
解
紗

一
器
の
水
を
聖
光
へ

若
く
な
り
ぬ
と

三
祖
良
忠
へ

決
答
紗

三
代
記
主
上
人
作

二
河
白
道
の
み
さ
と
し
は

わ
れ
ら
が
疑
心

晴
れ
て
定
ま
る

口
授

説心
き伝
明t
せ
し
は
総
て
皆

三
国
伝
来

つ
ま
る
と
こ
ろ
は

南
無
阿
弥
陀
仏

総
ま
と
め

11 

機

*
伊
藤
先
生
に
は
こ
の
他
に
「
浄
土
宗

歌
謡
史
(
序
)

特
に
法
然
上
人
の

和
歌
に
つ
い
て
|」

[
仏
教
文
化
研
究
位
号
]
が
あ
り
、
綿
密
な
研
究
成
果
を

発
表
さ
れ
て
い
る
。

称
名
行
じ
て

わ
が
機
根
(
初
重
)

11 

行

研究ノ ー ト

解
り
な
む

(二
重
)

(三
重
)

文
責
者

・
現
代
布
教
班

佐
藤
晴
輝

11 

解

和歌道詠の研究布教資料研究161 
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別
表
②
五
重
勧
誠
に
お
け
る
和
歌
・
道
詠
の
活
用
一
覧

信
法
要
訣
講
説
(
浄
土
宗
選
集
第
八
巻
)

序
説
分

9
頁

序
説
分
忽
頁

序
説
分
間
必
頁

序
説
分

M
頁

序
説
分

M
頁

序
説
分
お
頁

序
説
分
お
頁

初
重
m
m
頁

初
重
ロ
頁

初
重
弘
頁

初
重
弘
頁

初
重
M
A

頁

法
洲
(
内
容
は
的
門
と
思
わ
れ
る
)

行

昧

V
一
戸
に

V
浄
土
の
教
え
・
和
歌

三
世
の
備
の
御
名
こ
め
て

フー

マ

信
心

V
武
蔵
野
の

願
往
生
心

V
月
も
日
も

不
求
自
得
の
法
門

V
山
川
に

不
求
自
得
の
法
門

V
同
じ
世
を

不
信

V
つ
く
づ
く
と

信
Jし、

V
粥
陀
頼
む

知
機

V
法
と
機
と

難
遂
往
生
機

V
こ
れ
を
こ
そ

難
遂
往
生
機

V
浮
き
沈
み

難
遂
往
生
機

V
身
を
思
う

難
遂
往
生
機

V
今
死
ぬ
と

西 |ち
へ1 り
西 lぢ
へ |り
と |草
入山 の
相~I 末
の |葉

ま
で

落
ち
て
流
る
る
と
ち
が
ら
も

心

一
つ
に
す
み
か
え
て

思
え
ば
や
す
き
世
の
中
を

心
の
内
に
へ
だ
て
な
き

ム
口
う
か
合
わ
ぬ
を
調
べ
て
の

真
の
道
と
思
い
し
に

来
ん
世
は
さ
て
も
い
か
に
ぞ
と

人
こ
そ
実
に
は
な
か
り
け
れ

思
う
に
過
ぎ
し
宝
な
し

唱
う
る
内
に

露
を
た
づ
ね
て

か
ね
て
知
ら
す
る

身
を
捨
て
て
こ
そ

捨
て
れ
ば
や
す
き

心
と
欺
く

帥
仰
は
更
に

後
に
行
う

な
お
世
を
渡
る

心
に
問
い
て

う
か
る
べ
き
世
の

心
に
し
め
て
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*
作
者

唱
え
ぬ
は
な
し

本
弘
法
大
師

宿
る
月
影

極
楽
の
道

う
か
ぶ
瀬
も
あ
れ

我
が
身
な
り
け
り

我
が
身
な
り
け
り

身
を
ば
離
れ
ず

道
を
定
め
よ

僑
に
ぞ
有
り
け
る

*
解
脱
上
人

答
え
か
ね
つ

後
を
し
ら
ね
ば

*
円
空
上
人

常
に
わ
す
る
な

牢
無
能
上
人
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初
重
川
崎
頁

初
重
閉
山
頁

初
重
臼
頁

初
重
臼
頁

二
重
犯
頁

二
重
関
頁

二
重
回
頁

二
重

ω頁

二
重
初
頁

二
重
九
頁

二
重
礼
頁

二
重

η
頁

二
重

η
頁

二
重
苅
頁

二
重
花
頁

二
重
乃
頁

二
重
鈎
頁

二
重
別
頁

愚
鈍
念
悌
往
生
機

品
川
鈍
念
悌
往
生
機

岡
忠
鈍
念
悌
往
生
機

愚
鈍
念
悌
往
生
機

二
祖
様
伝
灯
分
・
末
代
念
仏
授
手
印

二
祖
様
伝
灯
分
・
末
代
念
仏
授
手
印

二
祖
様
伝
灯
分
・
末
代
念
仏
授
子
印

五
種
正
行
・
助
正
二
行

二
心
・

至
誠
心

深
心
・
信
機
信
法

深
心

・
信
機
信
法

回
向
発
願
心

回
向
発
願
心

J心J心
四
修
・
敬
恭
修

四
修
・
敬
恭
修

四
修
・
敬
恭
修

V
世
の
中
は

V
能
の
無
き

V
唯
申
せ

V
唯
申
せ

V
急
げ
人

V
露
程
も

V
生
き
な
が
ら

V
正
行
を

V
極
楽
は

V
立
ち
か
え
り

V
疑
い
の

V
そ
な
た
ぞ
と

V
神
も
見
よ

マ
極
楽
へ

V
偽
ら
ず

V
浄
土
に
も

V
た
れ
だ
れ
も

V
む
か
し
今

偽
り
飾
り
く
ね
る
と
も

身
に
は
な
す
べ
き
業
も
な
し

我
等
が
為
に
た
て
た
ま
う

寝
て
も
覚
め
て
も
打
ち
任
せ

粥
陀
の
御
船
の
か
よ
う
世
に

頼
む
心
の
あ
る
な
ら
ば

掛
川
陀
の
誓
に
の
り
の
舟

五
種
と
説
け
ど
も
外
は
皆

直
き
人
こ
そ
参
る
な
れ

又
も
し
ず
ま
ん
世
に
超
え
る

な
き
し
る
し
に
は

一
向
に

思
い
て
御
名
を
唱
う
れ
ば

併
も
照
ら
せ
我
が
心

ゆ
か
ん
と
思
う
心
に
て

又
う
た
が
わ
ず
彼
の
国
を

ご
う
の
者
と
や
沙
汰
す
ら
ん

勇
み
進
め
よ
希
れ
に
逢
う

思
い
は
る
け
ん
上
も
な
き

唯
正
直
に

立
居
起
伏

誓
い
の
御
名
の

声
も
ろ
と
も
に

乗
り
遅
れ
な
ば

御
法
の
舟
に

さ
し
て
終
を

第
四
の
御
名
を

曲
れ
る
こ
こ
ろ

本
の
普
い
の

南
無
阿
粥
陀
例

心
も
西
に

後
の
世
な
ら
で

南
無
阿
漏
陀
悌
と

願
う
は
三
つ
の

西
に
向
か
い
て

知
識
の
教
え

法
の
教
え
に 念

悌
ば
か
り
は

南
無
阿
禰
陀
悌

牢
無
能
上
人

声
に
ま
か
せ
て

正
念
往
生

い
つ
か
渡
ら
ん

*
聖
徳
太
子

乗
る
と
知
る
べ
し

ま
つ
も
嬉
し
き

た
す
け
ん
が
為

深
く
と
ど
め
よ

な
か
ら
ま
し
か
ば

南
無
阿
嫡
陀
例

は
や
む
か
い
ぬ
る

願
う
日
ぞ
な
き

い
う
ぞ
三
心

心
な
り
け
り

う
し
ろ
見
せ
ね
ば

*
熊
谷
蓮
生

と
も
に
守
り
て

め
ぐ
り
逢
う
身
は
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二
重

M
頁

二
重
M
頁

二
重

M
頁

二
重
郎
頁

二
重
お
頁

二
重

ω頁

二
重
幻
頁

二
重
似
頁

二
重
似
頁

四
重
即
頁

四
重
則
頁

四
重
即
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
修
・
敬
恭
修

四
修
・
敬
恭
修

四
修

三
種
行
儀
・
尋
常
行
儀

三
種
行
儀

・
尋
常
行
儀

三
種
行
儀
・
臨
終
行
儀

奥
図
の
伝
・
結
帰

一
行
三
味

奥
図
の
伝
・
結
帰

一
行
三
味

奥
図
の
伝
・
結
帰

一
行
三
昧

結
答
授
手
印
疑
問
妙
・
疑
心

結
答
授
子
印
疑
問
紗
・
疑
心

結
答
授
手
印
疑
問
紗
・
疑
心

二
河
白
道
・
眠
悉

二
河
白
道
・
隠
悉

二
河
白
道
・
服
悉

二
河
白
道
・
食
欲
(
財
貧
)

二
河
白
道
・
食
欲
(
食
食
)

二
河
白
道

・
貧
欲
(
色
貧
)

V
約
束
の

V
約
束
を

'9' 1 '9' 
手て|敬
閉ま|い
隙~ I て
も

V
手
と
足
と

V
浅
ま
し
き

V
三
ツ
四
ツ
と

V
南
無
と
思
う

V
誰
も
知
る

V
兎
も
角
も

V
木
が
く
れ
の

V
つ
く
づ
く
と

V
胸
の
火
に

V
た
か
ぬ
火
の

V
腹
立
ち
し

'9' 1 '9' 
空:'1世
腹~ I の
さ |中
と |は

V
焼
け
ば
灰

念
備
は
申
し
候
ぞ

や
ろ
う
や
ら
じ
は

た
が
わ
で
申
す
人
な
ら
ば

唯
御
名
ば
か
り
怠
ら
ず

欠
け
な
ば
欠
け
よ
欠
け
ぬ
と
て

働
く
ま
ま
に
南
無
阿
禰
陀

身
を
ば
わ
き
で
も
あ
わ
れ
み
の

の
り

わ
け
で
教
ゆ
る
法
の
糸

心
の
外
に
道
も
な
し

南
無
阿
国
湘
陀
悌
の
六
の
字
を

思
う
人
な
き
世
の
中
に

外
は
小
草
の
末
葉
ま
で

思
い
と
く
に
も
嬉
し
き
は

」
が
れ
て
顔
の

も
み
じ
哉

胸
に
し
も
え
て
苦
し
き
は

時
は
こ
の
世
も
後
の
世
も

取
る
が
上
に
も
取
る
は
よ
し

寒
さ
と
恋
と
く
ら
ぶ
れ
ば

埋
め
ば
土
と
な
る
も
の
と

誓
い
に
か
け
て

命
か
ぎ
り
に禰

陀
の
響
い
は

口
と
心
の

深
き
誓
い
ぞ

思
い
よ
る
に
ぞ

阿
粥
陀
ほ
と
け
の

伝
え
て
こ
そ
は

亦
疑
う
は

露
も
の
こ
さ
ず

得
が
た
き
姿

心
の
鬼
の

人
を
も
身
を
も

遺
る
を
止
め
て
も

恥
か
し
な
が
ら

思
い
な
が
ら
も

禰
陀
の
は
か
ら
い

166 

迎
え
と
り
な
ん

つ
と
む
る
は
四
修

寝
て
も
籍
め
て
も

ひ
ま隙

に
ま
か
せ
て

世
に
は
超
え
ぬ
る

南
無
阿
殉
陀
悌

誓
い
ま
か
せ
に

猶
と
お
と
け
れ

た
の
も
し
き
哉

宿
る
月
影

あ
い
が
た
き
法

身
を
せ
む
る
な
り

思
わ
ざ
り
け
り

取
る
は
取
り
た
し

ひ
だ
る
さ
ぞ
ま
す

人
の
こ
い
し
き



研究ノート

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重

m頁

四
重
山
頁

四
霊
山
頁

四
重
凶
頁

四
重
四
頁

四
重
凶
頁

四
重
郎
頁

四
重
郎
頁

五
重
四
頁

五
重
四
頁

二
河
白
道
・
白
道

・
無
常
迅
速

二
河
白
道
・
食
欲

二
河
白
道

一一
河
白
道

二
河
臼
道

二
河
白
道

一
河
白
道
・
奨
学
奨
児
別
解
別
行
の
人

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

二
河
白
道

二
河
白
道

・
凡
人
報
土

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

二
河
白
道

・
二
尊
遺
迎

二
河
白
道

・
二
尊
遺
迎

二
河
白
道
・
二
尊
遺
迎

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

三
義
校
量

三
義
校
量

V
幼
な
し

'v思
う
事

V
縄
な
ら
ぬ

V
二
連
数
珠

V
火
は
燃
ゆ
る

V
立
ち
つ
づ
く

V
皆
人
の

V
閣
の
夜
に

V
水
と
火
の

V
大
井
川

V
わ
ろ
き
身
を

V
思
い
立
つ

V
西
へ
行
く

V
此
に
遺
り

'v
火
と
水
と

V
釈
迦
阿
禰
陀 老

い
て
よ
わ
り
ぬ
盛
り
に
は

終
に
暮
し
つ

ま
ぎ
ら
わ
し
く
て

一
ツ
叶
え
ば
亦
二
ツ

三
ツ
四
ツ
五
ツ

六
ツ
か
し
の
慣
や

思
い
に
身
を
ば
繋
が
る
る

心
の
外
に

解
く
も
の
は
な
し

ち
ゃ
ん
と
手
錠
を
入
れ
し
身
は

捕
わ
れ
て
行
く

調
陀
の
浄
土
へ

水
あ
う
る
と
も
よ
し
さ
ら
ば

唯

一
向
に

道
を
ゆ
か
な
ん

煙
一
-
も
波
も
か
か
る
身
は

西
よ
り
外
に

行
く
か
た
も
な
し

心
の
奥
の
隠
れ
家
は

鬼
を
出
そ
う
と

柚
聞
出
そ
う
と

カ
ラ
ス

鳴
か
ぬ
烏
の
声
聞
け
ば

生
ま
れ
ぬ

l 先
二~ I の
'心;I 
なっ|父
く |ぞ

恋
し
き

聞
を
わ
け
し

一
筋
の

細
道
あ
ゆ
め

岩
浪
高
し
筏
士
よ

峰
の
紅
葉
に

あ
か
ら
め
な
せ
ぞ

わ
ろ
し
と
知
れ
ば
殉
陀
仰
の

話
回
い
の
外
に

あ
か
ら
め
も
せ
ず

心
計
り
を
し
る
べ
に
て

独
り
は
行
か
ぬ

道
と
こ
そ
聞
け

道

一
筋
は
あ
る
も
の
を

立
た
ば
た
ち
な
ん

煙
も
波
も

よ

ぱ

の

句

彼
に
喚
う
法
の
声

あ
ゆ
む
心
の

頼
み
あ
る
哉

波
と
焔
を
わ
け
で
呼
ぶ

誓
い
の
船
、
ぞ

南
無
阿
禰
陀
悌

同
じ
教
え
の
ひ
と
つ
道

喚
ぶ
も
遺
る
も

響
い
た
が
う
な

V
身
を
捨
て
て

V 
た
ね
し
あ
れ
ば

恋品|
ぬ |悌
心 |の
ぞ |身
う |と
か |も
り |な
け |り
る |ぬ

べ
し

松
は
あ
る
世
に

岩
に
も
松
は

生
け
る
も
の
を

岩
に
も
生
う
る

本
一
後
京
極
良
経
公
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五
重

m頁

得
益
分
凶
頁

得
益
分
胤
頁

得
益
分
胤
頁

得
益
分
凶
頁

得
益
分
問
頁

流
通
分
即
頁

流
通
分
四
頁

流
通
分
間
頁

流
通
分
間
頁

流
通
分
則
頁

流
通
分
別
頁

流
通
分
間
頁

流
通
分
問
頁

流
通
分
郎
頁

流
通
分
瑚
頁

流
通
分

m頁

流
通
分

m頁
三
義
校
量

真
の
仏
弟
子

日
課
称
名

日
課
称
名

日
課
称
名

日
課
称
名

機
教
の
応
不

罪
人
往
生
の
義

罪
人
往
生
の
義

深
'L¥ 

深
Jし、

深
J心

例
法
難
遭
の
義

例
法
難
遭
の
義

罪
人
往
生
の
義

釈
尊
出
世
の
本
懐

諸
偽
証
誠

相
続
念
偽
報
慈
恩

V
唯
頼
め

V
士
口
え
に

V
唱
う
れ
ば

V
能
の
な
き

V
か
ば
か
り
の

V
只
申
せ

V
法
と
機
の

V
草
も
木
も

V
西
へ
行
く

V
唯
た
の
め

V
疑
い
の

V
信
心
の

V
夢
の
世
に

V
い
ざ
い
な
ん

V
阿
粥
陀
併
の

V
子
を
思
う

V
身
を
思
う

V
綴
れ
を
も

よ
ろ
ず
の
罪
は
深
く
と
も

い
か
な
る
契
あ
り
て
か
は

此
に
居
な
が
ら
極
楽
の

わ
ざ

身
に
は
な
す
べ
き
業
も
な
し

む
〈
い

報
と
知
ら
ば
お
の
ず
か
ら

重
き
誓
い
の
し
る
し
に
は

合
う
か
A
口
わ
ぬ
を
調
べ
て
の

枯
れ
た
る
野
辺
に
唯
ひ
と
り

道
よ
り
外
は
今
の
世
に

頼
む
心
の
あ
る
な
ら
ば

な
き
し
る
し
に
は

一
向
に

奥
は
い
ず
こ
と
尋
ぬ
れ
ば

月
善計 日
本'，:1は
こ l 方主
そ !な
あ |く
れ |あ
姻 |け
り |く
逢 1 ;れ
う |て

誓
い
頼
ま
ば
お
の
ず
か
ら

母
よ
り
深
き
釈
迦
の
慈
悲

人
こ
そ
実
に
は
な
か
り
け
れ

又
清
き
を
も
か
え
り
み
ず

我
が
本
願
の

瀬
陀
に
つ
か
う
る

聖
衆
の
数
に

立
居
起
臥

励
ま
ず
と
て
も

人
え
ら
び
な
く

後
に
行
う

松
の
み
残
る

浮
世
を
出
づ
る

南
無
阿
蒲
陀
併
を

南
無
阿
国
湘
陀
例

南
無
阿
殉
陀
併
の

又
も
得
難
き

今
日
開
法
の

つ
み
と
が

身
の
罪
過
も

思
い
つ
"
つ
け
て

憂
か
る
べ
き
世
の

立
居
起
臥

あ
ら
ん
限
り
は

168 

身
と
は
な
り
け
ん

入
る
ぞ
嬉
し
き

南
無
阿
菊
陀
悌

*
無
能
上
人

御
名
や
す
す
ま
ん

必
得
往
生

道
を
定
め
よ

粥
陀
の
本
願

門
ゃ
な
か
ら
ん

声
に
出
せ
よ

南
無
阿
粥
陀
例

口
に
こ
そ
あ
れ

身
を
い
か
に
せ
ん

舟
の
便
り
に

恐
れ
つ
つ
し
め

身
を
な
惜
し
め
ぞ

後
を
知
ら
ね
ば

南
無
阿
蒲
陀
悌



研究ノート

流
通
分
間
頁

流
通
分
間
頁

流
通
分
間
頁

流
通
分
間
頁

流
通
分
間
頁

日
課
称
名

日
課
称
名

総
結

総
結

総
結

黙
晴
録
(
浄
土
宗
教
学
体
系
8
)

序
説
淑
頁

序
税
制
頁

初
重
抑
頁

初
重
別
頁

初
重
側
頁

初
重
抑
頁

T 

マ

繊
悔一帰

授
与

難
遂
往
生
機

難
遂
往
生
機

恐
鈍
念
例
往
生
機

恐
鈍
念
例
往
生
出
慨

助
正
二
行

助
正
二
行

..1. 
嬰~l 子
児三|を
も |恩

つ

V
唯
申
せ

V
唯
申
せ

V
唯
申
す

人
こ
そ
な
け
れ
憂
か
る
べ
き

い
う
ご
と
易
き
漏
陀
の
御
名

重
き
誓
い
の
し
る
し
に
は

申
せ
ば
声
を
尋
ね
来
て

外
に
口
伝
も
相
伝
も

な
き
が
浄
土
の

吉
岡
阿
成

V
か
ば
か
り
の

V
浄
土
の
教
え

・
和
歌

」
と
は
浮
世
の
習
ぞ
と

V
後
の
世
も

V
泊
ま
る
べ
き

マ
っ
き
こ
と
の

V
頼
み
な
は

V
ぶ
ん
ぶ
ん
と

V
あ
み
た
例
と

V
仰
む
い
て

此
の
世
も
と
も
に
南
無
阿
粥
陀

宿
を
思
へ
ば
中
空
の

重
な
る
身
こ
そ
う
れ
し
け
れ

た
障 |た
子 iひ
に |し
納flひ
の |し
飛 !と
ぶ |頼
見 |む
れ |べ
ば |し

心
は
に
し
に
う
っ
せ
み
の

分
別
も
な
し

今
日
の
月

後
の
世
か
け
て

教
え
お
か
ず
ば

ぞ
そ
じ

八
十
の
翁

つ
と
め
ぬ
も
あ
り

*
無
能
上
人

人
え
ら
び
な
く

必
得
往
生

人
え
ら
び
な
く

必
得
往
生

口
伝
相
伝

心
に
ゆ
る
す

果
ぞ
か
な
し
き

例
け
任
せ
の

身
こ
そ
安
け
れ

旅
も
何
か
は

苦
し
か
る
べ
き

*
西
行
法
師

世
を
厭
う
べ
き

便
り
と
思
へ
ば

生
賢
き
は

道
に
遠
き
ぞ

明
る
き
方
へ
と

迷
ふ
な
り
け
り

も
ぬ
け
は
て
た
る

こ
ゑ
そ
す
す
し
き

*
法
然
上
人

*
作
者
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二
重

ω頁

二
重
一
仙
頁

二
重
制
頁

二
重

ω頁

二
重
似
頁

二
重
似
頁

二
重
仰
頁

二
重
釘
頁

二
重
紡
頁

二
重

ω頁

二
重
川
町
頁

二
重
似
頁

二
重
仰
頁

二
重
似
頁

三
重
仰
い
頁

四
重
組
頁

助
正
二
行

助
正
二
行

助
正
二
行

助
正
二
行

至
誠
心

至
誠
心

至
誠
心

至
誠
心

深
'し、

回
向
発
願
心

回
向
発
願
心

回
向
発
願
心

回
向
発
願
心

回
向
発
願
心

四
修
・
無
間
修
・
機
悔

四
修

結
帰

一
行
三
味

二
河
白
道
・
隙
悉

V
こ
れ
は
こ
れ
は
と
ば
か
り

....1 .... 
榊11つ
代 |く
と |っ
て |く

と

V
若
竹
や

V
往
生
は

V
い
つ
は
り
の

V
商
人
は

V
さ
ま
ざ
ま
に

V
有
り
と
云
ふ

V
思
ふ
こ
と

V
き
の
ふ
見
し

花
の
吉
野
山

ひ
と
り
向
か
へ
ば
我
身
さ
へ

知
ら
れ
ぬ
こ
と
の
ゆ
か
し
さ
を

雪
の
重
み
は

ま
だ
知
ら
ず

世
に
易
け
れ
ど
皆
人
の

ま
こ
と
の
心

無
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り

損
を
し
い
し
い

蔵
を
立
て

祈
る
願
い
を
き
き
す
て
て

人
に
地
獄
は
無
り
け
り

一
つ
叶
へ
ば
又
二
つ

三
つ
四
つ
五
つ

人
は
と
訪
へ
ば
け
ふ
は
な
し

V
萌
え
出
づ
る
も
枯
る
る
も
同
じ
野
濯
の
草

V
か
り
の
世
を
俄
の
世
.ち
ゃ
と
で
あ
だ
に
す
な

V
例
法
と

V
阿
繍
陀
例
と

V
敬
ひ
て

一

V
三
つ
四
つ
と

V
焚
か
ぬ
火
の 世

法
は
人
の
身
と
心

一
っ
か
け
て
も

十
聾
唱
へ
て
ま
ど
ろ
ま
ん

只
御
名
ば
か
り

怠
ら
ず
三

分
け
て
教
ふ
る
法
の
糸

焔
に
も
ゆ
る

紅
葉
哉

月
の
中
な
る

な
ど
浅
は
か
に

心
地
こ
そ
す
れ

去
ひ
は
な
す
ら
ん

人
の
言
の
葉

な
く
て
こ
そ
せ
ね

う
れ
し
か
ら
ま
し

一
つ
ま
こ
と
を

無
し
と
疑
ふ

あ
す
又
誰
か

い
づ
れ
か
秋
に

か
り
の
世
ば
か
り

一柳
や
受
く
ら
ん

人
に
こ
そ
あ
れ

六
つ
か
し
の
世

我
れ
を
問
ふ
ら
む

遇
は
で
果
つ
べ
き

我
世
な
り
せ
ば

立
た
ぬ
な
り
け
り

な
り
も
こ
そ
す
れ

永
き
限
り
に

命
限
り
に
四

思
ひ
よ
る
に
て

動
む
る
は
四
修

南
無
阿
菊
陀
例

*
貞
室
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*
法
然
上
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*
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御
前

*
一
休
禅
師

*
法
然
上
人



研究ノート

四
重
組
頁

四
重
紛
頁

四
重
似
一貝

流
通
分
仰
頁

二
河
白
道

・
食
慾

二一
刈
白
道
・
向
阿
上
人
の
盤
喰

二
河
白
道

・
廻
顧
落
道
の
戒

総
結
(
讃
題
)

V
其
腹
に

V
何
の
そ
の

V
危
き
に

何
か
不
足
ぞ

鳴
く
蛙

岩
を
も
透
す

桑
の
弓

命
を
惜
む
武
士
の

活
き
む
と
す
れ
ば

死
ぬ
る
な
り
け
り

マ
生
ら
ば
念
例
の
功
つ
も
り

と
て
も
か
く
て
も
此
身
に
は

思
ひ
わ
づ
ら
ふ
こ
と
ぞ
な
き

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

五
重
相
伝
講
話
(
華
項
文
化
シ
リ
ー
ズ
お

「白
道
を
歩
む
」
所
収
)

受序
弁
3
頁

序
弁

5
頁

序
弁
5
頁

序
弁

m頁

序
弁
臼
頁

序
弁
H
H
頁

序
弁
M
H

頁

T 

マ

仏
法
弘
通

宿
業

信
心

信
心

五
重
の
由
来

法
悦

信
心

信
心
・
難
値
得
遇

高
山
龍
善

【序
文

林
隆
碩
}

V
商
代
は

V
浄
土
の
教
え
・
和
歌

ひ
ろ
む
べ
き
時

V
宿
善
は

V
根
を
し
め
て

V
一
抱
え

V
吉
野
川

ま
だ
ほ
ど
遠
し
我
法
は

け
ふ
ぞ
さ
か
り
に

八
重
柴
垣
の
梅
の
花

く
ぐ
り
く
ぐ
り
て

今
ぞ
開
く
る

風
に
任
す
る

P
、
:

制
柑
υ
A
H
H
φ
剖

あ
れ
ど
柳
は

P
ミ
:

師四
v
，
刀
ふ
れ世

み
な
か
み

其
の
水
上
を
尋
ぬ
れ
ば

hu
ぐ
ら

葎
の
雫

萩
の
下
露

V
生
ら
ば
念
仏
の
功
積
も
り

心
ひ
と
つ
に

マ
美
地
び
き
し

V

一
筋
に

死
な
ぱ
浄
土
へ
参
り
な
ん

兎
て
も
角
て
も
此
身
に
は

法
の
教
え
の
仰
が
れ
て

願
ふ
朝
夕

誠
の
教
え
と
く
法
の

妙
へ
な
る
道
を

今
日
こ
そ
は
聞
け

*
大
高
子
葉

*
法
然
上
人

*
福
田
行
誠
上
人

思
v-
煩

京 | ふ

韻~ I 事
仁tlf
親 |伍

|き王 l

妃
織~ I 妙
仁~ I 勝
親 |院
王 |宮

た
か
ひ
と

*
峨
仁
親
王
御
王
子

*
法
然
上
人

*
作
者
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序
弁
日
頁

序
弁
凶
頁

序
弁
m
u
頁

序
弁
明
ω
頁

序
弁
明
“
頁

序
弁

μ
頁

序
弁
お
頁

序
弁
Mm頁

序
弁
明
μ
頁

初
重
辺
頁

初
重
弘
頁

初
重
必
頁

初
重
M
W

頁

初
重
必
頁

初
重
U
頁

初
重
必
頁

初
重
組
閣
頁

初
重
品
叩
頁

平
等

V
蝶
々
や

惣
者
の
自
覚
・
念
今
称
名
常
繊
悔

V
盗
み
せ
ず

機
悔

法
悦

法
悦

凡
夫
性

・
無
常

剃
度
式

剃
度
式

法
悦

四
障
四
機

四
障
問
機
・
疑
心

四
降
四
機
・
疑
心

四
障
四
機

・
信
心

四
障
四
機

・
信
心

四
障
四
機
・
疑
心

四
障
四
機
・
悌
怠

四
障
四
機
・
僻
怠

四
障
四
機
・
自
力

V
一
声
に

V
照
し
ま
す

V
唯
頼
め

V
け
れ
ど
も
と

V
我
法
に

V
剃
り
た
く
ぱ

V
向
き
か
え
て

V
波
風
の

V
往
生
は

V
諮
る
な
と

V
分
け
登
る

V
雪
の
道

V
疑
ふ
て

V
朝
寝
し
て

V
怠
り
も

V
お
の
が
白
で 花

の
上
下

争
は
ず

人
殺
さ
ぬ
を
よ
き
に
し
て

三
世
の
仏
の
御
名
鏡
め
て

仏
在
ま
す
と
聞
く
か
ら
は

阿
弥
陀
仏
の
名
取
川

我
罪
な
し
と

唱
る
内
に

唯
朝
夕
に

世
々
の
埋
れ
木

入
ら
ん
と
す
れ
ば
梓
弓

い
う
で
は
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
を

そ
る
ぞ
初
め
の

心
の
中
の
も
つ
れ
髪

拝
め
ば
う
れ
し
我
心

劇
し
き
海
を
渡
る
に
は

世
に
易
け
れ
ど
皆
人
の

人
に
語
れ
ば
又
人
に

麓
の
道
は
多
け
れ
ど

後
か
ら
行
く
は

見
れ
ば
お
か
し
き

家
業
嫌
ひ
の
奪
り
好
き

夏
の
働
き
ほ
ど
ほ
ど
に

光
り
を
見
る
と
思
ふ
な
よ 頭

ら
の
上
は

い
つ
か
仏
の

船
な
ら
ず
し
て

誠
の
心

語
る
な
な
ど
と

同
じ
高
根
の

ふ
と
こ
ろ
手

案
子
哉

心
安
さ
に

穏
に
あ
ら
は
れ
て

月
の
光
で

思
ふ
は
か
な
さ

嶋
へ
ぬ
は
な
し

う
れ
し
恥
か
し

浮
む
と
ぞ
き
く

そ
う
ぢ
や
け
れ
ど
も

そ
う
ぢ
や
け
れ
ど
も

教
へ
な
り
け
る

兎
に
も
角
に
も

影
の
宿
れ
る

何
を
頼
ま
ん

な
く
て
こ
そ
せ
ね

諮
る
世
の
中

月
を
見
る
か
な

定
宿
に
す
る

見
ゆ
る
秋
の
回

月
を
見
る
な
り
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上
人
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上
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*
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研究ノート

初
重
紛
頁

初
重

ω頁

初
重
閃
頁

初
重
閃
頁

初
重
日
頁

初
重
日
頁

初
重
日
頁

初
重
日
頁

初
重
日
頁

初
重
日
頁

初
重
貯
頁

二
重
臼
頁

二
重

ω頁

二
重
付
加
頁

二
重

U
頁

二
重
的
頁

二
重
河
頁

二
重
乃
頁

四
障
四
機
・
卑
下

四
降
四
機
・
高
慢

四
障
四
機
・
信
心

四
障
四
機
・
精
進

四
障
四
機
・
他
力

四
機

卑
下

四
機

卑
下

四
機

卑
下

四
機

卑
下

四
陣
四
機
・
他
力

凶
障
四
機
・
卑
下

二
祖
様
伝
灯
分

五
種
比
行
・
称
名

五
種
正
行

・
称
名

五
種
正
行
・
称
名

五
種
正
行
・
称
名

五
種
正
行
・
称
名

五
種
正
行
・
称
名

V
こ
の
は
な
は

V
う
そ
を
つ
く

V
後
の
世
も

V
精
出
せ
ば

V
末
な
り
の

V
う
つ
む
く
は

V
下
る
穏

V
実
る
程

V
底
ひ
な
き

V
元
日
や

V
大
名
も

V
お
く
り
名
を

V
南
無
あ
み
だ

V
手
に
珠
数
を

V
易
き
故

低
い
程
よ
し

福
寿
草

人
こ
そ
附
し
差
出
口

高
慢
あ
り
て

」
の
世
も
共
に
南
無
阿
弥
陀

仏
任
せ
の

氷
る
暇
な
し

室

我
等
如
き
は
食
て
飲
ん
で

阿
弥
陀
仏
と

其
提
な
り

百
合
の
花

人
の
見
上
る

藤
の
花

頭
の
下
る

稲
穂
哉

淵
や
は
さ
わ
ぐ
山
川
の

浅
き
瀬
に
こ
そ

何
は
な
く
と
も

殺

人

か
が
ん
で
は
い
る

蚊
帳
の
中

賜
へ
ば
知
ら
ぬ
人
も
な
し

こ
こ
ろ
筑
紫
の

南
無
阿
弥
陀
仏
と
百
八
の

煩
悩
業
を

取
れ
ば
引
か
れ
て
お
の
づ
か
ら

浅
し
と
人
の
ひ
が
む
ら
ん

五
劫
思
惟
の

V
雨
鉱
山
と
い
う
こ
字
を
呼
ぶ
よ
り
阿
弥
陀
仏

称
ふ
る
度
に

V
有
難
や

V
露
の
世
は

枕
の
下
に

弥
陀
に
心
は
白
糸
の

露
の
世
な
が
ら

さ
り
な
が
ら

自
慢
す
る
人

*
細
川
三
府

身
こ
そ
安
け
れ

寝
た
り
起
き
た
り

卒
中
徳
本
上
人

仇
波
は
立
て

法
の
師
の
跡

叩
き
伏
せ
鐘

心
に
浮
ぶ

南
無
阿
弥
陀
仏

教
え
知
ら
ず
ぱ

影
や
ど
す
な
り

染
む
と
思
へ
ば

*
徳
本
上
人

*
小
林

一
茶
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二
重
九
頁

二
重
九
頁

二
重
九
頁

二
重
万
頁

二
重
お
頁

二
重
沌
頁

二
重
苅
頁

二
重
花
頁

二
重
乃
頁

二
重
別
頁

二
重
別
頁

二
重
刷
出
頁

二
重
鈎
頁

二
重
鈎
頁

二
重
但
頁

二
重
昭
頁

五
種
正
行
・
称
名

五
種
正
行
・
称
名

安
心

安
心

安
心

安
心

至
誠
心

至
誠
心

深
心
・
信
機

品
川
鈍
念
仏
往
生
の
機

四
修

四
修
・
無
関
修
・
日
課
念
仏

四
修
・
敬
恭
修

四
修
・
敬
恭
修

四
修

三
種
行
儀
・
尋
常
行
儀

三
種
行
儀
・
臨
終
行
儀

奥
図
の
伝
・
結
帰

一「
む
ニ
昧

V
日
の
恩
や

V
渋
柿
も

V
仏
に
も

V
朝
夕
の

忽
ち
砕
く

厚
氷

甘
柿
と
な
る

世
帯
さ
哉

ま
が
ふ
心
と
知
ら
ず
し
て

鬼
婆
々
な
り
と

つ
ら
き
勤
め
も
御
仏
の

人
に
な
れ
よ
の

V
生
ら
ぱ
念
仏
の
功
積
も
り

金
が
有
る
な
ら

V
金
叩
き

V
西
へ
行
く

V
極
楽
に

V
山
川
に

V
必
至
必
至
と

V
往
生
は

V
始
め
に
は

V
葉
と
花
と

V
阿
弥
陀
仏
と

V
敬
い
て

V
菅
笠
を

V
そ
れ
見
た
か

V
船
は
揖

死
な
ぱ
浄
土
へ
参
り
な
ん

金
が
な
い
か
ら
鉦
叩
く

山
の
岩
角
ふ
み
見
れ
ば

虚
仮
こ
そ
道
の

疎
き
心
を
嘆
く
こ
そ

や
が
て
至
れ
る

と
ち

墜
ち
て
流
る
る
線
が
ら
も

実
を
捨
て
て
こ
そ

総
ら
ぱ
必
至
と
縮
れ
か
し

生
さ
か
し
き
は

弓
矢
の
道
に
左
も
似
た
り

あ
た
る
あ
た
ら
ぬ

物
憂
か
り
し
が
今
は
又

念
仏
せ
ざ
れ
ば

分
れ
て
蓮
の

行
儀
か
な

申
す
人
こ
そ
頼
も
し
き

後
の
世
ま
で
の

唯
み
名
ば
か
り
怠
ら
ず

命
限
り
に

膳
に
し
て
食
ふ

田
植
か
な

常
が
大
事
ぢ
や

大
晦
日

扇
は
要
め
往
生
は

南
無
阿
弥
陀
仏
の

人
は
い
ふ
な
り

恵
み
な
る
ら
む

兎
て
も
角
て
も
此
身
に
は

鉦
は
叩
か
ぬ

障
り
な
り
け
れ

誠
な
り
け
れ

浮
ぶ
瀬
も
あ
れ

弥
陀
に
疎
き
ぞ

お
の
が
身
構
へ

わ
び
し
か
り
け
り

友
と
思
へ
ば

動
む
る
ぞ
四
修

決
定
の
信
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子
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*
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思
ひ
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法
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*
一
休
禅
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*
無
能
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人

*
法
洲
上
人

*
徳
本
上
人



研究ノート

三
重

W
頁

二
重
別
頁

二
重
則
頁

二
重
則
頁

四
重
町
頁

四
重
m
m
頁

四
重
瑚
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

四
重
山
頁

五
重
凶
頁

五
重
郎
頁

序
弁

m頁

初
重

m頁

二
重
四
頁

三
祖
様
伝
灯
分

結
帰

一
行
三
昧

閲
・
恩
・
修
の
三
慧

聞
・
思
・
修
の
三
態

二
河
白
道
・
食
欲

二
河
白
道
・
服
悉

二
河
白
道
・

一
心
不
乱
・
信
心

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

二
河
白
道
・

一
心
不
乱

信
後
の
警
戒

信
後
の
警
戒

信
後
の
警
戒

口
授
心
伝
・
凝
思
十
念

三
義
校
量
・
念
仏
と
罪
悪

五
重
相
伝
の
目
的

愚
鈍
念
仏
往
生
の
機

五
種
正
行

V
吉
水
を

V
鴬
や

V
我
も
の
と

心
つ
く
し
に
伝
へ
来
て

み
法
も
深
き

陸
奥
も
薩
摩
も

同
じ
声

思
え
ば
軽
し

傘
の
雪

食
べ
て
仕
舞
え
ば
我
か
ら
だ

V
食
べ
ぬ
先
き
と
そ
畑
の
野
菜引

っ
か
か
り

V
海
程
の

V
胸
の
火
に

V
安
心
は

V
釈
迦
は
ゆ
け

V
恐
ろ
し
ゃ

V
外
か
ら
は

V
桃
架
三
年

V
皆
人
の

V
誰
も
知
る

V
舟
し
あ
れ
ば

V
有
難
や

V
唯
頼
め

V
正
行
を

欲
か
ら
山
に

焦
れ
て
顔
の

紅
葉
か
な

唯

一
筋
の
丸
木
橋

側
見
を
し
て
は

弥
陀
は
こ
い
よ
の
中
は
わ
れ

右
も
左
も
皆
悪
魔

隠
れ
家
探
せ

手
も
つ
け
ら
れ
ぬ
要
害
を

柿
八
年
柚
は
す
い
と
て
十
三
年

カ
の
限
り
尽
し
て
の

後
に
ぞ
頼
め

南
千ち1無
号 I ~ l 阿
の |弥
石 |陀
も |仏
浮 |の
ぶ |六
て |つ
ふ |の

字
を

阿 |思
弥 |ふ
陀Jも
仏引言
の"1ふ
名 |も
取 |南
川 i無

阿
弥
陀

鎌
倉
の
海

危
う
か
り
け
り

お
さ
れ
ひ
か
れ
て

参
る
極
楽

弥
陀
の
ふ
と
こ
ろ

*
空
也
上
人

内
か
ら
破
る

栗
の
い
が
か
な

伊
勢
の
神
風

伝
へ
て
こ
そ
は

尚
尊
ふ
と
け
れ

誓
ひ
の
海
に

波
立
て
な
夢

世
々
のー
埋~ I 声
木苦|の

止
ま
り
は

浮
む
と
ぞ
き
く

五
種
と
説
け
ど
も
外
は
皆

第
四
の
御
名
を

極
楽
が
宿

助
け
ん
が
た
め
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二
重
四
頁

二
重
印
頁

二
重
郎
頁

二
重

m頁

三
重
別
頁

四
重
別
頁

五
重
郎
頁

総
結

m頁

{;、
四
修

五
念
門

三
種
行
儀
・
臨
終
行
儀

三
重
領
解
・
結
帰

一
行
三
昧

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

三
義
校
量
・
念
仏
と
罪
悪

い
つ
わ

V
詐
ら
ず

V
敬
ひ
て

V
思
ひ
や
る

V
願
わ
く
は

V
三
つ
四
つ
と

V
釈
迦
は
ゆ
け

V
誤
ち
の

V
伝
へ
お
く

又
疑
は
ず
彼
国
を

唯
御
名
計
り
怠
ら
ず

心
の
色
の
深
け
れ
ば

終
り
乱
さ
ぬ
身
と
な
り
て

分
け
教
ゆ
る
法
の
糸

弥
陀
は
こ
い
よ
の
中
は
わ
れ

有
る
身
を
悔
ひ
て
尚
頼
め

教
へ
の
侭
に
た
が
は
ず
ば

浄
土
へ

の
道
(
華
頂
文
庫
シ
リ
ー
ズ
お

『白
道
を
歩
む
」
所
収
)

初
重
町
頁

初
重
四
頁

初
重
即
頁

初
重
脱
頁

初
重
郎
頁

T 

マ

難
遂
往
生
機

四
障
四
機

・
精
進

四
降
四
機

・
精
進

V
寺
じ
ゃ
て
る
て
る

V
浄
土
の
教
え

・
和
歌

道
で
は
く
も
る

マ
怠
ら
ず

穿
念
仏
往
生
横
・
質
量
備
念
仏
往
生
機

V
空
海
が

V
雨
だ
れ
に

同
叩
キ
念
仏
往
生
槻

・
持
戒
念
仏
往
生
機

V
世
の
中
は

行
か
ぱ
千
里
の
は
て
も
見
ん

く
ぼ
み
し
軒
の
石
見
て
も

心
の
中
に
咲
く
花
は

賓
の
河
原
の
石
な
れ
や

願
ふ
は
三
つ
の

心
な
り
け
り

命
限
り
に

動
む
る
ぞ
四
修

斡
紅
に

花
は
染
め
て
き

十
声
と
な
へ
ん

南
無
阿
弥
陀
仏

思
ひ
よ
る
に
ぞ

南
無
阿
弥
陀
仏

お
さ
れ
ひ
か
れ
て

参
る
極
楽

十
声

一
声

す
て
ぬ
嘗
を

一
ツ
蓮
の

露
も
結
ば
ん

林

隆
碩

う
ち
に
帰
れ
ば

雨
が
ふ
る

牛
の
あ
ゆ
み
の

よ
し
お
そ
く
と
も

か
た
き
わ
ざ
と
て

思
い
す
て
め
や

弥
陀
よ
り
外
に

知
る
も
の
ぞ
な
し

キ
弘
法
大
師

積
ん
で
は
く
ず
し

く
ず
し
て
は
つ
む
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研究ノート

初
重
郎
一
貝

初
重
郎
頁

二
重

m頁

二
重
胤
頁

二
重
胤
頁

二
重
郎
頁

二
重
郎
頁

二
重
四
頁

二
重
町
頁

二
重
郎
頁

二
重
別
頁

二
重

m頁

二
重
加
頁

二
重
加
頁

二
重
別
頁

二
重
加
頁

二
重

m頁

二
重
加
頁

種
々
念
仏
往
生
機
・
愚
鈍
念
仏
往
生
機

V
慈
悲
の
眼
に

二
祖
様
伝
灯
分

種
今
念
仏
往
生
機
・
愚
鈍
念
仏
往
生
機

V
わ
が
心

曹

v
称
・
つ
れ
ば

五
種
正
行

五
種
正
行

五
種
正
行

・
読
諦
正
行

五
種
正
行
・
観
察
正
行

五
種
正
行
・
礼
拝
正
行

五
種
正
行
・
讃
嘆
供
養
正
行

五
種
正
行

・
讃
嘆
供
養
正
行

五
種
正
行
・
讃
嘆
供
養
正
行

五
種
正
行
・
称
名
正
行

五
種
正
行
・
称
名
正
行

五
種
正
行

・
称
名
正
行

五
種
正
行
・
称
名
正
行

安tl五
心tl種
の |正
読 |行
み I• 
が|称
濁 |名
る |正
こ |行
と

安
心
・
至
誠
心

V
爺
と
婆

V
嫁
と
婆

V
孔
子
の
道

V
捨
て
ら
れ
て

'v何
事
の

V
か
わ
ゆ
く
ば

V
よ
き
人
と

V
身
は
こ
こ
に

V
不
浄
に
て

V
み
ど
り
児
も

V
手
と
足
は

V
世
の
中
は

V
世
の
中
が

V
世
の
中
は

V
し
ろ
し
め
す

憎
し
と
思
う
も
の
は
な
し

鋭
に
う
つ
る
も
の
な
ら
ば

」
こ
に
い
な
が
ら
極
楽
の

」
た
つ
は
さ
ん
で
さ
し
む
か
い

く
ど
を
は
さ
ん
で
さ
し
む
か
い

釈
迦
の
教
も
捨
て
ず
し
て

身
は
な
き
も
の
と
思
い
し
に

お
わ
し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も

五
つ
教
え
て
三
つ
ほ
め
て

言
わ
れ
る
こ
と
の
少
し
ず
つ

心
は
う
ち
の
台
所

申
す
念
仏
の
と
が
あ
ら
ば

尚
称
う
る
御
名
な
る
に

忙
し
け
れ
ど
南
無
阿
弥
陀

一
つ
叶
え
ば
又
二
つ

思
う
様
に
な
る
な
ら
ば

す
む
と
に
ど
る
で
大
ち
が
い

仏
い
ま
す
と
聞
く
か
ら
は

三
つ
四
つ
五
つ

罪
あ
る
身
こ
そ

さ
ぞ
や
姿
の

聖
衆
の
数
に

若
い
時
に
は

尚
あ
わ
れ
な
り

み
に
く
か
る
ら
ん

入
る
ぞ
う
れ
し
き

戸
Y
つ
の
こ
・
つ
の
と

ば
ば
は
火
を
焚
き

か
た
す
み
に
お
け

机
の
し
ま
の

か
た
じ
け
な
さ
に

二
つ
し
か
つ
て

心
ぐ
る
し
く

よ
め
女
昧
憎
汁

め
し
こ
め
よ
か
し

八
十
路
の
お
き
な

口
と
心
の

定
平
J

ん
こ
唄
こ

-Z
I
-
-E
l
 

よ
め
か
げ
ん
見
る

う
れ
し
ゃ
弥
陀
の

拾
い
子
と
な
る

涙
こ
ぼ
る
る

よ
き
人
に
せ
よ

な
り
に
け
る
か
な

こ
ぼ
さ
に
や
よ
い
が

弥
陀
の
浄
土
へ

称
え
ぬ
も
あ
り

ひ
ま
に
ま
か
せ
て

む
つ
か
し
の
世
や

ひ
げ
が
や
り
た
い

た
だ
あ
け
く
れ
に

ハ
ケ
に
毛
が
あ
り

う
れ
し
は
ず
か
し

ハ
ゲ
に
毛
が
な
し

本
空
也
上
人

*
明
治
天
皇

*
西
行
法
師

*
法
然
上
人

*
無
能
上
人
?
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二
重
加
頁

二
重
別
頁

二
重
加
頁

二
重

m頁

二
重

m頁

二
重

m頁

三
重
郡
頁

四
重
加
頁

四
重
揃
頁

五
重
加
頁

五
重
初
頁

五
重
加
頁

五
重

m頁
五
重
勧
誠 深

心
・
信
機

深
心

・
信
機

安
心

・
回
向
発
願
心

四
修
・
長
時
修

四
修

・
敬
恭
修

四
修
・
無
間
修

三
祖
様
伝
灯
分

結
答
授
手
印
疑
問
紗

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

曇
驚
大
師
御
伝

ニ
義
校
量
・
在
心
の
義

口
授
心
伝

総
結

藤
堂
俊
章

V
わ
が
心

V
火
の
車

V
わ
が
見
る
は

V
念
仏
は

V
浄
土
に
も

V
怠
ら
ず

鏡
に
う
つ
る
も
の
な
ら
ば

つ
く
る
大
工
は
な
け
れ
ど
も

窓
の
枠
に
て
眼
ら
る
る

尚
申
し
て
も
申
し
て
も

剛
の
も
の
と
や
沙
汰
す
ら
ん

V
五
濁
の
浮
世
に
生
れ
し
は

行
か
ば
千
里
の
は
て
も
見
ん

う
ら
み
か
た
が
た
多
け
れ
ど

牛
の
あ
ゆ
み
の

V
は
じ
を
か
き

V
前
は
弥
陀

V
は
か
り
な
き

V
箸
取
ら
ぱ

V
た
だ
申
す

V
今
聞
い
て

さ
ぞ
や
す
が
た
の

お
の
が
っ
く
り
て

山
河
に
あ
ら
で

申
し
た
ら
ぬ
が

西
に
む
か
い
て

か
ゆ
さ
か
く
手
を
持
ち
乍
ら

念
仏
往
生
と
聞
く
時
はな

ど
文
を
か
く

う
し
ろ
は
お
釈
迦
中
は
わ
れ

命
線
い
し
よ
ろ
と
び
は

親
と
先
祖
の
恩
思
え

外
に
口
伝
も
相
伝
も

今
に
忘
る
る
身
な
れ
ど
も

ひ
き
つ
お
さ
れ
つ

御
名
呼
ぶ
声
に

お
の
が
力
で

な
き
が
浄
土
の

南
無
阿
弥
陀
仏
の

醜
く
か
る
ら
ん

お
の
が
乗
り
ゆ
く

ま
ぼ
ろ
し
の
国

念
仏
な
り
け
り

後
ろ
見
せ
ね
ば

よ
し
お
そ
く
と
も

か
え
り
て
嬉
し
く
な
り
に
け
る

手
を
持
た
ざ
る
や

参
る
極
楽

い
や
あ
ら
た
な
り

食
う
と
思
う
な

口
伝
相
伝残

る
う
れ
し
さ
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研究ノート

序
説
口
頁

序
説

η
頁

序
説
口
頁

序
説
印
頁

初
重
弘
頁

初
重
お
頁

初
重
幻
頁

初
重
日
頁

初
重
田
頁

初
重
山
山
頁

初
重
白
山
頁

初
重
乃
頁

初
重
U
頁

初
重
別
頁

初
重
郎
一貝

初
重
山
頁

初
重
山
頁

T 

マ

愛
別
離
苦

愛
別
離
苦

善
知
識

念
仏
相
続

人
生
観

・
苦
悩

人
生
観

・
苦
悩

お
蔭
様

和
顔
悦
色
施

無
常

感
謝
・
救
済

宿
業

・
俄
悔

身
施

自
己
保
存
の
本
能

月
給
運
搬
機

無
常

法
悦

清
浄
光
・
知
機

V
浄
土
の
教
え
・
和
歌

V
子
は
死
し
て

V
も
ろ
と
も
に

V
仮
に
来
て

苔
の
下
に
は
朽
ず
し
て

た
ど
り
ゆ
く
ら
ん
死
出
の
旅ひ

と
り
憂
き
目
を

親
に
は
か
な
き
世
を
し
れ
と

V
初
め
に
は

V
憂
き
こ
と
の

V
持
ち
き
れ
な
い

V
い
つ
み
て
も

V
し
の
ぶ
れ
ど

V
見
る
う
ち
に

V
手
は
な
く
も

V
宿
世
に
は

ご
つ
し
ょ

V
劫
初
よ
り

V
死
に
た
い
と

V
月
給
を

V
美
し
き

V
朝
夕
に

マ
わ
が
こ
こ
ろ

も
の
憂
か
り
し
が
今
は
ま
た

品
こ
そ
変
れ
世
の
中
に

荷
物
の
重
き

暇
そ
う
な
の
は

色
に
出
に
け
り
わ
が
恋
は

娘
は
嫁
と
花
咲
き
て

足
は
な
く
と
も
み
仏
の

い
か
な
る
罪
を
お
か
せ
し
ゃ

つ
く
り
営
む

い
う
人
の
背
に

運
ぶ
機
械
と
老
妻
は

葉
巻
煙
草
の
色
も
香
も

歓
喜
感
謝
の
胸
晴
れ
て

鏡
に
う
つ
る
も
の
な
れ
ば

殿
堂
に

道
し
れ
ず
と
て

教
え
て
帰
る

ね
ぷ
つ

念
仏
せ
ざ
れ
ば

も
の
を
思
わ
で

前
う
し
ろ

へ
ソ
ば
か
りも

の
や
思
う
と

カ
カ
ア

娩
と
し
ぼ
ん
で

袖
に
く
る
ま
る

お
が
む
手
の
な
き

我
も
黄
金
の

灸
の
あ
と

僅
か
に
笑
み
て

息
ひ
き
と
れ
ば

希
望
に
お
ど
る

さ
ぞ
や
姿
の

帰
り
こ
よ
か
し

*
和
泉
式
部

み
る
ぞ
悲
し
き

本
和
泉
式
部

子
は
菩
薩
な
り

*
和
泉
式
部

わ
び
し
か
り
け
る

*
無
能
上
人

住
む
人
は
な
し

*
種
田
山
頭
火

人
の
問
う
ま
で

* 平

婆
と
な
り
け
り

身
は
安
き
か
な

*
中
村
久
子

我
は
悲
し
き

本
中
村
久
子

釘
ひ
と
つ
う
つ

*
与
謝
野
日
間
子

わ
れ
を
見
送
る

灰
と
こ
そ
な
れ

無
量
寿
の
旅

み
に
く
か
る
ら
ん

*
作
者

兼
盛
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初
重
邸
頁

初
重
邸
頁

初
重
郎
頁

初
重
凶
頁

初
重
郎
頁

初
重
郎
頁

初
重
郎
頁

初
重
凶
頁

初
重
凶
頁

初
重
即
頁

初
重
凶
頁

初
重
別
頁

初
重
胤
頁

初
重

m頁

初
重

m頁

初
重
郎
頁

初
重
郎
頁

愛
別
離
苦

愛
別
離
苦

愛
別
離
苦

愛
別
離
苦

苦
の
受
け
取
り

苦
の
受
け
取
り

苦
の
受
け
取
り

愚
痴

苦
界
の
輪
廻

か
ら

心
を
空
に
す
る

愚
痴

愚
痴

i[) 法
悦

生
死
解
脱
・
禅
勝
房

弥
陀
の
光
明

弥
陀
の
光
明

V
歩
み
す
ら

V
歩
み
す
ら

V
地
蔵
菩
薩
の

V
迫
り
来
る

V
憂
き
つ
ら
き

V
憂
き
つ
ら
き

か
な
わ
ぬ
子
な
れ
ば
死
の
旅
路

か
な
わ
ぬ
子
な
れ
ば
死
の
旅
路

吾
子 |お
の |ん
面~ I 乳
輪ゎ|す
に I~、
ま |て
た |眠
泣 |る
き |子
つ |と

悲
し
涙
も
み
仏
の

喚
び
召
す
声
と

悲
し
む
こ
と
の
な
か
り
せ
ば

V
坂
三
里
つ
ら
さ
が
楽
し
里
帰
り

無
く
て
泣
く

V
壁

一
重

V
出
る
穴
の

V
大
ミ
オ
ヤ
の

V
思
う
ま
じ

V
散
る
花
の

V
保
協
師

V
吹
き
す
さ
ぶ

若
葉
の
あ
な
た

子
あ
り
て
泣
く

あ
る
に
障
子
の

ト

ン

ボ

蛸
齢
か
な

慈
悲
の
笑
顔
を
お
も
ほ
え
ば

思
う
ま
じ
と
は
思
え
ど
も

枝
に
か
え
ら
ぬ
嘆
き
と
は

首
に
か
け
た
る
人
形
箱

仏
出
そ
う
と

V
生
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り

憂
き
世
の
風
は
あ
ら
ば
あ
れ

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

慈
悲
の
ふ
と
こ
ろ

V
寺
で
照
る
照
る

V
ボ
ツ
ボ
ツ
と

守
ら
せ
た
ま
え

守
ら
せ
た
ま
え

思
え
ば
泣
く
ま
じ

わ
れ
に
き
び
し
き

光
も
知
ら
で

桃
の
咲
く
家

よ
ろ
ず
の
こ
と
も

思
い
出
し
て
は

思
い
切
れ
ど
も

鬼
を
出
そ
う
と

道
で
は
曇
る と

て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は

炭
に
火
の
つ
く

あ
り
が
た
さ

家
へ
帰
れ
ば
雨
と
な
る

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
地
蔵
尊

よ

わ
夜
半
に
め
ざ
め
て

定
め
と
思
う

知
り
し
う
れ
し
さ

聞
に
入
り
し
か

う
ち
忘
れ
け
り

袖
し
ぼ
る
な
り

思
い
切
れ
ど
も

と
わ
に
安
け
れ

思
い
煩
う
こ
と
ぞ
な
し
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*
著
者

*
著
者

*
田
中
木
叉
上
人

*
山
崎
弁
栄
上
人

*
山
崎
弁
栄
上
人

*
法
然
上
人



研究ノート

初
重
別
頁

初
重
別
頁

初
重

m頁

初
重
加
頁

二
重

m頁

二
重

m頁

二
重
加
頁

二
重
加
頁

二
重

m頁

二
重
捌
頁

二
重
加
頁

二
重

m頁

二
重
制
頁

三
重
湖
頁

三
重
蹴
頁

四
重
抑
頁

四
重
初
頁

四
障
四
機
・
精
進

四
障
四
機
・
精
進

四
陣
四
機
・
他
カ

元
祖
綴
伝
灯
分

五
種
正
行
・
観
察
正
行

五
種
正
行
・
観
察
正
行

五
種
正
行
・
讃
歎
供
養
正
行

五
種
正
行
・
讃
歎
供
養
正
行

睡
時
十
念
の
伝

睡
時
十
念
の
伝

瞬
時
十
念
の
伝

四
修
・
敬
恭
修
(
住
持
三
宝
)

四
修
・
敬
恭
修
(
別
体
三一宝
)

剃
度
式
・
袈
裟

剃
度
式
・
袈
裟

結
答
授
子
印
疑
問
紗
・
禅
勝
房

二
河
白
道
・
食
欲

V
怠
ら
ず

V
怠
ら
ぬ

V
親
思
う

V
世
の
中
は

V
思
い
立
つ

V
思
い
立
つ

V
白
は
臼

V
庶
早
し
ム
口
い

V
阿
弥
陀
仏
と

V
極
楽
は

V
地
獄
と
は

V
か
く
ば
か
り

V
柿
取
ろ
と

マ
草
も
木
も

V
手
を
叩
く

行
か
ば
千
里
の
は
て
も
見
ん

牛
の
歩
み
の

よ
し
お
そ
く
と
も

歩
み
お
そ
ろ
し

蛸2
牛t

思
い
も
親
の
思
わ
す
る

思
い
と
知

っ
て

親
思
う
か
な

」
そ
の
二
文
字
つ
け
ど
こ
ろ

乱
る
る
も
こ
そ

お
さ
ま
る
も
こ
そ

心
や
ゆ
き
て
み
吉
野
の

花
の
梢
に

我
を
ま
つ
ら
ん

心
や
ゆ
き
て
極
楽
の

花
の
う
て
な
に

我
を
待
つ
ら
ん

黄
は
黄
の
ま
ま
に
野
の
小
菊

と
り
か
え
ら
れ
ぬ

尊
さ
を
咲
く

悦
ば
せ
合
い
折
れ
合
い
て

合
わ
ぬ
性
分

合
わ
す
合
掌

十
声
と
な
え
て
ま
ど
ろ
ま
ん

な
り
も
こ
そ
す
れ

な
が
き
眠
り
に

仏
の
い
ま
す
固
な
れ
ば

仏
と
共
に

住
め
ば
極
楽

鬼
の
住
み
け
る
国
な
れ
ば

鬼
と

一
緒
に

住
め
ば
地
獄
よ

親
の
日
頃
の
あ
る
ま
ま
を

み
ご
と
演
ず
る

名
優
わ
が
子
よ

頭
の
上
を
眺
め
た
ら

き
れ
い
な
お
月
様

笑
っ
て
る

か
ら
く
れ
な
い
に
見
ゆ
る
な
れ

赤
き
眼
鏡
を

か
け
し
人
に
は

鹿
は
寄
り
来
る
鳥
は
飛
ぶ

下
女
は
茶
を
く
む

猿
沢
の
池

マ
生
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り

と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は

思
い
煩
う
こ
と
ぞ
な
し

死
な
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

V
同
じ
ふ
た
つ
の
目
を
持
ち
な
が
ら

欲
に
目
の
な
い
人
も
あ
る

本
田
中
木
叉
上
人

*
田
中
木
叉
上
人

*
法
然
上
人

*
徳
本
上
人

*
徳
本
上
人

本
山
崎
弁
栄
上
人

*
法
然
上
人
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四
重
初
頁

四
重
初
頁

四
重
加
頁

四
重
税
頁

四
重
凱
頁

四
重
飢
頁

四
重
税
一
貝

五
重

ω頁
二
河
白
道
・
食
欲

二
河
白
道
・
食
欲

五
重
相
伝

二
河
白
道

・
眼
悉

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

V
気
を
つ
け
て

V
欲
ふ
か
き

V
雪
四
尺

V
恐
る
べ
し

二
河
白
道

二
尊
遺
迎
・
同
行
二
人

V
正
面
に

V
行
け
は
釈
迦

総
結

ニ
河
白
道

二
尊
遺
迎
・
同
行
二
人

V
一
入
居
て

V
い
ま
聞
い
て

ひ
と
す
じ
の
道

序
説
お
頁

序
説
必
頁

初
重
日
頁

初
重
臼
頁

初
重
山
山
頁

ア

マ

凡
夫
性

往
生

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台

・
知
機

信
心
の
土
台

・
知
機

羽
田
恵
一

い
な
が
ら
す
べ
る

雪
の
道

人
の
心
と
降
る
雪
は

積
る
に
つ
け
て

ふ
ん
で
五
重
の

往
き
帰
り

カ
ッ
と
い
か
り
の
胸
の
火
が

来
れ
は
粥
陀
に
中
は
我

押
さ
れ
引
か
れ
て

照
る
大
慈
悲
の
た
の
も
し
さ

嬉
し
き
時
も

一
人
は
住
ま
ぬ
に
ぎ
や
か
さ

す
ぐ
に
忘
る
る
身
な
れ
ど
も

V
持
つ
人
の

V
浄
土
の
教
え
・
和
歌

仇
と
も
な
る
は

V
往
生
と
は

V
わ
が
心

V
人
聞
は

V
死
ぬ
ま
で
に

心
に
よ
り
て
宝
と
も

死
ぬ
る
事
に
て
は
候
ず

往
き
て
生
ま
る
と

鋭
に
う
つ
る
も
の
な
ら
ば

さ
ぞ
や
姿
の

耳
が
二
つ
に
口

一
つ

多
く
を
聞
い
て

江
戸
と
背
中
が

見
て
み
た
い

道
わ
か
ぬ
な
り

我
と
わ
が
身
を

焼
き
つ
く
す
な
り

ま
い
る
極
楽

悲
し
き
時
も

慈
悲
の
ミ
オ
ヤ
と

共
に
住
む
身
は

南
無
阿
弥
陀
仏
の

残
る
う
れ
し
さ

黄
金
な
り
け
り

書
い
て
候

醜
か
る
ら
ん

少
し
言
う
た
め
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*
脇
坂
義
堂

*
田
中
木
叉
上
人

*
田
中
木
叉
上
人

*
荒
巻
く
め
女

*
作
者



研究ノート

初
重

ω頁

初
重
郎
頁

初
重
お
頁

初
重
町
山
頁

初
重
mm頁

初
重
山
頁

初
重
山
頁

初
重
邸
頁

初
重
凶
頁

初
重
則
頁

初
重
郎
頁

初
重
加
頁

初
重

m頁

初
重
加
頁

初
重
加
頁

初
重

m頁

初
重

m頁

初
重
別
頁

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台
・
知
機

信
心
の
土
台

・
知
機

信
心
の
土
台

・
知
機

V
世
の
中
は

V
坂
三
里

V
坂
三
里

V
戯
れ
に

V
ね
が
わ
く
は

V
夏
た
け
て

マ
臼
は
白

V
あ
ら
た
う
と

V
生
き
つ
ぎ
し

V
親
早
つ

釈
尊
伝
灯
分
・
色
即
是
空
空
即
是
色

V
引
き
よ
せ
て

元
祖
機
伝
灯
分

四
降
四
機

四
障
四
機

四
降
四
機

四
陣
四
機

四
隊
四
機

四
隊
四
機

V
形
見
と
て

V
語
る
な
と

V
も
の
み
な
の

娘
が
嫁
と
花
咲
い
て

辛
さ
が
楽
し
里
帰
り

辛
さ
が
楽
し
里
帰
り

母
を
背
負
い
て
そ
の
あ
ま
り

花
の
下
に
て
春
死
な
ん

堀
の
は
ち
す
の
花
み
つ
つ

黄
は
黄
の
ま
ま
に
野
の
小
菊

青
葉
若
葉
の

我
が
生
涯
の
七
十
年

思
い
も
親
の
恩
わ
す
る

結
べ
ば
草
の
庵
な
り

は
か
な
き
親
の
留
め
て
し

人
に
語
れ
ば
ま
た
人
に

底
に

一
つ
の
法
あ
り
と

結
う
に
結
わ
れ
ず

V
若
き
女
の
み
だ
れ
髪

い
く
野
の
道
の
遠
け
れ
ば

V
大
江
山

V
も
ろ
と
も
に

V
子
は
死
し
て

苔
の
下
に
は
朽
ち
ず
し
て

た
ど
り
ゆ
く
ら
ん
死
出
の
旅

婚
と
し
ぼ
ん
で

-
m
Q
た

若
葉
の
彼
方

桃
の
咲
く
家

急
"
の
“
，
合
九

若
葉
の
彼
方

桃
の
咲
く
家

軽
き
に
泣
き
て

そ
の
き
さ
ら
ぎ
の

仏
の
教
え

と
り
か
え
ら
れ
ぬ

日
の
光

世
の
人
々
に

思
い
と
知
っ
て

解
く
れ
ば
も
と
の

」
の
別
れ
さ
へ

諮
る
な
な
ど
と

日
に
け
に
深
く

解
く
に
解
か
れ
ず

ま
だ
ふ
み
も
見
ず

う
ず
も
れ
ぬ
名
を

道
知
れ
ず
と
て

婆
と
散
り
ゆ
く

三
歩
歩
ま
ず

も
ち
月
の
頃

思
う
朝
か
な

尊
さ
を
咲
く

手
を
合
わ
せ
ゆ
く

親
思
う
か
な

野
原
な
り
け
り

和歌道詠の研究

ま
た
い
か
に
せ
ん

語
る
世
の
中

思
い
入
り
つ
つ

天
の
橋
立

布教資料研究

見
る
ぞ
か
な
し
き

か
へ
り
こ
よ
か
し
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初
重

m頁

初
重
加
頁

初
重
加
頁

初
重
加
頁

初
重
税
頁

初
重
抑
頁

初
重
鵡
頁

初
重
刻
頁

初
重
釦
頁

初
重
町
一
頁

二
重
測
頁

二
重
税
頁

二
重
組
頁

二
重
倒
頁

二
重川町
頁

二
重
制
頁

二
重
加
頁

二
重
刷
頁

四
障
四
機

四
障
四
機

四
障
四
機

四
障
四
機

四
障
四
機

四
降
四
機

四
障
四
機

四
障
四
機

四
障
四
機

四
降
四
機

剃
度
式

剃
度
式

四
障
四
機

四
障
四
機

五
種
正
行

精
進

悌
怠

悌
怠

他
力

高
慢
・
卑
下

高
慢
・
卑

高
慢
・
卑
下

五
種
正
行
・
讃
歎
供
養

無
常

安
心

あ
ん
じ
ん

安
心
の
読
み
が
濁
る
こ
と

V
夢
の
世
に

V
精
出
せ
ば

V
時
々
は

V
朝
寝
し
て

V
あ
り
が
た
し

V
大
名
も

下

V
世
の
中
は

-v
実
る
ほ
ど

V
聞
く
と
き
は

V
渋
柿
の

V
す
み
れ
花

V
剃
り
た
き
は

V
世
の
中
は

V
寺
じ
ゃ
照
る
照
る

V
お
ち
ぶ
れ
て

V
夜
間小
し
A
口い

V
七
影
は

V
世
の
中
は

あ
だ
に
は
か
な
き
身
を
知
れ
と

凍
る
聞
も
な
し

水
車

よ
そ
へ
も
行
き
ゃ
れ
貧
乏
神

け
ん
か
が
好
き
で
お
酒
好
き

つ
め
切
っ
た
指
が

か
が
ん
で
入
る

蚊
帳
の
中

」
そ
の
二
文
字
の
っ
け
ど
こ
ろ

頭
を
下
ぐ
る
稲
穂
か
な

げ
に
な
る
ほ
ど
と
思
い
つ
つ

甘
柿
と
な
る

陽
の
恵
み

峠
越
ゆ
れ
ば

能
は
や
し

心
の
中
の
乱
れ
髪

一
つ
か
な
え
ば
ま
た
二
つ

道
に
て
く
も
る

袖
に
涙
の
か
か
る
と
き

喜
ば
せ
合
い
折
れ
合
う
て

霧
に
隠
れ
て

三
井
の
鐘

澄
む
と
濁
る
で
大
遠
い

教
え
て
帰
る

子
は
知
識
な
り
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一
生
添
う
と
は

約
束
は
せ
ん

お
ま
え
と
な
ら
ば

二
世
も
三
世
も

十
本
あ
る

お
さ
ま
る
も
こ
そ

乱
る
る
も
こ
そ

下
が
る
ほ
ど

人
は
見
あ
ぐ
る

藤
の
花

下
駄
は
く
と
き
は

と
う
に
忘
る
る

つ
む
り
の
髪
は

と
に
も
か
く
に
も

三
つ
四
つ
五
つ

む
つ
か
し
の
世
や

家
に
帰
れ
ば

雨
が
降
る

人
の
心
の

奥
ぞ
知
ら
る
る

合
わ
ぬ
性
分

合
わ
す
合
掌

人
は
茶
を
飲
み

蛇
は
人
を
飲
む



研究ノー卜

二
重
刷
頁

二
重
邸
頁

二
重
別
頁

二
重
揃
頁

二
重
悶
頁

二
重
問
頁

二
重
問
頁

二
重
郎
頁

二
重
郎
頁

二
重
切
頁

二
重
的
頁

三
重
川
町頁

三
重
川
町一貝

三
重
刷
頁

三
重
刷
頁

三
重
例
頁

三
重
例
頁

四
重
似
頁

念副
w
a
A山
ド
L
V
'
A叩

安
心
の
読
み
が
濁
る
こ
と

二
心
・
至
誠
心

三
心
・
至
誠
心

深
心
・
信
機
信
法

深
心

・
信
機
信
法

三
心
・
回
向
発
願
心

三
心
・
回
向
発
願
心

問
修
・
敬
恭
修

四
修
・
無
余
修

凶
修

三
種
行
儀

・
尋
常
行
儀

三
祖
様
御
伝

三
祖
様
御
伝

聞

・
思

・
修
の
三
慧

聞
・
思
・
修
の
三
態

聞
・
恩

・
修
の
三
慧

聞

・
思
・
修
の
三
態

二
河
白
道
・
食
欲

V
世
の
中
は

V
朝
夕
の

V
仏
に
も

V
野
辺
ま
で
は

V
月
影
の

V
出
る
穴
の

V
繋
ぐ
な
ら

澄
む
と
濁
る
で
大
違
い

刷
毛
に
毛
が
あ
り

つ
ら
き
っ
と
め
は
御
仏
の

人
に
な
れ
よ
の

勝
る
心
と
知
ら
ず
し
て

鬼
婆
な
り
と

な
さ
け
の
た
め
に
送
れ
ど
も

苔
の
下
ま
で

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

な
が
む
る
人
の

あ
る
に
障
子
の

と
ん
ぼ

お
円
A
F
、.工

島
虫
カ
右

繋
ぎ
ど
こ
ろ
に
繋
ぐ
べ
し

繋
ぎ
と
め
て
も

V
琴
じ
ゃ
な
で
ら
れ

わ
き
み
を
す
れ
ば

V
信
心
は

V
敬
い
て

V
周
に
て

V
売
り
家
と

下
駄
で
は
履
か
れ

同
じ
木
と
書
く

ハ
ゲ
に

恵
み
な
れ
か
し

人
の
言
う
ら
む

添
う
人
ぞ
な
し

」
ご
ろ
に
ぞ
す
む

船
は
動
け
り

桐
な
が
ら

危
う
か
り
け
り

つ
と
む
る
ぞ
四
修

弥
陀
の
浄
土
へ

V
五
溺
の
浮
き
世
に
生
ま
れ
し
は
恨
み
か
た
が
た
多
け
れ
ど
念
仏
往
生
と
聞
く
と
き
は
か
え
り
て
う
れ
し
く
て
な
り
に
け
り

疾
う
に
忘
る
る

V
聞
く
と
き
は

V
食
べ
ぬ
昔
は

V
朝
夕
に

V
朝
夕
に

V
片
乳
房

心
ひ
と
つ
の
丸
木
橋

た
だ
み
名
ば
か
り
お
こ
た
ら
ず

命
限
り
に

申
す
念
仏
に
鈴
あ
ら
ば

召
し
こ
め
よ
か
し

唐
様
で
書
く

代
目

げ
に
な
る
ほ
ど
と
思
い
つ
つ

下
駄
は
く
と
き
は

畑
の
野
菜

食
べ
て
し
ま
え
ば

わ
が
身
体

小
言
ま
じ
り
の
空
念
仏
は

さ
ぞ
や
仏
も

申
す
念
仏
は
後
生
の
た
め
に

混
じ
る
小
言
は

掴
む
は
欲
の

始
め
な
り

お
か
し
か
る
ら
ん

家
の
た
め
な
り
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四
重
郎
頁

凶
重
航
頁

四
重
加
頁

四
重
加
頁

四
重
別
頁

四
重
別
頁

四
重
別
頁

五
重
市
頁

五
重
加
頁

歓
喜
の
音

序
説
川
崎
頁

序
説
mm
頁

初
重
山
一
員

二
河
臼
道
・
食
欲

二
河
白
道

・
貧
欲

二
河
白
道
・
食
欲

二
河
白
道
・
食
欲

二
河
白
道
・
娘
悉

二
河
白
道
・

二
尊
澄
迎

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

総
結
(
讃
題
)

総
結

ア

マ

悟
り

五
重
相
伝

元
祖
様
伝
灯
分

V
泣
き
な
が
ら

V
か
た
つ
む
り

-v
欲
深
き

よ
き
ほ
う
を
取
る

形
見
分
け

ど
こ
で
死
ん
で
も

わ
が
家
か
な

人
の
心
と
降
る
雪
は

積
も
る
に
つ
け
て

道
見
え
ぬ
な
り

V
腹
立
ち
し

V
同
じ
二
つ
の
目
を
持
ち
な
が
ら

思
わ
ざ
り
け
り

V
釈
迦
は
行
け

V
前
は
弥
陀

欲
に
自
の
な
い
人
も
あ
る

時
は
こ
の
世
も
後
の
世
も

人
を
も
身
を
も

弥
陀
は
来
た
れ
の
中
に
我
れ

押
さ
れ
引
か
れ
て

参
る
お
浄
土

後
ろ
は
釈
迦
牟
尼

中
に
我
れ

押
さ
れ
引
か
れ
て

生
き
る
人
の
世

V
い
け
ら
ぱ
念
仏
の
功
つ
も
り

と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は

思
ひ
わ
ず
ら
ふ
こ
と
ぞ
な
し
と
思
ひ
ぬ
れ
ば

V
今
聞
い
て

民
谷
隆
誠

し
な
ぱ
浄
土
に
ま
ゐ
り
な
ん

今
に
忘
る
る
身
な
れ
ど
も

南
無
阿
弥
陀
仏
の

残
る
嬉
し
さ

V
春
は
花

V
浄
土
の
教
え

・
和
歌

涼
し
か
り
け
り

V
我
は
た
だ

V
か
た
み
と
て 夏

ホ
ト
ト
ギ
ス
秋
は
菊

冬
雪
降
り
て

仏
に
い
つ
か
あ
ふ
ひ
ぐ
さ

か
け
ぬ
日
ぞ
な
き

心
の
つ
ま
に

は
か
な
き
親
の
と
ど
め
て
し

Z
の
別
れ
さ
え

ま
た
い
か
ん
せ
ん
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死
生
共
に
わ
ず
ら
ひ
な
し

*
作
者

*
道
元
禅
師

*
法
然
上
人

牢
秦
氏



研究ノート

初
重
山
頁

二
重
即
頁

二
重
郎
頁

二
重
別
頁

二
重
加
頁

二
重

m頁

二
重

m頁

二
重
加
頁

二
重

m頁

二
重
制
頁

四
重
町
一
頁

四
重
制
頁

五
重
町
頁

五
重
抗
一
貝

結
帰

一
行
三
味

五
種
正
行

五
種
正
行

五
種
正
行
・
観
察
正
行

V
仏
法
の

V
煩
悩
は

V
煩
悩
は

V
立
ち
並
ぶ

五
種
正
行
・
讃
歎
供
養
正
行

V
天
水
と
な
り

五
種
正
行
・
称
名
正
行

五
種
正
行

・
称
名
正
行

月
影
杏
禁
の
説
明

四
修

四
修

二
河
臼
道
・

二
尊
遺
迎

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

総
結

総
結

V
阿
弥
陀
仏
と

V
阿
弥
陀
仏
と

V
月
か
げ
の

V
火
の
車

V
敬
い
て

V
釈
迦
は
行
け

V
釈
迦
は
行
け

V
今
聞
い
て

奥
は
奥
は
と
た
ず
ぬ
れ
ば

泉
の
ご
と
く
湧
き
い
ず
る

泉
の
ご
と
く
湧
き
い
ず
る

仏
の
み
顔
い
ま
見
れ
ば

地
下
水
と
な

っ
て
ま
た

心
は
西
に
う
っ
せ
み
の

心
は
西
に
う
っ
せ
み
の

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

つ
く
る
大
工
は
な
け
れ
ど
も

た
だ

一
筋
に
み
名
ば
か
り

弥
陀
は
来
い
世
に
中
は
我

弥
陀
は
来
い
世
に
中
は
我

V
い
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り

今
に
忘
る
る
身
な
れ
ど
も

南
無
阿
弥
陀
仏
の

こ
の
身
こ
の
ま
ま

こ
の
身
こ
の
ま
ま

皆
苦
し
み
に

お
恵
み
を

も
ぬ
け
は
て
た
る

も
ぬ
け
は
て
た
る

な
が
む
る
人
の

お
の
が
っ
く
り
て

命
限
り
に

勤
む
る
が
四
修

押
さ
れ
引
か
れ
て

押
さ
れ
引
か
れ
て

南
無
阿
弥
陀
仏
の

思
い
わ
ず
ろ
う
事
ぞ
な
し
と

し
な
ら
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

一
語
な
り
け
り

助
け
た
ま
え

助
け
た
ま
え

耐
え
し
み
姿

声
ぞ
涼
し
き

声
ぞ
涼
し
き

心
に
ぞ
す
む

お
の
が
乗
り
行
く

今
日
の
暮
ら
し
を

ま
い
る
極
楽

残
る
嬉
し
さ

と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は

思
い
ぬ
れ
ば

死
生
と
も
に
わ
ず
ら
い
な
し

*
今
井
邦
子

*
法
然
上
人

*
法
然
上
人

*
法
然
上
人

*
一
休
禅
師

*
荒
巻
く
め
女

*
法
然
上
人
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順
願
の
撃

序
説
時
頁

序
説
幻
頁

序
説
必
頁

序
説
必
頁

序
説
必
頁

序
説
山
頁

二
重
加
一員

二
重
加
頁

三
重
加
頁

二
重
別
頁

二
重
別
頁

三
重
羽
頁

三
重

m頁
ア

マ

仏
縁
・
お
蔭
様

仏
縁
・
お
蔭
様

松
島
定
宣

V
あ
ら
尊
と

V
浄
土
の
教
え
・
和
歌

青
葉
若
葉
の

V
あ
ら
尊
と

結|産

党 l法

自|車

掌 |空
の |海
奄出の

法
悦

仏
縁
・
難
値
得
遇

五
種
正
行
・
称
名
正
行

三
祖
様
伝
灯
分

三
祖
様
伝
灯
分

三
祖
様
伝
灯
分

三
祖
様
伝
灯
分

三
祖
様
伝
灯
分

V
我
な
が
ら

V
幾
度
も

V
開
に
て

V
虫
踏
ん
で

V
泥
凡
夫

V
南
無
阿
弥
陀
仏
と

V
ナ
ン
マ
ン
ダ

青
葉
若
葉
の

心
の
中
に
咲
く
花
は 日

の
光

日
の
光阿

弥
よ
り
他
に

寝
て
も
覚
め
て
も
申
す
と
と

い
ま
す
み
国
に

た
だ
南
無
阿
弥
陀
仏往

く
と
思
え
ば

嬉
し
く
も
あ
る
か
弥
陀
仏
の

法
の
時
雨
に
逢
い
な
が
ら

と
が

申
す
念
仏
に
科
あ
ら
ば

思
わ
ず
口
に

何
を
し
で
か
す
か

V
五
濁
の
憂
世
に
生
れ
し
は

僕
の

一
生

三
祖
桜
伝
灯
分
・
写
瓶
相
承

V
白
き
杖

染
む
る
に
遊
き

速
く
こ
め
よ
か
し

念
仏
が

分
か
ら
な
い

称
え
る
側
に

仏
縁

」
れ
に
お
任
せ

恨
み
か
た
が
た
多
け
れ
ど

念
仏
往
生
と
開
く
時
は

白
し
と
聞
け
ど
見
え
ざ
り
し

白
し
と
思
い

188 

*
作
者

*
松
尾
芭
蕉

*
松
尾
芭
蕉

知
る
人
ぞ
な
し

*
弘
法
大
師

南
無
阿
弥
陀
仏

*
良
寛
禅
師

我
が
心
か
な

部
川
陀
の
浄
土
に

*
法
然
上
人

か
え
り
て
う
れ
し
く
な
り
に
け
り

*
良
忠
上
人

喜
び
て
つ
く

*
涜
鳥
I

a

 敏



研究ノート

四
重
制
頁

四
重
加
頁

五
重
抑
頁

五
重
拙
頁

五
重
別
頁

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

二
河
白
道
・

二
尊
遺
迎

総
結

総
結

総
結

真
の
仏
弟
子
を
育
て
る

序
説

ω頁

序
説
μ

制頁

初
重
U
頁

初
重
山
頁

二
重
四
頁

二
重
郎
頁

二
重
四
頁

ア

マ

光
明
一週
照
十
方
世
界

念
仏
衆
生
娘
取
不
捨

光
明
遍
照
十
万
世
界

4
3
U仙
鼎
木
仲
ヱ
個
別
的
mn
fh
!
挫
加

一冗
祖
様
伝
灯
分

V
釈
迦
は
往
け

V
前
は
弥
陀

V
手
は
な
く
と
も

弥
陀
は
来
れ
と
我
は
中

後
ろ
は
釈
迦
ぞ
中
は
我

V
生
け
ら
ぱ
念
仏
の
功
つ
も
り

足
は
な
く
と
も
み
仏
の

死
な
ば
浄
土
に
ま
い
り
な
ん

押
さ
れ
引
か
れ
つ

押
さ
れ
引
か
れ
て

袖
に
く
る
ま
る
る

V
何
時
ま
で
生
き
る
か

ワ
シ
ャ
知
ら
ん

思
い
わ
づ
ら
ふ
事
ぞ
な
き
と

阿
弥
陀
仏
に

八
木
季
生

V
月
影
の

V
浄
土
の
教
え
・
和
歌

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

V
月
影
の

V
形
見
と
て

安tl四
心;:1障
の |四

支l機
が
濁
る

と

v 
世
の
中
は

V
雨
だ
れ
に

三
心
・
至
誠
心

繊
悔
道
場

V
往
生
は

V
ゆ
き
の
う
ち
に

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

は
か
な
き
親
の
と
ど
め
て
し

く
ぼ
み
し
軒
の
石
見
て
も

済
む
と
濁
る
で
大
遠
い

世
に
易
け
れ
ど
み
な
人
の

例
の
み
な
を
と
な
ふ
れ
ば な

が
む
る
人
の

な
が
む
る
人
の

」
の
別
れ
さ
へ

難
き
わ
ざ
と
て

は
け
に
毛
が
あ
り

誠
の
こ
こ
ろ

つ
も
れ
る
つ
み
そ 参

る
お
浄
土

生
き
る
人
の
世

身
は
安
き
か
な

と
て
も
か
く
て
も
こ
の
身
に
は

思
い
ぬ
れ
ば

死
生
と
も
に
わ
づ
ら
ひ
な
し

任
し
て
あ
る
ワ
イ
!

」
こ
ろ
に
ぞ
す
む

」
こ
ろ
に
ぞ
す
む

ま
た
い
か
に
せ
ん

思
い
す
て
め
や

は
げ
に
毛
が
な
し

な
く
て
こ
そ
せ
ね

や
か
で
き
え
ぬ
る

*
中
村
久
子

*
法
然
上
人

*
作
者

本
法
然
上
人

本
法
然
上
人

*
法
然
上
人

*
法
然
上
人

*
秦
氏
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四
重
加
頁

二
河
白
道
・
火
の
河

V
腹
た
ち
し

お
念
仏
を
悦
び
日
々
称
え
る
人
に

序
説
日
頁

序
説
明
ω
頁

序
説
即
頁

序
説
邸
頁

序
説
肌
頁

序
説
即
頁

序
説
邸
頁

初
重
四
頁

初
重
胤
頁

初
重
凶
頁

初
重
胤
頁

二
重

m頁
T 

マ

光
明
遍
照
十
方
世
界

念
仏
衆
生
個
別
取
不
捨

信
機
・
信
法

合
掌

信
機

・
信
法

信
機
・
信
法

合
掌

合
掌

元
祖
様
伝
灯
分

元
祖
様
伝
灯
分

元
祖
様
伝
灯
分

元
祖
様
伝
灯
分

至
誠
心

時
は
こ
の
世
も
後
の
世
も

土
屋
光
道

V
月
影
の

V
浄
土
の
教
え
・
和
歌

い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

V
お
の
が
自
の

V
右
は
我

V
恋
し
い
と

V
己
が
自
の

V
右
は
我

V
右
は
我

V
か
た
み
と
て

V
つ
ゅ
の
身
は

V
生
ま
れ
て
は

V
つ
ゅ
の
身
は

V
心
だ
に

力
で
見
る
と
思
う
な
よ

左
ほ
と
け
と
合
わ
す
子
の

中
に
ゆ
か
し
き

思
う
心
も
我
な
ら
で

親
の
誠
の

力
で
見
る
と
思
う
な
よ

月
の
光
で
月
を

左
仏
と
合
わ
す
手
の

中
に
ゆ
か
し
き

左
仏
と
合
わ
す
手
の

中
に
ゆ
か
し
き

は
か
な
き
お
や
の
と
ど
め
て
し

」
こ
か
し
こ
に
て
消
え
ぬ
と
も

ま
ず
思
い
出
む
ふ
る
さ
と
に

」
こ
か
し
こ
に
て
消
え
ぬ
と
も

誠
の
道
に
か
な
い
な
ば

祈
ら
ず
と
て
も

人
を
も
身
を
も

思
は
ざ
り
け
り
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*
作
者

眺
む
る
人
の

心
に
ぞ
す
む

*
法
然
上
人

月
の
光
で

月
を
見
る
な
り

南
無
の

一
声

通
い
来
る
な
り

見
る
な
り

南
無
の

一
声

南
無
の

一
声

こ
の
別
れ
さ
へ

ま
た
い
か
に
せ
ん

*
秦
氏

」
こ
ろ
は
同
じ

撃
の
う
て
な
ぞ

土
法
然
上
人

契
り
し
友
の

深
き
ま
こ
と
を

*
法
然
上
人

心
は
同
じ

撃
の
う
て
な
ぞ

本
法
然
上
人

神
は
守
ら
ん

*
明
治
天
皇



研究ノート

二
重
郎
頁

三
重
別
頁

一重
即
頁

三
重
加
頁

三
重
加
頁

三
重
加
頁

四
重

m頁

四
重
加
頁

四
重

m頁

四
重

m頁

四
重

m頁

四
重

m頁

四
重

m頁

最
終
章
加
頁

結
帰
一
行
三
昧

お
陰

機
悔

領
解
の
心

領
解
の
心

安
心

真
実
・
事
実

真
実
・
事
実

光
明
遍
岡
山
十
方
世
界

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨

真
実
・
事
実

真
実
・
事
実

真
実
・
事
実

真
実

・
事
実

総
結

V
今
開
い
て

V
よ
き
こ
と
に

V
み
恵
み
を

V
身
は
た
と
ひ

'v
親
思
う

V
時
は
い
ま

V
あ
た
ら
身
を

V
秋
の
夜
の

V
月
影
の

V
ま
す
か
が
み

V
あ
ま
の
は
ら

V
捨
て
ら
れ
て

V
捨
て
ら
れ
て

A 
寸

使 |に
わ |忘
ば |る
や |る
こ |身
の |な
手口|れ
足~ I ど

も

恵
み
と
知
ら
ぬ
晶
掛
か
さ
を

武
蔵
の
野
辺
に
朽
ち
ぬ
と
も

心
に
ま
さ
る
親
心

今
日
の
お
と
ず
れ

所
あ
し
も
と
そ
の
こ
と
に

翁
が
に
へ
と
な
し
け
り
な

月
の
光
を
見
る
ご
と
に

い
た
ら
ぬ
毘
は
な
け
れ
ど
も

研
ぎ
し
心
は
諮
り
つ
ぎ

と
わ
た
る
月
の
光
見
れ
ば

な
ほ
咲
く
花
の
け
な
げ
さ
に

V
い
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り

な
ほ
咲
く
花
の
け
な
げ
さ
に

し
な
ら
ば
浄
土
へ
参
り
な
ん

ま
た
取
り
上
げ
て

南
無
阿
弥
陀
仏
の

深
き
恵
み
の

許
さ
せ
給
え

留
め
置
か
ま
し

何
と
き
く
ら
む

う
ち
こ
む
い
の
ち

4
7
の
う
つ
つ
に

心
も
し
ぬ
に

眺
む
る
人
の

い
ひ
つ
ぎ
し
の
べ

心
も
し
ぬ
に

ま
た
取
り
上
げ
て 残

る
う
れ
し
さ

」
も
り
で
あ
れ
ば

南
無
阿
弥
陀
仏

大
和
魂

と
わ
の
み
い
の
ち

聞
く
が
と
も
し
さ

い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

心
に
ぞ
す
む

よ
ろ
づ
よ
ま
で
に

い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

水
与
へ
け
り

水
与
へ
け
り

と
て
も
か
く
て
も
此
の
身
に
は

思
い
わ
ず
ろ
う
事
ぞ
な
き
と
思
い
ぬ
れ
ば

死
生
と
も
に
わ
ず
ら
い
な
し

牢
荒
巻
く
め
女

*
中
野
善
英
上
人

牢
中
野
善
英
上
人

*
吉
田
松
陰

*
吉
田
松
陰

*
椎
尾
弁
匡

*
良
寛
禅
師

*
良
寛
神
師

牢
法
然
上
人

本
九
条
武
子

*
九
条
武
子

*
法
然
上
人
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布
教
資
料
研
究

視
覚
的
効
果
の
高
い
布
教
法

192 

ー
パ
ネ
ル
法
話
の
検
討
|

1
.
は
じ
め
に

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
、
各
宗
教
団
体
や
個
々
の

寺
院
が
ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
を
開
設
し
、
そ
の
中
の
多
く
に
は
動
画
や

写
真

・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
視
覚
的
布
教
素
材
を
見
る
事
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
浄
土
宗
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
毎
月
配
信
さ
れ
て
い

る
仏
教
影
絵
ぱ
な
し
「
法
然
さ
ま
」
は
、
影
絵
に
よ
る
擬
似
ア
ニ

メ
l
シ
ョ
ン
で
、
情
操
効
果
の
高
い
優
れ
た
布
教
コ
ン
テ
ン
ツ
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
法
話
映
像
の
ス
ト
リ
l
ミ
ン
グ
配
信

や
祖
師
絵
伝
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
こ
う
し
た
布
教
形

態
は
今
後
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
に
伴
っ
て
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
う
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
檀
信
徒
対

象
と
な
る
と
、
最
も
重
要
な
布
教
形
態
は
や
は
り
個
々
の
寺
院
に

お
け
る
説
教
・
法
話
の
場
で
あ
ろ
う
。
布
教
師
が
聴
衆
と
直
接
に

向
か
い
合
い
、
自
ら
の
信
仰
を
切
々
と
伝
え
説
く
事
こ
そ
が
、
ど

ん
な
に
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
普
遍
で
効
果
的
な
布
教
方
法
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

さ
て
従
来
、
高
座
説
教
に
は
「
讃
題
・
序
説
・
法
説

E食t

因
縁
・
合
釈
・
結
勧
」
と
い
う
組
み
立
て
が
あ
り
、
布
教
師
に
よ

っ
て
若
干
変
則
は
あ

っ
て
も
概
ね
こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
話
さ
れ

る
。
近
年
で
は
そ
う
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、

レ
一
ン
ユ

メ
や
資
料
を
配
布
す
る
よ
う
な
講
演
形
式
の
法
話
が
増
え
て
き
て

い
る
が
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
話
の
中
心
は

つ
ま
り

「
法
説
」
、

教
義
・
法
そ
の
も
の
を
説
く
部
分
で
あ
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
「
序
説
」
(
ま
く
ら
)
ゃ
「
因
縁
」

(
実
話
・
経
験
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談
)
は
比
較
的
聴
衆
の
興
昧
を
引
き
や
す
い
の
に
対
し
、
肝
心
の

「
法
説
」
部
分
は
ど
う
し
て
も
難
解
な
仏
教
用
語
の
解
説
に
終
始

し
て
し
ま
い
、
堅
苦
し
い
内
容
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
点
を

如
何
に
解
消
し
聴
衆
の
理
解
を
深
め
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
く

る
。
そ
こ
で
こ
の
研
究
で
は
、
法
話
の
場
に
置
い
て
「
法
説
」
部

分
を
視
覚
的
に
説
く
こ
と
に
よ
り
、
聴
衆
の
興
昧
を
引
く
よ
う
な

方
法
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

2
.
研
究
経
過

古
来
よ
り
絵
解
き
と
い
う
布
教
法
が
あ
り
、
浄
土
宗
寺
院
に
お

い
て
も
「
釈
迦
浬
繋
図
」
「
嘗
麻
曇
陀
羅
」
の
絵
解
き
ゃ
、
五
重

相
伝
に
お
け
る
「
二
祖
対
面
図
」
「
二
河
臼
道
図
」
の
勧
誠
な
ど

が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
話
の
席
で
絵
を
用
い
教
義
を
概
念

付
け
る
事
は
、
聴
衆
の
理
解
認
識
を
深
め
る
た
め
に
極
め
て
効
果

的
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
掛
幅
な
ど
の
絵
が
そ
の
場
に
無

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
も
会
場
と
聴
衆
数
を
考
慮
し
て
、
あ
る

程
度
の
大
き
さ
の
も
の
が
必
要
と
な
る
。

昨
今
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
装
置
が
比
較
的
安
価
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
考
慮
し
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
連
動
し
て
絵
を
表
示
す

る
方
法
な
ど
も
検
討
し
た
が
、
実
用
化
と
い
う
点
で
は
ま
だ
時
期

尚
早
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
現
代
風
の
絵
解
き
と
し
て
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
利
用
し
た
法
話
形
式
(
パ
ネ
ル
法
話
)
を
提
案

し
、
そ
の
試
作
と
し
て
昨
年
度
は
、
パ
ネ
ル
法
話
『
王
舎
城
の
悲

劇
』
を
作
成
、
総
合
研
究
所
主
催
の
公
開
講
座
に
て
発
表
し
た
。

今
年
度
は
ひ
き
つ
づ
き

『無
量
寿
経
』
を
モ
チ
ー
フ
に
パ
ネ
ル
法

話
の
検
討
・
作
成
を
す
る
事
と
し
た
。

3
.
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
の
概
説

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
は
、
ネ
ル
生
地
(
パ
ネ
ル
布
)
の
舞
台
に
、

不
織
布

(
P
ペ
ー
パ
ー
)

の
絵
を
貼
り
付
け
な
が
ら
観
客
に
絵
話

を
聞
か
せ
る
表
現
方
法
で
あ
る
。

一
九
七
三
年
に
浄
土
宗
教
師
の

古
宇
田
亮
順
師
(
東
京
教
区
・
西
光
寺
住
職
)
が
創
案
し
て
以
来
、

小
学
校
・
幼
稚
園
等
の
教
育
機
関
を
中
心
に
実
演
・
愛
好
者
が
急

増
し
た
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
利
点
と
し
て
は
、
①
聴
衆
の
興
昧

を
ひ
き
、
集
中
力
を
持
続
さ
せ
る
、

②
イ
メ
ー
ジ
化
に
よ
っ
て
概

念
的
な
内
容
を
伝
え
ら
れ
る
、

③
登
場
人
物
の
整
理
が
つ
き
や
す

視覚的効果の高い布教法布教資料研究193 



く
な
る
、
④
紙
芝
居
よ
り
絵
を
描
く
量
が
少
な
い
、
⑤
イ
メ
ー
ジ

が
聴
衆
の
記
憶
に
残
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
解
説
で
、
パ
ネ
ル
に
絵
を
貼
り
付
け
な
が
ら
捜
雑
な

事
象
、
人
間
関
係
な
ど
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ

た
事
例
か
ら
も
そ
の
効
果
は
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
報
告
で
は
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
具
体
的
な
扶
法
の
説
明
は

省
略
す
る
が
、
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」

を
検
索
す
る
と
叩
万
件
以
上
の
ぺ

1
ジ
が
該
当
し
、
そ
の
う
ち
数

点
の
閲
覧
だ
け
で
も
、
あ
る
程
度
、
基
礎
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る

事
が
出
来
る
。
そ
う
し
た
ぺ

1
ジ
の
多
く
は
保
育
・
教
育
関
係
者

に
よ
る
も
の
だ
が
、

初
年
以
上
前
に
考
案
さ
れ
た
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
が
現
在
新
た
に
普
及
し
て
い
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
パ
ソ
コ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
増
加
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
書
籍

で
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
知
識
・
情
報
が
ネ

ッ
ト
で
容
易
に
得
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、
も
う

一
歩
進
ん
で
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
で
き
れ
ば
、

パ
ネ
ル
に
使
用
す
る
絵
の
印
刷
や
、
複
製
、

拡
大
縮
小
、
反
転
と
い

っ
た
加
工
作
業
ま
で
簡
単
に
行
え
る
た
め

作
成
過
程
が
以
前
よ
り
ず
っ
と
楽
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
肝
心
の
絵
で
あ
る
が
、
自
分
の
思
う
よ
う
な
絵
を
描
く
事

194 

は
誰
に
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
既
製
の
作
品

や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
裡
製
・
加
工
す
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
最
近

で
は
著
作
権
フ
リ
l
の
仏
教
イ
ラ
ス
ト
集
(
『教
化
研
究
』
第
日

号
に
リ
ス
ト
を
掲
載
)
な
ど
も
数
多
く
販
売
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
利
用
し
て
自
分
の
意
図
す
る
内
容
に
近
づ
け
る
事
が
可
能
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
市
販
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
作
品
は
、
保
育
関

係
者
が
対
象
の
た
め
、
絵
も
幼
児
向
け
の
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

し
か
し
中
に
は

「パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
く
も
の
糸
」
(
大
東
出
版
社
)

の
よ
う
に
、
檀
信
徒
の
法
話
に
も
充
分
活
か
せ
る
も
の
が
い
く
つ

か
販
売
さ
れ
て
い
る
。

4
.
「
パ
ネ
ル
法
話
」
試
作
過
程

既
述
の
通
り
、
昨
年
度
は
パ
ネ
ル
法
話
「
王
舎
城
の
悲
劇
」
を

試
作
し
た
。
そ
の
内
容
は
直
接

『観
経
」
そ
の
も
の
を
説
く
の
で

は
な
く
、

章
提
希
夫
人
を
中
心
と
し
て
浄
土
教
的
な
人
間
観
を
説

く
事
に
主
題
を
置
い
た
。
し
か
し
当
初
想
定
し
て
い
た
以
上
に
長

編
と
な
り
、
そ
の
結
果
メ
リ
ハ
リ
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
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あ
る
。
今
年
度
は
そ
う
い
っ
た
点
に
注
意
し

一
話
の
内
容
を
あ

ま
り
拡
げ
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
し
て

『無
量
寿

経
』
モ
チ
ー
フ
の
パ
ネ
ル
法
話
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

原
稿
作
成
に
関
し
て
は
、
総
合
研
究
所
「
浄
土
三
部
経
・
現
代

語
訳
班
」
作
成
の

「無
量
寿
経
』
現
代
語
訳
(
「教
化
研
究
」
第

日
・
日
号
)
を
主
に
参
考
・
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
同
研
究

班
・
研
究
主
務
で
あ
る
袖
山
柴
輝
師
よ
り
教
学
的
立
場
で
の
注
意

点
を
伺
っ
た
。
ま
た
パ
ネ
ル
の
絵
に
関
し
て
、
関
西
方
面
で
先
進

的
な
教
化
活
動
を
展
開
し
て
い
る
「
っ
き
か
げ
堂
」
の
事
務
局
長
、

笹
脇
昌
恵
師
に
お
願
い
を
し
、
所
内
研
修
会
に
て
図
案
化
を
検
討

し
た
。

こ
の
報
告
の
終
わ
り
に

『無
量
寿
経
』
モ
チ
ー
フ
の
パ
ネ
ル
法

話
3
作
品
を
掲
載
す
る
。
こ
れ
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
パ
ネ
ル
シ

ア
タ

l
で
演
じ
る
か
は
、
紙
上
だ
け
で
は
不
明
陳
と
思
わ
れ
る
が

近
々
、
研
究
所
の
ホ
l
ム
ペ

1
ジ
を
使
用
し
て
別
の
形
で
ご
紹
介

で
き
れ
ば
と
思
う
。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
法
話
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
列
記
す
る
。

①
法
蔵
菩
薩
さ
ま
の
願
い

ま
ず
初
め
は
法
蔵
説
話
を
説
く
事
を
目
的
と
し
た
。
通
常
の
法

話
に
お
い
て
聴
衆
が
混
乱
し
が
ち
な
、

(
稗
尊
↓
阿
難
)

の
関
係

と
(
世
自
在
王
↓
法
蔵
)
の
関
係
を
、

パ
ネ
ル
絵
に
よ
っ
て
区
別
、

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
工
夫
し
た
。
で
き
る
だ
け
経
典
か
ら
は

ず
れ
な
い
よ
う
に
し
た
か
っ
た
が
、
例
え
ば
「
五
劫
思
惟
像
」
や

天
女
に
よ
る
「
盤
石
劫
」
の
醤
輸
な
ど
は

一
般
の
法
話
に
よ
く
見

ら
れ
る
も
の
な
の
で
使
用
し
た
。

②
六
つ
の
力

当
初
は
「
四
十
八
願
」
全
体
を
通
じ
て
「
十
八
願
」
だ
け
で
な

く
、
他
の
本
願
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
よ
う
と
試
み
た
。
(
例
え

ば
真
宗
系
の
布
教
で
は
、
「
十
八
願
」
「
十
九
願
」
「
二
十
願
」
の

三
願
を
重
視
し
て
取
り
上
げ
る
が
、
浄
土
宗
の
布
教
で
は
こ
う
い

っ
た
三
願
の
強
調
は
行
わ
れ
な
い
)
こ
の
話
で
は
直
接

『無
量
寿

経
」
と
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
六
神
通
」
を
極
楽
往
生

の
功
徳
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
「
発
願
文
」
な
ど
の
法
話
に
も
転

用
が
可
能
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
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③
五
つ
の
悪

こ
の
話
で
は
「
五
悪
段
」
を
取
り
上
げ
た
。
当
初
「
三
毒
」
も

含
む
内
容
で
あ
っ
た
が
、

一
話
と
し
て
長
く
な
り
煩
雑
に
な
る
た

め
「
五
悪
段
」
の
み
と
し
た
。
ま
た
伝
統
的
な
布
教
で
は
「
五
悪
」

を
「
五
戒
」
に
反
す
る
事
(
殺
生
・
倫
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
飲
酒
)
、

ま
た
は
儒
教
の
「
五
常
」
(
仁

・
義

・
礼
・
智
・
信
)
に
反
す
る

事
と
す
る
解
釈
が

一
般
的
だ
が
、
前
述
の
「
浄
土
三
部
経
・
現
代

語
訳
班
」
の
訳
で
は
、
あ
え
て
従
来
の
よ
う
な
括
り
方
を
し
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
現
代
語
訳
の
文
を
そ
の
ま
ま
使
用

し
、
特
に
印
象
的
と
思
わ
れ
る
部
分
の
み
抽
出
し
説
く
こ
と
と
し

た

5
.
お
わ
り
に

こ
の
試
作
は
、
あ
く
ま
で
法
話
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
の
可
能
性

を
提
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
聴
衆
を
引
き
つ
け
る
工
夫
が
も
う

少
し
欲
し
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
本
来
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
が
持
つ

て
い
る
、
演
者
の
自
由
な
発
想
を
活
か
せ
る
よ
う
な
提
案
に
な
ら

な
か
っ
た
点
、
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
。
笹
脇
師
の
絵
に
関

し
て
は
、
紙
面
で
全
部
を
紹
介
す
る
余
地
が
な
い
た
め
、
場
面
ご
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と
数
点
を
掲
載
す
る
に
止
め
た
が
、
実
際
は
三
作
あ
わ
せ
て
印
点

以
上
を
描
い
て
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。
実
用
す
る
際
に
は
こ
れ
ら
の
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
個
々
に
イ
ン

ク
ジ
ェ

ッ
ト
プ
リ
ン
タ
で
不
織
布
に
印
刷
し
、

パ
ネ
ル
絵
を
作
成

し
て
い
く
事
に
な
る
。
今
後
、
パ
ネ
ル
法
話
を
試
み
た
い
と
い
う

希
望
者
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
提
供
で
き
る
よ
う
に
現
在
検
討
中

で
あ
る
。
尚
、
来
年
度
も
ひ
き
つ
づ
き
こ
の
テ
!
マ
で
、
法
然
上

人
の
御

一
代
記
を
取
り
上
げ
る
計
画
を
し
て
い
る
。
諸
大
徳
よ
り

忌
俸
の
な
い
ご
意
見
・
ご
指
導
が
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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『無量寿経jパネル法話原稿①

「法蔵菩薩さまの願ぃ」 作・後腹真法

画・笹脇昌恵

① 食
堂
寿
A
R

今日は浄土宗のご本尊、阿弥陀さまのお伝です。私たち

が手を合わせ礼拝をする信仰の対象、阿弥陀さまとはいっ

たいどのような仏さま容のでしょうか。それではまず、

『無量寿経jというお経のお話しから致しましょう。

そもそも“お経"とは、今から 25 0 0年ほど前の古代

インドにおいて、お釈迦さまが沢山のお弟子たちに対しお

説きになったみ教えです。この 『無量寿経Jというお経も、

お釈迦さまがお弟子たちに、そしてそのお弟子たちを通じ

て後世の私たちにお示し下さ った「阿弥陀さまの物路」な

のです。

ある日のこと、お釈迦さまはインドの霊髭山という所で、

沢山のお弟子遼を前にご鋭法をされようとしておりまし

た。お弟子のひとり阿雛さまがお噂ねします。

「お師匠機、今日のお師匠織はいつにもまして体中が喜

びにあふれ、お顔もひときわ気高く思えます。いまだかつ

て、これほど尊いお姿を見た事はございません。今回、お

師匠織はこの上なく尊い真理を体得されているのではない

でしょうか 7J
「うむ。阿厳よ、よくその事に気がついたね。今日これ

から私は、この上なく大切な教えを脱こうと思う。しっか

りとこころして聴くがよいj

こうしてお釈迦さまは 『無量寿経jのご鋭法を始められ

ました。それはもう我々の想像を遁かに上回るスケールで

鰭られた、速い遣い大昔の物額でした。

Hり知れないほど過去の世界。その世界に「世自在玉仏J
という仏さまがいら っしゃった。その仏さまの教えに感銘

を受けた一人の国主が出家をし、世の中の迷い苦しむ人々

を救うため、ある普いを立てられました。このお方の名前

は法蔵苔躍さま。大変才知にすぐれ、また万人に対し非常

に慈悲深いお方でした。法施菩薩さまの願いは

「私は仏となり 、自ら理想とする優れた仏の国を作ろう。

そして全ての人々に憐れみの心を，主ぎ、迷いの世界から救

い出し、私のもとで喜びに満ちた安らぎの境地へと導こうj

(画中の矢印は、絵の変化や動曹を意味しています)
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⑤ 

、
⑥ 

とい うものでした。 しかしながら常識で考えるならば、

非常に厳しい修行をした者や、自らを犠牲にするほどの

普い行いを成し遂げた者だけが、本来そういう焼地に至

れるはずです。善い行いができなければ、とてもじゃ主

いがそのような安ら力、な境地には行くことができない。

普い行いには善い結果が生じ 、悪い行いには悪い結果が

生じるという 、これが因果の道理です。

普い行いのできなかった者はその 生が終われば、ま

た生まれ変わり死に変わりを繰り返し、永遠に迷いの世

界をさまよう事になります。しかしそれが道理であって、

力のある者はそれでよいでしょう。力の無い者はどうす

る事もできません。

例えば恵まれた環境に育ち、しぜんに仏教の教えを信

じ、それを守れる人ならば何も問題はありません。 しか

しそういう人はどれだけいるのか?どれ位の人がその条

件にか立うのだろう。むしろ厳しい修行などできない者

こそ、法蔵菩薩さまは何とか救ぃ取りたいと願われたの

です。どうしたらそういう人を救えるか。それを一生懸

命お考えになりました。そう簡単に考え付くことではあ

りません。それこそ「五劫」という永きに渡って考えて

くださ ったというのです。

落語の「寿限無Jの中で、「五劫のすりきれ」という話

が登場致しますが、「五劫jとは、とてつもなく長い時聞

を表しています。一辺が160キロメートルもある大きな岩

石に、三年に一度、空から天女が降りて来て、羽衣の袖

でその岩をさら っと主でていく 。その時ほんの少し岩の

表面がすりきれます。それが繰り返されるうちに岩がす

り減つて なくな ってしまう程の時間を古代インドでは

「ー劫Jと表現したのです。つまり「五劫jとはそれを五

回繰り返すほどに果てしない時間の長さを意味します。

「五劫思惟像Jと申しまして、法蔵菩薩さまが「五劫」

という長きにわたり考えられた結果、このように螺径と

いう髭の毛が長くのびてしま ったお像がございますが、

このように法蔵菩薩さまはありとあらゆる仏の固をお絹

べになりました。また、それぞれの仏の世界には「この

修行をすればよいJという 、それぞれの修行法があるの

ですが、それらも悉く調べられ、その結果「そうだ、こ

の方法がいし、」と、ある結論を出されたのです。「この方

法なら、どのような者でも救ってあげられるじ ゃないかj。
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⑦|会

⑧ 

「ただ私の名前を称えるだけなら維にでもできるであろ

う。たとえば、幼い子供が助けを求めて母の名を必至に

叫ぶのと同じように、わが名を称えさせよう。たとえば

悪縁に合い、どん主におそろしい罪を犯した者でさえも、

苦しみの世界に戻る事を恐れ、心の底からわが名を称え

たならば、必ずやその者を自分の国へこの上主い安らぎ

の境涯へ迎え取ってやろうj、こういう願いをお建てにな

った。これが法蔵菩薩さまの考え出された結論であり、

私たちにとって最もありがたい「念仏往生の願jなので

あります。

浄土宗のお念仏の教えは、この fわが名を称えよ。わが

名を十遁でも称えれば、救わずにはおかないぞ。もし救う

ことが出来ないようならば、私はもう仏にはならないjと

いう願いに基づいているのです。

もう一度繰り返しますと、法蔵菩薩さまは、自分の力で

はとても仏の世界に生まれることの出来ない者、この私た

ちのために何とか救いの道を残そうと、あらゆる修行の方

法を調べられ考えられて、お念仏をお示し下さ ったのです。

さらにはその願いを成就するために法蔵菩薩さまは、

「兆載永劫」といって、先ほどの「劫」の概念すらもi豊か

に超えるような、果てしない時間をご修行されました。そ

れとそ私たちには、とても考え及iまないようなご修行の

数々を、大きな慈悲の心のもとに私たちに変わってなされ

ました。

きて皆さんもう一度、場所を先ほどのインドの霊鷲山

に戻します。ここでもう一度、阿雛さまがお釈迦さまに

質問をされました。

「お飾匠さま、それで法蔵菩躍さまは仏となられたの

ですか?今おいでになるのですか ?J
「法蔵菩鷹はすでにその願いを成就され、阿弥陀とい

う仏になられた。そして、今現在、酉方のかなた、十万

憶の世界を過ぎた纏楽浄土にいらっしゃ るのだJ
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⑨ 

〆，

⑩ 

そう法蔵菩薩さまこそ、他ならぬ私たちのご本尊、阿弥

陀さまなのです。果てしないご修行の後に阿弥陀さまに在

られた。そしてそのご自身の修行の功徳をすべて「南無阿

弥陀仏jとお名前の中に込められたのです。「我が名を称

えよ。称えるならば必ず救おうj。これこそが阿弥陀さま

の願いです。私たちは、ついつい日頃、ぞんざいに「なん

まいだーjと称えてしま っているけれども、実は六字のお

名号の中には「私たちを何とか救おうJとする阿弥陀さま

のお慈悲の心、その修行の功徳が込められているのです。

このお経の終わりの方で、阿難さまはお釈迦さまに丁重

に礼拝をして、お願い致します。

「お師匠さま、どうぞこの私に、その阿弥陀さまのお姿

と西方の極楽浄土を見せて頂けませんでしょうか ?J
そう阿雛さまが言い終えるやい立や、阿弥陀さまは大光

明を放ち、全ての世界を舷いばかりに照らし出されました。

その瞬間、同様さまは、威厳に満ちて光り輝く阿弥陀さま

のお姿をしっかりとご覧になったと脱かれております。

さてどんなにお念仏が大切か、その理由がわかつて頂け

たとしても、皆さまからお念仏の声が出てこないのでした

ら、せっかくの凋弥陀さまの願いもかなわない。例えば、

どんなに効能のある良いお薬でも、効能書きだけを践んで

頭にいれて、肝心主お纂を飲まなかったら全く効き目がな

いのと一緒です。

お釈迦さまのお脱きになった 『無量寿経jの教えを今

日お聞きになり、阿弥陀さまの願いをわかって頂いたので

したら、肝心な事は実際にお念仏をお称えする事です。ど

うぞご一緒に、お念仏をお称え頂きたく存じます。

同称+念
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『無量寿経』パネル法話原稿②

『六つの力』

① 

② 

作・後藤真法

画・笹脇昌恵

前回は浄土宗のご本種、阿弥陀さまのお話を致しまし

た。阿弥陀さまの事が置も詳しく説かれている『無量寿

経jというお経のお話しでした。

おさらいを致しますと、我々の想像を超えるほど太古

の普に、世自在王仏という仏さまがいらっしゃいました。

この仏さまは阿弥陀さまのお師匠さまにあたるお方です。

世自在王仏さまの前で一人の国王が出家をし、世の中の

苦しむ人々を救おうと嘗いを立てられました。

「私は仏となり、自ら理想とする優れた仏の圏在作ろ

う。そして全ての人々に偶れみの心を注ぎ、迷いの世界

から救い出し、私のもとで喜びに満ちた安らぎの境地へ

と導こうj

このお方は法蔵菩薩さま。のちの阿弥陀仏、阿弥陀さ

まのご修行時代のお名前です。大変、才知にすぐれた修

行者で、また万人に対し非常に慈悲深いお方でありまし

た。法蔵菩薩さまは世自在主仏さまを前に、一対ーで問

答をなさいます。

世自在王仏さまが問いかけます。

「私はおまえに二百一十億という教にわたる、さまざまな

仏の国を見せてきた。お前はその後、五劫という長い間

考え続けて自分の理想とする国をどう築くか、その中か

らしっかり選ぴ取ったはずだ。今こそ私の前で話すがよ

いJ
そこで法蔵菩麗さまは、ご自身で選ぴ取った仏の固と

その修行法を「願いjとして四十八にわたって観明をさ

れました。それを四十八願とお呼びします。

そして法蔵善福さまはその願いを叶えるために、遥か

な時の流れとともに、ありとあらゆるご修行を続けられ、

ついには阿弥陀仏という仏さまに主られました。私たち

のご本尊、阿弥陀さまは、こうして極生されたのであり

ます。ですからこの四+八願在 、阿弥陀さまがまだ法蔵

菩薩というご修業時代に立てられた願い、「もとの願ぃj

と書いて f本願jとお呼びするのです。

では四十八願に込められた阿弥陀さまの願いとはどん

な内容なのでしょうか?そのひとつひとつ申し上げるこ

とは大変ですし、 中には灘解で簡単に脱明のできないも

のもございます。今ここでは、私たちに比較的わかりや

すい願いの中から、不思膿な六つの能力のお話しを致し

ましょう。
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③ 園
④ 

⑤ 

⑥ 

これを六つの神通力と言う意味で「六神通Jと申します。

阿弥陀さまは「私の固に生まれた者には必ずこの六神通を

身につけさせてあげよ うJと願われたのです。これは今、

生きている私たちにと っても決して無縁の教えではござい

ません。何故t.<ら、阿弥陀さまのもとにいらっしゃる私た

ちのご先祖さまも、この六つの力を身につけて、私たちを

見守ってくださっているのですから。

宿命智通

宿命智とは、過去の自分の状態を思い出すことができ

る能力。過去の自分というのは、私が人としてこの世界

に生まれてくる前の過去世の自分です。それを知ること

が出来る能力なのです。ですから、今この世界の中では

絶対に解らなかったような事の道理が、すっきりと理解

できるのです。そうなればもう、愚痴をこぼす事もなく

なるでしょう? rああ、あの時こんな事があったのは、

こういう理由があったのか。道理でこうだ ったわけだJ

と納得が付くのです。これは有り縫い能力ですね。

天眼智通

続いて天眼智。これはあらゆるものを見通す能力。患

い通りにすべての物を見ることが出来る。ただ速くを見

るだけではなくて、来来はどのように移り変わっていく

かまで見通せる能力です。阿弥陀さまの極楽浄土に生ま

れたご先祖織がこの能力をもって、こちら側に住む私た

ちを見守って下さっていると思えぱ、 何とも心強い限り

です。

ての声を聞く事ができる。たとえば、皆績も知っている

観音菩薩・観音さまのお名前も「音を観るjと書きます

が、人々の救いの声をぜったいに聞き逃さない、という

この能力のことを指しています。
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⑦ 他心智通

他心智は、他人の考えていることがわかってし まう、

いわゆる校心術ですね。だから極楽浄土のご先祖織には

嘘はっけないですよ。ちゃんと殊勝にお墓参りして手を

合わせているようで、心の底では舌を出していたらご先

祖織にお見通し。みなさん嘘は付けないですよ。

神境智通

神境智通とはどこの世界へも出向いていける能力です。

以前、あるお僧家さんから質問されたこと 、「私の実家は

日蓮宗でした。浄土宗の家にお嫌にきた私は、両綬とは

別々のお浄土にな ってしまうのですかフJ大丈夫です。

阿弥陀さまの極楽浄土に生まれれば、この力でも って、

どこの世界にも訪ねて行くことができるでしょう。

漏尽遇

漏尽とは、自己の煩悩がだんだんと無くな って行くこ

とを知る能力。長く 、この自分にまとわりついていた、

さまざまな煩悩がなくな っていく、この私自身に対して

の執篇心さえも無〈すことが可能になる能力です。この

絵では、まとわりついている煩悩を「餓鬼Jの姿で表現

してみました。

さて今、私たちのご先祖さまが持つ六つの不思騒な力

をお憶しして、阿弥陀さまの極楽浄土に生まれる事がど

んなに素晴らしいかをお伝え致しました。しかしながら、

この私たちがそこに行けないなら仕方ありません。どん

なに素直置な所でも、私たちがそこへ行〈方法、そこへ行

くための切待が無ければ、ただただ羨ましいだけで終わ

ってしまいます。
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⑪ 

⑫ 

⑬ 

阿弥陀さまの願いとは、「全ての人々に憐れみの心を注

ぎ、迷いの世界から救い出し、喜びに満ちた安らぎの境地

へと導こ うJというもので した。普通に考えれば、厳しい

修行をした者だけがそういう境地に至れるはず。しかし大

多数を占める、修行のできない者こそを、阿弥陀さまは何

とかして救い取ろうと願われたのです。どうしたら救える

か。そこで十八番目の願いに、しっかりとその方法をご提

示して下さいました。

「ただ私の名前を称えることなら離にでもできる。私に

救いを求めて名前を称える者ならば、必ずや自分の作ろう

とする国へ迎え取ろうJこういう願いをお撞てになった。

これが+八番目に鋭かれた願いであります。

つまり四十八願の中で、私たち、迷い苦しむ人々にと っ

て最もかけがえのない願いは、この第十八願 f念仏往生の

願Jなのです。「わが名を称えよ。わが名を+遍でも称え

れば救わずにはおかないぞ。もし救うことが出来ないよう

ならば、私はもう仏にならない」。浄土宗のお念仏の教え

はこの願いに基づいております。ですから先ほど、四十八

願のことを「本願Jと呼びましたが、この本願の中でもと

りわけ私たちにと って大切な第十八願「念仏往生の願jは、

「玉本願」と呼ぷのです。

「全ての者を安らかな境地へすくいとろうJという大き

なお慈悲を持った阿弥陀さまが、「我が名を称えよ、必ず

迎え取るJと願われました。これこそ阿弥陀さまが私たち

に与えて下さ った最大級の救いであります。

皆様は今回、阿弥陀さまとご縁を深められました。阿弥

陀さまのことをもっとよく知って頂いて、阿弥陀さまと自

分が銀子のように感じていただきたく思います。「阿弥陀

さまは、この私のためにお念仏を考え出されたのカ、」、「阿

弥陀さまの極楽浄土に行けばそんなに繁晴らしい能力が得

られるのかjと考えると、阿弥陀さまが何とも近しい存在

に思えてまいりませんか。どうぞご一緒に、高らかにお念

仏をお称え頂きたく存じます。 同称十念
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『無量寿経』パネル法話原稿③

『五つの悪』 作・後麗真法

画・笹脇昌恵.

① 、
今日お話しする『無量寿経』には、「悪とは何?罪とは

何けという人間の本貨が描かれています。

前回は阿弥陀さまのお憶をさせて頂きました。少し復習

いたしますと、古代インドでお釈迦さまが沢山のお弟子た

ちを前にお鋭き下さったお経『無量寿経』、それは我々の想

像を温かに超える大昔に、法蔵菩躍さまという名のー人の

修行者が在して、遂い苦しむ全ての人々を救うためにある

願いを立てられた、というお話でした。

「私は仏となり 、自分の理想とする仏の国を作ろう。そして、

どうしても苦しみの世界から逃げ出すことの出来ない哀れ

な人々をすくい取り、私のもとで安らぎの境地へと導いて

あげよう」。

そして法蔵菩薩さまは、その願いを長い修行の末に成

し遂げられて阿弥陀仏という仏になられました。そして阿

弥陀さまが「もとJ菩薩さまだった時の願いですから、「も

との願ぃ」と奮いて本願と呼び、その本願の中でも、とり

わけ私たちに大きく関係しているのが、第十八番目の願い

で「念仏往生の願」でありました。

「どん立者であっても、心力、ら私の極楽浄土に生まれたいと

願い、 わたしの名前を称えるならば、必ずやその者を我が

園に迎え取ってあげよう。もしその者を救えないならば、

私はも う仏に者 ら主い」という願いでありました。

この世界には、どうして も仏教の教えを惜じることが出

来ない者や、回りの環境に流され恐ろしい事をしでかして

e士J Iしま う者もいるだろう。自分の犯した罪の深さに後から気

.... 1づき 、もがき苦しむ者もいるだろう。しかしどんな悪い行、.̂Iいをし出も私は決して見捨てたりはし九そのよ

、、、 |うな者を永遠の苦しみから銭け出させてあげる方法・・ 。

それは私の名前を称えること。例えば幼児が無我夢中で母

の名を叫ぷのと同じように ・-。教いを求め私の名を称え

る者を必ず私のもとへすくい取ろう・・という願いをお建

てになった。この「念仏往生の願Jこそが、私たちにと っ

て貨も大切な願いであり、『無量寿経jに脱かれるところの

愚も大切主部分であると、前回お話しさせて頂きま した。

きて今日は同じ『無量寿経』の後半に書かれている事を

お隠し致します。前半では、阿弥陀きまとはどんな仏さま

なのか、そして阿弥陀さまの作られた「西方極楽浄土Jと

はどういった所なのか、が鋭力、れていましたが、今度は内

容が一転、それでは今この私たちが住む現実の世界とはど

んな所なのか、私たち人間とはいったいどのような存在な

のか、をお釈迦さまが解き明かされるのです。
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⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

このお経が説かれたのは、お釈迦さまの時代、今から2500年

ほど前のインドの社会の状況であります。ですから、文明が栄

え科学が進歩した現代社会とは状況は遣うだろう、人間の価値

観も大きく遭う事だろうと、皆横お思いではないですか?とこ

ろが驚くほどに2500年前のインドも現代の私たちも、人間の本

質的企部分は何も変わっていないんです。

欲にまみれた行い、それを事細かに説かれているこのお経の

内容は、例えば戦争や犯罪はもちろんのこと、親子・兄弟の確

執、不倫・-すべて昨日・今日のニュース・現実であり、また

いつでも誰にでも起こりうる事がらばかりなのです。

お釈迦さまは、人聞が作り出す「悪jを具体的な五つの例を

あげて描き出されます。一般に 『無賃寿経jの「五悪段」と呼

ばれている部分です。今、お経を現代鱈に訳してそれぞれの

「悪」の段落から、ひとつを読み上げてみましょう。

「第 の悪jの部分から少しだけ、続んでみましょう。

「この裟婆世界は、全ての生きとし生けるものは皆、強い者

が弱い者をねじ伏せて、傷つけ殺しあう世界なのである。そこ

には相手を思いやる気持ちはかけらもなく、すべて自分中心で

ある。だからやがて罰を受けるのは当然のこと。この世界での

罪は総て来世に反映される。この社会でも罪人は裁きを受ける

が、命が尽きた後はそれ以上、もっと厳しい報いが訪れるのだJ

次に f第二の慈」から一部を続んでみましょう。

「続・兄弟 ・失婦・家族という間関係の中にあっても、義理

を無くし法に触れるような事をする。自分勝手に、欺き合い届

し合う。こぴたりへつら った り、おとしいれたり。たとえ親子

であっても、兄弟 ・夫婦・親戚の間であっても、自分の利益だ

けを考え、取り合いをしてやがて皆滅んでL、く。財産があって

も破る気持ちがなければ一人心労しつづけるのだ。ひとりこの

世界に生まれ一人去って行くのである。何一つわが身に付色濃

うものはない。あるのは自分の行動に対しての報いのみである」
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⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

「第三の悪」はとても解りやすい内容です。

「ある者は常に心に耳目~思いを懐き、淫らなことばかり考え 、

心は筒々としている。自分の婁をうとましく患ってはひそかに

他の女性のところに出入りし、そのため家財を使い果たし、よ

り深い悪事に手を染めていく 。そのうち、好者勝手な行動に快

感すら覚えるようになるが、この罪状が見逃されるはずはなく 、

死後は計り知れないほどの苦痛を受けて輪廻を繰り返すことに

なる。その苦痛は筆舌に尽くしがたいのだ」

次に「第四の悪」から一部分をお読みします。

「ある者は、二枚舌を使い、悪口をいい、嘘をっき、お世辞

を並べて言葉巧みに人々を陥れようとする。先生や年長の者を

軽んじ、友人も信じず、自分だけが正しいと勝手な理屈をもっ

て威張り散らす。他人の意見に耳を貸さず自分の考えを押し通

し、常に高慢な心を懐いているのだ」

「第五の悪」とは一言で言えば「怠け心Jでしょう。

「ある者は何事も他人まかせで怠けてばかりいる。自分で生

計を立てようとせず、父母がそれに意見をすると、逆に自をつ

り上げて怒り出す。親の方も、こんな子ならいっそのこといな 1

い方がましだと思うほどだ。思を仇で返し、感謝の心を知らな

い。自分で収入を得られないから他人から機取りをするように

なり 、あげくは酒におぼれ、美昧しい物をむきぼりやりたい放

題となる。他人の気持ちなど見向きもせず、維の忠告も聞き入

れないのだJ

「また、死んだ後に魂がまた生まれ変わるという事も信じよ

うとしないのだ。普因善果、悪因悪果を信じようとし幸いのだ。

愚かにも、自分は何処から来て、死んだ後にどこに行くかを知

らないのだ。そんな者はこの世界においても、この世の道理に

はずれたあり得ない幸運を期待したりするが、それがか立うは

ずはない。

自分の命が尽きる時、初めて死後の恐怖と生前の繊悔の気持ち

がわき起こる。fl期の最期になって自分の一生を悔やむことに

なるのだ。しかし因果の道理はどうすることもできず、おのず .

と死後はさらなる苦しみの世界に堕ち、この世界で昧わった以

上の宮十り知れ主いような苦痛を安けることになる。どれほど長

い時聞をかけようともこの輪廻から抜け出すことは不可能なの

だJ

208 



研究ノート
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⑭ 

⑮ 

⑮ 

どうですか 7お経を現代語に直して、具体的にお釈迦さ

まがあげられた五つの「悪jを続んでまいりました。どう

でしょう?胸に手を当て内省すれば、雄しも身につまされ

る思いがするのではないでしょうか。実際の行為には及1I
なくとも、心の中は見透かされてしま ったよう者 ・・ 「お

前さんもこういう環境、こういう境遇に陥った時、果たし

て惑を犯さない自慢はあるのか ?Jと、このお経に戒めら

れている、そんな思いが私はいたします。

このお経は2500前のインドの状況をお釈迦様が陪られて

いるのであります、しかし、昨今の日本の状況、つまり我々

の日常と何ら変わらないという事に気づかされませんか。

殺人事件、遺産の取り合い、不倫、振り込め詐欺、綾子

の確執・.etc。みな我々の身近でよく聞くようなニュース

です。まだ科学が進歩していない時代に人聞が犯す悪も、

そして現代社会に生きる我々が犯す悪も、本質は何も変わ

っていない、閉じ立んだと言うことをこのお経は教えて下

さいます。いつ誰だって、その状況・環境に左右されれば、

心に患ってもいないような悪を犯してしまう。それが人間

の本質、人間という存在なのであります。

最近はよく、死んだ後は静かに f眠る」とか「安らかにj

とか、ごく当たり前に誰もが天国や浄土に行くものと考え

られがちです。 しかし 、実際のお経には「猶も杓子も皆、

死んだ後は安らかになれるjなど 、調子のいい事が書いて

あるわけではないのです。むしろ今お騒しした「五つの悪j

のように、どうしても煩悩を拭ぃ姶てる事ができない私た

ちは、地獄以外に行き場がないのでは・-と思えるような

厳しい内容が鋭かれています。時として回りの環境に流さ

れてしまい、自分の意に反して悪を犯してしまう・-そん

な不安定な存在がこの私たち立のです。

だ力、らこそお釈迦さまは、この 『無量寿経』で「私の名

を称えれば、必ず輪廻の繰り返しから妓け出させ、私の固

に生まれさせてあげようjという阿弥陀さまの「念仏往生

の願Jを説かれたのです。このお経全体通して見れ1I、い

かに阿弥陀さまの願いが、お念仏の教えがありがたいか、

よくよくわかってくるのです。

たとえ、葱縁にまきこまれ、この五つの悪のような行い

をしてしま った者でも、 f心から私に救いを求め、私の名前

を称えるならば必ず救い取ってあげようJという阿弥陀さ

まの慈悲の心。だからこそ「私たちにはお念仏の教えしか

救いの道はないのだJは法然上人がお示し下さ ったのです。

この「五つの悪jを説かれた後、お釈迦さまは「この悪の

蔓延する世の中で、+日十夜にわたって善を積むことは、仏

の世界での千年に勝るほどの功徳」と脱かれていら っしゃい

ます。それほどまでに我々の住むこの世界は、わが身の内に

煩悩が渦巻き、身の外に誘惑や悪い因縁が手ぐすね引いて待

ちかまえているのであります。だからこそ、この苦しみの世

界の縁を断ち切るためには、お念仏のみ教えのみが有効であ

り、この私たちに出来る唯一の修行法であります。どうぞ今

日お隠ししました 『無量寿経』のみ教えをお受け取り頂害、

お念仏をお称え頂きたく存じます。 同称+念
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備
)

教
育
」
と
い
わ
れ
る
。
わ
た
し
た
ち
に
、
必
ず
、
ま
た
ひ
と

し
く
訪
れ
る
「
死
」
を
、
未
知
な
る
も
の
と
し
て
不
安
や
恐

れ
を
い
だ
い
た
り
、
隠
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
死
の
意
昧
を

理
解
し
、
心
の
準
備
を
す
る
教
育
。
生
命
や
他
の
人
の
価
値

観
を
尊
重
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
し
て

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
広
く
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

(「レ
ア
の
星
と
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
l
シ
ョ
ン
」
細
谷
亮
太

「レ
ア
の
思
広
あ
と
が
き
よ
り
)
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2
.
絵
本
と
は

臨
床
心
理
学
者
で
あ
る
河
ム
ロ
隼
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

(
以
下
、
傍
線
は
筆
者
付
す
)

絵
本
と
い
う
の
は
実
に
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
0
歳
か
ら

百
歳
ま
で
が
楽
し
め
る
。
小
さ
い
、
あ
る
い
は
薄
い
本
で
も
、

そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
内
容
は
極
め
て
広
く
深
い
。

度

目
に
す
る
と
、
そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
た
り

ふ
と

し
た
は
ず
み
に
思
い
出
さ
れ
て
、
気
持
ち
が
揺
す
ぶ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
、
文
化
の
異
な
る
と
こ
ろ
で
も
、
抵
抗
な
く
受
け
入

れ
ら
れ
る
共
通
性
を
も
っ
。
数
え
た
て
る
と
切
り
が
な
い
が
、

そ
れ
だ
け
に
絵
本
と
い
う
も
の
は
、
相
当
な
可
能
性
を
内
蔵

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(『絵
本
の
力
』
)

河
合
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
絵
本
の
利
点
に
付
い
て
挙
げ
る

な
ら
ば

①
年
齢
、
性
別
、
文
化
を
越
え
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

②
絵
を
伴
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
は
、
記
憶
に
留
ま
り
ゃ
す
い
。

③
絵
本
は
、
そ
れ
も
特
に
名
作
と
呼
ば
れ
る
作
品
は
強
い
メ

ッ
セ

ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
で
、
「
大
人
に

絵
本
を
す
す
め
る
」
運
動
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
柳
田
邦
男
氏
も
、

人
生
後
半
に
な

っ
て
か
ら
こ
そ
、

絵
本
を
い
つ
も
身
の
ま
わ

り
に
置
き、

じ
っ
く
り
と
読
む
べ
き
だ
と
い
う
思
い
で
す
。

仕
事
に
あ
く
せ
く
し
て
い
る
な
か
で
忘
れ
て
い
た
大
事
な
も

の
ー

ユ
ー
モ
ア
、
悲
し
み
、
孤
独
、
支
え
合
い
、
別
れ
、
死
、

い
の
ち
、
と
い

っ
た
も
の
が
、
あ
ぶ
り
絵
の
よ
う
に
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。

(
中
略
)

と
く
に
人
生
の
後
半
、
老
い
を
意
識
し
た
り
、
病
気
を
し
た

り
、
あ
る
い
は
人
生
の
起
伏
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
絵
本
か
ら
思
い
が
け
ず
新
し
い
発
見
と
言
う
べ
き

深
い
意
昧
を
読
み
と
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
思
う
の
で

す

(『絵
本
の
力
」
)

と
、
特
に
人
生
後
半
で
の
絵
本
体
験
の
意
昧
を
強
調
し
て
い
る
。

④

「
死
」
や

「病」、

「老
い
」
と
い

っ
た
人
生
に
お
け
る
重
大
な

テ
ー
マ
を
、
や
わ
ら
か
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
事
も
利
点
と
言
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え
よ
う
。
(
障
害

い
じ
め
、
戦
争
、
環
境
問
題
な
ど
、
扱
わ
れ

る
テ
l
マ
は
広
く
深
い
)

3
.
利
用
方
法
と
し
て
の
「
読
み
聞
か
せ

(読
み
聴
か
せ
)」

「
読
み
聞
か
せ
」
と
は
、
聴
衆
の
前
に
お
い
て
基
本
的
に
読
む

本
を
子
に
持
ち
、
絵
の
部
分
を
聴
衆
に
見
せ
な
が
ら
、
文
章
を

ペ
ー
ジ
ず
つ
語
り
か
け
る
よ
う
に
読
む
も
の
で
あ
る
。

松
居
直
氏
は
、
そ
の
利
点
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

絵
本
を
読
み
聴
か
せ
て
も
ら
う
と
き
は
、
物
語
を
耳
で
聴
き

な
が
ら
、
ま

っ
た
く
同
時
に
眼
で
絵
を
読
む
こ
と
が
で
き
、

二
つ
の
言
葉
の
世
界
が
聴
き
手
の
中
で
瞬
時
に
重
な

っ
て

い
き
い
き
と
し
た
実
在
感
の
あ
る
物
語
世
界
が
心
に
浮
か
び

あ
が
り
、
そ
の
世
界
へ
入
っ
て
ゆ
け
ま
す
。
絵
本
の
挿
し
絵

は
静
止
画
で
す
が
、
こ
の
場
合
の
聴
き
手
の
中
に
見
え
る
絵

は
、
言
葉
と
と
も
に
動
き
、
場
面
と
場
面
と
の
間
も
い
き
い

き
と
イ
メ
ー
ジ
が
つ
な
が
っ
て
、
物
語
の
世
界
は
連
続
し
て

立
体
的
ま
た
感
覚
的
に
展
開
し
ま
す
。

(「絵
本
の
よ
ろ
こ
び
」
松
居
直
著
)

ま
た
、

「読
み
聞
か
せ
」

の
実
践
に
お
け
る
注
意
点
を
い
く
つ

212 

か
挙
げ
る
。

①
聴
衆
の
年
齢
、
人
数
、
性
別
な
ど
を
考
え
て
本
を
選
択
す
る
。

特
に
人
数
に
つ
い
て
は
、
絵
本
の
大
き
さ
に
・
も
よ
る
が
普
通
十
名

前
後
が
理
想
的
と
言
わ
れ
る
。
人
数
が
多
い
、
ま
た
は
聴
衆
と
の
距

離
が
あ
る
場
合
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l
の
使
用
・
大
型
絵
本
・
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
化
な
ど
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
(
何
ら
か
の
工
夫

・
加

工
し
た
場
合
で
も
、
必
ず
原
本
は
紹
介
す
る
べ
き
で
あ
る
)

ま
た
、
手
軽
な
方
法
と
し
て
は
絵
本
を
複
数
冊
用
意
し
、
複
数

人
に
て
聴
衆
全
体
に
見
え
る
よ
う
掲
げ
る
方
法
が
あ
る
。
こ
れ
に

は
寺
族
が
協
力
し
て
務
め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
見
え
や
す
い
よ
う
、
本
を
持
つ
位
置
と
角
度
に
気
を
配
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

③
文
章
は
な
る
べ
く
覚
え
る
よ
う
に
す
る
。

④
文
章
を
読
む
速
さ
と
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
速
さ
が
ず
れ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
る
。
ま
た
、
聞
の
取
り
方
、

言
葉
の
緩
急
な
ど
に

工
夫
を
凝
ら
す
べ
き
は
法
話
と
同
様
で
あ
る
。

⑤
絵
本
と
し
て
優
れ
て
い
る
も
の
を
選
ぶ
。
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物
語
の
条
件
、
挿
し
絵
の
条
件
な
ど
そ
の
判
別
は
難
し
い
が

一
般
に
売
れ
て
い
る
本
は
評
価
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
版

を
重
ね
て
い
る
も
の
、
古
い
も
の
で
現
在
で
も
販
売
し
て
い
る
も

の
は
評
価
で
き
る
。
各
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
有
効
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

(【表
1
一
絵
本
論
・
絵
本
ガ
イ
ド
】
参
照
)

⑥
あ
く
ま
で
も
私
個
人
が
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
、
こ
う
思
う
、
こ

う
読
む
と
い
う
立
場
を
理
解
し
て
お
く
。

受
け
止
め
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
千
差
万
別
で
あ
る
。
そ
れ
は
絵
本

作
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は
、
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
こ
の

点
は
重
要
で
あ
る
。
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
読
み
と
っ
た
意
昧
・
問

題
点
を
提
起
し
、
法
説
に
繋
げ
て
頂
き
た
い
。

⑦
使
用
し
た
絵
本
が
、
入
手
可
能
で
あ
る
か
。

聴
衆
が
各
々
の
家
庭
に
お
い
て
絵
本
を
読
み
直
し
、
法
話
内
容

を
思
い
起
こ
し
て
も
ら
う
よ
う
促
す
。
(
家
庭
で
の
布
教
の
可
能

性

絵
本
の
場
合
は
、
購
買
者
が
大
人
で
あ
り
、
お
も
な
読
者
は

子
ど
も
で
あ
る
と
い
う
二
重
構
造
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
大

人
は
読
み
手
、
語
り
手
と
し
て
、
聴
き
手
の
子
ど
も
と
い
う

読
者
と
絵
本
体
験
を
共
有
す
る
と
い
う
、
被
雑
な
立
場
に
立

た
さ
れ
ま
す
。

(『絵
本
の
力
」
松
居
直
述
)

あ
る
種
の
絵
本
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
と
な
は
忙
し

い
生
活
の
な
か
で
忘
れ
て
い
た
、
あ
る
大
切
な
こ
と
を
思
い

出
し
、
あ
る
い
は
気
づ
き
、
そ
の
結
果
こ
ど
も
の
心
か
ら
の

叫
び
声
や
S
O
S
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
お
と
な

の
現
在
の
生
活
の
問
題
点
に
気
付
く
よ
う
に
な
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
つ
ま
り
、
お
と
な
と
こ
ど
も
が
真
に
出
会
う
、
そ

の
有
効
な
媒
体
の

一
つ
と
し
て
、
あ
る
種
の
絵
本
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

(『お
と
な
の
た
め
の
絵
本
の
世
界
」
前
島
康
夫
著
)

4
布
教
利
用
の
実
践
一
案
|
法
話
の
序
説
と
し
て
の

「
い
の
ち
」
の
絵
本
|

数
あ
る
絵
本
の
中
よ
り
、
「
生
」
「
老
」
「
病
」
「
死
」
を
テ
l
マ

に
し
た
も
の
を
仮
に
「
い
の
ち
」

の
絵
本
と
呼
び
、

リ
ス
ト
を
作

成
し
て
み
た
。
({表
2

「
い
の
ち
」
の
絵
本
}
)
も
ち
ろ
ん
、
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こ
の
他
に
も
数
多
く
見
つ
か
る
は
ず
で
あ
る
。

今
は
、
こ
の
中
よ
り
若
干
を
紹
介
し
、
序
説
と
し
て
の
利
用
を

検
討
し
て
み
る
。
ま
た
、
各
絵
本
の
文
章
の
抜
粋
を
付
け
加
え
て

お
く
。

(
i
は
中
略
の
意
)

テ
ー
マ
1

{
こ
こ
ろ
に
生
き
る
】

①

『
い
つ
で
も
会
え
る
」

大
好
き
な
飼
い
主
み
き
ち
ゃ
ん
を
突
然
亡
く
し
た
子
犬
シ
ロ
。

愛
す
る
人
を
失
っ
た
悲
し
さ
や
寂
し
さ
、
「
ど
こ
?

¥，bでも令日
itJ・制三

宣
$uy<.州仲叫 I同晴

・h・剛網-“.... 、a噌'"'，・‘"'...

ど
こ
に
い

① rpつでも会える』

(菊固まりこ著/学習研究社)

る
の
?
」
と
問
い
か
け
る
切
な
る
気
持
ち
が
伝
わ
る
絵
本
で
あ
る
。
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ぼ
く
は
シ
ロ
。
み
き
ち
ゃ
ん
の
イ
ヌ
。

i
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
る
と
思
っ
た
。
ど
う
し
て
か

な
。
な
ん
で
か
な
。

み
き
ち
ゃ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
。
ぼ
く
は
い
つ
も
さ
み
し
く

て
、
か
な
し
く
て
、

ふ
こ
う
だ
つ
た
。

ー
ど
こ
?

ど
こ
に
い
る
の
?

ー
目
を
つ
む
る
と
ね

み
き
ち
ゃ
ん
の
こ
と
考
え
る
と
ね
。

い
つ
で
も
会
え
る
ん
だ
。

と
お
く
て
、
ち
か
い
と
こ
に

い
た
ん
だ
ね
。

②

『ス
1
ホ
の
白
い
馬
』

モ
ン
ゴ
ル
の
民
話
を
元
に
し
た
美
し
い
絵
本
。
初
版
発
行
は

九
六
七
年
で
あ
る
。
羊
飼
い
ス
l
ホ
の
自
慢
の
白
い
馬
は
、
殿
様

に
奪
わ
れ
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

「
そ
ん
な
に
、

か
な
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
よ
り
、

わ
た
し
の
ほ
ね
や
、

か
わ
や
、
す
じ
ゃ
、
け
を
使
っ
て
、
が

っ
き
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
わ
た
し
は
い
つ
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ぐ
さ
め
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。」

ま
で
も
、
あ
な
た
の
そ
ば
に
い
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
を
、
な

ー
ス

l
ホ
は
、
ど
こ
へ
行
く
と
き
も
、
こ
の
ば
と
う
き
ん
を

も
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
ひ
く
た
び
に

ス
l
ホ
は

白
馬
を
こ
ろ
さ
れ
た
く
や
し
さ
や
、
白
馬
に
乗
っ
て
、
草
原

ス
l
ホ
は

を
か
け
ま
わ
っ
た
楽
し
さ
を
、
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て

じ
ぶ
ん
の
す
ぐ
わ
き
に
、
白
馬
が
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

② 「スーホの白い馬j

(大塚勇三再話/赤羽末吉函/福音館書庖)

そ
ん
な
と
き
、
が
つ
き
の
音
は
、
ま
す
ま
す
・
つ
つ
く
し
く
ひ

び
き
、
聞
く
人
の
心
を
ゆ
り
う
ご
か
す
の
で
し
た
。

③
「
ミ
ッ
フ
ィ

l
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

、
ッ
フ
ィ

l
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
る
お
話
。
お
葬
式
の

様
子
が
も
の
悲
し
い
。
家
族
の
悲
し
み
、
亡
き
人
へ
の
想
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
絵
本
で
あ
る
。
小
型
の
絵
本
だ
が
、
絵
や
色
調
が
シ

ン
プ
ル
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

ひ
つ
ぎ
の
ふ
た
を

し
め
ま
し
た
。
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

... ..r.H-暢閥横前嶋崎

③『 ミッフィーのおばあちゃんj

(ディック=ブルーナさく/

かどのえいこ やく/講談社)

さ
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わすれられなり

おくりもの
λーザν./(-j，(" 

'Nf'仁央伶〈

よ
う
な
ら
」

シ
」
・
つ
ル
」
う

ち
ゃ
ん
は

こ
れ
か
ら
し
ず
か
に

i

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。」

ば
に
た
っ
て

④『わすれられない おくりものj

(スーザン・ノfーレイさく え/

小川仁央ゃく/評論社)

お
別
れ
の
時
間
で
す
。
お
ば
あ

ね
む
る
の
で
す
。

、
ッ
フ
ィ

l
は

お
は
か
の
そ

ほ
ん
と
う
に

き
い
て
い
る
よ
う
な

い
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

き
が
し
ま
し
た
。

④
『
わ
す
れ
ら
れ
な
い

お
く
り
も
の
』

年
老
い
た
ア
ナ
グ
マ
は
物
知
り
で
、

い
つ
も
皆
に
頼
り
に
さ
れ

く附千の風になって

/ 

①『絵本千の風になってj

(新井満文/佐竹美保絵/理論社)
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て
い
た
。
ア
ナ
グ
マ
が
死
ん
で
森
の
仲
間
達
は
悲
し
み
に
包
ま
れ

ア
ナ
グ
マ
が

る
が
、
や
が
て
ア
ナ
グ
マ
の
思
い
出
を
語
り
合
い
、

皆
の
心
の
中
に
生
き
て
い
る
事
を
知
る
。
「
死
」
を
語
る
絵
本
と

し
て
、
各
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
紹
介
さ
れ
る
定
番
の
も
の
で
あ
る
。

ア
ナ
グ
マ
は
自
分
の
年
だ
と
、
死
ぬ
の
が
、
そ
う
遠
く
は
な

い
こ
と
も

知
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ナ
グ
マ
は
、
死
ぬ
こ
と
を
お
そ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
死
ん
で
、

か
ら
だ
が
な
く
な
っ
て
も
、
心
は
残
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
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た
か
ら
で
す
。

ー
長
い
ト
ン
ネ
ル
の

む
こ
う
に
行
く
よ

さ
よ
う
な
ら

ア
ナ
グ
マ
よ
り

ー
み
ん
な
だ
れ
で
も
、
な
に
か
し
ら、

ア
ナ
グ
マ
の
思
い
出

が
あ
り
ま
し
た
。

ひ
と
り
ひ
と
り
に
、
別
れ

ア
ナ
グ
マ
は
、

た
あ
と
で
も
、
た
か
ら
も
の
と
な
る
よ
う
な
、
ち
え
や
く
ふ

う
を
残
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

i
ア
ナ
グ
マ
の
話
が
出
る
た
び
に
、
だ
れ
か
が
い
つ
も
、
楽

し
い
思
い
出
を
、
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
な
っ
た
の

で
す
。

ー

「あ
り
が
と
う

ア
ナ
グ
マ
さ
ん
。」
モ
グ
ラ
は
、
な
ん

だ
か
、
そ
ば
で
ア
ナ
グ
マ
が
、
聞
い
て
い
て
く
れ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ

2

【自
然
に
遺
る
}

⑤

『
絵
本

干
の
風
に
な
っ
て
』

元
は
作
者
未
詳
の
英
語
詩
で
、
欧
米
で
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
日
本
語
訳
者
新
井
満
氏
に
よ
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ア
メ
リ
カ
ン
の
物
語
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

美
し
い
自

然
の
写
真
を
背
景
に
構
成
さ
れ
た
本

『千
の
風
に
な
っ
て
』

談
社
)
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

私
の
お
墓
の
前
で
泣
か
な
い
で
く
だ
さ
い

そ
こ
に
私
は
い
ま
せ
ん

眠
つ
て
な
ん
か
い
ま
せ
ん

千
の
風
に

干
の
風
に
な
っ
て

あ
の
大
き
な
空
を
吹
き
わ
た

っ
て
い
ま
す

私
は
光
に
な

っ
て
畑
に
ふ
り
そ
そ
ぐ

冬
は
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
き
ら
め
く
雪
に
な
る

朝
は
鳥
に
な

っ
て
あ
な
た
を
目
覚
め
さ
せ
る

夜
は
星
に
な
っ
て
あ
な
た
を
見
守
る

テ
ー
マ

3.
【
い
の
ち
の
つ
な
が
り
】

⑥
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ

ー
い
の
ち
の
旅
|』

主
人
公
フ
レ
デ
ィ
は
、
春
に
生
ま
れ
、
冬
に
散
っ
て
い
く
葉
つ

ば
で
あ
る
。
死
を
怖
れ
、
自
分
の

一
生
に
ど
ん
な
意
昧
が
あ
る
の

(
謹
一
時
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葉っi志bフレテV

⑥『葉っぱのフレテーィーいのちの旅-J
(レオ・パスカーリア作

/みらいなな訳/童話屋)

レオ・パスカーリア作

みらいなな訳

か
悩
む
フ
レ
デ
ィ
に
、
親
友
ダ
ニ
エ
ル
は
い
の
ち
の
つ
な
が
り
を

説
く
。
作
者
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
こ
の
絵
本
を

死
別
の

悲
し
み
に
直
面
し
た
子
ど
も
た
ち
と
、
死
に
つ
い
て
的
確
に
説
明

が
で
き
な
い
大
人
た
ち

死
と
無
縁
の
よ
う
に
青
春
を
謡
歌
し
て

い
る
若
者
た
ち
」
に
贈
る
と
あ
る
。
生
と
死
の
意
味
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
絵
本
で
あ
る
。

「
み
ん
な

引
っ
こ
し
を
す
る
時
が
き
た
ん
だ
よ
。
と
う
と

う
冬
が
来
た
ん
だ
。
ぼ
く
た
ち
は

ひ
と
り
残
ら
ず

?
」
?
」

か
ら
い
な
く
な
る
ん
だ
。」

ー
「
ぼ
く

218 

⑦『おじいちゃんは106さL寸

(松田もとこ作/菅野由貴子絵

/ポプラ社)

死
ぬ
の
が
こ
わ
い
よ
。」
と
フ
レ
デ
ィ
が
言
い
ま

「
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
は

し
た
。
「
そ
の
と
お
り
だ
ね
。」
と
ダ
ニ
エ
ル
が
答
え
ま
し
た
。

こ
わ
い
と
思
う
も

で
も
考
え
て
ご
ら
ん
。
世
界
は
変
化
し
つ
明つ
け
て
い

の
だ
。

る
ん
だ
。

i
緑
か
ら
虹
葉
す
る
と
き

こ
わ
く
な
か

っ
た
ろ
う
?

i
死
ぬ
と
い
う
の
も

変
わ
る
こ
と
の

一
つ
な
の
だ
よ
。」

i
「
こ
の
木
も
死
ぬ
の
?
」

「
い
つ
か
は
死
ぬ
さ
。
で
も
“

い
の
ち
"
は
永
遠
に
生
き
て
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い
る
の
だ
よ
。
」
と
ダ
ニ
エ
ル
は
答
え
ま
し
た
。

i

「
ね
え

ダ
ニ
エ
ル
。
ぼ
く
は
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。」
と
フ
レ
デ
ィ
は
た
ず
ね
ま
し
た
。

ー
明
け
方
フ
レ
デ
ィ
は
迎
え
に
来
た
風
に
の
っ
て
枝
を
は
な

れ
ま
し
た
。
痛
く
も
な
く

こ
わ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ー
ま
た

春
が
め
ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。

⑦
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
1
0
6
さ
い
』

主
人
公
は
6
歳
の
男
の
子
。
5
世
代
9
人
の
大
家
族
で
暮
ら
し

て
い
る
。
あ
る
日
、

1
0
6歳
の
ひ
い
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
亡

/
¥
介
一

zhv。
ひ
い
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

し
ん
だ
。
1
0
6
ね
ん

き
て
、
そ
し
て

し
ん
だ
。

だ
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

ま
く
に

い
き
た

み
ち
は

つ
な
が

っ
て
い
る
。

ー
ず
っ
と
ず
っ
と
つ
な

e
か
つ
て
き
た

-
ぽ
ん
の
い
の
ち
の

な
が
れ
の
な
か
に

ぼ
く
は
い
ま

た
っ
て
い
る
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
い
の
ち
が

ぼ
く
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

初
め
て
島
(
沖
縄
)

ヌ
チ
ヌ
グ
ス

l
ジ」

⑧
『
い
の
ち
の
ま
つ
り

に
や

っ
て
来
た
コ
ウ
ち
ゃ
ん
は
、
島
独
特

の
お
墓
参
り
を
目
に
す
る
。
多
く
の
ご
先
祖
さ
ま
と
の
い
の
ち
の

「
み
ん
な
で
、
な
に
し
て
い
る
の
?
」

つ
な
が
り
を
大
胆
な
仕
掛
け
で
表
し
た
絵
本
。

「
あ
れ
ま
あ
、
わ
た
し
た
ち
に
い
の
ち
を
く
れ
た
、
だ
い
じ

な
ご
先
祖
さ
ま
の
お
墓
参
り
さ
あ
j
」

ー
「
オ
パ
ア
に
わ
か
る
の
は
、
数
え
き
れ
な
い
ご
先
祖
さ
ま

が
誰
ひ
と
り
欠
け
て
も
、
ぼ
う
や
は
生
ま
れ
て
こ
な
か

っ
た、

絵本を利用した布教実践について

と
言
う
こ
と
さ
あ

l
。
だ
か
ら
、
ぼ
う
や
の
い
の
ち
は
、
ご

p 

先
祖
さ
ま
の
い
の
ち
で
も
あ
る
わ
け
さ
あ
1
ね」

③ n、のちのまつり

ヌチヌグスージj

(草場一書作/平安座

資尚絵/サンマーク

出版)
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ー
「
ぼ
う
や
も
、
大
き
く
な

っ
て
結
婚
し
て
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
さ
あ
l
ね
。
ま
た
、
そ
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て

結
婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
。
い
の
ち
は
目
に
見
え
な
い

け
れ
ど
、
ず
っ
と
ず
っ
と、

つ
な
が

っ
て
行
く
の
さ
あ
i
。」

テ
ー
マ
4

{
死
後
}

⑨

「岸
辺
の
ふ
た
り
」

父
の
死
と
死
後
の
再
会
を
、

美
し
く
、
抽
象
的
な
絵
で
表
現
し

て
絵
本
。
死
を
迎
え
た
老
女
の
、
少
女
の
姿
に
戻
っ
て
父
と
の
再

会
を
果
た
す
場
面
が
印
象
的
で
あ
る
。

父
は

そ
っ
と

こ
ぎ
だ
し
た

水
平
線
に
む
か

つ
て

岸
辺
に
う
ち
ょ
せ
る

小
さ
な
波
紋

陽
が
し
ず
む
ま
で

少
女
は

じ
っ
と
ま
っ
て
い
る

父
は

帰
っ
て
こ
な
か
っ
た

--w，e
 

争
J
ふ
J

い
く
つ
も
年
を
か
さ
ね
た
少
女
の
も
と
に

父
だ

け
は

帰
っ
て
こ
な
か

っ
た

ー
そ
し
て
空
き
地
に
よ
こ
た
わ
る
/
な
に
か
の
気
配
に
ふ
と

身
を
お
こ
す

220 

高
鳴
る
胸
に

咲
き
ほ
こ
る
想
い

少
女
は
た
ち
あ
が
り

r
Eふ
J
=
・
J

，E

E
d
p
h
ふ
J
I
L
9
J

⑩
『
さ
よ
な
ら

エ
ル
マ
お
ば
あ
さ
ん
」

報
道
写
真
家
の
著
者
に
よ
る

エ
ル
マ
お
ば
あ
さ
ん
の
死
ま
で

の
様
子
を
納
め
た
写
真
絵
本
。
飼
い
猫
の
視
線
か
ら
、
死
を
迎
え

る
エ
ル
マ
お
ば
あ
さ
ん
の
思
い
、
家
族
と
の
女
流
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
の
さ
き
、
歩
け
な
く
な
っ
た
り
、
食
事
が
と
れ
な
く
な

っ
た
り

ひ
と
つ
ひ
と
つ

い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
け
ど
、
そ
れ
は
、
体
が
旅
に
で
る
準
備
を

し
て
い
る
か
ら
な
ん
だ
よ
」

こ
わ
そ
う
に
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

「死
ぬ

っ
て
こ
と
は
ね
、
魂
が
、
こ
の
体
を
で
て
、
こ
こ
と

は
別
の
世
界
に
行
く
だ
け
な
ん
だ
か
ら
ね
」

i
そ
う
か
、
エ
ル
マ
ば
あ
さ
ん
は
き
の
う
、
別
の
世
界
に
旅

立
っ
た
ん
だ
っ
け
:
:
:
。
い
ま
ご
ろ
、
犬
の
コ
コ
と
い
っ
し

ょ
に
い
る
の
か
な
あ
。
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ー
家
族
や
親
し
い
友
だ
ち
は
、
あ
ば
あ
さ
ん
の
庭
に
あ
つ
ま

エ
ル
マ
お
ば
あ
さ
ん
、

っ
て
、
お
ば
あ
さ
ん
の
思
い
出
を
語
り
あ
い
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う

い
っ
し
ょ
に
く
ら
せ
て

ら
ね
。

あ
り
が
と
う
。

に
楽
し
か
っ
た
よ
。
あ
ば
あ
さ
ん
の
こ
と
、
わ
す
れ
な
い
か

あ
げ
た
。

以
上
、
四
つ
の
テ
l
マ
に
分
け
て
「
い
の
ち
」

の
絵
本
を
十
冊

絵

⑨ f岸辺のふたり』

(マイケル ・デュドクドュ・ヴイツ卜作

/うちだややこ 訳/くもん出版)

こ
れ
ら
絵
本
の

「
読
み
聞
か
せ
」
に
よ
り
、
聴
衆
は
主
体
的
に

そ
の
物
語
・
テ
l
マ
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
し
、
想
像
を
ふ
く
ら

ま
せ
、
答
え
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
絵
本
は
、
簡
潔
に
し
て

奥
底
に
ひ
び
く
形
で
、

い
の
ち
の
在
り
処
を
表
現
す
る
ジ
ヤ

か
つ
も
っ
と
も
心
の

す
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
た
ち
が
「
生
と
死
」

ン
ル
と
し
て
現
代
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
の
で

の
問
題
や
「
い
の

ち
」
の
問
題
を
深
く
考
え
よ
う
と
す
る
時
に
、
す
ば
ら
し
い

エルマおばあさんl

写真文/小学館)

⑩ fさよなら

(大塚敦子
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可
能
性
を
発
揮
す
る
分
野
で
は
な
い
か
と
私
は
感
じ
て
い
ま

す

(『絵
本
の
力
』
柳
田
邦
男
述
)

柳
田
氏
が
こ
う
指
摘
す
る
よ
う
に
、
特
に
上
記
絵
本
の
使
用
は
、

「
死
」
に
つ
い
て
ど
う
受
止
め
る
か
、
ま
た
は
受
け
止
め
て
い
た

か
を
聴
衆
自
身
に
は
っ
き
り
と
意
識
さ
せ
、
ま
た
深
く
考
え
さ
せ

る
目
的
が
あ
る
。
こ
と
を
導
入
と
し
て
、
宗
教
的
な
救
い
は
あ
る

の
か
を
問
い
、
法
話
の
序
説
と
す
る
。

以
下
は
、
上
記
絵
本
を
利
用
し
た
場
合
の

一
試
案
で
あ
る
。

ま
ず
、
テ
l
マ
l

{こ
こ
ろ
に
生
き
る
-

テ
1
マ

2

自

然
に
還
る
}
に
挙
げ
た
①
か
ら
⑤
の
絵
本
を
利
用
す
る
場
合
で
あ

る
。『
い
つ
で
も
会
え
る
』
の
中
に
あ
る
よ
う
に
、
誰
し
も
突
然

親
し
い
人
を
失
っ
た
な
ら
ば

「ど
う
し
て
か
な
。
な
ん
で
か
な
。」

と
い
う
疑
問
が
沸
く
の
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
問
い
に
対
し
、
あ
く
ま
で
現
世
は
無
常
で
あ
り
、
死
は
必
然
で

あ
る
事
を
説
く
わ
け
で
あ
る
が

(
御
法
語

{無
常
}
参
照
・
本
文

末
に
記
載
)
、
当
然
こ
の
事
だ
け
を
説
い
て
も
納
得
は
で
き
な
い
。

「
ど
こ
?

ど
こ
に
い
る
の
?
」

と
シ
ロ
が
問
い
か
け
て
い
る

よ
う
に
、
目
に
は
見
え
な
い
が
必
ず
ど
こ
か
に
そ
の
人
本
人
と
し

て
存
在
し
、
こ
ち
ら
の
声
や
思
い
が
届
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
必

222 

ず
会
え
る
こ
と
を
私
た
ち
は
強
く
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず

こ
の
思
い
を
聴
衆
に
は
っ
き
り
と
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
こ
れ
ら
絵

本
を
利
用
す
る
目
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
示
す
よ
う
な

【こ

こ
ろ
に
生
き
る
】【
自
然
に
還
る
}
と
い
う
答
え
で
救
わ
れ
る
の

か
を
問
い
か
け
、
考
え
さ
せ
る
。

テ
ー
マ

1
.
{
こ
こ
ろ
に
生
き
る
】

①
目
を
つ
む
る
と
ね

み
き
ち
ゃ
ん
の
こ
と
考
え
る
と
ね
。

い
つ
で
も
会
え
る
ん
だ
。

②
そ
し
て
ス
1
ホ
は
、

じ
ぶ
ん
の
す
ぐ
わ
き
に
、
白
馬
が
い
る

よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

③
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

ほ
ん
と
う
に

き
い
て
い
る
よ
う
な

き
が
し
ま
し
た
。

④
そ
ば
で
ア
ナ
グ
マ
が
、
聞
い
て
い
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

テ
ー
マ

2
.
{自
然
に
還
る
}

⑤
千
の
風
に

千
の
風
に
な
っ
て

あ
の
大
き
な
空
を
吹
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
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(
中
略
)

朝
は
鳥
に
な
っ
て
あ
な
た
を
目
覚
め
さ
せ
る

夜
は
星
に
な
っ
て
あ
な
た
を
見
守
る

亡
き
方
の
存
続
と
変
わ
ら
ぬ
関
係
を
強
く
求
め
る
私
た
ち
に
は
、

こ
れ
ら
の
答
え
は
決
し
て
満
足
で
き
る
救
い
に
は
な
ら
な
い
。
明
確

な
救
い
を
示
す
の
が
宗
教
で
あ
り
、
死
後
の
生
(
個
人
が
変
わ
ら
ず

存
在
し
続
け
る
こ
と
)
と
再
会
(
親
し
い
方
々
と
の
関
係
が
変
わ
ら

ず
続
く
こ
と
)
が
叶
う
場
で
あ
る
「
西
方
極
楽
浄
土
」
と
、
救
い
主

「
阿
弥
陀
仏
」
を
明
確
に
説
く
こ
と
が
浄
土
宗
の
布
教
で
あ
る
。

私
た
ち
の
切
な
る
思
い
と
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
、
林
田
康
順
師

は
分
か
り
ゃ
す
く
整
理
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

あ
り
の
ま
ま
の
私
た
ち
人
間
の
心
は
、
私
に
と
っ
て
大
切
な

あ
の
方
と
再
会
し
た
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
人
間
の
ち
っ
ぽ
け
な
思
い
を
は
る
か
に
越
え
た
阿

弥
陀
さ
ま
が
、
私
た
ち
の
願
い
を
察
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
阿
弥
陀
さ
ま
は
、
「
こ
の

今
、
意
識
し
て
い
る
自
分
が
い
つ
ま
で
も
あ
り
続
け
た
い

(
個
の
連
続
)
」
、
「
こ
の
私
と
大
切
な
あ
の
方
々
と
の
心
と
心

の
ふ
れ
あ
い
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
た
い

(
関
係
の
継

続
こ
と
の
願
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
浄
土
に
往
生
す
る

よ
う
に
と
呼
び
か
け
、
そ
こ
で
の

「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い

(
倶
会

一
処
こ
を
約
束
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

(
な
む
ブ
ッ
ク
ス
臼

「〈
私
〉
を
み
つ
め
て
」
林
田
康
担
者
)

ま
た
、
テ
1
マ
3

【い
の
ち
の
つ
な
が
り
}
の

『葉
っ
ぱ
の

フ
レ

J

アィ
』
で
は
、
死
を
怖
れ
る
フ
レ
デ
ィ
に
、
友
人
ダ
ニ
エ
ル

は
死
を
変
化
と
言
い
換
え
る
。
春
が
ま
た
巡
っ
て
く
る
よ
う
に
、

死
も
ま
た
生
へ
と
変
化
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
私
た

ち
が
求
め
て
い
る
死
後
の
生
と
は
、
変
化
の
な
い
こ
の
私
個
人
の

継
続
で
あ
る
。
さ
ら
に

『葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」
で
は
「
い
の
ち
」

の
大
き
な
流
れ
の
中
に
、
自
分
も
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
1
0
6
さ
い
』

『い
の
ち
の
ま

つ
り

ヌ
チ
ヌ
グ
ス
1
ジ
」
も
身
近
な
家
族
と
の
繋
が
り
か
ら
、

ご
先
祖
様
と
の
長
い
い
の
ち
の
繋
が
り
を
意
識
さ
せ
て
く
れ
る
。

お
か
げ
と
感
謝
の
気
持
ち
を
思
い
起
こ
す
だ
ろ
う
。
た
だ
、
決
し

て
私
た
ち
は
大
生
命
の
流
れ
に
帰
入
し
埋
没
す
る
こ
と
は
望
ま
な

ぃ
。
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
は
っ
き
り
と
し
た

「
個
の
連
続
」
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と
「
関
係
の
継
続
」
を
叶
え
て
下
さ
る
倶
会

処
の
お
浄
土
を
、

こ
こ
で
も
説
い
て
い
く
。

テ
ー
マ
4
.
【死
後
】
に
挙
げ
た
2
冊
に
は
、
具
体
的
で
は
な

い
が
死
後
の
世
界
と
そ
こ
で
の
再
会
が
語
ら
れ
て
い
る
。
死
後
の

生
(
極
楽
往
生
)
と
、
再
会
(
倶
会

一
処
)
を
求
め
る
我
々
の
素

直
な
願
い
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
絵
本
で
あ
る
。

以
上
、
死
(
別
れ
)
を
テ
l
マ
を
扱
う
絵
本
を
利
用
し
、
救
い

の
場
で
あ
る
お
浄
土
、
特
に
倶
会

一
処
の
お
浄
土
を
説
く
流
れ
を

検
討
し
て
み
た
。
あ
く
ま
で

一
試
案
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
通
り
、

絵
本
は
読
み
手
に
よ
っ
て
受
け
取
り
方
は
様
々
で
あ
る
。
皆
様
自

身
が
読
み
手
と
な
っ
て
思
案
し
、
お
念
仏
を
み
教
え
を
お
伝
え
す

る

一
助
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
讃
題
の
用
例
と
し
て
、
倶
会

一
処
の
ほ
か
還
相
や
引
接

結
縁
に
つ
い
て
の
御
法
語
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

【倶
会

一
処
}

生
生
世
世
の
父
母
師
長
妻

i 
朋
友
知
識

相

見
え

ん

と
欲
わ
ぱ
、
極
楽
世
界
に
往
生
す
べ
き
も
の
な
り
。

(『阿
弥
陀
経
釈
」

「昭
法
全
」
1
4
8頁
)
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{倶
会

一
処
】
{
引
接
結
縁
}

会
者
定
離
は
常
の
な
ら
い
、
今
は
じ
め
た
る
に
あ
ら
ず
、
な

ん
ぞ
深
く
嘆
か
ん
や
。
宿
縁
空
し
か
ら
ず
ば
同
じ
き

一
蓮
に

座
せ
ん
、
浄
土
の
再
会
甚
だ
近
き
に
あ
り
。
今
の
別
れ
は
暫

し
の
悲
し
み
、
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
、
誹
誘
と
も
に
縁
と

し
て
先
に
生
ま
れ
て
後
を
導
か
ん
。
引
摂
縁
は
こ
れ
浄
土
の

楽
し
み
な
り

(『御
流
罪
の
時
門
弟
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
其
四
』

「昭
法
全
」
4
7
8頁
)

(『法
然
上
人
の
ご
法
話
巴

②
|
1
9
1
)

【倶
会

一
処
】【
還
相
】

た
だ
か
ま
え
て
か
ま
え
て
同
じ
仏
の
国
に
参
り
合
い
て
蓮
の

上
に
て
こ
の
世
の
い
ぶ
せ
さ
を
も
晴
る
け
、
と
も
に
過
去
の

因
縁
を
も
語
り
、
互
い
に
未
来
の
化
導
を
も
助
け
ん
事
こ
そ

か
え
す
が
え
す
も
詮
に
て
そ
う
ろ
う
べ
き

(『正
如
房
へ
っ
か
わ
す
御
文
』

『浄
土
宗
聖
典
」
第
四
巻
4
2
5頁
)
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(
『
法
然
上
人
の
ご
法
記
巴

①
|
1
7
3
)

{還
相
}【
引
接
結
縁
】

我
と
励
み
て
念
仏
申
し
て
急
ぎ
極
楽
へ
参
り
て
、
五
通
三
明

を
悟
り
て
、
六
道
四
生
の
衆
生
を
利
益
し
、
父
母
師
長
の
生

所
を
訪
ね
て
心
の
ま
ま
に
迎
え
取
ら
ん
と
思
う
べ
き
に
て
そ

う
ろ
う
な
り
。

(『往
生
浄
土
用
心
』

『浄
土
宗
聖
典
」
第
四
巻
5
5
2頁
)

(「法
然
上
人
の
ご
法
語
)
①
|
1
7
4
)

い
ま

一
際
疾
く
疾
く
浄
土
に
生
ま
れ
て
悟
を
聞
き
て
後
、
急

ぎ
こ
の
世
界
に
還
り
来
た
り
て
神
通
方
便
を
も
て
結
縁
の
人

を
も
無
縁
の
者
を
も
、

誉
む
る
を
も
諮
る
を
も
み
な
こ
と
ご

と
く
浄
土
へ
迎
え
摂
ら
ん

(『御
消
息
」

『浄
土
宗
聖
典
」
第
四
巻
5
3
3頁
)

(「
法
然
上
人
の
ご
法
誼
巴

①
|
1
7
5
)

5
.
お
わ
り
に

「
絵
本
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
布
教
の
現
場
に
て
利
用
す
る
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
そ
の
効
果
も
少
な
く
な
い
と
号

な
に
よ
り
絵
本
が
持
つ
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
読
み
手
の
意
識
を

掘
り
起
こ
し
、
考
え
さ
せ
る
。
今
回
は
「
い
の
ち
」
の
絵
本
の
中

で
も
、
主
に
「
死
」
を
扱
っ
た
も
の
を
取
り
上
げ
た
が
、
他
に
も

絵
本
に
は
多
く
の
テ
l
マ
が
扱
わ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
読
み
手
の

受
け
止
め
方
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
、
よ
り
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
す
る
も
の
と
な
る
。
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
視
点
か
ら
読
み
解

く
と
き
、
様
々
な
布
教
現
場
で
利
用
で
き
る
絵
本
が
さ
ら
に
多
く

発
見
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

[
参
玉
三
一

一無
常
}
に
つ
い
て
の
御
法
語
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

{無
常
}そ

れ
朝
に
開
く
る
栄
華
は
夕
べ
の
風
に
散
り
易
く
、
夕
べ
に

結
ぶ
命
露
は
朝
の
日
に
消
え
易
し
。
こ
れ
を
知
ら
ず
し
て
常

に
栄
え
ん
事
を
欲
い
、
こ
れ
を
悟
ら
ず
し
て
常
に
あ
ら
ん
こ

と
を
欲
う
。
し
か
る
間
無
常
の
風

一
度
吹
け
ば
有
為
の
露
永

く
消
え
ぬ
れ
ば
、
こ
れ
を
瞭
野
に
棄
て
こ
れ
を
遠
き
山
に
送

る
。
屍
は
終
に
苔
の
下
に
埋
も
れ
魂
は

一
人
旅
の
空
に
迷
う
。

妻
子
容
属
は
家
に
あ
れ
ど
も
伴
わ
ず
、
七
珍
万
宝
は
蔵
に
満
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て
れ
ど
も
益
も
な
し
。
た
だ
身
に
随
う
も
の
は
後
悔
の
涙
な

り
。
終
に
閤
魔
の
庁
に
至
り
ぬ
れ
ば
罪
の
浅
深
を
定
め
業
の

軽
重
を
勘
え
ら
る
。
法
王
、
罪
人
に
聞
い
て
い
わ
く
「
汝
仏

法
流
布
の
世
に
生
ま
れ
て
な
ん
ぞ
修
行
せ
ず
し
て
徒
に
帰
り

来
る
や
」
。
そ
の
時
に
は
我
ら
い
か
が
答
え
ん
と
す
る
。
速

や
か
に
出
要
を
求
め
て
空
し
く
帰
る
事
な
か
れ
。

(「登
山
状
」

『浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
4
9
5
頁
)

(「法
然
上
人
の
ご
法
韮
巴

②
1
6
)

い
わ
ん
や
無
常
の
悲
み
は
目
の
前
に
満
て
り
。
い
ず
れ
の
月

日
を
か
終
り
の
時
に
期
せ
ん
。
栄
あ
る
者
も
久
し
か
ら
ず
、

命
あ
る
も
の
も
ま
た
憂
あ
り
。
す
べ
て
厭
う
べ
き
は
六
道
生

死
の
境
、
欣
う
べ
き
は
浄
土
菩
提
な
り
。
天
上
に
生
ま
れ
て

楽
し
み
に
誇
る
と
い
え
ど
も
五
衰
退
没
の
苦
し
み
あ
り
。
人

聞
に
生
ま
れ
て
国
王
の
身
を
受
け
て

一
天
下
を
従
う
と
い
え

ど
も
生
老
病
死
愛
別
離
苦
怨
憎
会
苦

一
事
も
免
る
る
事
な

し
。
た
と
い
こ
れ
ら
の
苦
な
か
ら
ん
す
ら
三
悪
道
に
還
る
恐

れ
あ
り
。
心
あ
ら
ん
人
い
か
が
厭
わ
ざ
る
べ
き
。
受
け
難
き

人
界
の
生
を
受
け
て
遇
い
難
き
仏
教
に
遇
う
。
こ
の
度
出
離

を
求
め
さ
せ
た
ま
え
。
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(
妻
義
問
答
」

「浄
土
宗
聖
典
」
第
四
巻
3
7
7
E

(『法
然
上
人
の
ご
法
語
」
③
|
l
)

聞
い
て
い
わ
く
、
常
に
念
仏
の
行
者
い
か
よ
う
に
か
思
い
そ

う
ろ
う
べ
き
や
。
答
え
て
い
わ
く
、
あ
る
時
に
は
世
間
の
無

常
な
る
事
を
思
い
て
こ
の
世
の
幾
程
な
き
事
を
知
れ
。

(『十
二
箇
俸
の
問
答
』

「浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
4
4
5頁
)

(「法
然
上
人
の
ご
法
語
』

③
|
6
)

無
常
念
念
に
至
り
、
老
少
極
め
て
不
定
な
り
。
病
来
ら
ん
事

予
ね
て
知
ら
ず
。
生
死
の
近
づ
く
事
、
誰
か
覚
え
ん
。
最
も

急
ぐ
べ
し
、
励
む
べ
し
。

(「念
仏
往
生
義
』「浄

土
宗
聖
典
」
第
四
巻
5
2
5
・
5
2
6一息

(『法
然
上
人
の
ご
法
語
」
③
|
7)

文
責
者

・
現
代
布
教
班

宮
入
良
光
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【表
l
}
絵
本
論
・
絵
本
ガ
イ
ド

題
名

絵
本
の
力

2 

絵
本
と
は
何
か
(
エ
デ
ィ
タ
l
議
書

6
)

3 

絵
本
の
よ
ろ
こ
び

4 

砂
漠
で
み
つ
け
た

一
冊
の
絵
本

5 

「
死
」
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

6 

シ
リ
ー
ズ
い
の
ち
の
授
業
5

い
の
ち
の
図
書
館

7 

お
と
な
の
た
め
の
絵
本
の
世
界

著
者

河
合
隼
縦
、
松
居

松
居

直

直
、
柳
田
邦
男

8

お
年
よ
り
と
絵
本
で
ち
ょ
っ
と
い
い
時
間
(
老
人
福
祉
施
設
で
の
読
み
聞
か
せ
ガ
イ
ド
)

9

お
年
寄
り
と
絵
本
を
読
み
あ
う

10 

絵
本
だ
い
す
き

!

11 

幸
せ
の
絵
本

12 

幸
せ
の
絵
本
2

13 

総
解
説
第

5
版

絵
本
・
子
ど
も
の
本

14 

人
生
で
は
じ
め
て
出
会
う
絵
本
1
0
0
(別
冊
太
陽
)

松
居

直

柳
田
邦
男

種
村
エ
イ
子

種
村
エ
イ
子

前
島
康
夫

村
中
李
衣

落
合
恵
子

金
柿
秀
幸
/
編

金
柿
秀
幸
/
編

赤
木
か
ん
子

横
山
真
佐
子

山
花
郁
子

出
版
社

岩
波
書
庖

日
本
エ
デ
ィ
タ
l
ス
ク
ー
ル
出
版
部

N
H
K出
版

岩
波
書
庖

絵本を利用した布教実践について

教
育
史
料
品
版
会

ポ
プ
ラ
社

創
風
社

一
声
社

ぶ
ど
う
社

P
H
P研
究
所

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
パ
ブ
リ

ッ
シ
ン
グ

布教資料研究

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

自
由
国
民
社

平
凡
社

227 



日
私
た
ち
の
選
ん
だ

子
ど
も
の
本

東
京
子
ど
も
図
書
館
/
編

時
ほ
と
け
さ
ま
と
い

っ
し
ょ

仏
教
児
童
書
文
学
目
録
(
絶
版
)

法

警
す
く
す
の
木
文
庫
/
編

{表
2
】
絵
「
い
の
ち
」

の
絵
本

-
印
は
、
本
文
中
で
取
り
上
げ
た
も
の

題
名

著
者

〈死
(
別
れ
)
/
心
に
生
き
る
〉

-
い
つ
で
も
会
え
る

.スl
ホ
の
白
い
馬

.
わ
す
れ
ら
れ
な
い

-
ミ
ッ
フ
ィ
ー
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

菊
田
ま
り
こ

大
塚
勇
三
/
再
話

お
く
り
も
の

ス
ー
ザ
ン
・
パ

l
レ
イ
/
さ
く
・
え

デ
イ
y

ク
・
ブ
ル

l
ナ
/
さ
く

あ
の
夏

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
パ
ン
サ
ン
/
作

お
じ
い
ち
ゃ
ん
わ
す
れ
な
い
よ

べ
y
テ
・
ウ

ェ
ス
テ
ラ
/
作

ず
ー

っ
と

ず

っ
と

だ
い
す
き
だ
よ

ハ
ン
ス
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
/
え
と
ぶ
ん

ア
メ
リ

l
フ
リ

l
ト
/
作

ど
こ
に
い
る
の
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

〈老
い
/
死
(
別
れ
)
/
い
の
ち
の
つ
な
が
り
〉

東
京
子
ど
も
図
書
館

228 

朱
鷺
書
房

出
版
社

学
習
研
究
社

福
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second session， Zen hospices may use group meditation. However， many 

patients tend to revert to the Judeo-Christian sensibilities of their youth at 

the time of death even though they have Buddhist leanings. There is also a 

general concern about patient autonomy and not dropping one' s Buddhist 

baggage on them. Rev. Whitworth noted here that in Hawaii， many third 

generation J apanese have converted to Christianity and want Christian 

priests to come deal with their Buddhist parents on their deathbeds. 

Some of the dharma tools they use are: “Welcome everything-push 

away nothing" ，“Bring your whole self to the experience" ，“Don' t 

wait" ，“Find a place of rest in the middle of things" through meditation， 

cultivate a “don' t know mind" ， develop presence- “Don' t just do 

something， stand there." ， and understand that， 

through grief. The only way is through the middle." As well as the San 

Francisco Zen Center program， there are various programs and spiritual 

training for health care professionals， such as Christine 1ρngaker' s non-

denominational spiritual practices for professionals from diverse cultural 

and religious backgrounds; Herbert Benson' s “The Relaxation 

Response" ; J on Kabat-Zinn' s mindfulness-based stress reduction; and 

Joan Halifax' s “Being with Dying" . 

PARTICIPANTS: 

Dr. Carl Becker -Kyoto University 

Rev. Kenneth Tanaka -Musashino University 

Prof. Michio Shinozaki -Rissho Koseikai Seminary 

Dr. Mark Blum -State University of New York -Albany 

Dr. Lisa Marr -Medical College of Wisconsin 

Dr. Masahiro Tanaka -Saimyo-ji Temple 

Takashi lmai -Musashino University 
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Tanaka responded that on the basis of the Buddha' s enlightenment and his 

own aspiration to such enlightenment， he seeks to regard no one with 

discrimination; all are equal in suffering. Obviously， his work is as a priest. 

He does meditation every morning from 6・7am with members and patients 

who are interested. Usually about ten people join. They do a Shingon-style 

meditation called aji-kan (阿字観)， which we feel is connected to medicine. 

Dr. Marr responded that she does meditation every morning before work 

and a little at lunch time. She reads avidly and attends services every 

weekend at a local temple. This helps her to see more c1early what' s going 

on in situations. It also helps disti1l out what' s not important and to see 

what' s important. It helps to shed needs and ego and to focus on how she 

can help. It has helped her to care better for patients. Usually， families feel 

they need to be doing something. She tries to provide a model for just 

being present. 

Dr. Becker conc1uded by saying that when there is mutual trust between 

patient and doctor， this issue of lawsuits fades away; to which Jonathan 

Watts replied when there is trust and relationship between oneself and 

Amida， the issue of whether the Pure Land exists or not fades away. 

The Buddhist Hospice Movement in the United States 

In the finaI part of Dr. Marr' s presentation， she spoke about Buddhist 

hospices in the United States. The Zen Hospice Project and their 

Compassionate Companion Program located in San Francisco is the most 

famous. It was the first to create hospice care in late 1970s in response to 

the AlDS crisis. They require workers to train in a spirituality， but it doesn' t 

have to be Buddhist. The Buddhist training is not just Zen， but any 

expedient means using any teaching. They have found that the dying do not 

seem to really care about Buddhism at all but just want to be cared for. In 

connection to Dr. Blum' s point on group meditation for the dying in the 
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It makes them feel vulnerable. Further， they fear they will sound like they 

are proselytizing or imposing their views on the patient. They fear making a 

mistake as many are unsure of their own religious and spiritual views. They 

think，“This stuff will scare the patient to death!" 

Dealing with spirituality for doctors also brings up ethical issues， such 

as: Should a physician discuss spiritual issues with a patient? What are the 

boundaries between physician and patient regarding these issues? What 

are the professional boundaries between physician and chaplain? Is 

physician prayer ethical? Dr. Marr felt that an appropriate role for the 

physician is to be a catalyst for spiritual exploration by: listening carefully， 

acknowledging the patient' s concerns， exploring emotions， making 

empathetic statements， clarifying the patienf s concerns， beliefs， and 

needs， listening for spiritual distress， and mobilizing sources of support 

such as chaplains and clergy. 

In general， Dr. Marr felt that appropriate roles for the physician are: 1) 

sees and treats the whole person， 2) responds with compassion， 3) affirms 

unique worth and dignity， and 4) non-abandonment in the face of suffering 

and death. She defined inappropriate roles as: 1) acting as spiritual teacher 

or guide， 2) proselytizing because they are a “captive audience" ， 3) 

encouraging patients to embrace spirituality /religion for possible health 

benefits， 4) providing premature reassurance， 5) trying to resolve the 

patient' s problems or resolve unanswerable questions， and 6) using 

deception and/or not keeping promises. The goals for the physician should 

be: 1) only when doctor and person connect can healing exist (healing = 

“to make whole" )， 2) make a commitment to non-abandonment， 3) have 

basic respect and reverence for the sufferer， 4) develop openness and 

presence (faith in oneself and one' s calling) 

At this point， Dr. Becker asked both Drs. Tanaka and Marr，“What is it 

in your daily life that you do di丘erentlybecause you are Buddhist?" Dr. 
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She further noted that it seems remarkable that in comparison to the 

general population， a higher percentage of caregivers are Buddhist， and a 

higher percentage of Buddhists become hospice workers. 

The term “spirituality" itself comes from the Latin stiritus， which 

means breath or life force. It can refer to a personal quest to find meaning 

and purpose in Iife and a relationship with something greater than oneself， 

such as God， mysteηr， the universe， peoplehood， a community of fellow 

su宜erers，the natural world， etc. It may be an individual or social matter， 

and find expression in a wide variety of practices; such as vocation， 

wilderness experience， contemplation， art， meditation， prayer， religious 

worship， etc. “Spiritual distress" is dis-ease resulting from a broken or 

threatened sense of connection to a significantly meaningful “something 

greater" . It can also come from being separated from religious and 

cultural ties， having a belief system challenged， or being faced with the 

question of“Why is this happening to me?" 

"SpirituaJ" Practice by Doctors 

1n these terms， Dr. Marr and her colleagues conduct a “spiritual history" 

with the patients they treat. This is a values or be!ief history to understand 

a person' s “essence" and what gives their life meaning， purpose， and 

worth. They take a spiritual history by practicing cultural and spiritual 

humility， and trying to find the best timing， which is most often at the end 

of the patient interview， after trust has been established， or during the 

interview if the patient brings up the topic. A spiritual history is important 

in patient care， because 77% of patients want physicians to consider their 

spiritual needs and 40% report “faith is the most important thing that helps 

them cope" . However， less than 10% of physicians in the United States 

actually take a spiritual history a Fam Pract. 1994; 39(4): 349-352). 
The reason for this is that it is hard for physicians to discuss spirituality. 
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life for patients with advanced illness and their fami1ies. 'TotaI care' 

includes attention to physical， social， emotional and spiritual needs， with 

'No agenda'" . 

Dr. Marr then talked some about the western view of suffering. Eric 

Cassell， a well known doctor and writer on the care of sick patients， the 

dying patient， and especially suffering， wrote that the medical view of 

suffering “is related to future events; it is related to role expectations， and 

results in a powerful need to make sense of events and re-establish 

meaning." Pain and suffering are not the same thing. Bodies do not suffer， 

only persons do. If we apply Bowlby' s Attachment Theorγto the end-of-life， 

we can see that patients tend to lose all the roles in their lives at this time. 

Therefore， there is a need to “re-attach" to something else， often 

spirituality， while dying. Finally， Dr. Marr quoted the Nazi camp survivor 

and renowned author， Victor Frankl: “Man is not destroyed by suffering 

alone， but by su任eringwithout meaning." 

ln then looking at the role of spirituality and religion in America， Dr. 

Marr noted that 96% report a belief in God; 72% agreed with the statement: 

“My whole approach to life is based on my faith" ; and 33% consider 

themselves “spiritual but not religious" (Gallup Poll， Psychotherapy 

1990; 27:3-7， Temenos 1996; 32:183-193). Physicians themselves have 

reported that 76% of doctors be!ieve in God; 39% of psychiatrists and 33% of 

clinical psychologists agree with the statement:“My religious faith is the 

most important influence in my life" ; and 21% and 28% respectively are 

atheist or agnostic (Temenos 1996; 32・183-193，]GIM 2005; 20(7):629-634). 

Christian， Mormon and Buddhist doctors are most likely to report that， 

“My re!igious be!iefs influence my practice of medicine" ，while ]ewish and 

Hindu doctors are the least likely. lndeed， some physicians have become 

Buddhist as well as some patients， but still very few. Some Buddhist tools 

have become popular， but are used as a sort of “utilitarian Buddhism" . 
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not doing their essential work， which is using “the raft" to transfer 

patients to “the other shore" of palliation. Currently， many palliative care 

units exist in ]apan. The main job at these palliative care units is not the 

relief of spiritual pain but only the relief of physical pain. The training of 

spiritual care workers is necessary since they are currently absent from 

most medical institutions in ]apan. 

For the comtlete text 01 this tresentation， see the articles: "The Identiか01

Buddhist Health Care Institutions" and "Buddhism and Palliative Care in 

Japan" at Saimyo-ji' s homeρage: ht~ρ://wwu人fumon.or.か/e-idx.htm

End-of-Life Care in the USA: Spirituality and the RoJe Of Buddhism 

After Dr. Tanaka' s presentation， Dr. Lisa Marr of the Palliative Care 

Center at the Medical College of Wisconsin gave a verγdifferent view of 

spirituality and care for the dying from the perspective of the United States. 

She began with 0任eringsome basic information from a study in 1995 on 

how Americans die. 50% die in hospitals; 30% in nursing homes， and 20% at 

home. A support study further found that for 50% of the conscious patients 

who died in the ICU， families reported moderate to severe pain more than 

half the time; 31% lost most or all of their family savings; and generally 

there was poor communication regarding end-of-life preferences. UAMA 

1995:274(20); 1591-1598) Dr. Marr then presented a list of things that have 

been found to be most important to dying people in the United States: to be 

heard and treated as person instead of a disease process， 2) to not die “an 

undignified death" ， 3) good symptom management， 4) to be with loved 

ones， 5) to finish “unfinished business" ， 6) to have control， 7) to die at 

home. Out of these above problems and needs developed the palliative care 

movement in the 1990s. Dr. Marr defined palliative care as， 

“interdisciplinary care that aims to relieve su百eringand improve quality of 
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A non-verbal communication style gradually became more important than 

that of open verbal communication. To understand something difficult 

which cannot be expressed in words easily， one needs to relive it or 

experience it vicariously. However， vicarious experience requires that one 

has already， at some point， had the actual experience. If they have not had 

such experience， metaphors or symbols have been frequently used to help 

people vicariously understand them. The most difficult things to 

understand， such as the mystery of Buddha' s realization， are called 

"secrets." The word "secret" in ]apan did not mean to hide the truth but 

described something that was difficult to understand by verbal 

co町lmunication.

In a paper ironically titled， "Curable Cancers and Fatal Ulcers: Attitudes 

toward Cancer in ]apan" published in 1982， it was pointed out that ]apanese 

patients having terminal cancer are generally not told their true diagnosis. 

]apanese doctors don' t approach patients with open verbal communication. 

This culture of secrecy and vagueness originated in Buddhism. 

Unfortunately， Buddhism has been pushed out of ]apanese society since 

modernization began in the Meiji Period. When Western culture was 

adopted to modernize ]apan， the government tried to exclude Christianity 

from this adopted western culture. The government tried to replace 

Christianity with Shintoism， the religion of the Emperor. However， this 

attempt did not succeed and the people in charge of spirituality disappeared 

from ]apanese hospitals. After that revolution， the formal vagueness was 

left without any connection or grounding in its basic Buddhist spirituality. 

The resulting absence of spirituality and spiritual care workers in ]apanese 

hospitals makes it difficult to give a true diagnosis to cancer patients. 

Maintaining the principle of informed consent still isn' t perfect in ] apan， 

although it has become the most important principle in medical ethics 

through the Helsinki and Lisbon Declarations. Today， Buddhist priests are 
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the world. He sent Buddhist priests to many foreign regions to treat people 

with medicine from his garden. In this way， they could save people from 

physical diseases through medicine and from spiritual suffering through 

the Buddha' s teaching. It is interesting to note that in J apan， the first 

national hospital was built in a Buddhist temple. 

Unique Buddhist customs and rituals for dying were developed in Japan. 

One of the ideas that was developed is contained in a text named， The Most 

1mρortant Mysteη in this L約 (NihonRyo-iki日本霊異3eJ.It has three 

chapters. In the first chapter it says that while a disease can be controlled 

by medicine， one must never give up nor accept death. In the second， it 

says that if a disease cannot be controlled， and there is no way to be healed， 

one must not cling to life. From the third chapter， it describes how one 

should prepare for death by concentrating one' s mind on one' s own ideal 

ofworship. 

The Re/igious Roots of Secrecy in Japanese Medicine 

Dr. Tanaka then talked about how this relates to the current approach 

toward illness and death in Japanese medicine. The word "religion" was 

translated into Japanese as two characters， shu and kyo， which literally 

mean "mystery" and "doctrine". The latter half， "doctrine，" corresponds to 

the rational part of religion which can be transmitted easily by words. The 

first part， "mystery"， corresponds to the part of religion that is outside 

rationality， cannot be transmitted by words， and requires a master-disciple 

type transmission. Almost all Japanese culture developed under the 

inf1uence of esoteric Buddhism， followed the formality of "mystery and 

doctrine"， and included a master-disciple type transmission. The Japanese 

cultural changes that grew out of this esoteric inf1uence include the arts of 

flower arrangement， poetry， calligraphy， painting and theatrical 

performance. 
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suffering of another is the same as what one would apply to oneself. The 

Buddha' s teaching is based on this principle， and the purpose is to help 

those who are on the shore of suffering to reach the other shore of 

happiness. There is no discrimination at the arrival point of the way to non-

atlachment that Buddhist monks walk. A11 ways of life， namely a person' s 

religion， are affirmed equaJly. In this way， it is proper to give advice and 

help patients to make their own decisions when we， as Buddhist monks， are 

called on. The position of Buddhism regarding organ transplants is the 

same as well. We Buddhist monks should participate in donor registration 

on the one hand， and on the other hand support the position of those who 

receive organ transplants. 

Buddhism and Death 

The Buddha' s answer to the problem of su妊eringcomes from the fact 

that there is no escape from death. Hence， Buddhism has been related to 

palliative care， especially spiritually， since its birth. The Buddha' s 

realization of nirvana blew away the spiritual pain related to death. 

However， he hesitated to teJl people about it since telling the truth often 

harms a person if the truth is that their life will end. By not telling this 

truth， though， the chance that others would realize their own salvation 

would be missed. It is interesting to note the similarity between the 

Buddha' s hesitation to teJl the truth about his salvation and telling a cancer 

patient the truth about their condition. To tell patients that their cancer 

cannot be cured could cause them spiritual pain. After an inner struggle 

with paradox， the Buddha decided to teach others about his salvation out of 

compassion for humanity 

Buddhism expanded throughout Asia thanks to its association with 

medicine. In the third centu可B.C.，Ashoka， the great Buddhist monarch of 

India， made a medicinal herb garden， which is the oldest one of its kind in 
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of the Sanskrit word dukkha Qp. ku苦)， which literally means “to be 

denied what we desire." The second is the cause of suffering， which is 

fundamentally the afflictions (Skt. klesha， Jp. bonno煩悩)， such as the lust 

for sex， for life， and for death. These three afflictions correspond to the 

three elements of life in biology: reproduction， dynamic equilibrium and 

death. The third truth is the extinction of suffering， which is the state of 

nirvana where those three afflictions are extinguished and su立eringis also 

extinguished. The fourth is the path to nirvana， which is the way of life 

where one continues to control those three afflictions completely. 

Attachment to the self is also controlled completely， and hence compassion 

for everyone arises appears. 

Buddhist monks are those who take the vow to walk on the path to 

nirvana. As they control both the lust to live and to die， they neither 

commit suicide nor attach to living unreasonably. This is one point that 

they have in common with those who decide to die with dignity. However， 

this is the case for monks， and Buddhism does not require that all people 

choose to die with dignity. Having compassion for all people without 

attachment to oneself affirms the equality of all other religions. It allows us 

to support not only a person' s decision to die with dignity but also the 

decision to prolong life through medical intervention. 

The Buddha said that what one can control freely according to one' s 

desires is one' s own. However， what one cannot freely control according to 

desire is not one' s own. We do not have control over our bodies as far as 

birth， aging， disease and dying are concerned. Therefore， in order to 

control ourselves， we must recognize that our bodies are not our own. 

There is nothing that can be said to be “mine" or “myself" ， because 

even this body does not belong to me. If a person considers oneself thus， 

that person does not discriminate others from oneself. This is the wisdom 

of equality in Buddhism. The act of compassion that one would apply to the 
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treatment was due to the diagnosis of brain death for the purpose of organ 

transplantation. As a result， some doctors and citizens who read these 

newspaper articles accused and prosecuted Dr. Tanaka and his colleagues 

for murder. Of course， medical sta宜shouldnot make judgments regarding 

brain death one-sidedly and for the sole purpose of organ transplantation. 

On this point， Dr. Tanaka and his staf王werein complete agreement their 

prosecutors. However， he asked whether or not there might be some basis 

on which life-prolonging treatment may be interrupted according to the 

patient' s self-determination? Of course， there are various ideas regarding 

one' s own death and none of them can be refuted by tests with 

experiments or observations. Therefore， science is not really helpful in 

solving this problem. 

Dying lVith Dignity 

At that time a television station from Vienna came to their hospital to 

cover the story. In Vienna， they said， passive euthanasia， or so called 

"dying with dignity，" was forbidden by the teachings of Christianity. Since 

they had heard that dying-with-dignity was permitted in the hospital of a 

Buddhist temple in J apan， they came to cover Saimyo-ji' s story. This raises 

an interesting question about the relationship between religion and dying 

with dignity. Schopenhauer wrote in his essay "On Suicide" that， "As far as 

1 can see， it is only the monotheistic， and hence J ewish， religions whose 

followers regard suicide as a crime. This is the more surprising since 

neither in the Old Testament nor in the New is there to be found any 

prohibition or even merely a definite condemnation of suicide." Dr. Tanaka 

then asked，“Does Buddhism accept the idea of dying with dignity? Does 

Buddhism accept suicide?" 

The Four Noble Truths are a summary of the teaching of Buddha. The 

first is about the inevitable truth of suffering. “Suffering" is a translation 
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arrest and the starting of resuscitation， and the patients brain did not 

recover despite their e妊orts.

A deep coma continued during hospitalization. Artificial respiration by a 

respirator continued， and although spontaneous breathing was observed 

temporarily， it disappeared again. After one week， they had to explain to 

her family that recovery was impossible. When this diagnosis was 

presented to the family， the termination of life support and organ donation 

were proposed by the family， because the patient had both an organ donors 

card and a living will expressing her desire to die with dignity. 

However， both her desire to die with dignity and her desire to be an 

organ donor met with difficulty. Because she was HBs antigen positive， the 

regional Kidney Transplant Network judged that she was not qualified as a 

donor， and they refused her donation. Dr. Tanaka and his staff did not 

agree with this decision. After doing a computer search for medical papers 

on the subject， they concluded that the relationship between HBs antigen 

positivity and a recipient' s prognosis were unrelated. There were no 

papers that dec1ared， positively that a person who is HBs antigen positive 

was unsuitable as an organ donor. So they then made contact with a 

university hospital outside of the area governed by the regional Kidney 

Transplant Network， and the organ donation became possible. 

After the loss of spontaneous respiration was confirmed by an apnea test 

with her family present， the dopamine infusion was stopped. Blood 

pressure fell and the patient' s pulse stopped after 10 minutes. The cardiac 

arrest was checked by the electrocardiogram monitor with her family 

present. At that point， her death was diagnosed. Then， an operation for the 

extraction of the kidneys was performed. The kidneys were immediately 

carried to the university hospital and transplanted into recipients. 

The newspaper reports which followed were quite critical. They were 

written in a way which made it easy to assume that the cancellation of 
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institutions take care of the dying and grieving. At the same time， there is a 

growing movement， conspicuous in the West， to care for the terminally il1 

using Buddhist practices." Dr. Marr， a palliative care doctor in the United 

States and a Zen practitioner， was able to 0丘erperspectives on this growing 

movement in the United States. These perspectives might then help us to 

answer the question: “In the face of the growing crisis of Buddhism' s role 

in contemporary J apan， how can Buddhist priests， institutions and followers 

reinvigorate the role of Buddhism in the dying process?" 

Dr. Tanaka， who is both a Shingon Buddhist priest and a doctor of 

internal medicine， was able to offer a view on the potentials of one type of 

spiritual medical care from his own activities at his temple. Dr. Tanaka is 

the chief priest of a temple called Saimyou-ji located north of Tokyo in 

Tochigi prefecture. The temple was first built in 737 A.D. and is associated 

with one of the four main Buddhist pilgrimages in Japan. They perform 

services praying for world peace during October and November. At the 

temple， they also have several institutions for health care and for the aged， 

such as a hospital， a nursing home， a nursing unit that performs house 

calls， and two group homes. 

A Dissenting Buddhist Opinion on Organ TranspJant 

Dr. Tanaka began by discussing a specific case in 1992 that involved his 

hospital concerning the issues of dying with dignity and organ 

transplantation. This case involved a 53 year-old woman who arrived at 

their hospital as a DOA (“dead on arrival" ). She had been stung by a 

hornet and half an hour later went into anaphylactic shock. 

Unconsciousness， convulsions， and cardiac arrest occurred while she was 

being carried to the hospital by a neighbor' s car. Cardiopulmonary 

resuscitation was performed immediately on arrival. Although her blood 

circulation recovered， around 13 minutes passed between cardiopulmonary 
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Dr. Becker responded that recently he received a grant from the 

Japanese government grant to prepare a module on spiritual education. Hi凶d 

original idea wa前s

avoids overtly religious t白erms，Dr. Becker renamed the proposal “spiritual 

care，" and it was accepted. He defined “spiritual" as having three sides 

or aspects: 1) the invisible， such as the heart， the Pure Land， ancestors; 2) 

the existential， such as “meaning in life" and “why?" questions; 3) 

inspiring and expiring， for which there are religious disciplines and rituals. 

He feels that Buddhism provides the tools and language for these areas 

without becoming doctrinal. However， Buddhist education now tends to be 

historical， not about real living Buddhism. Dr. Becker is trying to persuade 

well-known religious scholars like Prof. Susumu Shimazono and colleagues 

at Tokyo University to be practical in their studies on death. 

Day 2 Afternoon Session 

Terminal Care and the Role of Buddhism 

After having looked at death and dying from mostly a spiritual standpoint 

in both traditional and contemporary J apan， it was time to extend ourselves 

into looking at the issue from a more medical perspective. The two 

presenters， Dr. Masahiro Tanaka and Dr. Lisa Marr， were able to provide 

this perspective while also keeping in touch with the important spiritual 

themes we had thus far covered. 

Japanese Buddhism has been famously dubbed as “funeral Buddhism" 

(soshiki bukkyo葬式仏教).However， this is largely a pejorative term， which 

reflects actual dissatisfaction at how Japanese Buddhist priests and 

*91 



研究ノー ト

doctors， and staff. This is repeated eveη， month， continuing for at least 

three months after the patient passes on， with subsequent parties centered 

on a picture of the deceased. This activity costs money. It requires a 

hospital room， food for the party， paid time for nurse and doctors. Why 

would a hospital use such money for parties for dead people? It has been 

shown that most bereaved families suffer sicknesses， mental il1ness， 

accidents， and sudden death shortly after the death of a loved one. 

Comparisons of hospitals that perform such bereavement practices with 

those that don' t， show that a failure to resolve spiritual issues among 

bereaved families leads to higher rates of subsequent medical problems 

that cost much more than the tea parties. 

These “bereavement parties" strikingly resemble the traditional 

Japanese Buddhist funeral rites held weekly for the first forty-nine days 

after death and then periodically over the years. This tradition has been 

veηT effective for hundreds of years， and the old J apanese knew the truth 

behind them. Do bad things happen because of bad spirits that have not 

been properly mourned? One cannot be sure， but it is certain that if the 

mind is not well at ease with another' s death， then difficult things happen. 

Dr. Becker conc1uded by saying that meditating on death is a way to live 

every moment ful1y. Whether the Pure Land is real or not is more 

important for dying and bereaved people and caretakers， but perhaps not 

otherwise. For those not in crisis mode， meditation on death is stil1 a key to 

this living in this moment. 

In the following discussion， Dr. Marr noted that two-thirds of all medical 

schools in the United States have some form of spiritual training， which 

developed as a response to a mutual dissatisfaction by patients and doctors 

with the results of medical care. People now sense that spiritual care is a 

missing link. At most schools， such training is an elective course， while at 

others it is a module within a required unit. 
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a growing recognition that spirituality is central to human well being， 

especially at the end of life. 

If we teach our doctors and young people that the body is not everything， 

they will have a different experience. If doctors primarily see people as 

having a heart， not just a body to be kept alive， then their biggest concern 

can change from prolongation of biological processes to enabling patients 

to die in the most appropriate ways. If we teach doctors about the Pure 

Land and NDEs， they can begin to understand this emotionally -that more 

may exist than mere physical reality. They can learn to be at ease， relax， 

and not see “death as defeat" . Then the doctor' s job becomes “giving 

care" . ]apanese doctors tend to believe that if they cannot cure， then their 

job is done. 

For nurses as well， the possibility of life in the Pure Land can become a 

window of hope for an otherwise hopeless job. Nurses in terminal care 

tend to "burn out" easily because unlike in a normal patient that gets better 

and comes back to thank you， their efforts always end in death and no one 

comes back to thank them. All the loving time poured into patients' 

terminal care can seem wasted. However， if nurses can appreciate the Pure 

Land understanding that death is a transition， a rite of passage， then their 

work can feels more like a gratifying send off than merely useless 

exhaustion. Recently， Dr. Becker received a grant from the ]apanese 

government to study four Buddhist hospices based in San Francisco; the 

four Buddhist hospices of San Francisco outnumber all the Buddhist 

hospices in Japan. 

New Methods for Traditional Practices 

A method recently developed in the United States is called 

“Bereavement Counseling，" in which the terminal ward of the hospital or 

hospice holds a monthly party for the dying person， inviting relatives， 

*89 



研究ノー ト

geometrical images， and most experiencers had not received medication in 

the first place. Many NDEs in hospitals cannot be explained as delusions or 

dreams; there are many documented incidents of soldiers who were seen 

by their wives in their homes at the moment that they were mortally 

wounded on distant battlefields. We know that such phenomena can occur， 

but we don' t know how. 

Limitations in Modern Japanese Medicine 

1n the Tokugawa period， J apanese priests were traditionally doctors 

providing both medical care (acupuncture， herbal infusions， hot baths) and 

dharma care. After death， they would continue their dialogue with both the 

deceased and the family. The famous historian and military doctor Mori 

Ogai， during his study in Berlin， recognized that Western medicine 

included biochemical and psycho-spiritual healing， but since Japanese 

Buddhism already provided suitable psycho-spiritual support， he concluded 

that J apanese needed only western pharmacology. The emergency 

medicine and principles of public health that Ogai and colleagues imported 

from Germany proved so effective on J apanese battlefields that the Meiji 

government recognized it as the new medical standard. However， such 

emergency medicine is neither preventative nor spiritually restorative， and 

the function of Buddhist priests as psycho-spiritual caretakers has 

subsequently been lost. 

Dr. Becker commented that at the Kyoto University Medical School the 

students only learn about the body. Patients want to receive other things 

that help them with life， death and family， but the doctor moves away from 

these topics. There are two possible solutions to this problem， namely 1) to 

train doctors to listen， 2) to train spiritual health care people. 1n general， 

scholars and scientists have been too superficial about death. They tend to 

discount anything that is not amenable to measurement. However， there is 
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Association of Near Death 5tudies. In the process of this study， researchers 

found the need to coin the new term “figure of light" which they found 

common across various cultures. Hospital research around the world has 

shown that this “figure of light" is experienced by many dying people. 

This is not just a belief， but has been well documented over the past 30 

years worldwide and the last 15 years in ]apan. This is hardly surprising， 

since ]apan has a long tradition of this belief in Pure Land practice， but 

such studies have been slow to permeate modern ]apanese medicine. 

The question that Dr. Becker then addressed to the group was，“50 

what? How can this person of light help us and help others?" 5hakyamuni 

Buddha had a profound understanding of suffering and its cure. This 

philosophical tradition was cultivated for 1，000 years before it came to 

]apan. When it came to ]apan， the ]apanese lacked the language to grapple 

with it. Buddhism brought new technology (arts and temples) as well as 

language. For most ]apanese in the 9th to 12th centuries， Buddhism was 

too much to understand. To 12th century ]apanese， for whom death of 

plagues， wars， and famines was a major problem， the Pure Land tradition 

made eminently good sense. In 21st century ]apan， 100 million people will 

die from old age alone. This is the largest occurrence of death in such a 

limited geographical area in the history of humankind. In this way， death 

will become a big problem again in ]apan soon. How can an understanding 

of Amida Buddha respond to this situation? 

Dr. Becker then showed a video on Near Death Experience (NDE) from 

]apanese television for which he acted as a consultant. In many NDEs， 

people speak of being (re)born through a tunnel of light， which image 

matches the Pure Land account of being (re) born through the calyx of the 

lotus into the Pure Land. There are many accounts of natural and f10wery 

images as in the Pure Land. These are difficult to attribute solely to 

anaesthesic drugs， since such drugs tend to create architectural and 
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their God and savior was historical truth. Christian scholars had long 

theorized that Amida Buddha was a distortion of Christianity inf1uenced by 

Zoroastrianism in its transmission through Central Asia. However， Becker 

doubted these c1aims. 

Experiencing the Pure Land 

Dr. Becker posed the under1ying question: What can people do for other 

su妊eringpeople? He said that our basic problem as humans is a problem of 

mind; that is， how we look at the wOr1d. Shakyamuni Buddha -and the great 

] apanese Pure Land masters Honen， Shinran， and Ippen -all offered 

profound answers to this problem. Classical Chinese sutras describe 

numerous people who encountered Amida Buddha through two principal 

methods. The first is meditation of the type found in the Meditation Sutra 

and other manuals. These teach that by changing their consciousness， 

meditators can experience different levels of reality. In the Kamakura 

period， the great scholar-practitioners Myoe and Honen disagreed on many 

things but nevertheless did agree about such other realms of 

consciousness. Today， however， most people today do not meditate wel1 

enough to experience them. 

The second method is deathbed experiences. The Pure Land tradition is 

renowned for recording the miraculous experiences of Amida Buddha and 

his attendants coming to guide the dying to the Pure Land. Some people 

say that these experiences are just hagiography， but the specificity of detail 

in such accounts gives prima facie reason for distinguishing them from 

adjacent fairy tales. Dr. Becker himself has identified some 100 such 

accounts from China and ]apan. 

In the 1970s， Dr. Becker found other people studying near-death 

experiences in the United States. With hints from the renowned death 

specialist Dr. Elizabath Kubler-Ross， he helped to found the International 
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secularization of the death process in contemporary Japan. In this way， we 

were able to arrive at the beginning of the second day ready to look more 

intensively at the issues of medical care in modern J apan， specifically 

concerning ethical， religious and spiritual issues. 

Beliefs about what happens at the time of death， and about when the 

death process actually begins and ends， potentially affect ethical decisions 

concerning terminal treatment， euthanasia， and organ transplantation. For 

example， many Japanese believe that breathing pulsing bodies are living 

persons， in contrast to the western medical view that brain potential is the 

central criterion of personhood. While westerners have little compunction 

about cutting beating hearts out of their terminally unconscious parents 

and children， the Japanese consider this practice barbaric and disrespectful 

of the breathing person. s transition through death. This widespread belief 

that personhood is body-centered rather than brain-centered is not based 

on Buddhism. However， it leads serious Buddhists to ask what determines 

personhood， what irreversibly terminates personhood， and what legitimates 

organ harvesting from bodies with or without personhood. How should 

Buddhists understand the idea of sentience， and how should this 

understanding affect their stand on terminal care and organ harvesting? 

These were questions that occupied us throughout the day. First， we 

addressed Buddhist views of the process of dying and death. The speaker 

for the morning session was Dr. Carl Becker of Kyoto University， a 

specialist pioneering the study of near death experience in Japan and the 

United States for the past 30 years. 

Dr. Becker began his talk with a personal reflection on how he became 

interested in these issues. Living in Hawaii in the early 1970s， he 

frequented the Jodo Shinshu and Jodo Shu temples there. As a newcomer 

he asked，“Who is Amida?" ， and “How do you know he exists?" 

Christians told him that faith in Amida was simply idol worship， for only 
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a need for sacrificial death， especially suicide. But the question arose，“Is 

there a qualitative difference between traditional ]apanese disembowelment 

(seppuku) and the common situation today of people jumping in front of 

commuter trains?" 

Dr. Carl Becker noted in that the critical point is the state of mind at 

death. If the mind is ready to go without attachments and defilement (Skt. 

klesha， ]p. bonno煩悩)， then it may be acceptable. However， if the suicide is 

a rejection， a fleeing， or a desire to prove something， then it' s a mistake. A 

healthy death is darkness followed by a beautiful light， flowers and 

happiness. The exception in NDEs is of suicide， which is cold， dark and 

fearful. Suicide cannot escape from existence， since existence continues 

after the body is dead. Dr. Blum noted that suicidologists in ]apan have 

been unhappy with Buddhism for not condemning suicide. However， the 

critics are sociologists who have had no connection to Buddhism， and tend 

to reduce al1 life to materialism. Their idea is that death is defeat. Dr. 

Becker further noted that there may be physiological as well as psycho-

spiritual reasons that people seek suicide. Hormonal imbalances and blood 

deficiencies may require transfusions， while psycho-spiritual reasons may 

require long hours of counseling. It would be a mistake to subject all 

suicides to the same treatment or to the same criteria of judgment. 

Day 2 Morning Session 

What Happens at Death?: 

The Medical and Ethical Ramifications of Different Beliefs 

The previous session from the first day took us all the way from the pre-

Buddhist death practices of ancient ]apan to the popularization of Pure 

Land Buddhist death practices in medieval ] apan to the complete 
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are part of the medical staff. Since they are on hand and available， it 

becomes natural to use them. All the patients who she sees talk to a priest. 

Rev. Tomatsu noted that in J apan there are no such priests or spiritual staff 

on call so no one thinks about it or talks about it. The big problem again is 

EBM which prevents anything qualitative from entering the system. Prof. 

Shinozaki noted that one successful exception to this is the new religion 

Tenri-kyo' s hospital which has chaplains. Prof. Shinozaki' s own 

denomination' s Rissho Hospital has spiritual advisors， but they are rarely 

called upon. The di旺erencebetween the two is that Tenri-kyo' s hospital is 

mostly filled with their own believers， but Rissho Hospital is open to all 

types. 

Suicide 

The end of Dr. Blum' s presentation flowed into a group discussion first 

on the topic of suicide. Dr. Blum noted that Buddhism is quite different 

from the three Abrahamic religions on this issue. The Buddha is know to 

have accepted suicide in certain cases to save the burden of those who 

were taking care of the dying person. There are also examples of voluntary 

suicide to follow someone who has died， like a great teacher， which can be 

found not just in Buddhism. Dr. Lisa Marr noted that in the United States， 

administering medicine directly to a patient that kills them is considered 

illegal. However， there is “physician assisted suicide" in which the 

doctor gives medicine that the patient takes by themselves at a later time， 

and this is legal in the state of Oregon. 

Prof. Michio Shinozaki in his response to Dr. Blum' s presentation noted 

that there is a term in Japanese known as okage， gratitude or debt. This has 

the sense that someone' s death should be meaningful. In this way， a 

meaningful death through suicide can be better than a meaningless life， 

even if Buddhism is basically not supportive of it. Japanese have always had 
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this community. However， the professionalization of communal social roles 

(e.g. doctors， nurses， funeral homes and caretakers) and the specialization 

of society changed this. Now， one hires a doctor and a funeral home to 

perform these roles. Dr. Blum also noted that before the development of 

modern medicines and such specialization， one had to better prepare for 

the dying process and death and to have significant community support. 

3) The third stage is marked by the creation of the National Health 

Insurance Policy in 1961， which allowed anyone to use any hospital 

anywhere. In this system， one gets money from the government to pay for 

medical bills. Since the government pays for most of the bills， the financial 

bottom line is less of an issue. Thus， doctors have tended keep patients in 

the hospital for long， indeterminate periods of time rather than admit they 

cannot cure them. Furthermore， as medicine has continued to progress， 

doctors have became more authoritative， powerful and in control of the 

death process. The 1990s marked the beginning of hospice care. In Japan， 

palliative care (easing pain and continuing treatment) and hospice care 

(giving up on treatment) tend to get mixed together. In 2003， 81% of all 

J apanese were dying in hospitals 

Prof. Tomatsu elaborated on these stages by noting some of the most 

recent trends. Right now， with the effects of the recent recession and the 

Japanese government' s increasing emphasis on privatization， the trend is 

to make hospitals economically leaner. Doctors may want to provide 

spiritual care， but they cannot if they cannot show evidence of the problem 

and the cure， which qualifies for budgeting and reimbursement. Spiritual 

care falls through the cracks in the present system of “Evidence Based 

Medicine" (EBM) 

Dr. Marr responded that some doctors in the United States are now 

being trained to assess the spiritual needs of patients since they are being 

leaned on more heavily in these matters. Also in the United States， priests 
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difficult practice. 

1n his Commentary on the Meditation Sutra Gp. Kanmuηoju-kyo sho観無

量寿経疏)， Shan-tao addresses the problem of how people who have led bad 

lives prepare for death. He said that we are basically all the same， all bad 

and deluded. However， the Meditαtion Sutra itself is more idealistic， and 

talks about kalyanamitra (spiritual friends/peers/guides， zenchishiki善知

識)and their role at the end of life to help the dying. The emphasis here is 

that the dying person needs to be able to make a conscious decision to 

change their attitude. 

The question was then raised， “1s the encouragement of hope in the 

prolonging of life in modern medicine a modern form of shonen?" Dr. 

Blum and Rev. Whitworth felt that it is not， and that this is going in the 

opposite direction. Dr. Marr said that there needs to be a balance between 

hope and being realistic. A doctor told her once that pain medicines also 

act on centers of attachment in the brain， so that as they relieve pain they 

also release one from attachments. 

MarginaJjzation of Buddhism in the Modern Dying Process 

Takashi 1mai， a graduate student of Rev. Tanaka， then gave a brief 

presentation on the stages in which Buddhist priests and temples have 

been pushed out of dying process in modern ]apan. 

1) The first stage began at the beginning of the Meiji Period (mid 19th 

cent.) when western medicine from Germany was first introduced. Before 

this， during the Tokugawa period (17th-19th cents.)， priests had been 

doctors grounded in Chinese medicine. 

2) The second stage came during the period of economic development 

and modernization， especially after World War 11. Traditionally， funerals 

were community a任airs，and the priest and temple were integral parts of 
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person was important， and the chanting continued after the moment of 

death to ease the person into the sacred realm. This is yet another example 

of intersubjectivity with the living and the dead. There is really no other 

religious form in Japan which deals with death as effectively as does the 

Pure Land tradition. In conclusion， Dr. Blum noted that all the above 

evidence shows that death is inside life and that one can and should take 

control of death and engage with it actively. 

The Proper State of Mind at Death (shonen正念“rightthought" ) 

Dr. Blum then initiated a conversation on the importance Buddhism has 

always placed on the proper state of one' s mind at the moment of death. 

Shonen is related with one' s goal in the afterlife. For the Tibetans， shonen 

is essential since they want to achieve total nirvana. In the Pure Land 

tradition， there are different levels of Birth (ojo) in the Pure Land based on 

one' s shonen and level of practice. The concept of an intermediate state 

(Tbt. bardo， Jp. chuyu中有)between death and rebirth， which is so popular 

in Tibetan Buddhism， developed about 400 years after the Buddha (circa 

100 B.C.). The Sarvastivadin School of this time said rebirth is not 

immediate. One takes on a prototype form and is then reborn as a new 

person. This is opposed to the earliest Buddhist schools which said it is an 

instantaneous connection from your ve可 lastthought at death to rebirth. 

The next stage in development was about 400 C.E. The new concept was 

that the old person is sti1l the same， not a new person. This idea paves the 

way for the practice of preparing for death and the idea that you could do 

prayers for ancestors who have died. This became the normative model for 

Tibetan， China and Japan. In this way， one' s personal shonen becomes less 

important， because one can get help from others. In the Kamakura period， 

shonen is related to 1) Buddha-mind and focus on the Buddha， and 2) 

emptying the mind of distinctions and separations， which is seen as a more 
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were places where the dying were put not die but to prepare for death as a 

means to aid their personal realization. In the contemporary West， we can 

see that all the terminology surrounding death tries to be positive. 

However， in this ancient tradition， they were not afraid to challenge the 

dying with such terms as “impermanence. " 

A second type of room， which actually pre-dates Buddhism in ]apan， is 

the Mogari Room. It was a place in which the dead were put or laid in state. 

Mogari Rooms are related to the ancient kofun (“old tomb" ) of 300・600

AD on top of which emperors were placed. These tombs were fenced in but 

not totally closed off. Usually， a shamanness would enter to perform rites 

and to communicate with the dead emperor to find out his last wishes. 

Similarly， a Mogari Room was also not closed off. This lack of enclosure 

meant that there was sti1l unfinished business for the dead and also created 

a sense for the living of not being excluded from the dead. Dr. Blum felt 

that these examples run counter to traditional Japanese anthropological 

studies which assert that Japanese have a morbid fear of death with a 

strong sense of pollution. Again， this intersubjectivity with the dead seems 

to be different from Western practices. 

The Pure Land Tradition of Dying 

One of the reasons Pure Land Buddhism became quite popular was the 

way it dealt with the dead. When the ]apanese capital moved from Nara to 

Kyoto in the late 8th century， locals in Kyoto were forced to stop the old 

custom of burying the dead in their front gardens or next to their houses. 

This again shows that the ancient J apanese were not afraid of the dead， 

valued maintaining ties with the dead， and felt that death was a sacred 

aspect of life. Pure Land practices for death became prominent in the Heian 

Period amongst royalty and aristocrats， and this model eventually filtered 

down to the common people. Chanting the nembutsu along with the dying 
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dispensaries， and monks with their knowledge of acupuncture have acted 

as physicians. In South and Southeast Asia， monks have had a deep 

knowledge of herbal medicines from living and surviving in the forest. 

The Intersubjective Experience of Dying 

Dr. Blum began by noting that the sources from China on this tradition 

are scant but that the ]apanese ones are more numerous. In the Chinese 

sources， the阿nayatexts of the 6th centuηT 0丘erone important place to 

see how the care of dying monks was carried out. General1y， a dying monk 

would be surrounded by other monks， and an image of the Buddha would 

be set next to him. The monk would lie behind the Buddha image with both 

oriented in the same direction. The Buddha image would be set up so that 

it would be knocked down at the very end at the moment of death. 

This tradition was transmitted to ] apan， and the oldest extant records are 

from the Heian Period (9-12th cent.). ln these records， we can see that the 

caring for the dead becomes a religious exercise for the living. Monks who 

attended to the dying were expected to purify themselves at this time by 

refraining from alcohol， meat eating， and so forth (note: Historically in 

] apan， monks have always been known to practice in the vinaya in 

unorthodox ways). Monks tried to achieve mental unity with the dying 

person through group meditation， so that the dying person didn' t die 

alone. In general， there was a focus on creating an intersubjective 

experience (kanshu・kansei間主観生/kanshu-taisei間主体生)for everyone 

which benefited all. 

Ancient Japanese Traditions of Dying 

The origins of this practice go back before the Heian Period in rooms 

that were set aside for someone to reside before they died. This kind of 

room was called an “Abbey of lmpermanence" (mujo-in無常院).They 
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practice itself. Specifically， we wanted to look at the Pure Land tradition in 

terms of death and dying and to try to see what aspects of the tradition 

might be relevant for today. Pure Land Buddhism has a long and deep 

tradition of spiritual practices for the dying. Indeed， this is one of the main 

sources of Pure Land Buddhism' s popularity. In the long tradition of texts 

called Ojoden (往生伝 accountsof those to attained Birth in the Pure Land) ， 

we see how nembutsu practice is the central means for ensuring the 

welcome of Amida and his attendants at the time of death and the 

realization of ojo. 

However， in modern ]apan， with the secularization of society and the 

decline in serious nembutsu practice， this tradition of religious practice 

appears no longer relevant. Therefore， in what way might these powerful 

practices find significance in contemporary ]apan and elsewhere? Besides 

Pure Land practice， what other Buddhist practices for the time of dying 

might be significant for the modern world? 

Dr. Mark Blum of the State University of New York at Albany has a deep 

and wide ranging knowledge of Pure Land teaching and doctrine， not only 

in ancient ]apan but also in China. He led the group in reflection on these 

themes through his presentation on “The Tradition of Caring for the Dead 

in China and ]apan" . Many of the concepts and ideas concerning this 

tradition have already been written about by Dr. Blum in his article in the 

Encyclotedia 01 Buddhism (Macmillan RゆrenceUSA ， 2003). Therefore， his 

talk focused more on the practices of this tradition. 

It should first be noted that Buddhism and medicine have always been 

closely linked. When Buddhism came to China， monks brought new 

medicinal knowledge from India， and this knowledge was subsequently 

carried on to ]apan. It was felt that the meditative and supernatural abilities 

of monks could heal. There are many accounts of monks attending to the 

sick and dying. In East Asia， temples have often acted as medical 
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sufficient. 

Rev. Tomatsu noted that the Jodo-shu understanding of the Pure Land as 

a real， existential place is not of interest for those in non-crisis mode. It 

seems not practical or of use， but it has appeal to people in crisis mode. 

Jonathan Watts responded by asking if this need for a real Pure Land is not 

the response of the ego or self under crisis when facing death and grasping 

for something to reground itself? The Buddha taught that the cause of 

su丘町ingis grasping for something to ground an il1usory self. In this way， 

we must question whether our understanding and practice of Buddhism is 

simply to accommodate our egos and make us feel better or actually 

challenge us to realize something higher. This point has been made 

elsewhere， by the J odo-shu scholar Toshihide Adachi， who feels the 

present form of Japanese funeral Buddhism is a corrupted form 

Confucianized Buddhism (i.e. based on ancestor worship not real dharma 

practice) created in the Tokugawa era (17th-19th cents). Rev. Tomatsu 

conc1uded that his own challenge now is to create a process around death 

and dying as a community in order to more fully understand the meaning of 

the existence of the Pure Land. 

Day 1 Afternpon Session 

The Relevance of Pure Land Deathbed Practices 

and Other Buddhist Deathbed Practices for Contemporary People 

After the morning session exposed some of the disjunctures between 

traditional Pure Land practice and contemporary living， we felt it was 

important to spend the next session looking more deeply at the tradition of 
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gained shinjin?" Rev. Whitworth noted that he has met many old Jodo 

Shin-shu followers in Hawaii who still have anxiety about death and the 

afterlife because they are unsure if they have realized shinjin. Rev. Tanaka 

responded that it' s important to have spiritual peers and mentors to help 

and support them. Jonathan Watts noted that this is the purpose of practice， 

because it supports and develops faith. Rev Tanaka responded again by 

saying that in J odo Shin-shu， if you have been touched， you wi11 practice. 

He feels that there is not much di妊'erencebetween Shinran and Honen， 

but that Jodo Shin-shu developed the notion of shinjin so as to distinguish 

itself as a different school. Further， the contemporary problem is not the 

existence or not of the Pure Land. The Zen position is that everything is 

mind， and so the Pure Land is just an interior event. This is not the Pure 

Land position， and we affirm that which is true beyond this life. Tan-luan 

gives Jodo Shin-shu the option that manifestation does not have to be real 

or true. He feels we don' t need to de-mythologize the Pure Land， but we 

can re-interpret it and talk about it in different ways. Shinran talked about a 

“land of uncreated Nirvana" . He had a complex understanding which both 

an intellectual sensibility and an existential sensibility. 

Prof. Shinozaki then considered that perhaps the Pure Land is more 

primordial and important than Amida Buddha， and that the vow is central in 

cal1ing us there. The Pure Land is a thing of imagination to impel us 

forward. The Lotus Sutra' s understanding of the di妊erentbodies of the 

Buddha always emphasizes this world， even if it is about dying. It considers 

the Pure Land to be like the Vulture Peak where Shakyamuni Buddha 

practiced. Shakyamuni is both the manifest and the eternal Buddha. This is 

an integration of the eternal and this world. Since the Buddha is never 

extinct， being with the Buddha is eternal. This is not an issue of the Pure 

Land being there or not， but of a reality that continues， especially whether 

an individual soul exists or not. In this way， a vague understanding is 
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note that the Pure Land teachings are actually older than the ones on 

sunnata by Nagarjuna. Furthermore， there is no theory of the different 

Buddha bodies (e.g. sambhogakaya) in the original Sanskrit sutras. This 

was developed later in China in attempt to reconcile these teachings. 

According to the Sutra of Immeasurable L約 (Skt.Larger Sukhavativyuha 

sutra， Jp. Muryojルkyo無量寿経)， Shakyamuni Buddha himself taught of the 

existence of the Pure Land. Its existence is connected to the development 

of Buddhist practices of meditative absorption (Skt. samadhi， Jp. zanmai三

昧)， and the resultant visions of a pure land. The Pure Land tradition 

developed in the 2nd centu可 BCin northwest India， which was in a time of 

crisis. Thus， there were attempts to cope with this through a transcendent 

realm， especially since the Buddha was no longer alive to teach and guide 

people. 

Rev. Tanaka then noted that before Honen， the Pure Land was generally 

considered a place of practice for realizing buddhahood. However， in 

Honen' s teaching， this point is de-emphasized. In Jodo Shin-shu， the 

attainment of “true faith" (shinjin 信心)is a non-retrogressive state in 

which buddhahood is guaranteed. It emphasizes this life， not the next. 

When this state is realized， one loses concern with what happens after 

death and such related questions. Rev. Tomatsu replied by noting that 

Honen rarely talks about the final realization of buddhahood. However， it 

seems that Birth in the Pure Land (ojo往生)basically guarantees it， 

although one doesn' t know how long it will take. There is no fixed doctrine 

in Jodo Shu about this matter. However， recently Jodo Shu preachers teach 

about sending our merit to the Pure Land to support ancestors there 

practicing to become buddhas. 

DeveJoping Faith and the Meaning of the ReaJity of the Pure Land 

The question was then asked， “How does one know when one has 
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important for the Pure Land to be a real place where dead loved ones go 

and where one can be reunited with them after death. 

Towards Reintegration 

In this way， Rev. Tomatsu 0旺eredsome ways to integrate real dharma 

teachings and practice into the common funeral customs of Japanese 

Buddhism. The first is， of course， that wakes and funerals are a great 

opportunity to share teachings. The second is that the traditional practice 

of “dharma discussion groups" (ko講)for practice and study should be 

revived. The third is to create educational and experiential workshops 

about death and dying. In Rev. Tomatsu' s experience， he finds people tend 

to be more focused on hope， recovery and treatment・noton dharma 

teachings， death and ojo. In this way， Buddhist priests and institutions 

shouldn' t wait for death but be more proactive in helping people prepare 

for eventual sickness and death. 

Rev. Tomatsu concluded his presentation with some lingering questions， 

such as，“What makes the Pure Land real?" Recognizing the bonbu 

aspect within us all， raises the question of how much we can actually know 

regarding Arnida Buddha and the Pure Land. Many lay people who are very 

devout and believe in the Pure Land have little doctrinal knowledge， while 

dedicated students are skeptical of its existence and want to intellectualize 

it. So what is the meaning of all the fine doctrinal distinctions made by 

great teachers over the years? 

Rev. Tanaka attempted to answer this question by giving some 

background on the development of the Pure Land tradition. Firstly， he 

noted that Tan-luan tried to reconcile two distinct traditions: 1) the 

Yogacara “mind-only" teachings on sunnata， considered the true 

teaching; and 2) the tradition of the Pure Land as a real place， considered 

by some to be just an expedient means (hoben方便).It is interesting to 

*73 



研究ノ ー ト

Disjunctures in Understanding and Practice 

Rev. Tomatsu then pointed out some of the basic doctrinal distinctions 

between J odo-shu and J odo Shin-shu. J odo Shin-shu bases itself in Tan-

luan' s understanding of Pure Land， in which from the viewpoint of the 

Buddha， the Pure Land is nothing other than nirvana itself. It is simply 

Suchness (tathata). For Shinran， the Pure Land is a Reward Land (hodo報

土)divided in two aspects: 1) absolute and formless (shinbutsudo真仏土， 2)

manifest and real (kedo化土).Shinran appears to have had multiple 

theories about Amida Buddha' s form. One is that Amida is sambhogakaya 

(hojin報身)-the Buddha' s reward body for having realized his vows. 

Another is that Arnida Buddha is ゅのadharmakaya (hoben hoshin方便方

身)-a ski1lful means of the Buddha' s truth body. 

Jodo-shu bases itself iri Shan-dao' s Qp. Zendo) understanding of Pure 

Land， in which from the standpoint of the common person， the Pure Land is 

a place of definite direction and an actual physical realm， from which we go 

and return (shiho-riso指方立相).In this way， Amida is also seen as 

sambhogakaya. However， it appears that Honen spent little time talking 

about such things and the topic of ultimate truth. Indeed， when Rev. 

Tomatsu once asked the eminent Jodo Shin scholar Taitetsu Unno about 

these different understandings of Arnida， he was told，“Tomatsu， you are 

still calculating! It' s just NamuAmidαButsu." 

Rev. Tomatsu then explained that he feels there are two ways of 

understanding the Pure Land depending on the situation. The first is in 

daily life， or "non-crisis mode" . For example， in modern society， it may 

be easier for people to intellectualize their understanding of the Pure Land 

as an experience of mind. The second is “crisis mode" ，such as at times 

of death when there is a need for the sense of an actual Pure Land. 

Ancestor worship is a core part of J apanese religiosity and J apanese 

Buddhism， but ancestors can' t be intellectualized. Therefore， it is 
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concerning the nature of the Pure Land. The great Chinese Pure Land 

Master Tan-luan Gp. Donran) said that the Pure Land is ultimately formless 

and suchness (Skt. tathata， Jp. shinnyo真如).However， even today， Pure 

Land teaches its followers that the Pure Land is a real place for people to 

reunite with loved ones after death. This disjuncture extends to the larger 

Japanese Buddhist tradition， in which other sects find themselves relying 

on ideas of Pure Land-like heavens to assuage the grief of mourners， while 

the doctrines of their own school reject such ideas based on traditional 

Buddhist ideas of not-self (Skt.αnatman， Jp. muga無我)and emptiness 

(Skt. sunnata， Jp. ku空)• 

Consequently， questions arise like， " What is the meaning of elaborate 

Buddhist doctrines which seem unapplicable to regular people' s 

experiences with death?" ;“What is the meaning of the ideal of ojo (Birth 

in the Pure Land) in the face of not only traditional Buddhist doctrine， but 

modern scientific and secular society?" ; and “Are the teachings of ojo 

just superstition? expedient means at best? or a well developed body of 

thought and practice that the modern world needs?" These were 

questions addressed by Rev. Tomatsu in his presentation， and Rev. 

Kenneth Tanaka， a J odo Shin priest and scholar of the entire Pure Land 

tradition， in his response. 

Rev. Tomatsu became interested in this topic due to the aforementioned 

disjunctures between doctrine and practice and his own personal 

confusions which developed from this. He noted that there has occurred a 

boom in inter-religious meetings around the world， but not inter-

denominational meetings， such as within the Pure Land tradition (i.e. Jodo-

shu and Jodo Shin-shu). A few such meetings have been created here at the 

Jodo Shu Institute which were quite honest and open. However， this 

openness did not extend to meetings that were held for larger， public 

audiences. 
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the main projects for our section in the upcoming year is to develop a 

dialogue around this issue of Pure Land Buddhism， death， and modern 

medicine. This report on a roundtable meeting held here at the Institute on 

]anuary 12th and 13th， 2006 was the first step in this process. As such， we 

organized an informal meeting， attempting to create intimate and open 

space for the free flow of ideas. This report， then， is more of an exploration 

of themes， rater than a scholarly conclusion of facts. 

We will be culling ideas and themes from this meeting， while continuing 

to work with the participants and others in developing our research. The 

next step will be to hold a larger， international conference on this topic in 

the Fall!Winter of 2006， and eventually work towards an English 

publication on these themes by 2007. 

Day 1 Morning Session 

The Meaning and Reality of the Pure Land: 

Disjunctures in Teaching and Practice 

In our first session， we wanted to set the spiritual context for our 

investigations over the next two days. The general focus of the meeting was 

to look at how Buddhist teachings and practice have relevance and 

meaning for contemporary issues concerning medicine， terminal care and 

the dying process. More specifically， we wanted to examine these issues 

from a Pure Land standpoint， especially because of the long tradition of 

Pure Land teaching and practice directly related to the moment of death. 

In this way， the morning presentation by Rev. Yoshiharu Tomatsu sought 

to examine the basic disjuncture between Pure Land doctrine and practice 
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Ojo and Death: 
Its Meaning for Pure Land Buddhism， 

J apanese Buddhism and Contemporary Society 

Introduction 

Here at the Jodo Shu Research Institute， we have projects that not only 

look into doctrinal issues， but ones that also involve the relationship 

between Buddhism and various contemporary issues. For example， we 

have had a long running interest in bio-ethics and have recently held public 

forums on the issue. Until just the past few years， these projects have been 

conducted in ]apanese with mostly a concern for domestic issues. However， 

recently our International Relations Section has begun to grow and take on 

more work. Besides committing ourselves to translating all of Honen 

Shonin' s works in English， our section also seeks to develop work on 

various contemporary issues and Pure Land Buddhism. Further， we hope to 

enrich the whole work of the Institute by bringing in foreign scholars and 

hosting meetings and conferences in English for international audiences. 

In this way， we have developed a project on “Ojo and Death: Its 

Meaning for Pure Land Buddhism， Japanese Buddhism and Contemporary 

Society" . The chief of our International Relations Section， Rev. Yoshiharu 

Tomatsu， has been actively involved in the Institute' s bio-ethics study 

group. Further， he teaches ethics and spirituality at the Keio University 

School of Medicine， and has developed his own temple as a place for 

bringing together the medical and spiritual worlds in dialogue. Thus， one of 
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大地微趨劫=earth-dustkalpa. That is， a kalpa measured by the number of dust particles 

created if the earth were reduced to dust. (also appears in the Senchakushu， but not in 

Mochizuki， and no Skt. given in Nakamura， 918b. Hirakawa， p. 736b， has ρrthivi 

J出微鴎， but no entrγfor this as the name of a kalpa. ) 

破法~r! (はほうざい)=the crime of violating the Dharma or harming the Dharma. 

↑刀干1) (とうり)= Trayatrimsa， the second of the six heavens in the kamaloka. (↑刀利天)

都率 (とそっ)= Tusita， the fourth of the six heavens in the kamaloka， and the abode of 

Maitreya. Often referred to as Maitreya' s Pure Land. (都率天，兜率天)

十善=tenacts of good karma 

五逆=白veheinous crimes 

十!自民=tenacts of bad karma 

慈尊(ジソン)=Mai廿eyaBodhisattva 

このたび(度)= this time=this lifetime 

得脱=toattain liberation 

大通結縁の人=peoplewith karmic destiny to become buddhas in the future 

怖i悦(ザンギ)=shame 

隔生ftlJ忘(キャクショウソクモウ)= to forget one' s past life after separating from it 

かたじけなく(恭なl、)= gracious， with a deep sense of gratitude 

おろか(疎か)=negligent (おろそか)

たより=authority，authoritative source 

とが=error，mistake (過)

ためし=example(例・試・験)

返す返す(かえすがえす)=warm-heartedly， totally or extremely， truly， repeatedly 

岱it!.t (タウセイ)=this world 

横線(よこざま)=unnatural， counter to principle 

僻胤(ひがゐん)= from a twisted perspective， 

左右に及ぶ(サウ)=to complain 

さばかり(然許り)= to that degree， extremely 
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日別=eachday 

年来(としごろ)= yearly 

あざむく(欺く)= to despise 

末代=finalage

かつうは(且つうは)=it should be noted 

稗=lesson(示し)

効能=meritand power 

不虚=genuine

何事も=everyone

あいたのむ=たのみとする、たよりとする=dependon， expect from 

こころざし=havea relationship with， favorably disposed toward someone 

しるし(験)= something gained， effective 

あわれみ

聖人=ひじり above:holy men 

雑業=

わが身=myself 

侍る(はんべる) =はべる=居る、有る、ございます， but on p. 65 it probably means “to 

think that 

いたす司、だす(出す)orいたす(致す) ? 

かたく申し=頑く or難し?• The original is only hiragana， the釈門 has頑 く、 butthe昭法全

(p. 409.11) has.難し

しかるに=inthis regard (=そこで、ところで、さて);(or “nevertheless"そうでるのに、そ

れなのに、ところが、しかし)

先達(センタチ)=elders who have successfully tread this path before us. 

三空=空・無相・無願;or空・法 倶

九断=九!惑を断じること

分促=?progress in stages? 

Jf/f.磐=broadrange of studies in Buddhism 

軍修=?dedicated practice? 

かつうは=且つうは=且つは=onthe one hand . . 

あざけり(明り)=ridicule， mock， scoff at 

かねて(予て)= in the past， previously; before; in advance， beforehand 

直心=a凶tudeof directness 

はかり事=whatone should do， design or plan， 

感慰(オンゴン)に=carefully，considerately 

五溺(ゴチョク)=five defilements of the world (panca-ka宇ay劫)

生盲I咽堤=blindicchantika. (appears to be a ]apanese midevil coinage) 

沈治=fallinto ruin 
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other concerns. It was set up precisely for people who， coming from a 

twisted perspective， may be only concerned about the afterlife and who， 

forgetting about when they are living or what their expected role is， 

cultivate the miscellaneous practices (outside of nenbutsu) [similarly 1 

abandoning the extremely difficult-to・encounterpledges made by Amida 

[even as they forget] how rare it is to be born into the human realm this 

time， or do not known how sad it is to return to their home of the three 

unfortunate realms where they transmigrate through samsara over many 

hundreds and thousands of kalpas. This the reason why the anger coming 

from the other schools of Buddhism cannot touch it. 

END 

つらつらこれをおもふ=when 1 reflect on this 

ま事しく =(まことしL、)sincerely， truly 

いわんや=it goes without saying that . . . 

L、と=exceedinglytruly， especially， particularly 

末法=Latter Age of the Dharma 

うつは物(器[物J)=one of certain ability or capability 

即身成仏=buddhahoodin this lifetime. 

おこないあ¥，=to practice together 

いくぞばく(ぞ・か)=how many 

なまじい(聖書)に=thoughtlessly，half-heartedly 

思↑it=carefulconsideration 

むなし¥'=meaningless， purposeless 

誼誠=!!f!明

権者=saints

ひじり=holymen 

そもそも(抑 も)= Now， • • • • (used as a transition word when a subject or point is about to 

be restated) 

くだれり=probablyくだる in命令形 +完了の「りJin 

おほけなし=beyondour abilities 
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of other buddhas such as these will also be unable to maintain faith in other 

schools [of Buddhisml either. For that reason one should warm-heartedly 

believe in the exclusive nenbutsu practice and not worry about other 

[religiousl concerns， diligently reciting the nenbutsu day and night from 

morning until night， whether walking， standing， sitting or lying down. Even 

in this world we hear of many who have achieved Birth that [pursuedl the 

exclusive nenbutsu practice. But it is rare to hear of someone doing the 

same who [cultivatedl a mixture of practices. 

So while there are those who see all this and nevertheless decide to take 

a position based on unnatural， twisted lines of tradition from which they 

criticize [the Pure Land pathl， such people will surely become more and 

more angry; might they not even ridicule [usl by saying “What you are 

doing is taking the sacred teachings of the sutras and commentaries 

expounded by buddhas [and saintsl in the distant past for us and throwing 

them away as hol1ow and devoid of value." ? These are [monksl who have 

studied assiduously at the main temples of the Tendai and Hossδschools， 

even achieving fame， and who work for the governement and are hoping to 

get appointed to a court rank. They should have nothing to complain about. 

People of the highest spiritual natures or those with keen wisdom are not 

all like this. People who are sharp enough to understand how such things 

work， however， mistakenly value to the path to self-perfection especially 

highly. Then when they encounter the nenbutsu， they simultaneously 

practice it so [intensely 1 that the path to sel壬perfectionhas already turned 

into an auxiliary set of practices for nenbutsu， does it not? Something like 

that must be a sign that the person has truly dropped the path to self-

perfection. 1n any event， the gate/path of nenbutsu is truly one that has no 

21 From T No. 1060， 20.107allff. The Taisho text has不成正覚 insteadof不取正覚 as

quoted here and as found in the Samghavarman translation of the Muryojukyo. 
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are the vows one makes 

Anyone who hears a name and thinks of me 

will all be greeted by the buddha at their end 

Without choosing between extreme poverty 

and great riches， 

Without choosing between weak understanding 

and great genius， 

羽Tithoutchoosing those 

who maintain the pure precepts 

Without choosing those 

whose sinful roots of breaking the precepts are deep 

If one can just turn the mind 

toward doing many nenbutsu 

Then shards of broken tiles 

wi1l be come pieces of gold. 

N ow there are indeed those who are brilliant at understanding the 

sacred teachings contained in the sutras and treatises. But when they come 

to the end and are facing death they are unable to recall any lines from 

those works. When it comes to nenbutsu， however， there is nothing 

preventing you from reciting it right through to the limit of your lifetime. 

One may also draw from vows made by other buddhas. But among the 

twelve vows made by Bhaisajyaguru， there are none that state “if this vow 

is not fulfilled， may 1 not attain final enlightenment." Among the vows of 

Avalokitesvara， we do find the pledge that “if this vow is not fulfilled， may 

1 not attain final enlightenment" but he has [in factl not attained final 

enlightenment.21 But Amida not only made the pledge that “if this vow is 

not fulfilled， may 1 not attain final enlightenment，" ten kalpas have passed 

since he attained final enlightenment. Those who do not believe in the vows 
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same. Even if one puts forth a commitment to the paths of the two vehic1es 

(i.e. Hinayana)， it wil1 be difficult to put forth a bodhicitta commitment. 

Tathagatas practice using ski1lful means. But sentient beings， living in 

this muddy world， even if they throw themeselves into extreme ascetic 

practices pursued over hundreds of thousands of kalpas， wi1l sti1l find their 

efforts fall short of the goal [of liberationl. The Path to Self-Perfection is 

about self-purification， and is for those who have the ability to cultivate this 

type of practice. Lethargic or lacking faith， such people do not really 

practice much， but this may stem from sinful karma [from their pastl.19 

Within the gate of nenbutsu， whether walking， standing， si仕ing，or lying 

down， whether sleeping or awake， there is nothing more trustworthy than 

maintaining nenbutsu [practicel. This authority is not in error，20 no one 

practicing in this way will be exc1uded (嫌わず)， and there can be no doubt 

that this is precisely the cause for Birth. 

Among the causes for buddhahood 

19 This phrase，中中行せさらんよりも inthe Jodoshu seiten is instead中中行セ シメムヨ

リモ inthe oldest extant edition of the text， that found within the Saiho shinanshδTheざら

む readingis found in the Genko 1 (1321) ed.， the Kan' ei 20 (1643) ed.， and the Shotoku 5 

(1715) or Gizan ed.， all xylographs. Theしめむ readingfrom the Saiho shinansho is based 

on the manuscript in Shinran' s hand written in Shoka 2 (1258). Cf. Sh問 shushogyδzensho 

4.230. The causative reading more plausible because of its parallel structure with the second 

clause， and reflects the fact that the adverb nakanaka in Heian usage implies doing 

something in a halfhearted way and does not require a negative verbal ending. In late 

Kamakura usage ， however， nakanaka basically functions as an emphatic， thus a negative 

verb is required to retain the word' s pejorative meaning from the fourteenth century， and 

theざらむ emendationreflects this change. The original sentence would therefore read 

"The halfhearted practice of such people may be caused by lethargy or lack faith， or it may 

stem from their sinful karma [from their past] 

20 Seiten text hasそのたよりとか くなくして、 herebut the Shinran holograph hasソノタ

ヨリ卜カナク シテ， glossed as其便過なくして Gizanrewrite this asたよりありてとかなく、

(Shohozen 413， note 23). 
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There are some people who， after creating a connection with the Buddha 

Dharma， look forward to attaining liberation three or four lifetimes from 

now. But aspirations like this are extremely uncertain. People with karmic 

destinies to become buddhas in the future17 may hang an invaluable 

necklace of the one-vehicle on the backs of their robes of faith and shame，18 

but do they not forget their past lives and transmigrate through the six 

realms while removing the dust of three-thousand worlds? Even if you 

create a karmic connection to last three or four lifetimes that guarantees 

you will attain liberation， will it not be terribly difficult to endure the pains 

of transmigration， will it not be a long time while you wait to receive this? 

One may also attain the path by means of the three vehic1es or the five 

vehic1es described in the Path to Self-Perfection. But such praxis goes on 

over many hundreds if not thousands of kalpas. We have not received birth 

in the realm of humans in this lifetime for the first time， for who knows how 

many times we have gone from rebirth to rebirth across time， encountering 

the instructions of tathagatas and the dissemination of the sutras by 

bodhisattvas? Yet at times we must have not believed， we must have let the 

teachings slip through our fingers [for we are still here in samsaraJ. 

If you think about it， from the ancient past all the buddhas of the past， 

present， and future and all the bodhisattvas in all ten directions have been 

our friends. We probably had positive relationship with Sakyamuni living 

500 particles-of-dust kalpas ago， Amida who accomplished the path to 

buddhahood ten kalpas ago， and our gracious fathers， mothers， teachers， 

and students. It has been quite a long time since the Buddhas received 

teachings from previous buddhas， believed in the teachings of their 

spiritual guides， quickly put forth their commitments to the path and 

cultivated their practice， and attained buddhahood. But because we have 

been negligent in our faith we are stuck here in samsara. If we think about 

the rebirths we have had in the past， [we knowJ the future wi1l be just the 
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Moreover， for those who aspire for the heavens of Trayatrif!lsa or Tu号ita

without upholding the precepts for the ten acts of good karma，14 it will be 

exceedingly difficult to realize their goal. And yet those guilty of one of the 

five heinous crimes
l5 can be born in the Land of Ultimate Bliss through 

nenbutsu. How much less could one be restricted by violating the rules 

against the ten acts of bad karma [in the case of Amida' s Pure Landl. 16 

In addition， even if one expects Maitreya to reappear in the world 

he/she will have to wait for an extremely long time -five billion， six-

hundred and seventy million years. We do yet not know of any other among 

the various pure lands where [bodhisattval vows have been made such as 

those [relevant to Amida' s Pure Landl. In the Land of Ultimate Bliss， the 

sole power of the vow of Amida is profoundly deep. Why would someone 

seek any other? 

10 大地微塵劫(ダイジミジンゴウ)= earth-dust kalpa. That is， a kalpa measured by the 

number of dust particles created if the earth were reduced to dust. (also appears in the 

Senchakushu， but not in Mochizuki， and no Skt. given in Nakamura， 918b. Hirakawa， p. 

736b， has trthivi -rajas for大地微塵

11 三途の身.Refers to birth as a hell-being， hungry-ghost， or animaJ. 

12 破法罪.crime of doing damage to the Dharma 

13 T No. 361. This is an earlier Chinese translation of the Larger Sukhavativyuha sutra， but 

its contents are significantly different from what became the standard translation， that 

attributed to Saf!1ghavarman， which is T No. 360. On the different translations of this sutra 

into Chinese， see The Origins and Develotment 01 Pure Land Buddhism， pp. 147-149 

14 十善 Torefrain from committing the ten acts of bad karma listed below in n. 16. 

15 五逆.

16 十悪Killing，stealing， adultery， lying， creating enmity between others， harsh language， 

gossip， greed， resentment， and false views. 

17 大通結縁の人.From the Conjured City chapter of the 1ρtus Sutra. 

18 This section is based on a passage from chapter 7 of the Lotus Sutra， where the buddha 

called大通智勝知来 issaid to have come forth 3000-dust kalpas ago and preached the Lotus 

Sutra over 80，000 kalpas， in the process ordaining 16 princes who later all became buddhas. 

See Kosei publishin translation， p. 160-161 

*61 



研究ノ ー ト

In his Fashizan (Hojisan人Shandaowrote 

When Sakyamuni was about to complete expounding the Dharma he 

was very careful to entrust the name of Amida [to posterity]. When 

the time came， [he knew 1 the five defilements of the wor1d would 

increase， people' s suspicions would be deep， monastics and lay 

people would dislike each other and [in general] people would not 

implement what they had heard. Whenever someone wi1l see 

someone else actually doing practice， they will be poisoned by 

resentment; the idea of efficient means will be destroyed and 

[replaced by] a sense of competition and jealousy. These people are 

like blind icchantika， throwing away the teachings of rapid progress 

as they fall into ruination. Throughout the entirety of the long earth-

dust kalpaIO these sentient beings will be unable to leave behind even 

their status of [repeated] birth as someone in one of the three 

[unfortunatel life-paths.ll The great mass of people [shouldl all 

repent all the many causes of whatever crimes they did to harm the 

Dharma.12 

It is [also] stated in the Foshuo wuliang qingjing pingdengjue jing13 

If sons of good families and daughters of good families in this 

manner hear of the Dharma gate to the Pure Land and are so struck 

with sadness and joy that the hair on their bodies stands up and then 

falls out， then you will know that such people have come to this 

because they entered the Buddhist path in a past life. And regarding 

those who hear the same and have no sense of faith as a result， no 

matter what they hear， you will know that people such as this have 

just come from one of the three unfortunate realms. 

Therefore it should be known that those people who always remain cynical 

are simply steeped in sinful karma and there is no point in arguing with 

them. 
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indeed in bad shape. 

Thus whether it be the core statements [of scripturesl or the teachings 

of the wise， what could be more regrettable than the fact that without a 

believing mind one who has the rarity of coming into the world of humans 

cannot easily enter the Pure Land? On the one hand， one hears of many 

who find that devoting themselves exclusively to nenbutsu brings added 

di回cultiesfor them， for there are those who ridicule this. In the past， holy 

men would first come to know enlightenment. As Manjusri said， (In the 

future， unfortunate sentient beings wi11 recite the sacred name of Amida in 

the West and， relying upon the Original Vows of the Buddha， they will be 

able to leave samsara and with a straightforward attitude they will be born 

in the Land of Bliss. 

6 Full title: Xifang yaojue shiyi tonggui西方要決縛疑通規， T#1964. This section is at 

47.109b10 

7 三空九断Theseterms may be interpreted in different ways. The term九断 isused in 

the first translation of the ]五anaprasthana(T非1543)at T 26.771b7， 790a17-b14 and 797b17任

where we have the phrase九断智.According to Gizan， who based his reading upon a 

commentary called the Saihδyoketsu kachu科註 (Ono4.21b) by a jodoshu monk called 

Enchi困智 (d.1703)，三空 refersto the emptiness of人・法・倶， but this is odd since the 

third simply means “both" or “together，" yielding “people， dharmas， and both." 

Another triad is空 ・無相・無願.Using the same source， Gizan glosses九断 ascu凶ngoff 

the九惑， and this probably is based on the division of klesa into nine categories found in the 

Abhidharmakosa， where it is translated as九無関道 or九無碍之道;see also九結 (see

Nakamura， 253c) 

8 Refers to the daぬbhurni，and the五種 (seeHonen in the Nihon no meicho series， p. 254 

& 481b note 175(4). 

9 大聖竹林寺の記.This text is not extant but was brought to japan by Ennin and is 

recorded in his diet as being written by Fazhao. It was widely read in the Heian and 

Kamakura periods and appears in the Chosairoku. Here its treatment is ra出ermythical. See 

Sakagami Ga凸 “MonjuBosatsu to Nenbutsu -Daisho Chikurinjiki -wo chushin ni" in 

Maruyama Hakusho Kyoju koki kinen ronshu : ]odokyo no shiso to rekishiσokyo: Sankibδ， 

2005)， 205-220. 
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The Latter Age of the Dharma continues for 10，000 years. AlI other sutras 

will be lost but the teachings of Amida [will remain tol benefit beings and 

thus will grow [in importancel.
6 

And elsewhere in the same text it states (110a25) 

In the phrase (three forms of emptiness and nine forms of cutting 

o妊)7 . • • • in the teaching of [beings atl the ten stages and five 

levels of cultivation8 
• • . • one progresses in stages， but however one 

may push oneself . . . the end of one' s life may not bring a fortunate 

outcome. So rather than be in that situation， one may put aside the 

broad variety of studies [required for completion of the pathl and 

concentrate on the dedicated practice of nenbutsu. 

Not only that， but also in the Record of the Dasheng Zhulin si(Daisho 

Chikurinji人9it says 

Wben Samantabhadra and Manjusri sat facing each other in the east 

and west [sections ofl the great lecture hall of Zhulin si monastery 

on Mount Wutai and preached the Wondrous Dharma to a multitude 

of sentient beings， the Dhyana Master Fazhao kneeled down and 

asked this question of Manjusri， 

羽市atteaching should ordinary people follow in the future， when 

the world will be in veη， bad shape， so that they can leave their 

long durantion of time spent in the triple-world and attain birth in 

the Pure Land? 

Manjusri answered by saying， 

For any plan to gain Birth in the Pure Land， there is nothing 

greater than the Sacred Name of Amida. The only path to rapid 

attainment of bodhi is the gate of invocational nenbutsu. This is 

why Amida is often praised in the sacred teachings of Sakyamuni 

preached throughout his lifetime. How much more is this so for 

ordinary sentient beings [livingJ in the future when the world is 
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profound they cultivated their [study andJlecturing [on the DharmaJ. They 

were three generations removed from Tanluan. Tanluan himself had lofty 

knowledge and wisdom， but eventually abandoned his lecturing on the four 

treatises of the Madhyamika school to focus on the practice that which 

would bring him Birth， devoting himself to concentrating on Amida， which 

he continued uninterruptedly until Birth in the Pure Land became a reality. 

In this way Daochuo also gave up his lecturing to practice nenbutsu， and 

Shandao came to dislike his miscellaneous forms of praxis and endeavored 

to pursue the single-minded practice [of nenbutsuJ. Moreover， through the 

dissemination e丘ortsof Dhyana Master Daochuo， everyone over the age of 

seven in the three counties of Bing (井)became devoted to the ractice of 

nenbutsu.5 So why should the sentient beings of our own country 

necessarily prefer [the path ofl mixed practices? Instead of putting oneself 

in a situation where， after quick study of the vows of Amida， the 

explanations of Sakyamuni， and the interpretations of Daochuo and 

Shandao， a person cultivates a mixture of practices and end up in an 

uncertain state regarding the fruit of [the Land ofJ Ultimate Bliss， one 

should practice the single-minded practice to make your hope of Birth 

certain. For the concerns (事)of individuals who have entered the Pure 

Land gate， the interpretations of Daochuo and Shandao are above criticism. 

Within the Hosso-shu， one may think no one believes in the path of 

single-cultivation nenbutsu， but the Great Master Cien慈恩大師(窺基， 632-

682) gave this interpretation in his X拘 ngyaojue (西方要決 Saihoyoketsu)， 

4 いたす hereis glossed as致す inthe釈門， but it may be出す(-、だす)meaning “to 

express." Is this about manifesting， i.e. practice， or is it about mental commitment， i.e. one' s 

state of mind during practice or during daily life? 

5 Taken from the biography of Daochuo in Jiacai' s Ji柑gtulun， T非1963，47.97bl1， and 

repeated in subsequent biographies. See also Nogami Shunjo， Chugoku jodo sansoden， 114 
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Amida， of regarding oneself as an ordinary person in samsara with 

unfortunate karma who has no way to escape from samsara， who single-

mindely recites the Sacred Name [because of) the inconceivable nature of 

Amida' s Original Vow， and if he can have no doubtful thoughts， then in the 

space of one nenbutsu he will have 8 billion years of sin eliminated and be 

delivered into the greeting Amida when he reaches his final moments. The 

mind turning over merit in hoρes 01 Birth is to take the acts one has done 

for yourself and for others and turn them over with truly [sincere] 

intentions toward reaching the goal of Birth. 

If even one of the triple mind is lacking， then it wi1l be difficult to attain 

Birth. Thus even though it may not be a sin to mix in other practices， this 

will led to a nenbutsu Birth becoming uncertain， to doubts remaining， and 

to feeling that you need to add something else. 

But the mind 01 sincerity has been understood in many di丘erentways， 

and there are some who claim that it is too difficult implement4 sincerity 

properly. But that would be something other than the original intention of 

Amida' s Original Vow， for it suggests that one' s faith is lacking. Then 

there are some who speak of how much one needs to express the power of 

their faith， but if you speak of the power of the faith held by ordinary 

people carrying around all that bad karma， how much faith-power would 

such a person need to accomplish their vow (of reaching the Pure Land)? 

What you should be thinking about if you want to confirm the single issue 

of Birth is the inconceivability of the Original Vow. For even for people with 

deep faith and whose karmic situation seems good may not put forth [??] 

toward the inconceivable Original Vow. Those who can sincerely plunge 

into the single practice of sole nenbutsu based on their understanding of 

this principle are truly a blessing. 

In this regard， Daochuo and Shandao are our elders who have 

successful1y tread this path to confirmation [of Birth]. With wisdom 
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relationship is only focused on the one [lordl. However it is true that when 

a family is wealthy， and able to obtain vehicles and servants， people have 

the power to maintain a favorable disposition toward many different things， 

and it there can be value in that situation to have a relationship with each of 

these different people. But for those who do not have the power to endure 

all these di丘erentrelationships， when they hold a plurality of concerns they 

become tired but gain nothing from it. For a person who devotes himself 

completely， if he asks someone [for guidancel， even poor people will gain 

sympathy [from their guidel without fail. In other words， sentient beings 

without wisdom [livingl in the unfortunate world of this Latter Age of the 

Dharma are just like poor people， and the saints and holy men of the 

ancient past are like people from wealthy homes. Therefore for someone 

ignorant to cultivate the practices of a wise person is like a poor person 

studying the ways of a wealthy person. 

To use another metaphor， it is like someone climbing among the peaks 

of a tall mountain where people usually do not go， who finds his strength to 

be wanting and is clinging to a branch at the corner of a rock. Yet he still 

pushes himself to climb further. This is like hoping for Birth by pursing the 

miscellaneous practices (雑行).In hoping to climb up he should [insteadl 

hold fast to the strong rope that has been dropped down from the peak， and 

by deeply believing in the power of the Vows of Amida and devoting 

himself to nenbutsu practice， attain Birth. 

It is also important that totally devoted practice be infused with the triple 

mind. The triple mind consists the mental states of sincerity， profundity， 

and the turning over merit in hopes of Birth. The mind 01 sincerity consists 

of prostrating yourself before Amida but before no other buddhas， to 

practice the nenbutsu of Amida and refrain from doing other practices， and 

through your single-mindedly practice make [your consciousnessl single-

minded. The mind 01 trolundity consists of deeply believing in the Vow of 
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Furthermore， it should be noted that among the lessons for sentient 

beings in the final age who devote themselves to nenbutsu is the 

confirmation by buddhas as numerous as the grains of sand in 100，000 

Ganges rivers. 1n part three of his commentary on the Contemρlation Sutra， 

Shandao said 

Other practices [besides nenbutsul are called wholesome (kusala). If 

we compare them with nenbutsu， there is in fact no comparison at 

all. Therefore a variety of sutras broadly praise the merit and power 

of nenbutsu. Thus the Larger Sukhavativyuha Sutra clarifies that 

merely by single-mindedly thinking of the sacred name one attains 

Birth. The Smaller Sukhavativyuha Sutra contains the idea that if one 

single-mindedly thinking of Amida' s sacred name each day for seven 

days that person will attain Birth， and also states that the 

confirmation by buddhas as numerous as the grains of sand in 

100，000 Ganges rivers confirm [the truth of Birth via nenbutsul is 

genuine. And this [Contemρlationl sutra in both sections on focused 

and unfocused practice raises the standard proclaiming that Birth is 

attainable by ritual concentration on the sacred name. There are thus 

many examples. What these scriptures have expressed extensively is 

the nenbutsu samadhi. 

1n the section on single practices and mixed practices in his Wangsheng 

lizan， Shandao also wrote that those who cultivate a mixture of practices 

can indeed attain Birth， but it would be di妊iculteven for only one or two in 

ten-thousand. But for those who pursue the single practice， one hundred 

out of one hundred will be born [in the Pure Landl. What this means is that 

for anyone who endeavors to start out on this path it is important to focus 

on this and keep the mind clear of all else. For example， consider what one 

expects from a relationship to a lord that he serves: it cannot be an equal 

situation if his thoughts are shared with another [lordl as well， or if his 
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pledges of Amida， how can one think that even one word of the sermons of 

Sakyamuni that make up the threefold [Pure Landl sutras be meaningless? 

In addition， we also have the confirmation of the buddhas in six directions 

or ten directions in these sutras; we do not see confirmations of other 

practices.2 Therefore as time has passed since then， rather than pursuing 

the meditations and wisdom that your body probably can never endure， 

benefit now (利益現在して);you should recite the sacred name (my勾δ)of 

Amida bestowed upon us by the confirmation of so many buddhas. 

Now there are people who are concerned about the next world who 

regard Sukhavatl as shallow and Amida as inferior. They turn their minds 

to the flower storehouse world of the secret adornment.3 But that land， far 

beyond our abilities to attain it， is only occupied by bodhisattvas who have 

cut 0百allignorance. And even among those who are already committed to 

the single-minded Gate of Nenbutsu， some do 30，000 repetitions per day， or 

50，000， 60，000 or even 100，000. And mixed in are even despicable people 

who openly suspicious of those who engage in the reverent reading of the 

scriptures to accumulate merit of on a yearly basis by chanting them and 

maintaining their doctrines. What would we do if those things were to be 

regarded as sinful? Sentient beings in the final age know that [traditional 

forms of practice] is difficult to accomplish and so they first c1imb on to the 

Vow-power of Amida Buddha， but after Birth by nenbutsu they humbly 

meet Kannon and Seishi， and will study the sacred teachings and attain 

enlightenment. 

1 Not exactly the same as the 18th Vow. 

2 Honen follows Shandao' s interpretation in the KGS観経疏定善義 wherehe takes the 

nenbutsu as being what in fact the other buddhas are confirming. See Jozen 2.49a13. Hδnen 

himself has made this point elsewhere. 

3 ln other words， the afterlife based on the Vairocana world in the Dainichikyo. 
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Buddha' s death]， one of strife and obstinacy， and to try to accomplish any 

other practice or teaching now would be difficult. Not only that， but in the 

nenbutsu， even after the Latter Age of the Dharma has ended， there will be 

merit. There is no need to state that we are now at the beginning of 10，000 

years of this Latter Age， so how could one not achieve Birth by invoking 

Amida even in only one thought-moment. Even if 1 thought that 1 were not 

someone with any real ability [in these mattersl， those living at the end of 

the Latter Age will be even less similar [to those with real spiritual 

potential]. 

Moreover， even in the time of Sakyamuni， outside [the example of] the 

Naga princess， it would have been exceedingly rare for anyone to attain 

buddhahood immediately in this lifetime. Even considering those who have 

not [expected to] attain buddhahood immediately， those who practice 

together following the path to self-perfection (shδdδmon) such as the 

bodhisattvas and sravakas， saints (権者)and holy men (ひじり)， monks and 

nuns， scholars of the scriptures， preachers of the Lotus Sutra， and so forth， 

there are so many! But those who study the path to perfection half-

heartedly here and now (ここに)are even further from such people [of the 

past]. 

Thus did Amida Buddha think of sentient beings living in this final era 

when long beforehand he attained enlightenment， and over the intervening 

five kalpas his careful consideration led to his making forty-eight vows， 

among which vow number eighteen contains this pledge “When 1 attain 

buddhahood， if sentient beings in the ten directions who aspire to be born 

in my land recite my Name even ten times and are not born there， may 1 

not attain supreme e凶 ght旬enrr問I

such as the Coηntemtμlωatμion Sutra， make up the threefold (Pure Land) 

sutras. This is therefore [the basis ofl the Gate of Nenbutsu. Even for 

sentient beings with bad karma who are unable to believe in only the 
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念仏大意
Translated by Mark Blum and Yoshiharu Tomatsu 

To realize their hopes， sentient beings [living] in the unfortunate world 

of the latter era should not engage in any other praxis. They should only 

follow the Shandao interpretation and enter of complete devotion to the 

Pure Land Gate of nenbutsu. Therefore， one who brings forth this single-

minded (一向に信、 or一向の信?)faith when entering this gate is 

extremely precious (有り難し).The reason is [many] people have been 

either affected by [their experience of] other forms of practice or they 

simply do not value the merit of nenbutsu. When 1 reflect on this， it really 

does seem to me that those people who sincerely focus on their wish for 

Birth in the Pure Land are precious. The first thing that needs to be done is 

to grasp carefully this reasoning. 

1 am not saying that the practices of everything in the sutras， 

commentaries， and doctrines of the Tendai or Hosso schools necessari1y 

have no value. However when practicing the Buddhist path， it is important 

to assess who you are and what period you are living in. Even in the fourth 

500th-year period after the Buddha' s death， because the flowering of 

wisdom and cutting 0百ofmental defi1ements are hard to come by， because 

the purification of the mind and the attainment of samadhi are difficult， we 

find many people have entered the gate of nenbutsu. Such saints as 

Daochuo and Shandao of the Pure Land tradition as just such people [with 

an awareness of] when they are living (この時の人).It goes without saying 

that this era of ours is the fifth five-hundred year period [since the 
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judge me too harshly. My studies are entirely in Shandao' s language， and 1 

have quoted the heart of his interpretations here. 1 would urge you to take 

notice of this material without putting forth doubts， read it and examine it 

until you can convince yourself. 

My apologies ， my apologies (αnakashiko anakashiko). Awaken to this， 

for 

there is no significance to reciting the nenbutsu beyond this. 

According to the manuscript， this text was written in response to a request 

from 

Zenni of the second rank. 

Kurodani Shδnin toroku fascicle 12 
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performs] the so-called “turning of the heavy into light" 21 whereby the full 

extent of karma brought from previous lifetimes that would have made an 

illness serious is mitigated and the illness is lightened. W ould you think 

that if you wanted to purify yourself from an uocaused tragedy22 that 

[Arnida Buddha] would oot respood? For that reasoo a persoo who believes 

io oeobutsu if， for example， he becomes sick 00 matter how bad it is， 

should thiok that it is the result of karma from a previous lifetime， aod that 

it would have been even more severe were it oot for the power of the 

Buddha. For the buddha eoables us to elimioate our serious karmic 

limitatioos aod achieve the importaot goal of Birth io the Laod of Bliss. 

[With that ability] how could he oot but have the power to help us with 

exteodiog our lives or alleviatiog ao illoess. 

Therefore for the persoo who prays for a good afterlife but is ooly weakly 

committed to the Origioal Vow， accordiog to Shaodao they will oot have the 

protectioo of beiog surrouoded [by buddhasl . Maoy people eogage io 

oeobutsu practice， but it is importaot to put forth ao attitude of deep faith 

that pulls one away from this world and draws them to look forward to the 

Laod of Bliss. It is mportaot that fix your atteotioo 00 this matter so that 

you uoderstand the priociple iovolved， aod make a wholehearted e百ortto 

grasp the miod of faith (shinjin信心).

What 1 have described here io some detail cootaios a great deal of my 

owo words aod there are 00 doubt some mistakes. 1 beg that you do oot 

19 See Honen' s Senchakushu， p. 2Eト29.

20 47.448a10-13. This is a paraphrase and does not match our extant text exactly. 

21 特重軽受 t開 jukyoju. Apparently found in Ojoyoshu， with similar notions in 

Donran or Doshaku. This is 0 

22 非業 higo.This was a be!ief from the Heian period that a tragedy might befall someone 

whose causes lay beyond the karmic information stored from this life and previous lives of 

the individual. 
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in six directions. That is why [the Smaller Sukhavativyuha sutra] is 

known as the “Sutra of Protection." Now that we already have this 

Vow of the superior karmic relation，19 we should accept its authority， 

and think about how we can encourage the thinking [in this 

direction] of chi1dren of the Buddha and others.20 

The meaning of this passage is that anyone who， deeply believing in the 

Original Vow of Amida， recite the nenbutsu hoping for Birth， will be 

surrounded first by Amida Buddha but also by buddhas of the ten 

directions， AvalokiteSvara and Mahastamaprapta bodhisatvas and other 

innumerable bodhisattvas. They will be with that person like a shadow 

regardless of whether it is day or night， whether that person may be 

walking， standing， sitting， or lying down， removing any mental-a紅liction

causing signals being sent to that person by devils or bad spirits， 

comforting him from the injustices of this world， and when his life comes to 

an end escorting him to the Land of Bliss. For that reason， why would 

anyone who believes in nenbutsu and is seeking Birth perform prayers or 

ritual abstentions directed to any of the ten-thousand buddhas or kami 

when they desire to purge a devi1. How much more so for someone who 

has taken refuge in the Buddha， Dharma， and Sangha， for such a person is 

said to be eternally protected by all the protector deities and their fierce 

kindred deities as numerous as the grains of sand in the River Ganges. 

Since you know all these buddhas and bodhisattvas are surrounding you to 

protect you， what other buddha or god could possibly create distress or 

impediments for you? 

Nor is it a good thing to pray to various buddhas or kami when you have 

an illness that you think has come [as retribution] from karma done in a 

previous life. If illness could be stopped and lives lengthened through 

prayer， there would be no one who ever died from illness. Not to mention 

the power of the Buddha is such that for one who recites the nenbutsu [he 
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commitment to Birth for you， yourself， apply yourself to your nenbutsu 

practice ， reach a high grade of Birth， then quickly return here to lead 

others. 

Shandao wrote in the Wangsheng lizan: 

Question: What are the merits or benefits of recitation， veneration， 

and contemplation of Amida Buddha? 

Answer: With just one recitation of “Amida Buddha，" eight billion 

kalpas of deep karmic sin is eliminated. In addition， as it says in the 

Shi wangsheng jing，17 when sentient beings keep Amida Buddha' s 

name in mind in committing themselves to Birth will be protected by 

twenty-five bodhisattvas sent by the Buddha. Whether moving， 

sitting， standing， or lying down， whether night or day， at all times 

and in all places， any connection you might have had to an evil god 

or spirit will no longer occur. It is also stated in the Guanjing that if 

one recites“Amida Buddha" hoping to be born in his land， he will 

send innumerable temporarily manifested buddhas and Avalokitesvara 

and Mahastamaprapta bodhisatvas to protect that practitioner. And 

in addition to the previously mentioned twenty-five bodhisattvas， the 

practitioner will be surrounded by a hundred or a thousand layers， 

regardless of whether the practitioner is walking， sitting， standing， 

or lying down， in all times and in all places， whether day or night， 

they will always be with the practitioner.18 

Elsewhere [in the same text) Shandao also stated， 

Those who recite the Buddha' s [nameJ thinking about Birth will be 

protected by buddhas as numerous as the sands of the River Ganges 

17 十往生経.Full title: Shiwangsheng amituofoguojing十往生阿禰陀{弗園経 Thisis a Pure 

Land sutra most likely created in China. At Zokuzokyo 87.907; Ono 5.154a. 

18 T No. 1980. 47.447c12.22. 
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[nenbutsu)， but this only means they have not accepted [the teachingl. 

There is really no reason to add other practices， even a few， for this only 

means one is working with something not endorsed by Shandao. This 

amounts to the absurdity of adding forms of mixed practice not 

recommended by Shandao because you feel uncomfortable even with the 

right practice that he did recommend. 

And there are those people who， though they know that even people who 

have committed sins will attain Birth， continue to recite the Lotus Sutra 

repeatedly because it brings merit， never understanding why we are 

pained by this. This would be most disgraceful. (それは無下の汚き事とな

り).

Some hold to the view that it is valuable to add certain performative 

activities [to nenbutsul because they will assist in [attainingl Birth and do 

not do anything to prevent that process. As this is unwholesome (悪 aku)，

do you think the buddha would favor and urge you to pursue (造れ)such 

things? Even when you make a firm decision to remonstrate [yourselfl to 

stop， drawn to the customs of your time， for an ordinary person their power 

will simply be insufficient， but even then the buddha' s compassion is such 

that he will not abandon them. But even those people who add other 

practices [to nenbutsul like someone doing something improper will not 

the power to succeed. But for those who complain that they do not suffer 

any difficulty， despite the fact that the reading of sutras are compared with 

bad behavior， 1 would say this is an inappropriate [approachl. If you meet 

someone who views [thisl profound teaching in a prejudicial manner and 

you do not respond， this itself is disgraceful and disappointing. 

You should persuade and encourage those people who does not listen to 

the words of others with mistaken understandings and who are disposed to 

[nenbutsul. For those people with a different understanding， you should 

never debate them or anything like that. Just think about your own deep 
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practice always have their attention broken off [and then need to reapply 

themselvesl." In other words， this is an orientation to practice that is 

somewhat distant from the Land of Bliss. 

We thus have the following interpretation: 

Out of ten specialized practitioners， ten wiJl be born in the Pure 

Land， out of one hundred， all one hundred. What is the reason for 

saying this? It is because they have ended their ties to mixed 

practices that lie outside [the nenbutsuJ that they can attain the right 

mind; it is because this practice is in accordance with the Original 

Vow of Amida; it is because [such practicesl do not follow the 

teachings of Sakyamuni. Out of a thousand people who cultivate a 

mixture of practices [onlyJ one or two attain Birth， out of a thousand 

people only four or five. Why is that? It is because [such practicesl 

do not accord with Amida' s Original Vow; it is because [such 

practicesl do not follow the teachings of Sakyamuni; it is because 

our mental activity is broken off [from time to time]; it is because 

[such practicesJ correspond to [the attainment ofJ fame and fortune; 

it is because [this approachl hinders oneself and others from 

realizing Birth.16 

So anyone who believes in Shandao and desires to enter the Pure Land 

school should specifically accept this premise by devoting themselves to 

the “right practice，" pushing themselves everyday to recite [the 

nenbutsul ten thousand， twenty thousand， up to fifty， sixty， even one -

hundred thousand times ・asmany as they are capable of doing. There are 

many who have heard of this but continue to add other practices beyond 

14 専修の行者.

15 雑修の行者

16 This is a paraphrase with some glosses of a passage found in Shandao' s ， at T#1980， 

47.439b17-29目 Comparewith Honen' s citation in the Senchakushu， at T #2608， 83.4b1-11. 
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three Pure Land sutras， or visualizing the form of the Land of Bliss， or 

praising the virtues of the Buddha and making 0任eringsto him， these are 

all done to assist the recitation of the Buddha' s name. The only practice 

that properly assures Birth is nenbutsu. Excluding nenbutsu and its 

auxiliary practices， all other forms of practice， such as charity， maintaining 

the precepts， effort， and meditation of [six perfectionsJ， and so forth， that 

is， all ten-thousand practices of the six wor1ds， or reading the Lotus Sutra， 

or practicing mantras and other such forms of praxis， these are all known 

as “mixed practices." (364) 

But if you desire Birth in the Land of Bliss， then you must be dedicated 

to cultivating the proper1y confirmed practice of reciting the sacred name. 

Shandao recommended that if one wants to be born in the Pure Land that 

he/she should cultivate only he rightly established activity of reciting the 

sacred name. This is because this is none other than the practice 

[established inJ the Original Vow of Amida. If we are able to separate 

ourselves from the realm of birth and death by virtue of our own abilities 

(jiriki)， then we are not necessarily limited by the need to restrict 

ourselves to the practices of the Vow. It is because people find it difficult to 

attain Birth without resorting to the power of the Buddha (tariki) that 

Shandao urged us to borrow the power of Amida' s Original Vow and 

devote ourselves to reciting the sacred name. 

Self-power (jiriki) refers to seeking Birth by means of efforts applied 

that come from within yourself. Other-power (tariki) refers to relying only 

on the capacity of a buddha. That is why those who pursue the “rightly 

established" practice are called “specialized practitioners" 14 and those 

who perform a miscellany of practices are called “generalized 

practitioners." 15 Thus it is said，“Cultivating rightly established practice 

means developing a sense of proximity to the Land and keeping that in your 

memory with no break. People who pursue a more generalized form of 
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who when they reach their final moments have painful deaths and are not 

born in the Pure Land. But though you may understand the importance of 

quickly gaining this [triple mindset]， you may still be [subject to worrying 

thatl whether you know you have indeed furnished yourself with [the triple 

mindsetl， or you may feel that there is [in factl something missing， so you 

must resolve to complete this task and make every e笠ortto do so. This is 

what is known as anjin， the “pacified mind." It is the state of mind of 

someone who will be born in the Pure Land. It is important that you 

understand this after careful consideration. 

Next we will discuss practice. According to Shandao' s thinking， 

“Though there are many practices related to Birth， they can generally be 

divided into two: right practices (正行)and miscellaneous practices (雑

行)." The notion of proper practices itself contains various forms of 

practice. There are five kinds of proper practices: the proper practice of 

sutra recitation， the proper practice of contemplation， the proper practice of 

veneration， the proper practice of reciting the [sacredl name， and the 

proper practice of praising the virtues of the buddha. Sometimes praising 

the buddha' s virtues and making offerings are separated， thus totally six 

kinds of proper practices. But in general， all these proper practices can be 

split into two groups. One is described this way: “When one devotes 

oneself singlemindedly to recitation of the sacred name of Amida， never 

forgetting to continue day and night， whether moving， standing， sitting or 

lying， if it continues thought after thought without losing this focus， this is 

called a practice of proper confirmation (正定 samyak-nf卯ta)because it is 

in accordance with the Buddha' s vows." In this， the nenbutsu is 

established as practice that actually confirms Birth. Thus it is also said that 

“When considering worship and the other proper practices， they could be 

termed “auxiliary acts [to nenbutsul." In other words， any practice 

outside of nenbutsu such as veneration of Amida Buddha， or reading the 
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thereafter dedicate himself to seeking Birth in the Amida' s Sukhavati by 

transfering all his merit to that end. (362) 

Even though 1 say that you should transfer all your accumulated merit 

toward Birth in the Pure Land， that does not mean that you should 

accumulate merit in practices other than nenbutsu for the same purpose. 

But any merit created from the past can now be entirely turned over to the 

goal of [reaching the Land of) Supreme Bliss. After this you should regard 

the offerings you make to monks or things you give to others in the course 

of following your daily activities as all producing merit that should be 

dedicated to attaining Birth. 

“When one is endowed with these three mindsets， they will attain Birth 

for certain. But if one of the mindsets is lacking， Birth will not be attained." 

As this was the interpretation of Shandao， we know that we must maintain 

this state of mind. But having said that， though they may individually seem 

like daunting things to achieve， if you grasp what this is about， it will be 

easy to reach a state of mind where they are all present. The most 

important thing is to have an attitude that is sincere， that deeply accept the 

authority of the Buddha' s vows， and that seeks Birth. One' s mindset may 

be deep or shallow， such differences will always be there; but for anyone 

who looks for Birth， could they really not have these mindsets? 

When you consider these things， it may alienate you from the task at 

hand， but you will see how important all this is. But when you pull this 

close to you to take whatever steps are necessary， you will find that it is 

really easy to do. For even the person who does not consider in detail how 

he should take care of this will be able to possess all three mindsets， while 

others who work hard to understand the issue in a careful manner may end 

up lacking in one of the mindsets. It is precisely this fact that shows us how 

even the lowest person with the least understand is reborn in the Pure 

Land. And among the most impeccable monastic holy men there are those 
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come from delighting in the wholesome thoughts， speech， and 

actions， both mundane and supramundane， made by others in this 

life and previous lives. For that reason this is called the mindset of 

dedicating one' s merit toward Birth in the Pure Land. Also， to 

transfer merit for the purpose of Birth is also known as the 

conviction that one will definitely attain Birth if they dedicate their 

merit toward Birth in this state of the true mind. This mind is 

profound and firm like a diamond (vajra); it will not be disturbed or 

undermined by people with other opinions or learning， or people 

who pursue different practices or have a different understanding [of 

the Dharmal. 

The meaning of this interpretation is first that 1 am to transfer any and all 

merit that 1 have accumulated in past lives to Birth in the Pure Land. This 

not only refers to merit 1 have created myself， but includes all the merit of 

the ordinary and the saintly. "The ordinary" refers to the merit must 

have been (たらむ)created by ordinary people， “the saint1y" indicates 

the merit that must have been created by buddhas and bodhisattvas.
13 If 

one enjoys the merit created by others， it yields merit for oneself， and all 

should be transferred in hope of Birth. It is important is that when one 

seeks the goal of Birth he does not seek any other [religiousl goal. This 

means one should not transfer one' s merit for one purpose or another， 

such as praying for good karmic results in this world， be it for oneself or 

others， or in a similar way seeking reb1irth in a pure land that is not the 

Sukhavati [of Amida]， or seeking rebirth among humans or in heaven. If 

before one commits to this principle he prays for success in this world or 

such， he should retrieve the merit he has to some unfamiliar place and 

13 i造りたらむ功徳J• It is unc1ear what the verbal ending taramu specifically indicates 

here. 
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beings equal1y from the same point of view. In other words， Amida Buddha 

created the Pure Land with vows that included the phrase “If any sentient 

being wishes to be born in my realm and recites my name but is not born 

there， may 1 not attain final enlightenment，" and after appearing in our 

world Sakyamuni expounded on the vows of [Amidal Buddha for the sake 

of sentient beings. All buddhas as numerous as the sands of sixty-thousand 

river Ganges， covered the three-thousand worlds， manifesting their forms 

without deception， confirming that Sakyamuni' s words were definite and 

should not be doubted when he praised the Original Vow of Amida in which 

all sentient beings are encouraged [with the promise thatl if they recite 

[Amidal Buddha' s sacred name it is certain they will be born in the Pure 

Land. Thus they said eveηTone should believe. Since all buddhas， without 

even a single exemption， have the same understanding that encourages all 

ordinary beings to practice nenbutsu， obtain confirmation and be born in 

the Pure Land， you should not be surprised that a kind of buddha may 

appear with a rationale that states that Birth will not happen [in this 

manner 1. It can be said that if this is true for buddhas， how much more so 

for sravakas and pratyekabuddhas， and so it goes without saying for what 

you may hear from ordinary persons; if you are clear about this， then after 

that one moment when you embrace a beHef in Birth through nenbutsu， 

you will have no doubts in your mind [about this pathl regardless of what 

anyone may say to hold you back. (361) 

Third is the mindset of dedicating one' s merit toward Birth in the Pure 

Land. Shandao interpreted this in the following way. 

This is to commit oneself while in a state of the truely profound mind 

[as stated abovel to be born in the land [of Amida Buddhal by 

turning over all wholesome karmic roots， mundane and 

supramundane， planted by my own thoughts， speech， and actions in 

this life and past lives， as well as the wholesome karmic roots that 
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scholars who study the [traditional] eight schools of Buddhism such as 

Tendai and Hosso. People whose practice is different refers to all 
practitioners who cultivate mantras and calming and insight meditations.

12 

These are the studies and practices of the path to self-perfection. The 

understandings and practices of the path to the Pure Land are di妊erent，

and that is why these others are referred to as “people of different 

understandings and different practices." 

Again， there are also people who recite the nenbutsu but do not take the 

Hongan as its source of authority and motivate themselves toward a jiriki 

nenbutsu. These people [wonder] how one can attain Birth merely by 

practicing nenbutsu， saying that by putting together what they gain from 

sewing seeds of other merit and by serving other buddhas [together with 

nenbutsu practicel， the important matter of Birth will be reached， for if one 

restricts one' s practice to only those of Amida Buddha， one' s wish will not 

be fufilled， leading them to a strong sense of doubt and their power to 

interfere with the faith of others. But you must not let them create even a 

moment of doubt in your mind; do not let whatever reasoning you hear 

from others lead you to lose your mindfulness of the fact that your Birth in 

the Pure Land is settled. (360) 

Shandao has explained in detail the prin~iple of how to not be defeated in 

debate. If we adopt his way of thinking， even if [the Buddha says] the 

assertion that ordinary people aftected by mental afflictions and sinful 

activities who practice nenbutsu achieve a confirmed Birth with only one 

nenbutsu is an error and should not be accepted， you should not entertain 

even one moment of doubt. This is because the Buddha entices sentient 

10 稿讃搾土経， full title稀讃浄土例撤受経，T 367， 12.350a13. 

11 T 12.346al-8.中品下生.

12 The first is typical of the esoteric practices of Shingon and Tendai， the latter specifically 

are found in the Tendai non-esoteric traditions of Samatha and vipassyana meditations. 
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is by means of nenbutsu repeated said during without special 

circumstances (ただの時)that will [motivate] the Buddha assuredly to 

come to greet you [at that special momentl. When you finally see the 

Buddha' s appearance， it is said that you should abide in the proper， 

focused state of mind. There are many who think that only the proper， 

focused nenbutsu at one' s final moments are important， and that to 

practice nenbutsu before that is meaningless. This is a terrible error. 

Therefore， anyone who would believe in the Original Vow should have no 

doubts regarding his final moments as well. At that time the nenbutsu one 

says should bring one' s mind into complete concentration. When was it 

that the Buddha established the Original Vow to greet only those who 

recite the nenbutsu at their final moments of life? Regarding [this attitudel 

of reciting the nenbutsu [only] in one' s final moments， the Guanjing also 

speaks of mistaken people who are comfortable sinning at will who never 

seek Birth in the first place but when confronted with death for the first 

time follow the recommendations of a spiritual guide and practice nenbutsu 

to attain Birth.ll Anyone who believes in nenbutsu does not go through any 

special emphasis on deathbed nenbutsu. You should follow the principle 

that when the issue of the Buddha coming to greet someone at the end is 

settled for someone， his proper， unwavering state of mind at that moment 

will be also be settled. Do not forget the importance of keeping these 

things in mind. 

ln addition， when it is said “do not let [your faith] be destroyed by 

people 

of different understandings and different practices，" it means that when 

confronted with what people say who themselves pursue other practices or 

those who have a different awareness， you should not let those words 

induce you to abandon the nenbutsu or produce doubt in your attitude 

toward Birth. People who have a different awareness refers to monastic 
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nenbutsu. The intention of the Original Vow of Amida is [a commitmentl to 

come greet [the practitionerl if they utter namu amida butsu bringing forth 

a believing mind， meaning those who recite the sacred name whether for 

one hundred years， or ten or twenty years， or four or five years， or one or 

two years， or seven days or even one day， or even ten times. The 

conclusion from all this is that a person of superior abilities recites the 

nenbutsu from the first time the think of it to the end of their lives; the 

person of middle abilities recites from one to seven days， and the person of 

lesser abilities recites from one to ten times， but because of the power of 

the vow， you should believe that [everyonel wi1l be born in the Pure Land 

without exception， and that while the amount [of nenbutsu corresponding 

with] the Original Vow may be undetermined， you should continue your 

nenbutsu practice until the end of your life without retrogressing even 

though you understand that determination of Birth may happen with only 

one nenbutsu. 

For a person who truly holds the intention for Birth and utters the 

nenbutsu with acceptance of the authority of the Original Vow of Amida， 

there may be some kind of unwholesome event when they face the end of 

their life. For this reason the Buddha descends to welcome him with the 

purpose of enabling him to maintain a proper state of mind (正念)in these 

last moments. The people who do not grasp this all think that they need 

only recite the nenbutsu with a proper state of mind in their final moments 

and the Buddha wi1l then comes to greet them， but this shows they neither 

believe in the Buddha' s Original Vow nor accept what is written in the 

sutras. In the Chengsanカingtujing， it said “Extend assistance with the 

mind of compassion; prevent another' s confusion with your concern." 10 It 

8 Jozen 2.56a 

9 T 37.271a17とJozen 2.??若非善業者敬市遠之亦不随喜也
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your past behavior in terms of good and bad， put aside your evaluation of 

the depth of your past sins ， and just utter the words namu amida butsu， 

you will feel certain that you will achieve Birth by means of the 

[intercession of thel Buddha. It is from an attitude that Birth has been 

assured that your karma for Birth will be determined. If you think that your 

Birth is uncertain， then it will be uncertain; if you think it is definite， then it 

will be. Therefore when we speak of this so-called profound mindset， it 

refers to an attitude of accepting without doubt the authority of the 

Buddha' s vow from the bottom of your heart， [knowing thatl you will not 

be hated [by the Buddhal for anything you have done， for it is definite that 

he will be there to greet you [in your final momentsl. 

Since your transgressions (過トガ)will not mean you will be rejected for 

[admission to the Pure Landl， it will not do if you conclude that since you 

are relying on the Dharma you can engage in any activity that you like. 

This is why Shandao' s exegesis contains these words “Improper actions 

of the three kinds (body， speech， and mind) must be purged from the true 

mind， proper actions of the three kinds must be practiced.叶 Inaddition， 

since he glossed this as “One should keep a respectful distance from 

unwholesome activities， and not take delight in them，" 9 you should 

maintain an attitude of apprehension about sin and promotion of good to 

the best of your abilities. Just keep in mind your faith that the original 

promise of Amida does not concern itself with a person' s goor or bad 

karmic status， [rememberingl that if you recite the sacred name the 

Buddha will come to greet you without fai1. The merit in the sacred name 

eliminated whatever transgressions you might have done， so you should 

have a profound faith， without even one thought of doubt， in the amazing 

fact that you can attain Birth in the Pure Land with as few as ten or even 

one nenbutsu. Moreover， if one is born in the Pure Land with only one 

nenbutsu， that does not mean you should limit yourself to only one 
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who seek Birth while they recite the nenbutsu of the Original Vow may 

give rise to the aff1ictions of greed and resentment or create bad karmic 

[seedsJ from violating the precepts against the ten evils/ and then 

thoughtlessly disrespect themselves and this in fact brings on doubt in the 

Original Vow. Shandao examined the rise of this kind of doubt and 

proffered up this notion of the two aspects the mindset of deep faith [to 

counteract itJ， interpreting the [sutraJ to mean that even for ordinary 

people like us who instigate klesas and produce sin， if we recite the 

nenbutsu while revering the Original Vow of Amida down to as few as ten， 

even one， time， our Birth will be assured. If he did not begin with the belief 

in [the limitations ofJ one' s self， then how is someone to invoke the 

nenbutsu in the mental state of his/her [normalJ attitude toward things， 

one in which it is difficult to correspond to [the expectationsJ of the 

Original Vow of the Buddha (仏の本願に契い難い);[when the sutraJ 

speaks of Birth with as few as a single nen or ten nen， one may feel a sense 

of crisis that you may not be able to entrust yourself for Birth when you 

seriously (なんども)asses your situation which is in contrast with [the 

idealJ that it is precisely the person blessed with neither creating kle$a nor 

committing sin [who should be savedJ. Those people who cannot discern 

what the commentary (of Shandao) is trying to say will say amongst 

themselves that those who think improper thoughts will not realize Birth. 

But this way of thinking leads to an attitude that sees Birth as ultimately 

impossible. But you should not resign yourself to this perspective， filling 

your mind with doubt for long periods of time. If you do not reflect upon 

5 T 37.271a27丘

6 T 37.271 b25. 

7 十悪:Kil1ing， stealing， adultery， lying， using inappropriate language， slander， 

equivocating， coveting， anger， and holding false views 
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to yourself internally， and try to follow what is best outside around you. But 

if in following the appropriate action regarding what is around you means 

taking actions that violate your internal thoughts， that will lead to a 

lessening of mindset of utter sincerity. Just be genuine in how you think 

internally and do the same regarding the outside world. Then you will have 

what we call the mindset of utter sincerity. 

Now there are two aspects of this “profound mindset" [mentioned in 

the Muryojukyo). Shandao explains it like this. 

The profound mindset designates the mind that deeply believes. 

There are two aspects to this. First is to deeply believe that it is 

certain that you yourself are merely an ordinary person replete with 

the afflictions of karma (klesa) coursing through an evil samsara， 

that your wholesome karmic roots [from the past) are weak and few 

in number， and that over long kalpas you have been transmigrating 

repeatedly through the triple-world with no means of escape. Second 

is to deeply believe that Amida Buddha embraces sentient beings 

with his forty-eight vows; in other words ， Birth can definitely be 

attained when one is carried by the power of the Buddha' s vow， and 

to that end one recites the Name as few as ten times. Because one 

holds not even one thought of doubt， this is called the profound 

mindset. 5 • • • 1n addition， the profound mindset [may also be 

described as) resolving to cultivate practice according to the 

teachings of the buddhas， putting aside doubts forever， and not to 

retreat or be overturned by other understandings and practices， or 

different studies， opinions or disciplines.6 

This interpretation states that first one believes in one' s own limits， and 

afterward brings forward be!ief in the vows of the Buddha. It is for the sake 

of [attaining) the latter be!ieving mind (shinjin信心)that the first form of 

faith is given. The reason is that [Shandao) feared that the various people 
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commitment， in which one turns over all their karmic merit to this 

end. One who is equipped with this “triple mind" will be born in 

that Land without fail. 

The Venerable Shandao explained these three mindsets in the this way: 

The first one is the mindset of utter sincerity. Here “utter" means 

true， and “sincere" means real. 1 want to clariかthefact that the 

understanding and practice of the karma created in the body， 

speech， and mind of all sentient beings should definitely be 

cultivated within this mind of what is true and real. Do not manifest a 

face to the world in which you seem sagacious and focused， while 

internally you hold on to nothing. 

This is， in other words， the mind of what is true and real. “True and real" 

refers to the state of mind where in one' s thoughts， words， and deeds， 

there is no insincerity internally or affectation externally. Therefore one 

should genuinely reject this defiled land to look to the Pure Land， blending 

your outward appearance with your inward thoughts. Your thoughts should 

not include any bad intention internally while you show your intelligence， 

or fall into laziness while you pretend to be diligent. This is why he says 

“Do not manifest a face to the world in which you seem sagacious and 

focused， while internally you hold on to nothing." Regarding the 

[repeated] recitation of nenbutsu， to other people' s eyes it may seem like 

you are reciting 60，000 or 70，000， but in fact you may be doing nothing like 

that. Or you may have an attitude where you utter the nenbutsu only when 

people watch you and stop your chanting when they do not. There is no bad 

behavior that you can make appear good to others. You have no other 

choice but to sincerely try to match the expectation of the Buddha， be true 

3 Not exactly the same as the 18th Vow 

4 T 47.447c25. 
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he put forth to create a Pure Land， he expressed this in the eighteenth: 

“When 1 attain buddhahood， if sentient beings in the ten directions who 

aspire to be born in my land recite my Name even ten times and do not ride 

upon the power of this vow to be born there， may 1 not attain supreme 

enlightenment." 3 As he already became a buddha t句enkalpas ago仏， Shandao 

commented 

buddha油ho∞od.It should be understood， therefore， that this most important 

vow is not an empty promise. If sentient beings recite the [Name) they will 

attain Birth without fail." 4 In light of this statement， one should not doubt 

that the person who recites the nenbutsu believing in the Original Vow of 

Amida will [attain) Birth. No matter what [your situationJ， you must accept 

the authority of the Amida Buddha' s vow， and single-mindedly evoke the 

nenbutsu; never mind what people who hold a di宜erentunderstanding may 

say to impede you， you must never hold any doubts about the vow of the 

buddha. When you reach this understanding， you will be able to set aside 

any notion of the path to self-perfection， knowing that we are not part of 

that lot. Then， entering the path to the Pure Land， you will welcome the 

Buddha' s vow with an earnestness as you recite the Name; you are then to 

be known as a practitioner of the Pure Land path. 

Next， we will consider the practices one should take up after they have 

entered the Pure Land path， it is important that one' s mind and one' s 

practice be in accordance with one other. This is referred to as the anjin 

kigyo. 

This notion of anjin refers to your mental approach (心遣Lミ).The 

Guanwuliangshou jing explains， 

If a sentient being commits himself to birth in that [Sukhavati] Land， 

and puts forth the three mindsets， he will subsequently [attain) 

Birth. What are these three? First is the mindset of utter sincerity. 

Second is the profound mindset. Third is the mindset of 
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in this Land is a matter of the vow of Amida Buddha; without concern as to 

how good or bad someone may be， it depends upon whether or not that 

someone accepts the authority (懇み憲まざる)of the Buddha' s vow. For 

this reason Daochuo wrote “There is only one gate; passing through it， 

this is a path that one can follow." 1 Thus the people these days who 

desire to leave behind the realm of death and birth should abandon the 

path to perfection that is difficult to realize and look toward the Pure Land 

as someplace easier to reach. 

We also refer to this distinction of the path to self-perfection and the 

path the Pure Land as ways of difficult versus easy practice. For example， 

this has been expressed by saying ‘'The way of difficult practice is like 

walking a steep path. The way of easy practice is like traveling an ocean 

route by boat." 2 [This difficult pathl should not be pursued by those with 

weak legs or whose sight is not strong. Simply by boarding the boat once 

can reach the other shore. But these days we are such that our [supposedl 

eyes of wisdom work improperly and our legs of practice are broken. In the 

end it is clear that the steep way of the path to self-perfection， the way of 

difficult practice， will only end our hopes. Only by riding on the boat of the 

original vow of Amida can we cross the ocean of birth-and-death to arrive at 

the other shore of the Land of Bliss. Thus 1 now use the metaphor of a boat 

to describe the original vow of Amida. 

The Original Vow refers to the eighteenth vow made by Amida long ago 

when he first put forth his religious aspiration， abandoned his position as 

prince， went forth from his family as a monk， and promised to save sentient 

beings upon becoming a buddha. At that time， among the forty-eight vows 

1 Anloji. T 47 

2 See Jozen 1.219a for Tanluan' s similar quote 
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Summary of the Jδdo Viewpoint 

(浄土宗略抄)
Translated by Mark Blum and Yoshiharu Tomatsu 

The path to separation from samsara at the present time is nothing but 

Birth in the Pure Land. And the practice for Birth in the Pure Land is 

nothing but nenbutsu. Although in a large sense there are many gates for 

entering the Buddhist path for leaving this distressed world， they can be 

grossly divided into two. That is， the path to self-perfection and the path to 

the Pure Land. 

If we first consider the path to self-perfection， this is the approach in 

which one cuts 0丘one's delusion and attains enlightenment. 1n this regard 

there is a Mahayana path to perfection and a Hinayana path to perfection. 

Within the Mahayana itself there are two: the Buddha vehic1e and the 

bodhisattva vehicle. All together we refer to this as the four vehicles. But 

for us， living at this time， none of them can be endured. That is why Dhyan 

a Master Daocho said "That which we call the path to self-perfection in 

this time is difficult to realize in this age." For that reason we will have 

nothing to say about the individual practices [in that rubricl. For it has 

been long since anyone heard the path to perfection [preached by the 

Buddhal and it is hard to understand; we should accept this as a path that 

people like us cannot even imagine (思いよらぬ). 

Next we consider the gate to the Pure Land， which [signifiesl turning 

away from the Saha world to quickly [seekl birth in the Land of Bliss. Birth 
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felicity of his senses will not deteriorate; the hue of his form will not 

change; and the radiance of his visage will not vary. This is because the 

Tathagata' s contemplation and wisdom is ultimate and lasting， enabling the 

free manifestation of the entirety of the dharma. 931 Ananda， listen 

carefully， and 1 will now explain in detail." 

Ananda responded: “1 implore you to do so and will attend with joy." 
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you are dedicated to leading the people. Oh August One who has the 

greatest wisdom in the world， today you walk in the supreme perfect 

enlightenment that has eliminated illusion. Oh Venerable One most 

honored among the deities of heaven， today you shine forth the virtue of a 

buddha leading the people. The buddhas of the past， present， and future all 

think upon each other in contemplation， now it is none other than that you 

too， contemplate all the buddhas. If this were not so， how could it be that 

your form radiates a light of dignity such as this?" 

Thereupon Shakyamuni responded to Ananda: “Ananda， did a celestial 

deity come to you with that question， or did you think of the wonderful idea 

to ask that of your own accord?" 

Ananda replied: “A celestial deity did not come to me with that 

question. 1 asked that question based completely on my own thinking." 

At that the Buddha responded: ‘Well done Ananda， 1 am very pleased 

with your question. It is due to your vast wisdom that you are able to speak 

so eloquently. N ow you asked this excellent question for the sake of 

suffering people. The Tathagata Buddha with a heart of unlimited mercy 

su百ersfor those of the three realms. Moreover， the Buddha appeared in 

the world to manifest the teaching opening the path to enlightenment. With 

the desire to save all people， the Buddha leads the way to the realm of 

enlightenment. To chance an encounter (with a Buddha like this) is as 

difficult and takes as an immeasurably long time as encountering the 

blossoming of an udumbara tree (that blooms only once in three thousand 

years). For that reason， the question you asked has great benefit， opening 

the realm of enlightenment for all people and celestial beings. 

Ananda， you should know that the wisdom of the Tathagata' s 

enlightenment is unfathomable， guiding innumerable people. That wisdom 

is without obstruction or impediment. The buddha can preserve his life 

with a single meal for ten trillion aeons or even infinitely. Even so， the 
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The Bodhisattvas inspired with great compassion take pity on sentient 

beings， and through their merciful eloquence bestow dharma vision.
7 
They 

close the paths to the realms of hell， hungry ghosts， and beasts， and open 

the paths to the realms of humans and celestial deities. The bodhisattvas 

manifest the Dharma before the multitude of beings， even without having 

been asked. Sentient beings receive it with the reverence of a dutiful child 

for his mother and father. Likewise， the bodhisattvas look upon living 

beings as their own selves. S 22 Having acquired the roots of virtue， all the 

bodhisattvas reach the shore of emancipation. Moreover， all of them 

accrued the immeasurable merits of a buddha， and the sanctity and 

brilliance of their wisdom is inconceivable. An innumerably large group of 

bodhisattvas gathered together there at once. 

At that time， Shakyamuni appeared with his figure in full glory， his form 

pure and immaculate， and his countenance lofty in radiance. Then， Ananda， 

understanding Shakyamuni' s intention， rose from his seat and stepped 

forward; casting his robe from his right shoulder he knelt down and 

clasped his hands in reverence， and addressed Shakyamuni. 

“World-Honored One， today， you appear with your figure in full glory， 

your form pure， and your countenance lofty in radiance. Your light is like 

that of a polished mirror that reflects within and without. Moreover， your 

form is replete in dignity and radiates incomparable brilliance. Until today 1 

had yet to see you in such majestic form. 

Oh Great Sage， it occurs to me， that: “Today， Oh World Honored One， 

you dwell in the Dharma extending beyond mortal understanding. Oh 

Great Hero who has defeated Mara begetter of illusions， today you dwell in 

the abode of enlightenment of all the buddhas. Oh Eye of the World， today 

7 The dharma eye (法眼)of bodhisattvas allows insight into the dharma. 
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In addition， the bodhisattvas provide various expediencies for the 

salvation of people， manifesting themselves as sravakas， pratyekabuddhas， 

or bodhisattvas to reveal the three methods leading to enlightenment. For 

the sravakas and pratyekabuddhas， they demonstrate their passing from 

this world. But such bodhisattvas as themselves have achieved the wisdom 

free of delusion wherein there are no more actions to undertake， no 

consequences of any actions， no arising， and no perishing. Having attained 

equanimity， they are endowed with memory beyond calculation， hundreds 

of thousands of samadhis， and virtuous actions and the wisdom that 

universally produces enlightenment. While maintaining the mental state of 

quietude and open-heartedness， the bodhisattvas deeply penetrate the 

storehouse of Buddhist teachings (for leading the way) ， and (like 

Samantabhadra) achieve the state of the Buddha' s Garland Transcendence 

(buddha avatamsaka samadhi)， clearly elucidating the entire canon of 

buddhist scriptures. 

The bodhisattvas， dwelling in profound tranquility， see all the 

innumerable Buddhas in the present and pay homage to them. !3 19 The 

bodhisattvas explain the route to salvation to those fallen in the unfortunate 

realms of hell， hungry ghosts， and beasts， whether they fulfill the Buddhist 

practices or not. Having the eloquence endowed with the wisdom of a 

buddha， they can understand all speech for the guidance of all beings. 

Having overcome mundane rational thought， the bodhisattva' s mind is 

already firmly started on the way to enlightenment. 

Their hearts are immutable， regardless of what they encounter. For the 

sake of all living beings， they become their friends and shoulder their 

burdens， (leading them to salvation). Moreover， they have mastered the 

treasury of the profound dharma of the Buddha and devotedly protect the 

seed of buddha nature (residing in sentient beings)， ensuring its 

development without cessation. 
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the entire dharma. Having attained a venerable degree of mastery， there is 

no level of the doctrine that they cannot attain. They appear in innumerable 

buddha realms. Without presumption or indolence， they relieve all sentient 

beings of their suffering and lead them in this manner. 

In addition， those bodhisattvas (by following the virtuous practices of 

Samantabhadra) mastered the entire corpus of Mahayana scriptures 

containing the Buddha' s teaching. Their names spread throughout to lead 

all in the ten directions. Moreover， the infinite buddhas protect the 

bodhisattvas， who dwell in the abode of the Buddha (the state of 

enlightenment) and have become great sages. S 16 As the Buddha 

explained and spread the dharma doctrine， likewise do the bodhisattvas. 

They become great masters among bodhisattvas， who through their 

profound transcendence and wisdom lead sentient beings (to the Buddhist 

teachings). They can penetrate the essence of all things and apprehend the 

nature of sentient beings. Perceiving all the buddha-realms， they make 

offerings to all the buddhas by manifesting themselves in a flash like 

lightening. 

The bodhisattvas assiduously study the intrepid intent (of the buddhas) 

to enlighten， using illusory methods as a net (to save people). They render 

asunder Mara' s net (which obstructs the path to enlightenment) and 

dissolve delusions (causing the pangs of attachment). After which， the 

bodhisattvas transcend the stages of sravaka (auditor) and pratyekabuddha 

(self-enlightened buddha)， attaining the three samadhis of emptiness， non-

form， and non-desire
6
. 

5 Sanku (三苦)

6 The three types of samadhi (sanmai，三昧)， or mental quiescence， are: emptiness (ku，空)-

all existence is merely projection， non-form (muso，無相)-nopermanent appearance or form， 

and non-desire (mugan，無願)-withoutattachment 
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The buddha' s light illuminates infinite buddha realms， making all worlds 

quake in six ways. This light extends even to Mara' s realm， shaking his 

palace. There， all the demons surrender in fright， not even one failing to be 

converted. In this way， the buddha rends the net of hampering teachings， 

rids the world of false views， disperses mental afflictions， and stops the 

gutters of desire. The buddha firmly protects the castle of the true doctrine， 

opens wide the gate of the doctrine， thoroughly cleanses the pollution of 

delusion， and clearly reveals a lustrous purity. The buddha' s light 

disseminates the Buddhist dharma， illuminating the path to true 

awakening 

The buddha visits various lands to receive alms and victuals， by which 

enabling people to accumulate merit through their charity and showing 

them how to realize fields of felicity. Wishing to disseminate the dharma， 

the buddha manifests a joyful smile， and uses the various teachings as 

medicine for salvation from the three kinds of suffering5
. The buddha 

inspires the aspiration for enlightenment by clearly demonstrating 

immeasurable virtues and proclaims to the bodhisattvas the prediction that 

they will attain perfect enlightenment. 

(8) The buddha manifests his passage from this world， but the teaching 

will remain behind to save all people without limit， eliminating various 

afflictions and establishing multiple roots of goodness. The merit of the 

buddha cannot be comprehended because it extends beyond human 

understanding. 

The Buddha travels to various Buddha realms showing the path to 

enlightenment. The Buddha' s practices are pure without blemish.、13Like 

a magician who displays illusions， the buddha can transform into a man or 

woman， there being no form that cannot be manifested by the Buddha. By 

having mastered the learning， the buddha can accomplish anything at will. 

At this place， all the bodhisattvas are also the same and well versed in 
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which， a celestial deity appears drawing down a branch of the tree on the 

riverbank for the bodhisattva to ascend from the river4
• Lovely divine birds 

circle and escort the bodhisattva to the seat of awakening. 

lndra appears manifested as the person called Svastika. Upon seeing 

Svastika， the bodhisattva perceives this good omen signifying future 

enlightenment. Svastika， heaping good fortune upon the bodhisattva， 

provides rushes for the bodhisattva at the seat of awakening. The 

bodhisattva accepts them gratefully， spreading them below the bodhi tree 

and sitting there in a cross-legged posture. The bodhisattva' s body then 

emits a great brilliant light. 

(5) Upon seeing it (the brilliant light)， Mara realizes that the bodhisattva 

is about to awaken to enlightenment and he leads his entire family to 

assault the bodhisattva (to prevent him from achieving enlightenment). 

However， the bodhisattva succeeds in subduing them through the power of 

his wisdom. 

(6) The bodhisattva realizes the subtle dharma， attaining ultimate 

enlightenment. 

(7) At that time， lndra and Brahma appear and beseech the bodhisattva， 

now having become a buddha， to turn the wheel of the dharma for the sake 

of all sentient beings. The buddha then travels far and wide roaring the 

lion' s roar of a buddha， proclaiming the Buddhist doctrine like beating a 

great drum， blowing a conch shell， brandishing a sword， hoisting a banner， 

rolling thunder， striking lightning， and making rain fall to nourish myriad 

things. Then， the buddha awakens the peoples of the world with the sound 

of the dharma. 

3 These are the eight stages of a buddha' s Iife， called Hasso Jodo (八相成道)in J apanese 

4 The sutra has “pooJ" (ike，池)，but this is understood as describing the state of the river 

in the drγseason. 
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<The Eight Stages of Becoming a Buddha>3 

(1) (Prerequisite to that) ， all these bodhisattvas had placed themselves in 

Tusita heaven to proclaim the true Buddhist teaching， then (to proclaim the 

Buddhist teaching in the human realm) they each descended from the 

heavenly palace to enter the womb of a woman. 

(2) Each bodhisattva， after being born from under the right arm of a 

mother of imperial lineage， took seven steps， emitled a brilliant light from 

the bodhisattva' s person shining throughout countless realms， and the 

earth quaked throughout infinite Buddha-realms. At that point the 

bodhisattva proclaimed in a loud voice，“1 will become the most revered in 

this wor1d." lndra and Brahma reverently atlended the bodhisattva and 

the celestial deities and earthly beings came to pay homage. 

(3) The bodhisattva masters the arts of arithmetic， literature， archery， 

and equestrian (martial arts) ， extending even to the secret arts of the 

immortals and the pursuit of belles-lettres. Moreover， the bodhisattva 

polishes the martial arts outside and enjoys the pleasures inside the palace. 

(4) Upon encountering the elderly， the sick， and the deceased， the 

bodhisattva awakens to impermanence and renounces kingdom， wealth， 

and throne committing to seek enlightenment in the mountains. The 

bodhisattva returns the white horse， on which the bodhisattva had ridden， 

together with the crown and jewels to the palace. Thereupon， the 

bodhisattva discards the magnificent apparel to dress in rough c10thing 

appropriate for an ascetic and shaves the hair. The bodhisattva sits 

solemnly upright below a tree in ascetic practice for six years. 

The bodhisattva， being born in the wor1d of the five corruptions and 

hence bearing a form sullied by impurities the same as others， bathes in 

the river (to cleanse his body after having renounced austerities). Upon 
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Mahal王asyapa， the Venerable Sariputra， the Venerable 

Mahamaudgalyayana， the Venerable Kapphina， the Venerable 

Mahakausthilya， the Venerable Mahakatyayana， the Venerable Mahacunda， 

the Venerable Purna Maitrayaniputra， the Venerable Aniruddha， the 

Venerable Revata， the Venerable Kimpila， the Venerable Amogharaja， the 

Venerable Parayanika， the Venerable Vakkula， the Venerable Nanda， the 

Venerable Svagata， the Venerable Rahula， and myself， the Venerable 

Ananda， among others， all being leaders even among the great sages. 

1n addition， bodhisattvas of Mahayana Buddhism also joined the 

assembly. These were Samantabhadra， Manjushri， and Maitreya， among 

others， all bodhisattvas of this auspicious cosmic age; sixteen bodhisattvas 

like Bhadrapala; and also Fe!icitous Consideration Bodhisattva， Belief 

Wisdom Bodhisattva， Void Nonexistence Bodhisattva， Divine-Power 

Blossom Bodhisattva， Glowing Calyx Bodhisattva， Wisdom Superior 

Bodhisattva， Knowledge Banner Bodhisattva， Quiescent Root Bodhisattva， 

1nvoking Wisdom Bodhisattva， Musky Elephant Bodhisattva， Jewel Calyx 

Bodhisattva， Central Dwelling Bodhisattva， Restrained Conduct 

Bodhisattva， Emancipation Bodhisattva among others2
• 

These bodhisattvas， following the virtuous practices of Samantabhadra， 

fulfilled infinite vows and the practices necessary to achieve them， 

mastering all the virtues. Henceforth， traversing everywhere to lead people 

skillfully to the Buddhist teaching， each， while ever residing in the Buddha 

realm， attained the state of enlightenment， after which manifesting their 

Buddha form in infinite realms. 

1 Currently considered to have been translated in cooperation by Buddhabhadra (悌陀政陀

羅， 359-429) of the Eastern Ching dynasty and Baoyun (賓雲， 376-449) of the Liu Sung 

dynasty 

2 The names of these bodhisattvas do not exist in the Sanskrit corpus， so they have been 

translated from the Chinese literally. 
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Jodoshii Interpretation of the Buddha 

of Immeasurable Life Sutra 
(Fascicle 1; Part 1) 

Translated by Karen Mack from the Chinese according to the Japanese 

Pure Land interpretation found in the contemporary Japanese translation of 

the Jodo Shu Research Institute， published in Kyoka Kenkyu 00urnal of 

Jδdo Shu Edification Studies)， No. 15，2004 

Translated in the Cao-Wei dynasty by the Tripitaka Master Samghavarman 

from India I 

Invocation 

Preamble 

The Assembly 

Thus 1 (Ananda) have heard (from Shakyamuni). At one time Shakyamuni 

was at Vulture Peak， to the northeast of Rajagriha， and twelve thousand 

excellent disciples had gathered. They were all great sages who had 

mastered various spiritual powers. 

Introducing them by name， all of whom highly respectable， they were 

the Venerable Ajnata Kaundinya， the Venerable Asvajit， the Venerable 

Vaspa， the Venerable Mahanama， the Venerable Bhadrajit， the Venerable 

Vimala， the Venerable Yasodeva， the Venerable Subahu， the Venerable 

Purnaka， the Venerable Gavampati， the Venerable Uruvilva Kasyapa， the 

Venerable Gayakasyapa， the Venerable Nadikasyapa， the Venerable 
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2日

-国際対応研究会

6日

-国内開教研究会

・浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

・浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

8日

-国際対応研究会 (浄土宗総合研究所)

13日

・浄土三部経研究会

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所)
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土

浄

葬

日

浄
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比

・

路

(浄土宗総合研究所)

(築地本願寺)

-国際対応研究会

.圏内閲教研究会

20日

浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

・仏教福祉研究会 (浄土宗総合研究所)

23日

(浄土宗総合研究所)-葬祭仏教研究会

'2:1日

-国内閲教研究会

・浄土三部経研究会 (浄土宗総針腕所)

・浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

29日

-他教団交流(京都府亀岡市天思郷 大本本部)

30日

・葬祭仏教研究会

31日

-浄土三部経研究会

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所)
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10日

・国際対応研究会

11日

(福岡弘善寺)

-生命倫理研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-法然上人二十五霊場研究会 (京都・分室) I 3日
12日 | ・現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

・国際対応研究会 (浄土宗宗務庁東京) I 6日

13日 | ・浄土宗対字典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-国際対応研究会 (浄土宗宗務庁東京) I 7日
16日 | ・浄土宗対削研究会 (浄土宗宗務庁東京)

・浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所) I 8日

-浄土宗対字典研究会 (浄土宗宗務庁東京) I ・現代布教研究会

・葬祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所) I ・国際対応研究会

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所)

-生命倫理研究会

17日

(浄土宗宗務庁東京)

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

・国際対応i~Jf究会 (浄土宗総合研究所)

18日

10日

・現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

13日

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

・浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

14日

-国際対応研究会

19日

(浄土宗総釧究所) I 浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

・圏内開教研究会研究会 (大正大学)

・国際対応研究会 (浄土宗総合研究所)

23日

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

・葬祭仏教研究会研究会 (浄土宗総合研究所)

・仏教福祉研究会 (浄土宗宗務庁東京)

25日

15日

-国際対応研究会 (浄土宗総剖庁究所)

・浄土教比較論研究会 (浄土宗総併耳究所)

16日

-法然上人二十五霊場研究会

(浄土宗総合研究所京都分室)

17日

・葬祭仏教研究会

20日

(浄土宗宗務庁東京)

- 国際対応i~Jf究会

26日

(浄土宗総合研究所) I 浄土宗対槻研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

27日

-現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

-生命倫理研究会 (浄土宗宗務庁東京)

21日

・浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

.圏内閲教研究会

3却O日 I (東京コンフ 7レンスセン夕一)

.浄土宗大対首辞宇典則石研庁附究会 (併狩

.葬祭仏教研究会研究会 (i浄争土宗総合研究F所庁)
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28日 -浄土教比較論研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-現代布教研究会 (浄土宗総制服所) 28日

-四十八巻伝研究会 (知恩院) -生命倫理研究会 (浄土宗総針斤究所)

-分室会議 (浄土宗総合研究所京都分室) -浄土宗大辞典研究会 (浄土宗総創iJf究所)

31日 -葬祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京) 30日

-生命倫理研究会 (浄土宗総合研究所) -国際対応4汗究会 (浄土宗総合研究所)

4日 2日

-現代布教研究会 (浄土宗総制服所) -現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

7日 5日

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京) -浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

8日 12日

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所) -浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

9日 13日

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所) -現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

10日 14日

-国際対応研究会 (浄土宗総合研究所) -国際対応4汗究会 (浄土宗総合研究所)

14日 16日

-浄土三部経研究会 (浄土宗総併耳究所) -海外関教研究会 (浄土宗総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗総合研究所) -現代布教研究会 (浄土宗宗務庁東京)

15日 19日

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所) -生命倫理研究会 (浄土宗宗務庁東京)

17日 -浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-国内開教研究会 (浄土宗総合研究所) 21日

18日 -法然上人二十五霊主崩庁究会

-圏内閲教研究会 (大正大学) (浄土宗総合研究所京都分室)

21日 26日

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所) -浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-仏教福祉研究会 (浄土宗総合研究所)

-生命倫理研究会 (浄土宗宗務庁東京) 3日

-国内閲教研究会(天台宗宗務庁総剖腕センター) -国際対応、研究会 (東京，心光院)

24日 7日-9日

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗総創庁究所) -国際対応研究会 (福岡弘善寺)
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10日

-葬祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所)

22日

-圏内閲教研究会 (浄土宗総制斤究所)

-葬祭仏教研究会 (浄土宗総創庁究所)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

23日

-現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

25日

-圏内問教研究会 (浄土宗総合研究所)

29日

16日

・浄土教比較論研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-現代布教研究会

21日

(浄土宗総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

26日

-浄土宗対字典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

.海外開教研究会

(浄土宗宗務庁東京第一応接室)

・葬祭仏教研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-生命倫理研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京) I ?:1日

-生命倫理研究会研究会 (浄土宗総合研究所) I ・葬祭仏教研究会 (浄土宗宗務庁東京)

31日 |初日

-法然上人二 卜五霊場研究会 | ・他教団交流 (曹洞宗総合研究センター)

(浄土宗総倒f究所京都分室) I 29日

-法然上人二十五霊場研究会

(浄土宗総合研究所京都分室)

2日

-葬祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所)

-現代布教研究会 (浄土宗総合研究所) 3日

6日 -仏教福祉研究会 (浄土宗総合研究所)

-現代布教研究会 (大正大学) -浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

8日 6日

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京) -第四回教団付置研究所懇話会

-国際交流研究会 (浄土宗総合研究所) (曹洞宗総合研究センター)

-園内閲教研究会 (浄土宗総合研究所) 17日

9日 -浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

-現代布教研究会 (大正大学) -浄土宗対字典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

10日 18日

-国内開教研究会 (関西大学) -浄土三部経研究会 (浄土宗総剖汗究所)

12日 21日

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所) -現代布教研究会 (浄土宗総剖庁究所)

14日

-葬祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所) I 26日

-国際対応4耳究会 (浄土宗総剖汗究所)
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30日 28日

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁 東京) I ・法然上人二十五重量場研究会

-生命倫理研究会 (浄土宗宗務庁東京) I (浄土宗総合研究所京都分室)

31日 |お日

-法然上人二十五霊場研究会 | ・国際対応研究会 (浄土宗宗務庁東京)

(浄土宗総合研究所京都分室)

1日

3日 ・現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

・葬祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所) 4日

・現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

6日

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

11日

-浄土宗対字削f究会 (浄土宗宗務庁東京) -浄土三部経研究会 (浄土宗総剖汗究所)

・海外関教研究会 (浄土宗宗務庁東京) 19日

・仏教福祉研究会 (浄土宗宗務庁東京) -現代布教研究会 (浄土宗総針庁究所)

9日

-法事讃研究会

10日

-現代布教研究会

(浄土宗総合研究所)

20日

-国際対応4丹究会

21日

-園内閲教研究会

(浄土宗宗務庁東京)

(浄土宗総合研究所)

-浄土三部経研究会

13日

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総併問所) -浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

25日

. 7'争土三部経研究会 (浄土宗総合研究所) I ・生命倫理研究会

・浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京) I .圏内閲教研究会

-国際対応研究会

17日

-現代布教研究会

20日

・浄土三部経研究会

(浄土宗宗務庁 東京) I幻日

| ・園内閲教研究会

(浄土宗総合研究所) I ・海外開教研究会

(浄土宗総創iJf究所)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京) I 1日

-生命倫理研究会 (浄土宗総合研究所) I ・国際対応研究会

24日 | ・仏教福祉研究会

・現代布教研究会 (浄土宗総合研究所) I 5日

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗宗務庁東京)

(浄土宗宗務庁東京)

-法然上人二十五箆湯研究 | ・現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所京都分室) I 88 

27日 I .浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

. j杜宗対削研究会 (浄土宗宗務庁東京) I ・葬祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所)
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平成十七年度活動報告

1日

-浄土宗総合研究所研修生入所式

(浄土宗宗務庁東京)

4日

・浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

・浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

・教団付置研究所懇話会(浄土宗宗務庁東京)

111::1 

-葬祭仏教研究会

・仏教福祉研究会

131:1 

-国際対応研究会

141"1 

-浄土三郎経研究会

18日

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所)

(浄土宗総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

・浄土三郎経研究会 (浄土宗総合研究所)

・葬祭仏教研究会 (浄土宗宗務庁東京)

19日

-法然上人二十五霊場の研究 (京都分室)

20日

-現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

25円

-浄土宗大辞典研究会 (浄上宗宗務庁東京)

-生命倫理研究会 (浄土宗宗務庁東京)

'4'事祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所)

2:7日

-国際対応;f，}f究会 (浄 t宗総合研究所)

* 12 

9日

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-国内閲教研究会 (浄土宗総合研究所)

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

-葬祭仏教研究会 (浄土宗総合研究所)

10日

-国際対応、研究会 (浄土宗総合石耳究所)

12日

-現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

16日

， j争土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-浄土三部経研究会 (浄土宗総合研究所)

-圏内開教研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-葬祭仏教研究会 (浄土宗宗務庁東京)

208 

-浄土教比較論研究会 (浄土宗宗務庁東京)

お日

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京)

-浄土三部経研究会 (浄土宗総制服所)

25日

-現代布教研究会 (浄土宗総合研究所)

26日

-国内閲教研究会研究会

-法然上人二十五霊場研究会

(浄土宗総合研究所京都分室)

2:7日

・圏内閲教研究会 (大正大学)



【特別業務】 大遠忌関連 浄土宗大辞典

代表/顧問 石上善膝 福西賢兆

東部スタッフ

主務 林田康11慎

大蔵健司 西場宗隆

袖山祭輝 石川琢道

研究員 柴田泰山 曽根室経

和国典善 名和清隆

宮入良光 石田一俗

嘱託研究員
吉田淳雄 郡嶋昭不

村田洋一

研究スタッフ
江島尚俊 東海林良昌

吉水岳彦

西部スタッフ

研究員 斉藤舜鍵 善裕昭

嘱託研究員 安達俊英 清水秀j告 米津実江子

研究スタッフ 大沢亮我

編集担当

研究員 大蔵健司 石川琢道

嘱託研究員 吉田淳雄 郡嶋昭ホ 島恭裕

【特別業務1 大遠忌関連 浄土ニ部経

代表/顧問 石上善LI!

主務 袖山祭輝

研究員
柴田泰山 膏藤舜健

石田一裕

嘱託研究員 郡嶋昭ホ

【特別業務】 大遠忌関連 四十八巻伝

代表/顧問 伊藤唯真

主務 善裕昭

研究員 曽田俊弘

嘱託研究員 真柄和人 千古利恵子 米運実江子
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【経常的運営】 他研究機関連絡提携 他研究施般教団交流

主務 ~ 武田道生

研究員 名和清隆 後藤真法 戸松義晴

【特別業務】 特別 浄土宗普本費量書

主務 善裕昭

嘱託研究員 米漂実江子

研究スタッフ 伊藤真宏 松島吉和

【特別業務】 特別 浄土宗典籍・板木の研究

主務 竹内真道

研究員 脅藤舜健 伊藤茂樹 曽田俊弘

嘱託研究員 井野周隆 米薄実江子

【特別業務1 大遠忌関連 ;去然上人一十五震場研究

主務 脅藤舜健 斉藤隆尚

研究員 佐藤晴輝 上田千年 坂上典翁

伊藤茂樹 竹内虞道 曽田俊弘

宮入良光

嘱託研究員 清水秀浩 井野周隆 米津実江子
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【総合研究】 総合研究プロジェクト 国際対応

代表/顧問 田丸徳善

主務 戸松義晴

嘱託研究員
岩田斎a Jonathan Watts Karen Mack 

佐藤堅正 島恭俗

生野善応 川名里奈 小林正道

研究スタッフ
佐藤良純 袖山集長 田中敬子

服部正穏 藤木雅雄 松;寿弘道

松涛誠達 Mark Blum Clyde Whitworth 

【基礎研究】 教学的関連プロジェクト 浄土教比較.. 

代表/顧問 石上善謄 梶村昇

主務 柴田泰山

研究員 福西賢兆 林田康}I原 和国典善

L同託研究員 郡嶋昭不

【基礎研究】 ;去式的関連プロジェクト 法事績研究

代表/顧問 福西賢兆

主務 坂上典翁

研究員 西城宗隆 柴田泰山

嘱託研究員 鹿本紫康 田中勝道 熊井康雄

山本晴雄 南忠信 八尾敬俊

清水秀浩 郡自鳥昭不

【基礎研究】 布教的関連プロジェクト 現代布教資料研究

主務 佐藤晴輝

研究員 後藤真法 宮入良光

嘱託研究員 正村瑛明 八木英哉 郡嶋昭ホ

【経常的運営】 総合広報緩集/HP管理運営

主務 大蔵健司

研究員 斉藤隆尚 石川琢道

嘱託研究員 島恭裕 吉田淳雄 郡白息昭不
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研究課題別 スタッフ一覧
【総合研究】 総合研究プロジェクト 開教

主務 武田道生

研究員 戸松義晴 名和清隆

嘱託研究員 水谷浩志 島恭裕

研究スタッフ
江島尚俊 大沢広嗣 中村憲司

春近敬

【総合研究】 総合研究プロジェクト 仏教福祉

代表/顧問 長谷川匡俊

主務 坂上雅翁

研究員
福西賢兆 上回千年 曽根宣雄

曽田俊弘

嘱託研究員 吉田淳雄

鷲見宗信 藤森雄介 関徳子

研究スタッフ
野田隆生 谷川洋ニ 大河内大博

;度遁義昭 吉水岳彦 石川到覚

安藤和彦 落合崇志 林俊光

【総合研究】 総合研究プロジェクト 生命倫理

代表/顧問 石上善感

主務 今岡達雄

研究員
福西賢兆 武田道生 袖山栄輝

戸松義晴 坂上雅翁 林田康順

嘱託研究員 水谷浩志 島恭裕

【総合研究】 総合研究プロジェクト 葬祭仏教

代表/顧問 伊藤唯真

主務 西械宗隆

研究員
福西賢兆 武田道生 大蔵健司

名和清隆

嘱託研究員
競見定信 細田芳光 熊井康雄

吉田淳雄
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平成17年度研究プロジ‘ェク卜一覧

開教

2 仏教福祉

【総合研究】
総プ合研究

ロジェクト 3 生命倫理

4 葬祭仏教

5 国際対応

数プ学的関連
ロジェク卜 6 浄土教比較論

【基礎研究】 方プ式的関連
ロジェクト

7 法事讃研究

布プ教的関連
ロジェクト

8 現代布教資料研究

総合広報 9 編集/HP管理運営

【経常的運営】
他研究機携関 10 他研究施設教団交流
連絡提

11 浄土宗善本叢書

特別

12 浄土宗典籍・版木の研究

13 法然上人二十五霊場研究

【特別業務】

14 法然上人展の調査研究

大遠忌関連 15 浄土宗大辞典

16 浄土三部経

17 四十八巻伝
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総合研究所運営委員会委員名簿

(平成18年7月l日現在)

委員(役職)

委員(総長委嘱)
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水谷幸正

岡本宣丈

曽和義雄

松本虞岳

入西勝彦

石上善慮

福西賢兆

武田道生

今岡達雄

香川孝雄

梶村 昇

中井虞孝

花園宗善

藤本浄彦

丸山 1導正

八木季生

(宗務総長)

(教学局長)

(財務局長)

(社会国際局長)

(文化局長)

(総合研究所長)

(総合研究所主任研究員)



研究助手 荒木信道

井野周隆

佐藤堅正

魔本康真

八木英哉

嘱託研究員 郡嶋昭示

島 恭裕

吉田淳雄

米津実江子

Jonathan Watts (ジョナサン ワッツ)

Karen Mack (カレンマック)

岩田斎肇

江島尚俊

熊井康雄

斉藤隆尚

佐藤良文

清水秀浩

東海林良昌

千古理恵子

竹内真道

田中勝道

漬本策康

細田芳光

真柄和人

正村瑛明

水谷浩志

村田洋一

山本晴雄

吉水岳彦

鷲見定信

鷲見宗信

渡辺裕章

客員教授 梶村昇

伊藤唯真

八木季生

田丸徳善

長谷川匡俊
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浄土宗総合研究所所員 ・嘱託名簿

(平成18年7月!日現在)

干 105-∞11 東京都港区芝公園4-7-4 Iy]照会館4階

電話 03-5472-6571 (代表)

FAX 03-3438-4033 

〈分室〉

〒603-8301 京都市北区紫野北花ノ坊町98 仏教大学内

電話 075-495-8143 

FAX 075-495-8193 

ホームページアドレス h目p:ffwww.jsri.jpf

所長

主任研究員

専任研究員

研究員
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石上善fff.

福西 賢兆

今岡達雄

武田道生

脅藤舜健

大蔵健司

西城宗隆

佐藤橋輝

袖山 豊能輝

戸松義晴

石川琢道

石田一裕

伊藤茂樹

上回千年

後藤 健;去

坂上雅翁

坂上典翁

柴田泰山

善 俗昭

曽田俊弘

曽根宣雄

名和清隆

林田康I1慎

宮入良光

和国典善

【副所長】

【分室主事】



編集後記

*平成17年度の研究を表した教化研究17号をお届けします。

*今号の「研究成果報告」は、開教プロジェクトの 『沖縄本島市部における各宗

派寺院の現状と展望Jr沖縄における浄土真宗本願寺派の関教jです。前号で

は沖縄の浄土宗寺院を調査研究した成果を掲載しましたが、今号では分析を他

宗に広げた ものを掲載しています。

*研究ノートは葬祭仏教プロジェク トf葬祭アンケート 第一次集計分析j ・浄

土三部経プロジェク卜 I仏説観無量寿経J.四十八巻伝プロジェク卜 I四十八

巻伝J.現代布教研究プロジェクト 『和歌・道詠の研究一五重勧誠における活

用についてーJr視聴覚効果の高い布教法 ーパネル法話の検討 J r絵本を利

用した布教実践について一法話の序説としての(いのち)の絵本-J .国際対

応プロ ジェク トrRoundtableMee出 gOjo and DeathJ rNenbutsu Tai'i (念仏

大意)J r Summary of the J odo Viewpoint (浄土宗略抄)J rJodoshu 

Interpretation of the Buddha of Immeasurable Life SutraJを掲載します。

教化研究第 17号

平成18年9月l日発行 発行人石上善謄

編集・発行浄土宗総合研究所
干 105-∞11 東京都港区芝公閲4-74 明照会館内

電話 (03)5472-6571 (代表) FAX (03) 3438-4033 

制作・ DTP有限会社地人館

印刷・製本線式会社双文社印刷
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